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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　草河遊也
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　斬きって──





　斬って斬って斬って──





　斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って斬って──




　それでも狂きよう気きは去らない。


　それでも悲しみは埋うまらない。





　主あるじなき剣けんは、あまりに軽く。





　そしてまた、斬って。


　斬って、斬って──









　　一章　夜明けの特区










１







　夕ゆう闇やみに沈しずみ行く摩ま天てん楼ろう。


　その一角に、彼は立っていた。


　地上百八十メートル。高こう層そうビルの屋おく上じようには、ヘリポートに並ならんで外がい壁へきのメンテナンス用クレーンが設せつ置ちされている。彼がいるのは、空中に向けて突つき出された、その突とつ端たんだった。


　長身だが線の細い青年である。癖くせのない黒くろ髪かみは丁てい寧ねいに切り揃そろえられ、眉まゆは細く美しい線を描えがいている。道服に似にた古こ雅がな衣ころもを身に付つけており、ビルを風が撫なでるたびに、袖そで口ぐちや裾すそが揺ゆれていた。


　良家の子息を思わせる面おも長ながの容よう貌ぼうは、仁じん慈じに富とんだ中世の高官を連想させた。しかし、一方ではどこか浮うき世よ離ばなれした風ふう格かくがあり、見る者の心を穏おだやかにする落ち着きがあった。目も眩くらむ高所に悠ゆう然ぜんと立つ姿すがたは、人じん界かいに遊ぶ仙せん人にんそのものだ。


　しかも彼は両目を閉とざしていた。大気のささやきに耳を傾かたむけるかのように、静かにたたずんでいる。


　彼がいるビルは、香ホン港コン上シヤン海ハイ銀行と呼よばれていた。


　ガラス張ばりの壁へき面めんを、剝むき出しの鉄てつ骨こつが、骨格の如ごとく覆おおっている。無骨なようでいて斬ざん新しんな設計は、随ずい所しよに風水学的技ぎ術じゆつが練ねり込こまれたものだった。事実、彼の感覚は、太平山ヴイクトリア・ピークから流れる竜りゆう脈みやくが足あし下もとの建けん造ぞう物ぶつに流れ込んでいるのを、はっきりと捉とらえていた。


　だが、いまはその竜脈も、濁にごり、滞とどこおっている。


　香港上海銀行の傍かたわらには、倍近い高さと、さらに奇き抜ばつな設計から成る中国銀行ビルの偉い観かんがそびえていた。のみならず、周囲には彼の目線を遮さえぎる超ちよう高こう層そう建けん築ちく物ぶつが林立し、その狭はざ間まから、ヴィクトリア湾わんと対岸の摩ま天てん楼ろう群ぐんが望めた。


　香港。


　現げん代だい資し本ほん主しゆ義ぎの最先端にありながら、高度な呪じゆ的完成度を誇ほこる世界有数の魔ま都と。その壮そう大だいな景観が、彼の前に広がっていた。たとえ目を閉とじていようとも、その絶ぜつ景けいは手に取るようにわかる。ここは彼の都市である。彼が多大な労力と細心の注意を注いで築き上げた、世界に二つとない──いや、史上他に例を見ない、彼の理り想そう郷きようだった。


　しかし、それを眺ちよう望ぼうする彼の表情は優すぐれなかった。


　都市からは熱と喧けん噪そうが消えていたのだ。そろそろ灯ともり出すはずの街明かりもない。あるのは、対岸の遥はるか彼方かなたで怯おびえたように空を行き交かう、物々しいサーチライトの照しよう射しやだけだった。


　不意に、目を閉じた彼の顔に鋭するどい緊きん張ちようが走った。彼はすぐにその感情を消し去り、より苦く悩のうを濃こくしてわずかに首を振ふった。


　そして、重さを感じさせない京きよう劇げきのような仕し草ぐさで、前に一歩、身を躍おどらせた。


　彼が踏ふみ出した先に足場はない。彼の身体からだは一いつ瞬しゆん大気に受け止められた。そして次の瞬間には、百八十メートルの高さから地表に向けて一直線に降こう下かした。


　身に付けた服が猛もう烈れつな勢いきおいで大気をはらむ。だが彼は些いささかの狼ろう狽ばいも見せず、急速に近づく大地を、閉じたままの瞳ひとみで眺ながめていた。そして、地面に叩たたき付けられる直前、身体が羽う毛もうに変化したかのように、ふわりと勢いを消し、足音さえ立てずに石の舗ほ装そうに着地した。あとには微かすかに霧きりが――眩霧リーク・ブラツドと呼ばれる目に見えぬ幻まぼろしの霧が彼の周囲に立ち上って霧む散さんしただけだった。


　彼が降り立ったのは、香港上海銀行の入り口だ。エントランス・ロビーに向かう、がらんとした広大な広場。ここも、本来なら香港経けい済ざいを担になうビジネスマンが行き交かう場所である。なのに、いまは人ひと気けもなく閑かん散さんとしている。


　だが例外があった。


　広場には二頭の獅し子し像ぞうがある。銀行の象しよう徴ちようとして、建物入り口の両りよう端たんに、向き合う形で据すえられている像だ。その左右の像に寄より添そって、二つの人ひと影かげがあった。


　右側の人影は腕うでを組んで像の台だい座ざに寄りかかるように立っていた。苛いら立だたしげな顔つきで正面を見据え、頑かたくなにもうひとつの像がある方を見ようとしない。


　そして、左側の人影は像の足下で片かた膝ひざを立てて座すわり込んでいた。顔はうつぶせで、死人のように身動きひとつしない。感覚を遮しや断だんし、自らを周囲から切り離はなしているように見える。


　座る人影は、抱かかえ込むようにして長い棒ぼう状じようの物を地面に立てていた。


　鞘さやに収おさめられた日本刀である。


「来た」


　と、遥はるか屋上から舞まい降りた青年が、息ひとつ乱みださずに告げた。


　像に寄りかかっていた人影が腕を解ほどいて身を乗り出し、座り込む人影が伏ふせていた顔をわずかに持ち上げた。


「やはり、突とつ破ぱされましたか」


　つぶやいたのは、寄りかかって立っていた人物だった。


　三十前後と見える西洋人の男である。髪かみと瞳の色はグレイ。双そう眸ぼうは鷹たかのように鋭するどく、オールバックにまとめられた髪もウルフカットのように見える。ダークスーツに身を固めて礼節を重んじた物もの腰ごしを取っているが、しなやかに引き締しまった肉体からは、裡うちに秘ひめた力が隠かくしようもなくにじみ出ていた。どことなく、改心したギャングスターのようだった。


「予想以上に早かったですな。日にち没ぼつ前とは……」


「……うむ」


　男の感想に、青年は重苦しく返事をした。青年は男より年下に見えるが、男の青年に対する態たい度どには真しん摯しな誠せい意いがある。青年もそれを受けて悠ゆう然ぜんとしていた。


「留とどまるところを知らぬ。しかも動きに統とう一いつ性せいが見えてきた。やはり、あの噂うわさは本当らしい」


「……『ウォーカーマン』が奴やつらに与くみしたという情じよう報ほうですか？」


　男の目に、暗い怒いかりの火が灯ともった。『ウォーカーマン』は、古くからその暗あん躍やくを噂されてきた有力者だ。出自もはっきりしないはぐれ者で、これまでにも度たび々たび闇やみの世界に混こん乱らんを持ち込んだ。


　しかし、少なくとも彼は、これまでずっと孤こ高こうを保たもってきたのだ。


「彼だけではない。件くだんの殺し屋」


「ペンテウス卿きようを暗殺した男ですな」


「うむ。彼もまた、奴らの血に染そまった」


　青年の言う殺し屋は、暗殺を請うけ負おう『老ろう牙がニザリ』の血統に連なる刺し客かくだ。血族の結束が固いのは黒い血ブラツク・ブラツドの常つねだが、かの血統の掟おきてが凄せい惨さん極きわまる劫こう罰ばつによって厳げん守しゆされていることは有名である。しかし、千年に一人と讃たたえられたその殺し屋は、彼らの血の掟を破やぶった。


　いや、破る羽は目めになった、というべきか。


「……くそっ」


　男が苦々しく舌した打うちする。


　他ひ人と事ごとではないのだ。彼もまた、身内から造反者を出していた。いや、彼の身内が敵てきに付いたことが、すべてのきっかけとなったのだ。


「おのれ、新しん参ざん者ものどもが……どこまで月下の平へい穏おんを乱みだす気だ」


　男は獰どう猛もうに吐はき捨すてた。その瞬間、彼の瞳ひとみの奥おくに、人のものではない危き険けんな光が宿り、唇くちびるから犬歯が──牙きばと呼よぶ方が相応ふさわしい、鋭するどく長い犬歯が伸のびた。


　そこへ、


「──数は？」


　と、それまで黙だまっていた左側の人影が声を出した。


　まだうずくまるように座り込んだままだが、わずかに上げられた顔の中で、瞳が氷ひよう柱ちゆうの如ごとく輝かがやいていた。


　こちらは二は十た歳ち過すぎとおぼしき若わか者ものである。東洋人で、切れ長の黒い瞳と、肩かたに掛かかる黒髪を持っていた。が、その身なりは三人の中でももっとも異い様ようだった。髪はざんばら髪のように方々に乱れ、顔の大半を覆おおっている。着ているのはスーツらしかったが、その上から身体からだ全体をすっぽりと包むマントを羽は織おっていた。


　マントの表面は赤黒い汚よごれで斑まだらに染まっていた。おびただしい返り血の跡あとだ。マントは血ち避よけなのである。だが、その意味もあまりなく、髪も、顔も、指先から革かわ靴ぐつの先に至いたるまで、あらゆる場所に血けつ痕こんの汚れがこびり付いていた。乾かわいた血と埃ほこり、そして灰はいにまみれた様子は、戦場に遺い棄きされた死体のようだ。


　だが、そんな有様にもかかわらず、蓬ほう髪はつの奥からのぞく瞳は禍まが々まがしい力に脈打っている。


　若者の質しつ問もんに対し、青年は痛いたましげな顔を向けた。


「多数」


「…………」


　何を思ったのか、青年の答えに、若者は身も凍こおるような冷れい笑しようを浮うかべた。そして無言のまま日本刀の柄つか頭がしらに手を置き、幽ゆう鬼きのように立ち上がった。


　若者の態度を横目に見た男が、苛いら立だちも露あらわに吐き捨てる。


「……貴き様さまは出るな。ここで龍りゆう殿どのをお守りしろ」


　男の指し示じに、若者は一瞬だけ視し線せんを向けた。が、すぐに逸そらし、前方──ヴィクトリア湾とその向こうに広がる九龍クーロン半島へと戻もどした。


　無視された男が激げつ昂こうする。


「いい加か減げんにせんか、青あお二に才さいがっ。俺が一人で打って出ると言っているのだ。貴様の出る幕まくはない！」


「……いまの私は、お前より強い」


「強さなど問題ではない。たとえ始祖ソース・ブラツドに匹ひつ敵てきする力を有しようが、己おのれの足あし下もとも定まらぬ輩やからは必要ないわっ」


「…………」


　若者は言い返さなかった。痛いところを突かれたのだろう。ぐっと唇を嚙かむ。その薄うすい唇からも牙がのぞき、自らの皮ひ膚ふを傷きずつけて血を流した。


　若者は無言のまま、彼をにらみつける男に目を向けた。それから、二人の中央に立つ青年に視線を移うつした。


「私は出る。『開けて』くれ」


　青年は悲しげにため息をこぼした。一方男は、若者の態たい度どにさらに声を荒あららげる。


「この……無礼者っ。貴様、誰だれに向かって口を利きいていると──！」


　男の罵ば声せいは、片かた腕うでを上げた青年によって制せい止しさせられた。「龍殿っ」と咎とがめるように叫さけぶ男に首を振ふり、青年は若者に身体からだを向けた。そして言った。


「──ジロー。剣けんで嘆なげきは拭ぬぐえない」


　青年の静かな言葉を受けると、若者の瞳から冷れい徹てつな敵意が消えた。代わって、いまにも泣き出しそうな、子こ供どもじみた悲しみが浮かんだ。


　しかし彼は、それを隠すかのように姿し勢せいを正すと、深々と青年に向かって頭を下げた。


「お願いです。私には、剣しかない」


　青年は閉とじた瞳で、頭こうべを垂たれる若者をじっと見つめた。その背はい後ごでは、やり切れない感情を吐き出すように、男が舗ほ装そうを蹴けりつけていた。


「……わかった」


　青年が諦あきらめたようにつぶやく。彼は再ふたたび向きを変え、九龍半島に繫つながる


上環シヨンワン駅の方角に向かった。


　そして、ゆっくりと、閉ざしていた目ま蓋ぶたを持ち上げた。


　秀しゆう麗れいな睫まつ毛げの下から黒真しん珠じゆを思わせる底知れぬ双そう眸ぼうが現あらわれる。瞬しゆん間かん、それまで目に見えぬ「壁かべ」として周囲一帯に遍へん在ざいさせていた彼の力が、統とう制せいを解とかれて彼の体内に戻った。


　同時に、それまで彼の「壁」によって均きん衡こうを保たもたれていた陰いん陽ようのバランスが崩ほう壊かいした。「壁」の外に満ちていた禍々しい黒こつ気きが、突風のように吹ふき込こんできた。敵を閉しめ出していた青年の「結界」が解かい除じよされたのだ。


　吹き荒すさぶ闇やみの気け配はいは、青年の左右に控ひかえる男と若者にも変化をもたらした。無数の敵意と呪じゆ詛そを内包した気配に当てられ、二人の身体が自然と戦せん闘とう態たい勢せいを取ったのだ。それまで人間らしさを保っていた二人は、外見はそのままに、人外の魔ま物ものへと変へん貌ぼうを遂とげていた。


「……かたじけないっ」


　言い捨てて、若者は日本刀を握にぎり、弾だん丸がんのように飛び出していった。踏ふみ出した先の舗装が粉々に砕くだけ、彼の身体は凄すさまじい速度を出して走り去った。早くも幻まぼろしの霧きり──彼らが力を発はつ揮きするときに発生する眩霧リーク・ブラツドが、爆ばく煙えんのように渦うずを巻まいていた。


　青年が──いまや地上屈くつ指しの力の持ち主と化した香港の夜の王が、視線を男に据すえる。


「ケイン。ここはいい。ジローを」


「……承しよう知ちしました」


　男は素す早ばやく目礼すると、若者同様姿すがたを消した。こちらは、完かん璧ぺきにコントロールされた力を用い、あとには彼がいた痕こん跡せきひとつ見み出いだせない。


　二人が去ると、青年は黒い瞳ひとみを天に向けた。


　摩ま天てん楼ろうに切り取られた空は、夜の帳とばりを下ろしつつある。


　彼は無言のまま夜空を見つめた。だが、何も口にせずとも、無人の広場にたたずむ彼の姿は、激はげしい苦く悩のうを雄ゆう弁べんに語っていた。





[image: ]　[image: ]　[image: ]







　都市に蠢うごめく夜の獣けものたち。結界から出たジローは、彼らの気配を手に取るように把は握あくしていた。どれも稚ち拙せつで未み熟じゆくでありながら、侮あなどることのできない力を有している。


　だが、ジローの胸きよう中ちゆうには恐きよう怖ふの欠片かけらすらなかった。


　磨みがき上げられたビルの外がい壁へきを蹴けり、空中で交差する遊歩道の支し柱ちゆうを蹴り、馴な染じみ、親しみさえ感じていたはずの街まち並なみを踏みつけながら、ジローは香港中環セントラルの通りを駆かけ抜ぬけていた。


　先ほどまでの浮ふ浪ろう者しやじみた無気力感はどこにもない。血に汚よごれたマントを引き千切る勢いきおいでたなびかせ、疾しつ駆くしながら徐じよ々じよに己おのれの感かん情じようを高ぶらせていた。


　ジローは自らの力を全開にしていた。血が轟ごう々ごうと体内を巡めぐり、自身の血流が耳を圧あつしている。それは、不必要に強大な力を操あやつる、危き険けんな行こう為いだった。しかし、そんなとき、いつもクスクスと笑いながらたしなめていたあの声は、もうどこからも聞こえて来なかった。


　脳のう裏りを豊ゆたかな金きん髪ぱつが過よぎり、白く繊せん細さいな四し肢しが浮うかび、ジローは必死にそれらを振ふり払はらった。


　この世界に不要なものなど何もない、と彼女は言った。


　存そん在ざいという奇き跡せきは、他の誰かに求められた結果なのだ。そしてまた、たとえそれが、どれだけわずかで、どんなに道を外した願いであろうとも、まさにいま、誰かに求められている証あかしなのだ。


　彼らの存在があるのも、総そう体たいとしての世界が求めたからこそなのだ、と、彼女はそう言った。


　──そしてもちろん、ぼくたちも！


　まるで天使のような笑みを満面に湛たたえながら、彼女は言ったのだ。


　──いいかい、ジロー。ぼくらは、肯こう定ていされて、生きている。


　だがいまここに、貴女あなたはいない。


　抑おさえようもなく、どす黒い熱が胸中に蠢いた。熱は瞬またたく間にジローを満たした。怒いかりと憎ぞう悪おの獣けものが、体内で猛たけっている。自分で自分がコントロールできない。


　柔やわらかな笑えみ。芳かんばしい吐と息いき。耳元にささやく声。胸むな元もとをくすぐる指。こぼれる血を舐なめ取る舌した先さき。おどけるように煌きらめく牙きば。悪いた戯ずらな瞳に、無む邪じや気きな、あけすけな表情。


　まるで無む防ぼう備びに、呆あきれるほど放ほう胆たんに、はち切れんばかりの好こう奇きを湛えて、彼女は夜の世界を歩く。


　この世界に不要なものなど何もない、と彼女は言った。


　なのに、もうここに、貴女はいない。


　どくどくと黒い血が脈打った。ジローは笑った。まるで人間のようだ、と自らを嘲あざ笑わらった。腹はらの底から嘲ちよう笑しようした。


　奴やつらの姿すがたが視し界かいに入ったのは、そのときだった。人工の緑に飾かざられた、ビルの狭はざ間まの小広場。そこを徘はい徊かいする五、六人の人ならざる人ひと影かげ。


　彼の同類──吸血鬼ブラツク・ブラツドたちだ。


　思考を遥はるかに凌しのぐ速度で、ジローは絶ぜつ叫きようを放っていた。凄すさまじい音が爆ばく発はつし、大気がドラムのように振しん動どうする。左右を挟はさむ建物の窓まどにひび割われが走った。


　ジローの咆ほう吼こうは物理的刃やいばとなって敵てきに襲おそいかかっていた。近くにいた者は鼓こ膜まくを破やぶられて悲鳴を上げ、それを免まぬがれた者たちも突とつ然ぜんの急きゆう襲しゆうに──それも己おのれを遥かに凌りよう駕がする者の容よう赦しやない攻こう撃げきに麻ま痺ひし、竦すくみ上がった。


　その無様さを笑う余よ裕ゆうすらなく、ジローは彼らに飛びかかった。敵の鼻先に着地。右足が前に滑すべり身体からだが半はん身みに開く。右手が閃せん光こうのように日本刀の柄つかへ走り、


「ッイェアァァッ！」


　携たずさえていた鞘さやから、銀色の光が爆流となって斜ななめ上に駆け抜けた。ジローを中心に、どっと力が同心円を描えがいて弾はじける。


　敵は、刃に斬きり裂さかれた瞬間には、ジローの圧あつ倒とう的気配に吹ふき飛ばされていた。真っ二つになるどころか、散さん弾だん銃じゆうで撃うたれたように上半身が爆散し、血と肉にく塊かいをまき散らしながら灰はいになった。


　その灰を全身に浴びつつ、ジローは血走った目を四方に走らせた。彼の視線の先で、凍こおり付く敵、敵、敵。彼らを視界に映うつしながら、ジローは荒あらぶる敵意も、残ざん虐ぎやくな喜びも感じなかった。怒いかりすらなかった。ただ身内を焼き焦こがす灼しやく熱ねつだけがあった。


　ジローの気配が一段と濃のう度どを増ます。眩霧リーク・ブラツドが旋せん風ぷうを作る。蓬ほう髪はつが蛇へびの如ごとく宙ちゆうに泳ぎ、両目に妖よう光こうが、口元に牙きばが宿る。


　一人がジローを見て、「銀ぎん刀とう！」と叫さけんだ。そいつを一人目にした。ジローはひと飛びで間合いを詰つめ、その一歩を踏ふみ込みに、叫んだ相手を袈け裟さ斬ぎりにした。返す刀で次の敵を斬り捨て、さらにその次の敵を斬る。斬り裂いた敵の中に飛び込み、血を浴びながら次の獲え物ものを襲った。


　殺さつ戮りくは新あら手ての敵を呼よんだ。荒ぶるジローの気配は、それを察知する力を持った者にとって闇夜の篝かが火りびに等しい。広場にいた敵が全ぜん滅めつする頃ころには、何十という増ぞう援えんが、ジローの発する熱気に群むらがり始めていた。


　彼らは数の優ゆう位いを活いかし、連れん携けいしてジローを包囲しようとしていた。待つまでもない。ジローは自分から、もっとも敵の密みつ集しゆうしている方向へ走り出した。


　強く地を蹴り、滑かつ空くうするように街を駆ける。一歩前に進むごとに、鼓動が速まっていく。視界が赤く染まっていく。


　高速で移うつろう視界の中、吸すい寄せられるように敵てき影えいを捉とらえた。壮そう絶ぜつな笑えみが口元を彩いろどり、剝むき出しの牙と刃が鈍にぶい輝かがやきを放つ。


　ぐんと速度を増し、ジローは敵てき陣じんに突っ込んだ。その数十二。彼らが迎げい撃げき態たい勢せいを取った直後には接せつ敵てきし、すれ違ちがい様に一人目の首を斬り飛ばしていた。隣となりにいた敵が慌あわてて飛び退のこうとするが、視線が交差した瞬間に視経侵攻アイ・レイドで動きを止める。降ふり注ぐ血しぶきを浴びつつ、身動きを取れない敵の頭ず蓋がいを大上段からかち割った。


　すると、噴き荒れる血ちけ煙むりを貫つらぬいて、一いつ斉せいに銃声が弾けた。敵のアサルト・ライフルだ。ジローが動きを止めた一瞬を狙ねらって、計ったようなタイミングで引き金を引いた。


　しかし、周囲から浴びせられた銃弾は、一発残らず弾き返された。まるで空中で鋼こう鉄てつの壁かべに行く手を阻はばまれたようだった。ジローの念動力。力場思念ハイド・ハンドと呼ばれる力だ。再ふたたびジローが動いた。火線が彼を追って移い動どうする。ジローは飛び交かう銃弾を引き連れ、次から次へと敵を斬り捨てた。


　血を撒まく日本刀の刃やいばは、銀でコーティングされていた。銀は血の魔ま力りよくを退しりぞける物ぶつ質しつである。ジローの刀は、敵のみならず彼自身にも死をもたらしかねない諸もろ刃はの剣けんなのだ。しかし、銀の日本刀を操あやつるジローに、そのような危き惧ぐはない。ただ一心に敵に向かって刃を振り下ろし続けた。敵は、ジローの刀を『銀刀』と呼んで恐れていた。しかし、いまやその呼こ称しようは、ジロー自身を指す言葉となっていた。


　ジローの猛もう攻こうは留とどまるところを知らなかった。


　ただ、それと呼こ応おうするように、敵の連携も次し第だいに密になっていった。


　彼らの血は戦いくさを好む。彼ひ我がの実力差を狂きよう気きが覆おおい隠かくし、同族の血けつ臭しゆうが彼らを興こう奮ふんさせていた。巨きよ大だいなビルの壁へき面めんで。飛び込んだロビーの吹き抜けで。入り組んだ路地で。ドームの屋上で。彼らはヒーローを追いかける子こ供どものように、我われ先さきにとジローを追い、銃口を向けて襲いかかった。いつしか戦場には、銃声と悲鳴、怒ど号ごうの他に、けたたましい笑い声が混まじり始めていた。


　興奮はジローにも伝でん播ぱしていた。斬る者と斬られる者が、互たがいに目を剝むき牙きばを剝き、狂くるったように哄こう笑しようする。荒々しい呼こ吸きゆう。その呼吸の継つぎ目すら溶とけていく。そうしている間だけ、彼は何も思い出さず、考えずに済すんだ。


　気が付いたときにはジローは完成された包ほう囲い網もうの中心にいた。降り注ぐ銃弾の雨を避よけ、ジローは大きく跳ちよう躍やくした。居い並ならぶビル群より高く飛び上がる。開けた視界に、夜の香港が広がる。


　失われた夜景は闇やみに包まれていた。だが、いまや街は、闇に輝く無数の瞳に彩られている。そのどれもが、狂った興奮を湛たたえてジローを見上げているようだった。


　ドクンと心しん臓ぞうが雄お叫たけびを上げた。ジローはマントをはためかせ、両目を血走らせて眼がん下かに吠ほえた。


　いいだろう。


　貴き様さまら全員、皆みな殺ごろしだ。


　怒りと歓かん喜きがジローの中で爆ばく発はつした。その瞬間、それまで眠ねむっていた力が目を覚ました。ジロー個こ人じんのものとは比ひ較かくにならない、獰どう猛もうな古いにしえの力だ。彼女を守るとき以外は、決して使用してはならないはずの遺い産さん。だが、いまのジローに、禁きん忌きに対する畏い敬けいはない。


　ドクンッ、と。


　もう一度、まるで身体からだ全体が一個の心臓になったように、ジローの血流が大きく脈打った。その内圧に耐たえきれず、血管が破は裂れつする。手足から血が噴ふき出す。闇やみの波動が迸ほとばしる。


　空中で爆発した力は、津つ波なみのように地上へ襲いかかった。ビルの外壁に亀き裂れつが走り、窓まどが一斉に砕け散った。


「止よせ！　ジロー！」


　どこからか声がした。一瞬前までの数倍にも広がったジローの感覚に、敵陣に阻まれながら必死の面おも持もちでこちらに向かうケインの姿が映った。だが、制せい止しする彼を捉えても、ジローは止まらなかった。眩霧リーク・ブラツドが炎ほのおのように濃密に身体を覆おおう。ガラスの破は片へんが乱らん舞ぶする中へ、ジローは燃もえ上がる流星となって落下した。


　落下の衝しよう撃げきで眩霧リーク・ブラツドが周囲に吹き荒れ、それに触ふれた敵が幾いく人にんも灰はいと化した。彼らは全員愕がく然ぜんとし、同時に恍こう惚こつとした表ひよう情じようを浮うかべて最後までジローを見つめていた。


　ジローは立ち上がった。滴したたる血が、意い志し持つ者のようにのたくっていた。その血から噴き出す眩霧リーク・ブラツドがとぐろを巻まく中で、日本刀の刃やいばだけが銀色の光を放っている。


　新たな殺さつ戮りくに向けて、ジローは足を踏み出した。


　だが、その足はすぐに止まった。


　切れ長の瞳が啞あ然ぜんと開かれ、悪あつ鬼きのようだった顔に人間じみた表情が戻もどる。彼はあえぎ声をもらして、前を見た。


　ジローの行く手に、一人の女じよ性せいが立っていた。


　黄金こがね色の髪かみ。青い瞳ひとみ。小こ柄がらな身体。輝かがやかんばかりの笑み。


「ジローったら」


　と彼女は懐なつかしい声でいった。楽しそうに首を振ふった。


「ほんとに君は、熱くなるとブレーキが利きかないんだから。困こまった子だよ」


　そのからかう口くち振ぶりは、憎ぞう悪おと敵てき意いのただ中にあってさえ自然だった。牙きばを剝むき、蓬ほう髪はつを逆さか立だたせたジローと、平然と向き合っている。


　と──


　立ち尽つくすジローの前で、彼女の姿すがたが変身した。


　髪の色が変わる。背せの高さが変わる。笑顔が──笑みはそのままに、その性せい質しつを大きく変へん貌ぼうさせる。


　気が付いたとき、目の前に立っていたのは、まるで違ちがう女性だった。


　艶あでやかな女性だ。外見は二十五、六。腰こしまで届とどく長い黒髪は濡ぬれたようにつややかで、一匹ぴきの大だい蛇じやのように肢し体たいに絡からんでいた。均きん整せいの取れた身体にフィットした黒いシャツとジーンズ。肌は白く、唇くちびるには黒のルージュ。


　そして、妖よう艶えんな翠みどりの双そう眸ぼうが、絶たえず危き険けんな輝きを放っていた。


　モノトーンの装よそおいにもかかわらず、彼女が醸かもし出す印象は、極ごく彩さい色しきの毒蛇に似にていた。声の、眼まな差ざしの、仕草のひとつひとつから、彼女が猛もう毒どくを持つ存そん在ざいであることが知れる。


「やっ。少しは落ち着いたかな？」


　と、その女性は言った。ジーンズのポケットに手を入れた、恐おそろしくリラックスした姿で。


「久ひさしぶり。元気にしてた──ようじゃないのが残念だ」


　彼女の登場と同時に、敵てき陣じんは一いつ斉せいに身を退ひいた。まるで、彼女に命じられたように。


　だが、ジローは注意を払はらわなかった。全身がわなないていた。両目が激はげしい光こう彩さいを放ち、嚙かみしめられたあごが、ギリギリと音を立てる。


「……貴き様さま……貴様……」


「なんだ。もう名前も呼んでもらえないのか？」


　ジローの唸うなり声に、彼女は薄うすい冷笑で答えた。そして、


「君をからかうのも、ずいぶん久しぶりだ」


　と、穏おだやかささえ感じさせる口調でつぶやいた。
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「不思議なものだ。君をからかうのを、いつも私は楽しんでいた。とても楽しんでいた。最初は、あいつが君を選んだことで興きよう味みを覚えただけだったのにな。覚えてるか、ジロー？　私が面おも白しろ半分で君に嚙み付いたときのこと？　あのときの、あいつの顔ったらなかった。しかも、それを見られたときの君の狼狽うろたえぶりときたら。長いこと生きてきて、あんなにおかしかったことはなかったよ。この私が涙なみだを流して笑うなんて。そんなことが、いつの間にか当たり前になるなんて。本当に、想そう像ぞうもしなかったよ」


　そう言って肩かたを竦すくめる。


「信じてもらえるだろうか？　私が生きてきた長い時間の中で、君たち二人と過すごした日々ほど幸せだった時間はなかった。本当だ。あいつなら、きっとわかってくれると思う。私は、三人で過ごした時間を、とても大切に思っている。昔も、いまも」


「ならっ、なぜ裏うら切ぎった！」


　血を吐はくように、ジローが叫んだ。彼女は不意に真顔になった。


「時が動いた。あいつも、そう言っていただろう。受け入れろ、ジロー」


「戯ざれ言ごとをぬかすなぁ！」


　ジローが飛び出した。技わざや戦せん術じゆつなど微み塵じんもない、怒いかり任まかせの斬きり込こみだ。にもかかわらず、そのただならぬ圧あつ力りよくに押おされ、彼女は表情を引き締しめた。


　ジローの刀が一いつ閃せんする。剣圧にアスファルトが抉えぐれる。避よけたはずの彼女の身体が、空中で錐きり揉もみした。右手で地面に一度着地し、大きくバウンドして体たい勢せいを立て直す。


　長い黒髪を振り回しながら、彼女はこぼれるような笑い声を上げた。


「凄すごいぞ、ジローっ。ゾクゾクする。が、今日はここまでだ。ケインの石頭が、すぐそこまで迫せまっている。できれば私の新しい家族を紹しよう介かいしたかったが、それは次の機会にしよう！」


「家族だとっ!?」


　問いながらジローが肉にく薄はくする。地面すれすれを踏ふみ足が滑すべり、身体に染しみついた動きで銀色の刃を振ふり抜ぬく。「その通りっ！」叫び返しながら、彼女は身を翻ひるがえして斬ざん撃げきを躱かわす。彼女の目も燐りん光こうを発していた。唇を割わって、剃かみ刀そりのような牙がのぞいていた。


「私の新しい弟きよう妹だいたちだ！　可愛かわいいもんだぞ。弟や妹というのはっ」


「ケインたちを裏切っておきながら！」


「違うな。彼らが私を裏切ってきたのだ。もう何百年も以前からっ」


　二人は戦いを続けながら、声を嗄からして叫び合った。ジローは手を緩ゆるめず攻せめ続けているが、暴ぼう走そうする力に振り回されている。対して彼女は冷静だ。震ふるえるほどの緊きん張ちように身を晒さらしながら、闘牛士マタドールのように猛もう攻こうを躱した。


　彼女が大きく飛ひ翔しようする。ジローがすぐさまあとを追う。


「ほら、ジロー」


　彼女が笑った。


「迂う闊かつだ」


　彼女はジーンズのポケットに手て袋ぶくろをした右手を入れた。ジャラリと中の物をつかみだし、ばらまく。それは幾いくつものロザリオだった。闇やみ夜よに銀ぎん製せいの十じゆう字じ架かが輝き、ほんの一瞬、ジローの力の源みなもとである古い血が怯ひるんだ。身体にロザリオの鎖くさりが絡からまる。服の上にもかかわらず、銀に触れた肉体が音を立てて焼けた。


　身じろぎして振り落とそうとするが、ロザリオは一向に離はなれない。力場思念ハイド・ハンドの一種だ。わずかな力ではあるが、ジローには真ま似ねのできない高度な技術だった。彼女は魔ま女じよの血統だ。中でも彼女は、始し祖そモーガンの再さい来らいとまで言われた、力の遣つかい手なのである。


　ジローはついに地面に落下した。そのときには、彼女の姿は彼方かなたのビルの屋上にあった。


「じゃあな、ジロー」


　彼女は高らかに叫んだ。


「寂さびしがることはない。何もかも、まだ始まったばかりさ。慟どう哭こくも歓かん喜きも、すべてはこれからだ」


「待てっ！」


　ジローが怒りの咆ほう吼こうを上げる。彼女は背せを向けたが、一度だけ振り返って微笑ほほえんだ。捻ひねくれた彼女らしくない、素そ朴ぼくな親愛の眼まな差ざしを残して。


　ロザリオに肌が焼けるのも構かまわず、ジローは強ごう引いんに鎖を引き千切った。だが、あとを追おうにも、すでに彼女の姿はない。


「……なんでだ!?　なんであなたまで……」


　ジローは刀を地面に突つき立て、彼女の消えた方向に向かって絶ぜつ叫きようした。


「カーサぁ！」


　それは怒ど号ごうであり、また悲鳴のようであった。
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　一九九七年。


　人々は、突とつ然ぜん夜の世界から手を差し伸のべた隣りん人じんに、ただ言葉をなくし、逃にげ惑まどっていた。


　血の滴したたる牙を剝き、狂きよう気きの笑みを浮かべる隣人の姿に。





　のちに『九龍クーロンショック』と呼ばれる吸血鬼ブラツク・ブラツドたちの饗きよう宴えんは、まだ始まったばかりだった。





　　　２





「──ほえ？」


　ぴくり、と目ま蓋ぶたが動く。


　うっすらと開いた瞳ひとみに、カーテン越ごしの日差しが映うつった。葛かつら城ぎミミコは微睡まどろみながら、ぼんやりと疑ぎ問もんを浮かべた。


　──カーサ？　誰？


　夢ゆめでも見たのだろうか。そんな名前は聞いたこともないのに。


　しかし、耳馴な染じみのないその名前は、日なたのソフトクリームのように、たちまち溶とけていった。ミミコはすぐに疑問を忘わすれ、深々と枕まくらに顔を埋うずめた。


　とろんとした目を窓まどに向ける。


　──朝だ。


　起きなきゃ、という思いと裏腹に、身体からだは完全に熟じゆく睡すいを決め込こんでいた。駄だ目めだよー、起きなきゃー、と念じてみても、目蓋はどんどん重くなる。でもまだ開いてるよー、ほらほら閉じてないよー、と自分に言い訳わけするころには、再ふたたび健すこやかな寝ね息いきを立てていた。


　そもそもまだ目覚ましが鳴っていない。セーフだ。もうひと眠りしたって大だい丈じよ夫うぶなはず。


　ミミコは余裕たっぷりの笑みを浮かべて、幸せそうに寝返りを打った。


　すると、指先が硬こう質しつの何かに当たった。すっかり閉ざされた目蓋の上で、ミミコの眉まゆが怪け訝げんそうに動いた。


　指先でとんとんとつつく。カンカンと硬かたい手て応ごたえが返る。微かすかに水がゆれる音がする。


　ミミコは嫌いやそうに目を開けた。靄もやのかかる視し界かいに、灰はい色いろのアルミが見えた。


　──……バケツ？


　なぜに？


　とミミコが焦しよう点てんを合わせるため目を細めたとき、パジャマのおしりに何かがもたれかかった。びくっと全身が硬直する。もたれかかった何かは、そのままもぞもぞと動いた。身体中の皮ひ膚ふにぞわぞわと鳥とり肌はだが広がる気がした。


「わああ！」


　と、一気に目が覚めたミミコは、布ふ団とんをはねのけてベッドの上に飛び起きた。


　立ち上がる爪つま先さきにシーツが引っかかる。バランスを崩くずしてたたらを踏ふんだ足の裏には枕が、滑すべって尻しり餅もちを突ついた下には水を湛たたえたバケツがあった。


　十秒後。


　はねのけた布団がむっくり膨ふくらみ、下から輝かがやかんばかりの金髪ブロンドがこぼれ落ちた。現あらわれたのは、まだ幼おさない少年である。さっきミミコのおしりに接せつ触しよくした犯はん人にんだ。


　彼はしばらく身体を起こしたままきょろきょろ回りを見回したが、ミミコを見つけると、まだ眠たげな顔に明るい笑顔を浮かべた。


「あー。ミミちゃん。おはよー」


「……おはよう。コタロウ君……」


「あれ？　ミミちゃん、なんでびしょ濡ぬれなの？　そのバケツ、なに？」


「……気にしないで。そして何も聞かないで。お願いだから」


「ふーん。変なのー」


　と朗ほがらかに笑う。


　無む邪じや気きで率そつ直ちよくな感想が、ミミコの自じ尊そん心しんを傷きずつけた。びっしょり濡れた──まるで寝小便の跡あとのようだ──布団の上に座すわり、タオルで身体を拭ふきながら、ミミコはアヒル口をへの字に結んだ。


　──そうだった。思い出したわ。昨日、こいつら泊とめたんだっけ……


　バケツが枕元にあった訳わけも思い出した。宿しゆく泊はく者しやが妙みような動きを見せたときの用心だったのだ。そして、たちまち昨日の出来事が脳のう裏りに甦よみがえり、ミミコは思わず顔を覆おおった。


　昨日。そう、昨日は本当に大変な一日だった。ミミコの人生を全部ひっくり返しても、朝から晩ばんまであれほど大おお騒さわぎした日は覚えがない。たった二十四時間の出来事だとは、到とう底てい思えなかった。


　──そういや、昨日の目覚めも最悪だったのよね。まだ夜も明けない早朝から、上司に電話で叩たたき起こされて。


　その上、ろくな指し示じもないまま、湘しよう南なんまで出しゆつ張ちように出され──


　そこで彼らに出会ったのだ。


　ミミコは髪かみを指でかき乱みだしながら、昨日出会ったばかりの少年を見つめた。


　彼の名は望もち月づきコタロウ。言動はがきんちょそのものだが、その容よう貌ぼうは感かん嘆たんするほど美しく、愛らしかった。癖くせのある巻まき毛は、カーテン越ごしの陽光を受けてうっすらと輝いている。ぱっちり目を覚ました瞳ひとみは、鮮あざややかなマリンブルー。肌はだは柔やわらかできめ細かく、思わず指でつついてみたくなる。


　しかし、何より印象的なのは、寝癖をつけたままあどけなく微笑ほほえむ、その笑顔だった。シーツにくるまって、おかしそうにこちらを見る姿は、まさに天使そのものだ。同じベッドに座るミミコは、つい頰ほおを赤くして、見入ってしまった。


　だが、もちろん彼は天使の化け身しんではない。


　それどころか、人間ですらなかった。


「ねえ、ミミちゃん。ここどこ？」


「え？　ああ、ここはあたしのうちよ。コタロウ君は途と中ちゆうで寝ちゃったから覚えてないでしょうけど、昨日あのあと、あなたたちをあたしのうちに泊めてあげたの」


「へー。あ、じゃあ、兄あに者じやは？」


「ジローさんなら──」


　ミミコは部屋の隅すみに目をやり、思わずギョッと身体を竦すくめた。


　絨じゆう毯たんの敷しかれた床ゆかの上には、一人の青年が横たわっていた。仰あお向むけになって長身をぴんと一直線に伸のばし、胸むねの上で両手の指を祈いのるように組んでいる。その姿し勢せいのまま、ぴくりとも身じろぎしない。


　身に付けているのは赤いスーツ。顔の上には、つば広の帽ぼう子しがのっかって、顔を隠かくしていた。どれほど観察してみても、胸が上下する様子も、帽子が寝ね息いきに動く様子も見られなかった。まるで埋まい葬そうされるのを待つ死体である。彼がコタロウの兄、望月ジローだ。


「あ、兄者だ」


　とコタロウが嬉うれしそうに指差した。


「……ちゃんと生きてるんでしょうね。あれ」


「寝てるだけだよ。そういや兄者、昨日のお昼って全然寝てなかったや」


　コタロウの台詞せりふに、ミミコはフムと頷うなずいた。


　昼間に寝ていない、というコタロウの説明は、それだけだと不自然に聞こえる。しかし、昼間寝て夜起きるというのは、彼らにすれば自然なことなのだった。この場合は、朝日を浴びて伸びをしている、弟の方が例外的なのである。


　この兄弟は、人の血を吸すう魔ま物もの──吸血鬼ブラツク・ブラツドの兄弟なのだ。


　兄の所しよ在ざいを確かく認にんすると、コタロウは改めて部屋を見回した。顔中に子こ供どもっぽい好こう奇き心しんが満ちている。


　つられてミミコも自室を見回した。


　六畳じようの部屋の三分の一は、ベッドと洋服だんすとクローゼットが占しめている。他には、壁かべに立てかけた折りたたみテーブルと、テレビとラジカセ、支し給きゆうされたノートパソコンが載のせられたフリーラックが目に入る。


　ぬいぐるみやファンシーグッズといった物はないのだけれど、整理整せい頓とんは行き届とどいていて、十分女の子らしい部屋だと思う。薄うすいグリーンの壁かべ紙がみはお気に入りだし、ひまわりのイラストがプリントされたクッションなんかは、なかなかにお洒落しやれだ。壁にかかるアンティークな姿すがた見みも、じっくり眺ながめるとハイセンスなのがわかる──はず。押おし入いれの中だけは断だんじて見られるわけにはいかないが、そこさえ目をつむれば、平へい凡ぼんでも親しみやすい部屋だった。


　おんぼろビルのおんぼろアパート。三階南向きの１Ｋに、エアコンとユニットバス付きで、家や賃ちんはひと月五万五千円。それが葛城ミミコの小さな城しろだ。彼女は孤こ児じで頼たよれる身内もなく、いっときはストリートで生活していたことさえある。それがいまでは、一人前に職しよくに就つき、部屋を借りて、自立した生活を送っているのだ。


　柄がらにもなく誇ほこらしげな気持ちになって、ミミコは物もの珍めずらしそうなコタロウに目を向けた。


「どうかな？　結けつ構こういい部屋でしょ？」


「うんっ。なんか、秘ひ密みつの隠れ家がみたい！」


　秘密の隠れ家。なんとなく微び妙みような評ひよう価かの気がしたが、小さい男の子の讃さん辞じとしては、悪くないのではなかろうか。ミミコは相そう好ごうを崩くずし、「ありがと」とコタロウの髪を撫なでた。ふわふわしたの髪の手て触ざわりが気持ちいい。


「ねえねえっ。窓まどの外、見てもいい？」


「もちろん。ほら」


　ミミコはカーテンを引いてガラス窓を開けた。


　差し込む太陽に「うわあ」とコタロウが歓かん声せいを上げる。が、窓の外に顔を突つき出すと、怪け訝げんな表ひよう情じようになって眉まゆをひそめた。


「……あれ？　ここ、特とつ区くの中なんだよね？」


「え？　そうよ。なんで？」


「……昨日見たのと違ちがう」


　不満そうにコタロウが振り返った。ミミコは「あー」と目を逸そらして頰をかいた。


　ミミコのアパートがあるのは、『特区』という通つう称しようで呼ばれる場所だ。正式名称は、『経けい済ざい特別解かい放ほう区く』。横浜沖おきに浮うかぶ人工島である。昨日ミミコは、兄弟を特区に案内する前に、横浜から望める水上都市の偉い観かんを紹しよう介かいした。コタロウが言っているのは、そのとき目にした超ちよう高こう層そうビル群ぐんのことだろう。


「あれは新市街区ニユー・ヤードなのよ。この辺りは旧市街区オールド・ヤードって言って、いわゆるダウンタウンなの」


　しかも倉庫街だ。ミミコはちらりと窓の外の景観に目を移うつした。


　道路を挟はさんだ向かいには、こちらと同じぐらい古い倉庫が建ち並ならんでいる。中にはレンガやモルタルの倉庫まであった。もちろん横浜にあるようなノスタルジックな物ではなく、ただ時代遅おくれなだけである。


　再さい開かい発はつから取り残された場所なので、建物の壁はどれも傷いたみ、あちこちに修しゆう繕ぜんの跡あとが残っていた。物ぶつ価かの高い特区にあって五万円台のアパートとなれば、必然的にこういう場所に行き着くことになるのだ。


「おんなじ特区なのに違うの？」


「そ、その通り。特区は奥おくが深いのよ～」


　もっともらしく頷うなずいてみせると、なるほどとコタロウは納なつ得とくしたようだった。こういう場合は、単たん純じゆんで助かる。


「でも、そんなにがっかりする景色じゃないでしょ？　ほら。あそこ見て。あのビルの看かん板ばんの向こう」


　ミミコが指を伸のばすと、コタロウがその先を追った。そして、太陽に輝く水面を見つけ、満面に笑みを浮かべた。


「海が見える！」


「うん。ここは特区の端はしっこの方なの。向かいに並んでる倉庫の裏うらが運うん河がになってて、すぐ海に出られるのよ。ほら。風に海のにおいが混まじってるでしょ？」


　折良く窓から穏おだやかな風が入り、ミミコの黒くろ髪かみとコタロウの金髪をそよがせた。


　ミミコはもう一度窓の外を眺ながめた。確たしかに古くさい街並みだ。しかし、色いろ褪あせた茶色っぽい風景には、メインストリートにはない落ち着きがある。それに、アパートや倉庫の窓の多くには鉢はち植うえが置かれ、花で飾かざられていた。これは、この辺りの住人の習しゆう慣かんだ。ミミコの部屋の窓にもプランターがあり、白い花をつけたフリージアが植えられている。


　陽光を受ける窓辺の花は、くすんだ風景の中で一ひと際きわ鮮あざやかなアクセントとなって見る者を楽しませていた。いつの間にかコタロウの顔にも楽しげな笑顔が戻もどっている。


　──うん。やっぱり、そんなに悪くないじゃない。


　とミミコは満足そうに頷いた。


　それから、おや、という表情を浮かべた。


　通りの向かい側。一棟とうの古いビルの前に、トラックが停とまっていたのだ。引っ越こし業者のトラックである。


「あそこって、『カンパニーうち』のビルよね？　何運んでんだろ？」


　そのビルにはミミコも何度か訪おとずれたことがあった。かつては分室が置かれ、いまは資し材ざい置き場として使われているビルだ。


　ミミコが見守る前で、トラックからは次々と段ボール箱が運び入れられていた。デスクやキャビネットといったオフィスの備び品ひん以外に、ソファやベッドなどの家具まである。本当に引っ越しのようだ。


　だがその中に異い質しつな物がひとつあった。八角形を長細くしたような巨きよ大だいな箱。棺ひつぎである。


　しかしミミコはそれを見て、


「うーん。間違いってわけじゃないみたいね」


　と逆ぎやくに納得した。


　棺は現げん代だいでも吸血鬼ブラツク・ブラツドに好まれる寝ね床どこの代表だった。そしてミミコの勤つとめ先は、吸血鬼ブラツク・ブラツドと切っても切れない関係にあるのだ。


　──しっかし、あそこ普ふ通つうのビルよね？　設せつ備びぼろいし。あんなとこに誰だれか住むの？


　住むとすれば『カンパニー』の人間なのだろうが、一体誰なのだろう。


「……そういや、君たちの住む場所も決めなきゃね」


「え、ここに住むんじゃないの？」


　驚おどろくコタロウに、ミミコはげんなりして首を振ふった。


「あのねえ、コタロウ君。君に言ってもわかんないかもしれないけど、大人同士はそんなに気安く一いつ緒しよに暮くらすもんじゃないの。心配しなくても宿やど探さがしにはつき合うから。吸血鬼の住む場所って難むずかしいのよ？　特に特区じゃ、色々ややこしい事情が絡からんでくるから」


「えー。いいじゃない。ミミちゃん独ひとり暮ぐらしなんでしょ？　一緒に住もうよ？」


「独り暮らしだから余よ計けいに駄だ目めなの。第一、三人一緒なんて狭せまくて住めないわよ」


「そんなことないよ。ぼくら、次からは他の部屋で寝るから」


「他のって……え？」


　言葉の意味がわからず、ミミコは首を傾かしげた。「だって」とコタロウが窓からアパートの外がい壁へきを見下ろす。


「ここがミミちゃんのうちなんでしょ？　ぼくは一番上の部屋がいいな」


「え、いや、その……」


　何か嫌いやな予感がして、ミミコは口を濁にごらせた。


「えーと……コタロウ君、アパートって知ってる？」


「知ってるよ。ひとつの家の部屋を借りて──あっ！」


　とコタロウの目に理り解かいが浮かんだ。


「そっか。ここ、アパートってやつなんだ。じゃあじゃあ、ミミちゃんが借りてるのってどこまで？　この階だけとか、そんな感じなの？」


「……この階っていうか……この部屋……」


　言い淀よどむミミコに、コタロウは不ふ可か解かいそうな目を向ける。それからもう一度、今度はさっき以上に深しん刻こくな驚きを露あらわにした。


「まさか、この部屋だけなの!?　ミミちゃん、この部屋だけで生活してるの？」


「……『だけ』ってことはないんじゃないかなあ……一いち応おうバスとトイレ付きだし……キッチンだって付いてるし……」


　言っていて段々と弱々しくなった。「へー。へー」とコタロウはしきりに感心した。


「ミミちゃんって変わってるねえ。でも大変じゃない？　食堂もリビングもないなんて。それに、客室がないなら、お客さんとか来ても泊とめられないじゃない」


「べ、別にそんこと、ない……と思う……」


　とミミコの視線が床ゆかで寝ねるジローへと彷徨さまよう。


「ね、ねえ、コタロウ君。参考までに聞くんだけど、前にコタロウ君が住んでた『家』って、ひょっとして結けつ構こう大きい？」


「うーん。大きいのかなあ。ぼく、姫ひめさまのお屋や敷しきしか知らないから」


『屋敷』と呼よんでいる時点でミミコの小市民的精せい神しんが受けた動どう揺ようは十分に大きかった。しかも『姫さま』。何者のことだか知らないが、ロイヤルな響ひびきである。


　それでも「ちなみに部屋の数は？」と尋たずねると、コタロウは視線を上に向けて思い出すような顔になった。無言で折り曲げられていく指に、ミミコの動揺が激はげしさを増ます。


「いくつあったかなあ……それって、ダンスホールとかワインセラーとかも入れて？」


「……ごめん。もういいわ。何も言わないで。そして忘わすれて」


　ベッドの上で膝ひざを抱かかえ込こんで、傷しよう心しんのミミコはつぶやいた。所しよ詮せん六畳じよう１Ｋだ。


　──くそう。昨日奢おごったあんみつ代とかクリーニング代、経けい費ひで落ちなかったら請せい求きゆうしてやる……


　概がいして、年を経へた吸血鬼というものは金を蓄たくわえていることが多い。昨日ジローは、自分は百年を生きた吸血鬼だと言っていた。それが本当なら、それなりの財ざいは持っていても不思議ではなかった。


　そして、ジローの言っていたことは、たぶん本当だ。何しろ彼は……


　──……あ。


　そして、ミミコはようやく思い出した。


　ジローは昨日、会ったばかりの自分に色々なことを教えてくれた。自分が百年を生きた吸血鬼であること。流れる水や太陽光、その他、一いつ般ぱんに吸血鬼の弱点として知られるあらゆる物に弱いこと。かつての香ホン港コン聖せい戦せんにおいて『銀ぎん刀とう』と呼ばれた吸血鬼であること。


　そして、彼ら兄弟の秘ひ密みつ。彼らの血けつ統とうが負う、血の宿命について。


　──『さあミミコさん。案内して下さい。これから特区での日々が始まる。私にとって最後の──そしてたぶん、最高に楽しい日々です』


　昨日、彼はミミコに向かってそう言った。


　ミミコは床で眠ねむるジローを見つめた。胸むねが少し苦しくなった。


　これからジローはどうするつもりなのだろう。彼ら兄弟に、自分はどのような関かかわりを持つことになるのだろう。


「ミミちゃん？」


　ハッとしてみると、コタロウが不思議そうな面おも持もちでミミコを見ていた。物思いから覚めたミミコが、なんでもない笑顔を返そうとして失敗する。


　コタロウは何も知らない、とジローは言っていた。ミミコは感情を押し殺してちゃんと笑い返すと、もう一度彼の髪を撫なでて、


「……なんでもないよ」


　と、そう言った。


　急ぐことはない。


　昨日は大変な騒そう動どうを起こしてしまったが、二人は無事特区に入ったのだ。人と吸血鬼ブラツク・ブラツドが共存する、ミミコの都市に。ここでなら、自分だって彼らの力になってやれる。考える時間は、十分あるはずだった。


「コタロウ君、お腹なか空すいたでしょ？　ジローさんはもうしばらく寝かせてあげるとして、朝ご飯にしましょっか？」


「うんっ。ぼく、お腹空いた！」


「朝はねえ、私の行きつけの総菜屋さんデリカテツセンがあるの。野菜サンドとか超ちよ美うお味いしいんだから。バンの屋台なんだけどね。もうちょっとしたら近くに来るから、買いに行きましょ」


「屋台？　ひょっとしてあれじゃない？」


　コタロウが窓の外を指差す。ミミコがのぞくと、確たしかに三さん叉さ路ろの辻つじにオレンジ色のバンが出て、店を開けていた。


「あれ？　ほんとだ。今日はまた、妙みように早い──」


　ぞくり、と嫌な悪お寒かんが走った。慌あわてて視線を引っ越し屋に移す。こんな早朝から引っ越し屋が来るのも、考えてみればおかしな話だ。


「で、でも目覚ましはまだ──！」


　縋すがるように枕まく元らもとを振ふり返ったミミコは、そこに破は壊かいされた愛用の目覚まし時計を発見し、絶ぜつ句くした。まるで鋭えい利りな刃は物もので強ごう引いんにぶった切ったかのように、見事に真っ二つになっている。


「な、なっ……」


「あー。また兄者だ。きっと止め方がわからなかったんだね。兄者、機械音おん痴ちだから」


　のんびりしたコタロウの推すい測そくを余よ所そに、ミミコはベッドから飛び降おりて鞄かばんの中の携けい帯たい電話をつかみだした。


　時間を確かく認にんする。午前十一時四十九分。もはや遅ち刻こくと呼ぶのもおこがましい時じ刻こくを、液えき晶しよ画うが面めんは無情に映うつし出していた。のみならず、鬼おにのような着信が記録されている。残らず上司の番号だ。アラームを切っていたので気付かなかった。へなへなと、ミミコは床に崩くずれ落ちた。


　すると、開けたカーテンからの日差しが届とどいたのか、それまで死人のように横たわっていたジローが、


「……む」


　と不ふ機き嫌げんそうなつぶやきをもらして、身体からだを伸のばした恰かつ好こうのまま、真横にズズっと移い動どうした。人間離ばなれした不気味な動きだ。その傍かたわらには、凶きよう器きとおぼしき日本刀が、鞘さやに収おさまって置かれている。


　キッ、と涙なみだ目めで眠れる吸血鬼ブラツク・ブラツドをにらみ、ミミコは立ち上がった。空になったバケツをつかみ、断だん固ことした足取りでユニットバスに向かう。


　流水に焼かれたジローが悲鳴と共に目覚めたのは、その三十秒後だった。





　　　３





「このような仕打ちが許ゆるされてよいものでしょうか？　自ら家に招まねきながら、無む防ぼう備びに眠る客人に対しバケツの水をぶちまけるなど。もはや礼を逸いつしたなどというレベルではありません。れっきとした敵てき対たい行こう為いです。迫はく害がいと言ってもいい。蛮ばん行こうです」


「いやいや、兄者。きっとあれは特区の風習なんだよ。ミミちゃんだって起きるとき、バケツの水を被かぶってたもん」


「ハッ。そのような野や蛮ばんな風習など聞いたこともありません。そもそも吸血鬼にとって、寝姿を晒さらすということは、相手に対する信しん頼らいの証あかしなのですよ？　それをこれ以上ない形で踏ふみにじるなど、なんという裏うら切ぎりでしょう。あまつさえ真っ昼間から太陽の下を連れ回すとは、まさに言ごん語ご道どう断だん。非ひ道どうと呼ばずしてなんと呼びます。つくづく酷ひどい案内人に当たったものです」


「えー。でもミミちゃん、朝ご飯奢おごってくれたよ？　サンドイッチ、美お味いしいよ？」


「ああ、コタロウ。お前はその、ほいほい物につられる悪あく癖へきをどうにかしなさい。いまに痛いたい目に遭あいますから」


「はい。これ兄者の分」


「あ、ありがとうございます。できればそっちのハムサンドの方で」


　ぶちぶち文句を言いながらも、弟の差し出したサンドイッチに手を伸ばす顔は嬉うれしそうである。ちらりと後ろを振り返ったミミコは、よほど取り上げてやろうかと思った。


　正午過すぎ。昼休みに入った通りには、人通りが増ふえつつあった。


　制せい服ふく姿すがたで先頭を歩くミミコ。その後ろに続く兄弟。背せの高い兄の頭は、まだ髪が水に湿しめっていた。


　百年以上生きているジローだが、見た目は二は十た歳ちそこそこといった若わか者ものである。元もと日本人であるから髪かみも瞳ひとみも黒い。全体的に優やさしげな印象を持つ青年だ。そのくせ顔の造ぞう作さくは鋭するどく、長身も無む駄だなく引き締しまっている。


　とはいえ、苦手な太陽光の下にいるだけに、動きにはキレがなかった。顔色もよくない。帽子を被り、ゴーグルをつけ、日ひ傘がさまで差してなんとか外を歩いていても、徹てつ夜や明あけのような元気のなさだ。威い勢せいがいいのは口だけである。


　三人がいるのは第フイ五フス地・ヤ区ードと呼ばれる地ち域いきだった。旧 市 街オールド・ヤードの中心地で、役所などの公機関が多いのが特とく徴ちようだ。また、それに付ふ随ずいする形で商店も多い。洗せん練れんされた感じはないが、等身大のにぎわいがあった。ミミコが所しよ属ぞくする『カンパニー』があるのも、この地区である。


　朝食を手に和なごやかな雰ふん囲い気きで歩く兄弟とは対照的に、黙もく々もくと先を行くミミコの顔は沈しずんでいた。彼女たちが向かっているのは『カンパニー』の事じ務む所しよである。本来なら、昨日の報ほう告こくのため常つねより早く出しゆつ勤きんしてしかるべきだった。それがこの始末である。水をぶっかけたぐらいでは、ミミコの気は晴れなかった。


「そもそも壊こわすって何よ、壊すって！」


「仕方ありません。止め方がわからなかったのです」


「なぜ止めようとするわけっ？」


「そりゃあ、安あん眠みんを妨ぼう害がいされましたから」


「……基き本ほん的な質しつ問もんだけど。ジローさん。目覚まし時計ってのが、なんのためにあるのか、わかってる？」


「決まっているではありませんか。目を覚ますためです。言うまでもありますまい」


　得意げに答えるジロー。ぴくぴくこめかみを痙けい攣れんさせたミミコは、くるりと向き直り、ジローの手から食べかけのサンドイッチを取り上げて、残らず自分の口に放ほうり込んだ。


「あっ、あ……」と狼狽うろたえる彼の前でがつがつ咀そ嚼しやくし、のみ込んで、


「……いいかしら、ジローさん。次からは、目覚ましが鳴ってたら、止めるより壊すより、まず、起・き・な・さ・い。……オーケー？」


「よ、よろしいでしょう」


　迫はく力りよくに押おされてジローが頷く。ミミコは踵きびすを返すと、猛もう然ぜんと会社へ向かった。


「まったく……おかげで大遅ち刻こくだわ！　上司になんて嫌いやみを言われるか」


「忙せわしないですねえ。朝食ぐらい、落ち着いて摂とればよいでしょうに」


「あたしは真っ当なＯＬなのっ。ヤクザな吸血鬼ブラツク・ブラツドと一いつ緒しよにしないで！」


　ミミコは鼻息を荒あらくして答えた。もっとも、「真っ当なＯＬ」という発言には、いささか語ご弊へいがあるかも知れない。


　ミミコは『オーダー・コフィン・カンパニー』という会社に勤つとめる調停員コンプロマイザーである。


　人間社会で公的に吸血鬼の存そん在ざいが確かく認にんされたのは、いまから十年前。香港で起こった『九龍クーロンショック』と呼ばれる事じ件けんからだった。


　世界中に衝しよう撃げきを与あたえたその事件以来、人類は躍やつ起きになって吸血鬼の根こん絶ぜつに心血を注いだ。だが、より大局的な視し点てんに立ち得うる一部の人々は、彼らを根絶やしにすることが事実上不ふ可か能のうであることを次し第だいに理り解かいし始めた。


　吸血鬼は個こ体たいとして、人間とは比ひ較かくにならない力を有している。単たん純じゆんな膂りよ力りよくや頑がん健けんさは無む論ろんのこと、その不死性に基づく驚きよう異い的生命力と回かい復ふく力。血がもたらす超ちよう常じよう的てきな能のう力りよくの数々は、彼らの常じよう識しきを覆くつがえすものだった。また、吸血鬼の力は長く生きるほど強まっていく。何百年という歳さい月げつを生きた吸血鬼は古血オールド・ブラツドと呼ばれ、単体でも軍の一部隊に匹ひつ敵てきする力を誇ほこるのだ。さらに、始祖ソース・ブラツドと呼ばれる吸血鬼の血統の祖そに至いたっては、生物と呼ぶのも尻しり込ごみするほどの超ちよう越えつ的力を持っているという。


　が、それらの能力よりも遥はるかに脅きよう威いなのは、彼らが基き本ほん的に人と変わらない思考と習性を持っていることだった。つまり、吸血鬼とは単なるモンスターではなく、理性を持ち、社会性を備そなえた存そん在ざいだ、という点である。


　吸血鬼の長老たちは、長い時間をかけて人類社会の権けん力りよく構こう造ぞうに食い込んできた。政せい治じ、経けい済ざい、宗しゆう教きよう。あらゆる場所に彼らの影えい響きよう力は及およんでいたのだ。人類が総そう力りよくを挙げて吸血鬼根こん絶ぜつに取り組む──ということ自体が、まず不ふ可か能のうなのである。ましてや彼らを残らず消しよう滅めつさせるなど、あまりに現げん実じつ味みに欠ける考えだった。


　そして、そのことを理解しているのは、一部の人間だけでなく、吸血鬼の長老たちも同じだった。彼らは、ヒステリックに吸血鬼狩がりに奔ほん走そうする一いつ般ぱん大たい衆しゆうを尻しり目めに、彼らの主しゆ導どう者、政府の要人たちへ、巧たくみに働きかけた。自分たちの存在を黙認するように──全面戦争などという馬ば鹿かげた事じ態たいを回かい避ひするように、と。何も初めてのことではない。吸血鬼たちはこれまでもずっと、折に触ふれて時の権力者たちと接せつ触しよくしてきたのだ。


　現在、世界の主要大国では、「吸血鬼はほぼ全滅した」と公的に発表されている。言うまでもなく、それは建前だった。吸血鬼たちは『九龍クーロンショック』以前と同じように、いまも人間社会に紛まぎれ込んで暮くらし続けているのである。


　そのような世界情じよう勢せいの中にあって、特区は極きわめて特異な都市だった。この水上の人工島は、世界中の血統が集つどう吸血鬼の大都市なのだ。そして、ミミコが働く『オーダー・コフィン・カンパニー』とは、彼らと人間との間を取り持つ組そ織しきだった。表向きは一般の民間企き業ぎようを装よそおっているが、その内実は秘ひ密みつ結けつ社しやに近い。本物のＯＬにすれば、同じにされるのは不本意だろう。


「でさあ。そのミミちゃんが働いてるとこって、いつ着くの？」


　相変わらず周りの空気が読めないコタロウが、脳のう天てん気きに質しつ問もんをした。ミミコはむすっとしながらも、前方を指差した。


「ほら。あそこよ。着いたわ」


　商店街から離はなれ、銀杏いちよう並なみ木きを抜ぬけた先。そこに、黒い鉄てつ柵さくに囲まれた公園のような場所があった。色調が薄うすく、清せい潔けつで閑かん散さんとしている。敷しき地ち内は整然と区切られ、石せき碑ひや十じゆう字じ架かが並んでいた。


　ジローが眉まゆをひそめる。


「……墓ぼ地ち？」


　墓地だった。


　そして、その墓地の入り口に、目立たないコンクリートのビルが建っていた。


　五、六十年代のニューヨークを彷ほう彿ふつとさせるビルディングだ。なんとなく、ハードボイルドを気取る探たん偵ていや、流は行やっていない弁べん護ご士しのオフィスが入っているような雰ふん囲い気きである。正面に、上半分が曇くもりガラスになった両開きのドアがあり、ガラスの上に文字がペイントされていた。『霊れい園えん管理　オーダー・コフィン・カンパニー』とある。


「……ここ？　なんか寂さびしい建物だね」


　とコタロウが感想を述のべる。


「本部は他にあるんだけど、あたしが働いてるのはここよ。まあ、対吸血鬼ブラツク・ブラツドトラブル処しよ理り組織──なんて大っぴらに謳うたえないからね。うちは一いち応おう、特区のお墓を管理する会社ってことになってるの」


「……洒落しやれが利きいてますね」


　ジローの皮肉を聞き流し、ミミコは制せい服ふくの襟えり元もとを正した。


「さて……あなたたち二人は、ここでちょっと待ってて。先に中の様子を見てくるから」


　そう言い残すと、不服そうな二人を尻目に、ミミコは事じ務む所しよのドアの前に立った。毎日毎日意識すらせずに開けているドアなのに、時間が違ちがうだけでどうしてこうもプレッシャーを感じるのだろう。ミミコは、なるべく平静を装よそおってドアを開けた。


　中は騒そう然ぜんとしていた。


　受付では何人もの客──当然『カンパニー』の本来の業ぎよう務むを知る人間だ──が列をなしていた。職員も足を止めることなく狭せまいロビーを行き来している。日ひ頃ごろ暇ひまそうな『カンパニー』事務所とは思えない光景だ。


「な、何があったの？」


　ミミコは驚おどろいてそうもらしたが、これは無む責せき任にんな発言といえるだろう。彼女もすぐに気が付いた。今朝の『カンパニー』が騒がしい理由。そんなものは、昨日彼女自身が関かかわった事じ件けんが原げん因いんに決まっているのだ。


　これはいかんと感じたミミコは、そそくさとロビーを横切った。職員たちの目から身を隠かくしつつ、階かい段だんから二階に上がる。廊ろう下かの突つき当たりにドアがあり、『調停部』というプレートがかかっていた。ここがミミコを始めとする調停員コンプロマイザーの事務室である。


　──うっ。ちょっとドキドキ……


　そっ──とドアを開け、中の様子をうかがう。


「何してるんですか、ミミコ先せん輩ぱい？」


　背はい後ごから声をかけられ、ミミコは飛び上がって振ふり返った。


「ヒ、ヒバリちゃんじゃないっ。おはよう！　今日もいい天気ね！」


「おはようって……えーっ!?　まさかいま事務所に来たんですかあ？　朝から部長が捜さがし回ってましたよ？　葛城はどこだーって」


　目を丸くしたのは、書類を抱かかえた女の子だった。


　ミミコと同じ調停部の後輩、楠くすのきヒバリだ。ミミコより年下の十五歳で、私し立りつの高校に通う傍かたわら『カンパニー』で調停員見習いをやっている。小こ柄がらで愛あい嬌きようのある少女で、団だん子ごにした髪かみが子こ供どもっぽい外見に似に合あっていた。


　一方、忌き憚たんのないヒバリの台詞せりふに、ミミコはいよいよ暗あん澹たんとする思いだった。


「うー。やっぱりなあ。いまいるの？　部長？」


「いいえ。とっくに本部に行きました。なんでも、お偉えらいさん全員集合の緊きん急きゆう会議なんですって。血ちま眼なこになって捜してたから、てっきり先輩も一いつ緒しよに連れてかれたんだと思ってました」


「……そのつもりだったのかもしれないけどね」


　しかし、そういうことなら、遅ち刻こくしたのも悪いことばかりではなかった。上じよ層うそ部うぶが雁がん首くび揃そろえる前で昨日の事件の報ほう告こくなど、考えるだけで気が滅め入いる。もちろん、あとで必ず拝はい聴ちようするだろう上司の説教も、同じぐらい気が滅入ることだが。


　──にしても、どうやらこれは、相当な大おお事ごとになってるみたいね……


　基本的に、『カンパニー』の仕事は隠おん密みつに行われるのが前提だ。ところが昨日のミミコたちときたら、湘しよう南なんの海岸を騒がせたのを皮切りに、「港の見える丘公園」では日中から捕とり物に巻まき込まれ、中ちゆう華か街がいでは銃じゆう撃げき戦に立ち会い、横浜のメインストリートを封ふう鎖さしてバイクで疾しつ走そうし、果ては本土と特区を結ぶ『黄昏橋』トワイライト・ブリツジの上で大立ち回りまで演えんじたのだ。


　特区入りを目もく論ろむ吸血鬼ブラツク・ブラツドの流る民みんたち。『カンパニー』の対吸血鬼ブラツク・ブラツド鎮ちん圧あつチーム。そして、かつて『九龍クーロンショック』を引き起こした呪のろわれた血けつ統とう『九龍の血統クーロン・チヤイルド』。そんな面々を交えた、三つ巴どもえの市街戦であった。そして、それら事件の中ちゆう核かくには、常つねにミミコとジローとコタロウがいたわけなのだ。


　始末書では済すまないかもしれない。リアルな未来像ぞうに、ミミコは生なま唾つばを飲んだ。


「……深く考えないようにしよう。うん」


「何をですか？」


「ん。こっちの話。なんにせよ、部長はいまいないのね？　他のみんなは？」


「先輩たちは全員出で払はらってます。昨日の事件はご存ぞんじですよね？　みんな、自分が受け持ってる協定血族の所に行って、説明とかしてるんですよ。あれだけの大騒ぎで、まだマスコミも騒いでるでしょ？　吸血鬼の間にも動どう揺ようが広がってるんですって」


　深しん刻こくそうな口振りだが、ヒバリの目は活いき活いきとしている。見習いだからという気楽さもあるだろうが、元もとトラブルや緊急事態というものが好きなのだ。


「ミミコ先輩はいいんですか？　こんな日に遅刻なんかしてて？」


「まあ、あたしはあたしで色々と事じ情じようがあってね。……てか、あたしの方こそえらい目に遭あってんだもん。日にち常じよう業ぎよ務うむぐらい他の人間にカバーしてもらわないと、やってらんないわ」


　最後の方は独ひとり言じみた愚ぐ痴ちになりながら、ミミコはぼそぼそ呟つぶやいた。


　考えてみれば、自分は一いつ介かいの調停員に過すぎないのである。あんな事件の責せき任にんなんか求められたって困こまる。


「それはそうと、ミミコ先輩っ。実は、ついさっきスゴイ情報を入手したんです。聞きたいですか？　聞きたいですよね？　聞きたくないわけないですよね？」


　とヒバリがミミコに詰つめ寄よった。


　素す直なおで真ま面じ目めで元気な彼女は、交友関係が広く、社内きっての噂うわさ好ずきである。できればこれ以上何も聞きたくないミミコは露ろ骨こつに興きよう味みのない顔をして見せたが、ヒバリは気付きもしなかった。


　感情豊ゆたかなひそひそ声で、


「なんと！　昨日の事件。あの『銀ぎん刀とう』が関わってるそうなんですよ！」


「……ふーん」


「ふ、ふーん!?　ふーんってなんですか！　そんなアンダー・リアクション、調停員コンプロマイザーとして間ま違ちがってますっ。先輩、ほんとにわかってます？　『銀刀』なんですよ、『銀刀』？　香ホン港コン聖せい戦せんの知られざる英えい雄ゆう！　人間に与くみした最強の吸血鬼！　銀でできた日本刀の遣い手！　この業界じゃ伝説の人物じゃないですかっ」


　そうなのである。あの、うるさいからと目覚まし時計をぶった切り、水を引っかけられたことにグチグチと腐くさり、ハムサンドを取り上げられてしょぼくれていた男は、実はちょっとした有名人なのだ。


「そんな……大げさに騒ぐほどのことじゃないでしょ。そりゃ、昨日の事件は大事件だったかもしれないけど、『銀刀』本人なんて案外どうってことないかもよ？　よくあるじゃない。噂が勝手に大きくなることって」


　さり気なくも実感のこもった口振りで言ってみたが、ヒバリは耳を貸かさなかった。


「そんなことありませんっ。現に、鎮圧チームでさえ手も足も出なかったっていうし！」


「……ばっちり捕つかまってたけど」


「騒ぎを起こした吸血鬼集しゆう団だんを、笑いながら皆みな殺ごろしにしたっていうし！」


「……笑いながらって、あんた」


「その『銀刀』がですよ？　昨日の深夜、特区に入ったっていうんです。これが騒がずにいられます？　しかも『銀刀』は、うちの職員に連れられて特区入りしたそうなんですっ。すでに『カンパニー』は、彼に接触しているのですよっ。もしかすると、そのうちわたしたちも直ちよく接せつ会うかもしれないんですから！──ああ、あの『銀刀』と……香港で千人の吸血鬼を斬り捨すてたという狂きよう気きの剣けん士しと対面するなんて。問答無用で血を吸すわれたりしたらどうしようっ」


「いや、それももう吸われて……」


　思い出したミミコが赤くなってうつむく。


　昨日ミミコは、戦いで傷きずついたジローを回かい復ふくさせるため、自分の血を与あたえたのだ。あのときの経けい験けんは、まだはっきりと覚えている。右手に残る嚙かみ傷がうずいた気がして、思わず左手で手首を押おさえた。


　しばらく無言になる。


　ハッ、とミミコが顔を上げたとき、目の前では口を閉とざした後こう輩はいが、これ以上ない疑ぎ惑わくの眼まな差ざしを向けていた。ミミコは思わず唇くちびるを引きつらせた。


「……ミミコ先輩。なんかやけに事情に詳くわしいですね」


「そ、そんなことない！　ヒバリちゃんの情報のおかげよっ。感かん謝しや感謝！」


「……そういえば先輩、昨日出張で本土に出てましたよね？　まさか事じ件けんに関係が……」


「ないないっ。勘かんぐり過ぎっ。全然関係ない雑ざつ用ようだったんだから！」


「……部長、なんであんなに必死になってミミコ先輩捜してたんでしょう」


「に、荷物持ちでもさせる気だったんじゃない？　──っと。そうだ、ヒバリちゃん。午前中、あたしに来客なかったかな？　黄ウオンっていう女の人」


　思い出したミミコが気を取り直して尋たずねた。ヒバリは首を捻ひねった。


「黄さん？　なかったと思いますけど……どなたですか？」


「うん。ちょっとね」


　尋ねる後輩に、ミミコは口を濁にごした。


　ケリー・黄は、昨日知り合った女吸血鬼ブラツク・ブラツドである。流る民みんたちのリーダー格かくだった人物であり、一度はミミコが調停員として身み柄がらを預あずかる約束をした。しかし、事件が、彼女にとって悲ひ劇げきに終わったあと、一人で夜の街に姿すがたを消したのだ。


　──連れん絡らく先わからないしな。訪たずねて来てくれるといいんだけど……


　彼女には色々と世話になったのだ。あれっきり別れてしまうのは悲しかった。


　と、幾いく分ぶんしんみりするミミコだったが、


　バサバサッ


　と書類が床ゆかに落ちる音を聞いて我われに返った。


　見れば、書類を床に落としたヒバリが、目を丸くして窓まどの外を凝ぎよう視ししている。慌あわてて彼女の視線を追うと、そこには窓ガラスに張り付き、「あっ、いたいた。ミミちゃーん」と手を振ふるコタロウの姿があった。


　産うぶ毛げが逆さか立だった。ミミコは、割われそうな勢いきおいで窓を開けた。


「ミミちゃん、見て見て。ほら。壁かべ歩あるき～」


「壁歩き～、じゃないっ。何してるのよ、あんた！」


「これはね。兄あに者じやの念力と同じやり方なんだよ。ぼくもこれだけはマスターしたんだ」


「質しつ問もんに答えんか！」


「だってミミちゃん、いつまで経たっても出てこないんだもん。せっかく特区に来たのに、退たい屈くつだよ」


「あーもー、このガキっ」


　ミミコは髪かみをかき乱みだして唸うなった。保ほ護ご者しやに文もん句くを言おうと窓の下をのぞくと、陽光にバテたジローは、墓ぼ地ちの墓はか石いしに座すわり込んでいる。まるで家族サービスに疲つかれたお父さんだ。張り上げようとした怒ど声せいすら萎なえる。


「……先輩。その子、吸血鬼……」


「あ、初めまして。ぼく、望月コタ──わーっ！」


　のんきに自じ己こし紹よう介かいしようとしたコタロウを、ミミコが二階から突つき落とした。後輩に向き直り、後ろ手に窓を閉しめる。


「せ、先輩」


「黙だまって」


「でも……」


「いいから黙って」


「でもでも、さっきの子──それに墓地で座ってる人、手に持ってるの日本刀じゃ──」


　それ以上言わさず、ミミコはヒバリの口を両手で押さえた。


　目を白黒させる後輩の鼻先で、


「ヒバリちゃん。いま見たことは他言無用よ。わかるわよね？　いい子だから」


　高こう圧あつ的な笑顔に、ヒバリはコクコク頷うなずいた。だが、頷きながらも両目がキラキラと輝かがやき始めている。彼女は社内きっての噂好きなのだ。脅きよう迫はくも懐かい柔じゆうも、一時凌しのぎにしかならないだろう。


　──ええい。どうせそのうちバレるんだ。


　ミミコは開き直ると、さらに強く口止めしてから、後輩を残して廊ろう下かを走った。もっとも、階段を下りかけたときには、「きゃーっ。ビッグニュースー」とはしゃぐ声が耳に入ったが、この際さい聞こえぬ振りを決め込んだ。


　そうでなくとも、問題は山積みなのだ。
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「こうなったからには、ほとぼりが冷めるまで事じ務む所しよに近づくのは止よしましょう。会議だってすぐには終わらないもの。直接の報告は、明日になったって構いやしないわ」


　事務所から離れること一ブロック。半ば以上やけくそになって、ミミコは宣せん言げんした。


　すでに携けい帯たいは切ってある。どうせ叱しかられるのは一回である。あとは野となれ山となれだ。


「素す晴ばらしい提案ですミミコさん。さっそく帰って寝ね直なおしましょう」


「駄だ目めよそんなの。まかり間違って直接押しかけられたら逃にげられないじゃない。会議すっぽかした言い訳のためにも、仕事してたようなアリバイ作らなきゃならないんだから」


　偉えらそうなわりに姑こ息そくな意見だが、根が小市民なミミコとしては、それが精せい一いつ杯ぱいの妥だ協きよう点だった。まあ、どのような言い訳を用意しても、上司の一いつ喝かつで吹ふき飛ぶ定めなのだが。


「じゃあじゃあ、どっか遊びに行こう！」


　コタロウが元気よく提案した。二階から突き落とされても、コタロウの笑顔には一点の曇くもりもない。こんなときだけに、ミミコは心底羨うらやましい。


　それでもなんとか気を取り直し、ミミコは背せを伸のばして、コホンと咳せき払ばらいをした。


「今日はこれから、あなたたちの住じゆう居きよを探さがすことにします」


「住居？　まさか墓はか穴あなを掘ほれとかいうんじゃないでしょうね」


　嫌いやみっぽくジローが言った。帰って寝る案が却きや下つかされて、拗すねているらしい。ヒバリに見せてやりたいものだと思いながら、ミミコは「違います」と声こわ高だかに答えた。


「いい、二人とも？　古来より、あなたたち吸血鬼ブラツク・ブラツドにとって、自分のねぐらってのは、すごく重要なことでしょう？　日中寝てる血けつ統とうなんか特に、絶ぜつ対たい人に知られないよう細心の注意を払ってたのよ。そして、それは現代でも基き本ほん的に変わらないの。ジローさんだって、どうせなら暗くて寒くてじめっとした所の方がいいでしょ？」


「……多分に誤ご解かいの混まじる見解です」


「とにかく、特区の中には人里離れた荒あれ地の果てなんかないんだから、住む所は慎しん重ちように決めなきゃ駄目よ。それに、特区じゃ住む所を決めたら、その地ち域いきを縄なわ張ばりにしてる血族の長おさに挨あい拶さつするのが慣かん例れいなの。っていうか、特区に来る吸血鬼ブラツク・ブラツドは同じ血統を頼たよってやって来ることが多いから、自然と住む地域も決まるものなの。血族は血族同士、同じ場所に住んでるのよ。それだけに、どこの血統にも属ぞくさない者は、たとえ本人がどんなつもりでいようと、その住まいを支配する血族の客人だって見なされるわけ。あなたたちみたいな立場だと色々しがらみもあるでしょうし、そう簡かん単たんにはいかないはずだわ」


　聞き入る二人の吸血鬼に、ミミコは調停員ならではの知ち識しきを披ひ露ろうした。


　このような特区の習慣は、吸血鬼の性せい質しつを考えると合理的なことなのである。というのも、吸血鬼はその血統によって能のう力りよくや体質が決定するのだ。


　ニンニクに弱い血統の吸血鬼によって転化されれば──つまり吸血鬼に生まれ変われば、その血統と同じ弱点を引き継つぐようになる。また、催さい眠みん術じゆつに長たけた血統なら、その血統の吸血鬼はたいてい強力な視経侵攻アイ・レイドを操あやつる。いまでは吸血鬼のことを「ブラック・ブラッド」と呼ぶのが公おおやけになっているが、それは元もと、彼らの血を指す言葉だった。それほどに、吸血鬼にとって「血」やその「血統」は、重要な意味を持っているのである。伝でん承しようと同じだけ弱点を持つジローと、何ひとつ吸血鬼らしい弱点を持たないコタロウの兄弟は、例外中の例外だった。


　そして、同じ血統に属ぞくする吸血鬼の集しゆう団だんを「血族」と呼ぶ。彼らは、自分たちの力の源みなもとである「黒　い　血ブラツク・ブラツド」への帰属意識が強い。そのことも、彼らが同じ場所に集まる理由のひとつだった。


「なるほどね」


　と、ミミコの説明を聞いたジローが相づちを打った。百年生きた彼なら、ミミコの言う特区の事情も理解しやすいのだろう。


「それで？　我われらが優ゆう秀しゆうな調停員コンプロマイザー殿どのには、心当たりがおありなのですか？」


「当然」


　と、得意そうにミミコが胸むねを反そらす。


「弱小血族はあなたたちだけじゃないからね。これまでも一いつ杯ぱい世話してきたのよ。──なんて、威い張ばって言うほどのことでもないんだけどさ。実は、こういう場合はセオリーがあってね。要するに、弱者を受け持ってくれる大血族がいくつかあるの。ちなみに、この特区には、大きく分けて三つの勢力があって、ひとつは──」


「──大たい陸りく系けい吸血鬼の血族。もうひとつは欧おう州しゆう系けい吸血鬼の血族。残りは、それ以外の血族の連合。と、そんなところですか？」


　気分良く続けようとしたミミコより先に、ジローがさらりと説明した。


「な、なんで知ってるの!?」


「要するに世界全域の縮しゆく図ずです。古い言い方をするなら、『蛇へび』と『犬』と『闇やみ』。吸血鬼の血統は数あれど、大別すればその三つですからね」


　涼すずしい顔で言うジロー。「兄あに者じや、かしこーい」と驚おどろくコタロウに、「常識です」と涼しい顔を向ける。ミミコは少し面おも白しろくなかった。


「それで？　ミミコさんの胸の裡うちは？」


「……『闇』以外」


「でしょうね。どうやら特区とはいえ、住み着いている連中は代わり映ばえしないと見えます。まあ、吸血鬼とは元がん来らい成長しない生き物ですが」


　ジローがニヤリと笑った。早くも、特区を巡めぐる裏うらの事情というものを察しつつあるらしい。


　特区は、世界中の血族が集まる吸血鬼の大都である。それ故ゆえに、他の都市にはない様々な軋あつ轢れきも存そん在ざいしているのだ。


「私としては、できれば公正な情報を聞かせて頂いただきたいのですがね。『人間に』だけでなく、吸血鬼わたしたちにとっても公正な」


「な、何よ……あたしは別に……」


　ミミコは狼狽うろたえつつ唇くちびるを尖とがらせた。


　彼女にせよ、何も知らないのをいいことに二人を都合よく誘ゆう導どうしよう、などというつもりはない。ただ、なんといっても彼女はまだ十七歳さいの少女なのだ。その上『カンパニー』の職しよく員いんであり、何より人間である。紹しよう介かいするなら自分の好みを、と考えるのは無理からぬことだろう。


　傷きずつけられた様子のミミコを見ると、ジローは慌あわてて皮ひ肉にくな目つきを改めた。


「冗じよう談だんですよ、ミミコさん。ではここはひとつ、住居探しも兼かねて、特区見物と洒落込しやれこみますか」


「やったー！　特区を冒ぼう険けんだー！」


　兄の台詞せりふに、コタロウは文字通り飛び上がって喜んだ。


　ミミコはまだ釈しやく然ぜんとはしなかった。


「べ、別に、そんな無む理り矢や理り張り切らなくても……ジローさんは夜になってから独ひとりで散さん策さくしたっていいんじゃない？」


「これはつれないお言葉です。お願いしますよ、ミミコさん。私だって特区は楽しみなんですから」


　さっきまでの嫌いやみは綺き麗れいに引っ込めて、ジローは機き嫌げんをうかがうような態たい度どを見せた。妙みような意地を張はらないのは、さすがに年の功だ。


「フン」と鼻を鳴らし、ミミコは溜りゆう飲いんを下げた。


「じゃあさっさと行くわよ。もう一度言うけど、真しん剣けんに選びなさいね。何しろ──」


　と、少し意地悪な目をしてみせる。


「──何しろこれから、特区での日々が──最高に楽しい日々が始まるんですから。ね？ジローさん？」





　そのとき、ミミコは苦く笑しようを期待していた。参ったような、一本取られたという、優やさしい苦笑を。


　ジローは苦笑を返した。


　しかしそれは、巧こう妙みように心を隠かくした──スッと音もなく身を退ひくような、遠い手て触ざわりの苦笑だった。


　ミミコは、あれ、と思った。


　そのときは、そう思っただけだった。









　　二章　特区の人々
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「……報ほう告こくは以上です。なお、チーム内の負ふ傷しよう者しやは十一名。死者は出ておりません」


　両足を揃そろえ、背せ筋すじを伸のばして、バドリック・セリバンはそのように締しめくくった。


　褐かつ色しよくの肌はだを持つ偉い丈じよう夫ふである。言葉遣づかいや面つら構がまえだけでなく、佇たたずまいだけでそうと知れる、軍人肌の男だった。


　報告が終わると同時に、スクリーンに投とう影えいされていた昨夜の『黄昏橋』トワイライト・ブリツジの映えい像ぞう──マスコミが放送したものだ──が消えた。代わりに、壁かべ一面を覆おおっていたブラインドが音もなく折りたたまれ、外の光が差し込んでくる。紺こん碧ぺきの空と海、銀色に輝かがやく摩ま天てん楼ろう群ぐんが、ガラス窓まどの向こうに現あらわれた。


　新市街区ニユー・ヤードを形作る真新しいハイテクビルのひとつ。その四十五階から最上階の五十階に至いたるまでが、『オーダー・コフィン・カンパニー』の本部である。彼がいるのは最上階にあるコンベンションルームだった。


　床ゆかは広く、天てん井じようは高い。それでいて塵ちりひとつない部屋は、完かん璧ぺきな空調と防ぼう音おんによって、地表の喧けん噪そうから隔かく絶ぜつされていた。慣なれぬ者なら快かい適てきさより威い圧あつ感を感じて落ち着かないだろう。自らの失しつ態たいを報告する場合は、なおさらである。


　広々とした空間に反比例し、室内の人口密みつ度どは低い。中央奥おくに馬ば蹄てい形のテーブルがあり、等とう間かん隔かくに並ならぶ七人が席に着いている。彼らが、緊きん急きゆう会議に招しよう集しゆうされた『カンパニー』の幹部たちだった。


「負傷者十一、死者はゼロ」


　テーブル中央に座すわる男が、抑よく揚ようのない声でつぶやいた。


「極きわめて優ゆう秀しゆうな数字だ。セリバン君」


「……恐きよう縮しゆくです」


「惜おしむべきは、それと同じほどに重要な数字が欠けている点だな。──被ひ害がい総そう額がく」


　男の目が、じろりとバドリックをにらむ。彼は回れ右をして退たい室しつしたくなった。指し摘てきされた数字は把は握あくしているが、到とう底てい口にする気にはなれない額なのだ。


　一方、指摘した男はテーブルに両りよう肘ひじをつき、両手の指先を合わせて難むずかしい表情を浮うかべた。中肉中背。これといった特とく徴ちようのない男だったが、彼こそが『カンパニー』の会長を務つとめる、尾お根ね崎ざきミタカだ。


「さしものＣＥＯ組合マネー・キヤビネツトも昨晩の騒さわぎには心中穏おだやかでないらしい。我わが社のコンサルタントは、未明から東とう奔ほん西せい走そうしておるよ」


「……恐縮です」


　言葉少なく、バドリックは返答した。元来弁べんの立つ男ではない。ましてやこの情じよう況きようである。本人も責せき任にんを痛つう感かんしているだけに、わずかな弁明すら口にすることができなかった。


『カンパニー』は基き本ほん的に吸血鬼ブラツク・ブラツドとの共きよう存ぞんを標ひよう榜ぼうする組そ織しきだ。だが、その共存を服ふく従じゆうへと転落させないために、対吸血鬼抑よく止しり力よくとしての戦力を保ほ有ゆうしている。それが鎮ちん圧あつチームだった。特区という土と地ち柄がら故ゆえに、世界でも群を抜いた実戦経けい験けんを誇ほこる、対吸血鬼戦せん闘とう部隊である。


　しかし、ベテラン揃いの彼らが、昨日起こった一連のトラブルに関しては、ほとんど成果を上げられなかった。隊長不在という悪あく条じよう件けんを考こう慮りよしたとしても、おそらくチーム設せつ立りつ以来の大だい失しつ態たいである。


　指し揮きを執とったのは隊長代理のバドリックだ。彼の作戦に決定的な不ふ備びがあったわけでない。つまるところ、事態が手に余あまったのだった。


「問題は金だけではあるまい」


　と、テーブルに着く他の男が言った。


「今回の作戦はあまりに情報の漏ろう洩えいが多過すぎる。隠いん蔽ぺいは困こん難なんだぞ」


　苦々しく吐はき捨すてられる台詞せりふが、バドリックの矜きよう持じを傷きずつける。


　強ごう引いんだったのは重々承しよう知ちしている。だが、それでも動かねばならない事態だったのだ。


　昨日、特区がどれほど危き険けんな情況にあったか。それを正せい確かくに認にん識しきしている者が、この部屋の中に何人いるというのだろう。ましてや彼らは、独どく立りつ色の強い鎮圧チームを牽けん制せいすべく、スパイまで潜もぐり込こませていた。そんなことをしている場合かと、いまからでも怒ど鳴なりつけたい思いである。


　だが、ミスはミスだ。


　現在こうして、安全な場所から事じ件けんの顚てん末まつを報告できるのは、自分たちの功こう績せきではなかった。偶ぐう然ぜん居い合あわせたに過すぎない、ある吸血鬼ブラツク・ブラツドの協力があってこそだ。中ちゆう華か街がいで『九龍の血統クーロン・チヤイルド』が牙きばを剝むいたとき、もし彼の尽じん力りよくが得られなければ、部隊は全ぜん滅めつしていた。そして、彼らも、この部屋の者たちも、守るべき特区の住人たちも、前日までとはまるで異ことなる朝を迎むかえていたはずなのだ。


　尾根崎が「ふむ」と重たい声をもらした。右みぎ隣どなりに座すわる男に目を移うつし、


「……どうかね、情報部の方ほう針しんは？」


　問われたのは初老の男だった。情報部の責任者、張雷考ジヤンレイカオである。


「テロリスト集しゆう団だんの仕し業わざという線で処しよ理りいたします。半年前に続いてですから世間の関心を長引かせるかもしれませんが、今回はそれが一番妥だ当とうでしょう」


「日本政せい府ふの反はん応のうは？」


「いつも通りですな。一いち応おう、横浜市長には特区への抗こう議ぎ声明を出すよう手配させました。無反応では却かえって不自然ですので。市か長れも、今回はすんなりのんだようです」


「あの男も任にん期き四年目だ。いい加か減げん慣れてもらわんと困こまる。他には？」


「特区内に潜もぐっている公安と内閣情報調査室ないちようの人間が動いています。ですが、動向は完全にマークできていますので問題ありません。マスコミへの対応も万ばん全ぜんです。国内より、むしろ米軍の情報機関がうるさいのですが、こちらはウォーロック家が手を回す模も様ようで」


「……そうか。また借かりになるな」


　張の報ほう告こくに、尾根崎は感情を殺してつぶやいた。


　外部の者は意外に思うのだが、『カンパニー』で最大の規き模ぼを誇るのは情報部である。吸血鬼に関するトラブルを隠蔽するには、多方面にわたる情報操そう作さが不ふ可か欠けつだ。そのためには、金きん銭せんのみならず、優秀なアナリストや交ネゴ渉シエー人ター、工作員を必要とする。『カンパニー』は、それらの人材を豊ほう富ふに所有していた。そして、彼らを束ねる張の手しゆ腕わんこそが、特区の真実に秘ひ密みつのヴェールを被かぶせているのだ。


「まあいい。最終的に大事に至らなかったのは僥ぎよう倖こうだった。事後処理については、君に任まかせるとして、そろそろ本題に入ろう」


　その台詞を境さかいに、一同の視し線せんが尾根崎に集中した。彼はややテーブルに身を乗り出すと、目を細めてバドリックを見み据すえた。


「確かなんだろうね。『銀ぎん刀とう』が特区に入ったのは」


「……おそらく間ま違ちがいありません」


　途と端たんに室内はざわめきに包まれた。バドリックの返答に、ある者は呻うめき声をもらし、ある者は顔をしかめる。明らかに、この事態を歓かん迎げいしていないらしい。


「招まねき入れたのはうちの調停員コンプロマイザーだそうじゃないか。一体どういうつもりだ？」


　出席者の一人が発言した。すると、今度はテーブルの左ひだり端はしに座る人物に視線が集まった。


　尾根崎がゆっくり口を開ける。


「……取りあえず事実を確認したい。どうなんだ、陣じん内ない君。『銀刀』はいま特区に入っているのかね？」


　息いき詰づまる沈ちん黙もくの中、調停部部長、陣内ショウゴは、あっさりと首しゆ肯こうした。


「入りました」


「……調停員コンプロマイザーが誘ゆう導どうしたというのも？」


「事実です」


　まるで悪びれない物もの腰ごしに、尾根崎は険けわしいため息をもらした。それでも、彼の反応はまだマシな方で、張をのぞく面々は露ろ骨こつに舌した打うちしてみせた。


「なんだね、その態度はっ！　事の重大さをわかっているのか？」


「スタンドプレーが過ぎる。あまりにも軽はずみだ」


「今回の件、事が大きくなったのは『銀刀』が絡からんだせいでもあるんだぞっ。調停部はどう責せき任にんを取るつもりだ？」


　幹かん部ぶの大半は、口々に陣内を責せめ立てた。彼らは、怒いかりより動どう揺ようから平静さを失っているようだった。浮うき足立っているのだ。


　対照的に、非ひ難なんを浴びる陣内は落ち着き払はらっていた。


　彼の髪かみには白い物が混まじっているが、歳としは尾根崎と同年代だ。神しん経けい質しつそうな容よう貌ぼうの裏うらに、一本筋すじの通った硬こう骨こつさと粘ねばり強さを感じさせる。不ぶ躾しつけな誹ひ謗ぼうにも、不ふ快かいな様子ひとつ見せなかった。


「彼は、調停部が接せつ触しよくする前から、特こ区こを目め指ざしていました。どの血族にも属ぞくさない、いわゆる『断絶血統ブラツド・オーフアン』ですし、調停部がコンタクトを取って案内すること自体は、不自然なことではありません。ましてや、彼は旅の途と中ちゆうで件くだんの『九龍の血統クーロン・チヤイルド』を巡めぐるトラブルに巻まき込まれている。『カンパニー』の心象が致ち命めい的に悪くなる前に部下が接触できたのは、むしろ不幸中の幸いでしょう」


「だからといって、何も招き入れることはなかったのではないかねっ？　協定血族の紹しよう介かいがない吸血鬼ブラツク・ブラツドは、原げん則そくとして特区には入らせないはずだぞ」


「──それで彼が特区入りを諦あきらめる保ほ証しようがありますか？　特区に密入国を企たくらむ吸血鬼は、何も昨日の『九龍の血統クーロン・チヤイルド』だけではない。他の反『カンパニー』勢せい力りよくと手を組む可か能のう性せいを考こう慮りよすれば、悪いた戯ずらに彼を退しりぞける方が、遥はるかにハイリスクです」


　陣内の反はん論ろんに、非難した幹部が歯は軋ぎしりをする。尾根崎が咳せき払ばらいをして、彼を諫いさめた。


「どうあれ、いま『銀刀』は特区にいるのだ。我々の足あし下もとにな。その是ぜ非ひを問うより、まずは今後の対たい応おうだろう」


　尾根崎の意見に反対する者はなかった。


『銀刀』は古血オールド・ブラツドと呼よばれる強力な吸血鬼である。そのレベルの吸血鬼は、ただ存そん在ざいするだけでも、人間対吸血鬼の勢力バランスに波は紋もんをもたらす。ましてや、『銀刀』は単なる古血オールド・ブラツドではないのだ。彼のネームバリューは、この業界において無む視しできない影えい 響きよう力を持っている。


『カンパニー』という組そ織しきの最大の強みは、吸血鬼たちとの間にある強力なコネクションに他ならない。彼らとの協調態たい勢せいこそが、『カンパニー』という組織の特とく徴ちようを決定づけているのだ。


　そこに、『銀刀』という新たなファクターが投じられた。彼らにすれば、爆ばく弾だんを抱かかえたも同然だった。速やか、且かつ、適てき切せつな対処が求められる局面なのである。


　そこで尾根崎は、もう一度張に意見を求める。


「『銀刀』は香ホン港コン聖せい戦せんの英えい雄ゆうだ。立場的には人間寄よりと見ていいのではないか？」


「デリケートな問題ですな」


　と、嗄かれた声で張は答えた。


「仰おつしやるとおり、『銀刀』は香港聖戦で人間の側に立って戦った。しかし、終戦後、表おもて舞ぶ台たいから追いやられた吸血鬼の一人でもあります。いまの彼が人間に対し、当時と同じ心情でいると考えるのは危き険けんです」


「だが、彼は昨夜、鎮ちん圧あつチームに協力している」


「相手が『九龍の血統クーロン・チヤイルド』でしたからな。あの血統に対する敵てき意いと嫌けん悪お感は、人間も吸血鬼も共通です。何より、『銀刀』にしてみれば聖戦時の仇きゆう敵てき。今回のような協力関係が持続すると考えるのは早計でしょう」


「……では『カンパニーわれら』とは敵対すると？」


「いえ。最初から『カンパニー』に敵対するつもりなら、そもそも特こ区こを目指すはずがありません。何か目的があってのことかもしれませんが、少なくとも『カンパニー』に対する態度は中立。他の移い住じゆう吸血鬼と変わらないと見て間ま違ちがいありますまい」


　張の見けん解かいに、尾根崎を始め、幹かん部ぶの面々は同意を示しめして頷うなずいた。


「だが、そうなると彼は在野に下ることになる。つまり、どこかの血族に身を寄せると考えねばならんな」


「左さ様ようです。もっとも、想そう像ぞうはつきます。セイ、もしくはケイン・ウォーロックの下もとでしょう。両名は特区の二大血族の長おさであり、『銀ぎん刀とう』にとってはかつての戦友。どちらかを頼たよると考えるのが妥だ当とうです」


　再ふたたびテーブルをざわめきが占せん拠きよした。


　張が挙げた二人は、協定血族の盟めい主しゆである。両名は共に長い歴史を誇ほこる血族の有力者で、人間社会に対して強い影響力を有している。香港聖戦ののちも人との繫つながりを保たもち、吸血鬼の大都市たる特区の設せつ立りつに、多大な貢こう献けんを果たしてきた。いま現げん在ざいも、特区中の同族をまとめ上げている大吸血鬼たちだ。『カンパニー』にとってはもっとも協力的な血族の長であり、特区の企き業ぎよう連合『ＣＥＯ組合マネー・キヤビネツト』に並ならぶスポンサーでもある存そん在ざいだった。


　だが、互たがいの関係が曇くもりなく良好かといえば、実はそうでもない。


　理由は単たん純じゆんで、だからこそ根が深いことだった。つまり、彼らはどれほど友好的であろうと、人間ではないのだ。本質的に、人の捕ほ食しよく者しやなのである。


「……『銀刀』が奴やつらに迎むかえられれば、あちらの発言力はさらに強くなるぞ」


「こんな事じ件けんのあとだ。難なん民みん受け入れの問題に関しても、妥だ協きようを迫せまられるかもしれんな」


「冗じよう談だんではない。すでに特区の人口比ひ率りつは飽ほう和わ状じよう態たいだ。血族による統とう制せいもままならん難民など受け入れられるものか」


　不安を口にする幹部たちに対し、


「その可か能のう性せいは低いですな」


　と張が口を挟はさんだ。


「その気があるなら、彼らはとっくに要求しておるでしょう。実じつ際さい問題として、彼らが本気で要求してくれば、それがなんであれ、拒きよ否ひする力は『カンパニー』にはないのです。セイにせよ、ウォーロック家にせよ、彼らが我われ々われの顔を立てるのは、人間に主導を持たせたいから──少なくとも対外的にそうアピールする必要があるからです。ただそれだけなのです」


　張の言うことは事実だった。それは、『カンパニー』にしてみれば、意い識しきしたくはない現実である。尾根崎はわずかに苦々しい顔になった。


「君の言うことはわかるが、その言い方は『カンパニー』に相応ふさわしくないな。金も権けん力りよくもある彼らでも、我々の立場を蔑ないがしろにはできない。これは、卑ひ下げすることではなく、我々の利点と考えるべきだ」


「……口が過すぎましたな」


　尾根崎がたしなめると、張は大人しく頭を下げた。


「ですが、もう少し続けさせて下さい。問題は、『銀刀』が戦友を頼たよる際、果たしてどちらの血族を選ぶかという点にあるのです。現在の両血族の勢力を分ぶん析せきしますと、アジア圏けんの華か僑きようを多く従したがえる分、人的、組織的に見て、セイの血族が格かく上うえになります。ですが、経けい済ざい力、政せい治じ力で見れば、新しん興こうのウォーロック家が一歩優ゆう位いに立っている。仮かりに『銀刀』が後者の陣じん営えいに加わるとすると、両血族の勢力は均きん衡こうすることになります」


「……彼らの関係に陰かげが差す、ということか？」


「はい。セイとケイン・ウォーロックは、『銀刀』と同じく聖戦の戦友同士です。同盟関係も大変強固だ。しかし、それでも異ことなる血族の長という立場に変わりはありません。彼ら自身がどのように考えようと、周りの見る目は、おのずから変化しましょう」


「結けつ構こうではないか！」


　と、幹部の一人が口を挟はさんだ。


「それこそ望むところだ。連中が仲なか違たがいして我々の発言力が増ませば、願ったり叶かなったりというものだ。『銀刀』というトラブルを有ゆう効こうに活用できる」


　その幹部は意気揚よう々ようと意見した。同意して頷うなずく者も、少なからずいる。


　しかし、そんな彼らに対し、張はドライアイスのような視線を投げた。


「浅せん慮りよなことを言うものではない。万が一にもあの二大血族が対立すれば、止められる者はどこにもいなくなります。さらに言うなら、そうなったとき諸もろ手てをあげて喜ぶのは、彼らに頭を抑おさえられている血族たちです。特区にいる吸血鬼ブラツク・ブラツドの何割わりが潜せん在ざい的な反『カンパニー』勢力であるか。興きよう味みがあるならお聞かせしますぞ」


　張は幹部の中では最年長だ。その口から冷れい徹てつな批ひ判はんを受けて、軽口を叩たたいた幹部は気まずそうに口を閉とざした。


「よろしいですか、皆みなさん。わたくしは先ほど『銀刀』はセイかウォーロック家のどちらかを頼るだろうと予想を述のべました。しかしこれは、過か去この記録と昨夜の事件を見た、わたくし個こ人じんの所感に過ぎない。彼が第三の勢力と手を結ぶことも、十分有り得うるのです。特にゼルマン・クロックなどは、以前から『同族殺し』に興味を寄せていた節がある。彼が『銀刀』を配下に加える、あるいは二人が衝しよう突とつすることがあれば、すぐにも昨夜以上の非常事態を招くことになります」


　張が口にした可能性に、多くの者は青ざめた。


『同族殺し』とは『銀ぎん刀とう』の異い名みようである。香港で『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に染そまった吸血鬼を片かた端はしから斬きり捨すてた『銀刀』は、同族の間では恐きよう怖ふと怨えん恨こんの対象でもあるのだ。


「ミスター・セリバン」


　声を厳きびしく、張はバドリックに問いかけた。


「仮かりに特区内で『銀刀』と『緋ひ眼がんのゼルマン』が正面衝しよう突とつしたとして、鎮ちん圧あつチームはそれを内密に収しゆう拾しゆうできますか？」


　バドリックは生なま唾つばを飲んだ。「いいえ」と震ふるえる声で答えた。


「おそらく──いえ、確かく実じつに不可能です。セイとケイン、両氏の全面的協力を取り付けたとしても、周辺への被ひ害がいは甚じん大だいなものとなるでしょう」


　室内は水を打ったように静まった。不平や不満は山ほどあるとしても、特区の現状は平和である。『カンパニー』の舵かじ取とりは、有効に機能しているのだ。その平和を破やぶりたいと願う者は、この場所には一人もいなかった。


「……『夜会カヴン』に動きはあるのかね」


　尾根崎が重苦しく口を開けた。張は間を置かず首しゆ肯こうした。


「好戦的な若わか手てメンバーは、夜明け直前に集まりました。最近『夜会カヴン』の若い吸血鬼たちは、目に余あまる行動を取っている。いまも、おそらくはどこかの地下室で、我々同様議ぎ論ろんを重ねていることでしょう。……我々と対極の議論を」


「ふむ。片や摩ま天てん楼ろう、片や地下室。まさに天国と地じ獄ごくだな。さしずめ『銀刀』はダンテと言ったところか。ウィルギリウスの不ふ在ざいを祈いのりたいね」


「……会長」


「冗談だ」


　尾根崎は笑って肩かたを竦すくめた。


　そして、一同を見回し、おもむろに言う。


「さて諸君。以上を踏ふまえた上で対たい応おう策さくを講こうじねばならないわけだが、先に私の考えを述のべよう。いいかな？　『銀刀』は何が何でも『カンパニー』が押さえる。可か憐れんな乙おと女めを一ダース、大理石の棺ひつぎ付つきで差し出してでも、だ」


「まさに、爆ばく弾だんを抱かかえることになりますぞ？」


「構かまわん。リスク・コントロールの観点からすれば、結局はこれがベターな選せん択たくだ。……と、判はん断だんしたわけだが、そろそろ君の意見も聞かせてもらえるか。聖戦の英えい雄ゆう──人間側の英雄として」


　口元に笑みを、両目に鋭するどい眼がん光こうを宿して、尾根崎は部下の一人を見た。


「陣内君。忌き憚たんのないところを話してくれ」


　陣内は上役の視し線せんを動じることなく受け止めた。一度短く息を吸すい、外からはそうと知れないほど、わずかだけ身構えた。


「……告白すると、すでに手は打っています」


「ほう……すでに、か。いつもながら仕事が早い」


　陣内は無む表ひよう情じように、尾根崎は微び笑しようを湛たたえて、互たがいに目を合わせたまま口を閉とざした。


　押おし黙だまった二人に、幹部たちが怪け訝げんな顔をする。一人、張だけは、彼には珍めずらしい落ち着かない様子の渋じゆう面めんを浮かべていた。バドリックも、よくわからないまま、両者の間に流れる必要以上の緊きん迫ぱく感を察して息をのんでいた。


　無言の綱つな引ひきは、長いようで短かった。


「これは個人的な興味から聞くのだが──」


　と尾根崎が陣内に尋たずねた。


「君は彼とは顔見知りだ。彼はどのような人物なのかね？」


「十年も前の話になります」


「その程てい度どの年月など、彼にとってはあっという間だ」
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　再ふたたび、静かな沈ちん黙もく。やがて、陣内は軽く息をついて質しつ問もんに答えた。


「彼は──子こ供どもです。青あお二に才さいといってもいいでしょう」


　陣内の返答に、尾根崎は徴かすかに眉根を寄せた。


「……意外な感想だな。あの『銀ぎん刀とう』を青二才呼よばわりか。もっとも、それは我々にとっては歓かん迎げいすべき情報だ。どうせ手元に置くなら、扱あつかいやすいに越こしたことない」


「ただ」


「──ん？」


「ただ、彼は常つねに、自らに『成長すること』を課している。吸血鬼ブラツク・ブラツドには得え難がたい資し質しつというべきでしょう」


　そう言って陣内は微笑した。


　それは、見事に紳しん士し的な微笑だった。確たしかな自信を感じさせる、揺ゆるぎない笑みである。


　尾根崎はしばらく何か言おうとする素そ振ぶりを見せていたが、結局は微笑を返して何も言わなかった。ちょうど、ポーカーの名手が手て札ふだを晒さらすより先にフォールドするような、そんな笑い方だった。もっとも、彼の態度に気付いたのは、張とバドリックだけだったが。


「いいだろう。君に任せる。しくじるなよ」


「畏かしこまりました」


「それから、今度はぜひ連れてきてくれ」


「連れて？」


　真顔で聞き返す陣内に、尾根崎は苦く笑しようして答える。


「決まってるだろう。我らがダンテの案内人だ。葛かつら城ぎミミコと言ったな。上司の呼び出しに背そむいてまで『銀刀』の世話を優ゆう先せんするなど、なかなか気き骨こつのある子じゃないか。この件けんでも活かつ躍やくを期待……どうした？」


　尾根崎が怪訝そうな目を向ける。陣内は、いささかわざとらしすぎる仕草で、「失礼」と咳せき払ばらいをした。


「そうですね。次こそは必ず出席させましょう。ええ、それはもう。活躍させますとも」


　そう請うけ合う陣内はしかし、ポーカーのブラフが綺き麗れいに決まった直後、花札でインケツを引いたような顔をしていた。
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　階かい段だんを下りた途と端たん、室内の淀よどんだ空気に、白しら峯みねサユカは柳りゆう眉びをひそめた。蜜みつ蠟ろうと古びた香こう。埃ほこり。黴かび。煤すす。そして血のにおいが混まざった、濃のう密みつな異い臭しゆう。腐くさった空気が部屋の床ゆかに沈ちん殿でんしているかのようだ。


　壁へき龕がんからもれる蜜みつ蠟ろうの明かりが、部屋をゆらゆらと揺ゆらしている。漆しつ喰くいの壁かべと石の床からなる地下室は、到とう底てい二一世紀の光景とは思えなかった。そして、部屋に集つどう者たちの姿すがた。フロックコートに、シルクのタイ。ベルベットのジャケット。サテンのズボン。おまけに黒のケープ。時代錯さく誤ごも甚はなはだしかった。彼らがこの世に生を受けたとき、世の中はとっくにナイロンのブルゾンを着て、ゴム底のスニーカーを履はいていたのだ。人間と変わらぬ時間しか生きていない分際で、誰だれしもが伯はく爵しやく気取りだった。


「小こ賢ざかしい『カンパニー』め」


　と部屋に集う一人が吐はき捨すてた。


「よりにもよって『同族殺し』を特区に招まねき入れるとは！」


「奴やつも奴だ。誇ほこり高き古血オールド・ブラツドが、かくも容易たやすく人間になびくなど。奴に黒き血の誇りはないのか？」


「いまに始まったことでもありませんわ。『同族殺し』は香港でも人間に肩かた入いれをしたのです。なんといっても、『聖戦の英雄』ですもの」


「所しよ詮せんは人間の顔色をうかがう類たぐいの男なんだろう。英雄などと言ったところで、要は利用されただけさ」


　部屋に集った者たちは、揶や揄ゆと侮ぶ蔑べつを込めた非ひ難なんを口々に吐き出していた。


　すべてにおいて嘲ちよう笑しようじみた物言いは、本人たちにすれば余よ裕ゆうをうかがわせているつもりなのだろう。大物ぶっていたいのだ。サユカは馬ば鹿か馬ば鹿かしいとしか思わなかった。


　しかし、彼らを軽けい視しする危き険けん性せいは、よく弁わきまえておく必要がある。小物とはいえ、彼らは全員、吸血鬼には違いないのだ。


　この集いを、彼らの同族たちや一部の事情を知る人間たちは『夜会カヴン』と呼んでいた。


　秩ちつ序じよある支し配はいを拒こばむ者たちの集い。吸血鬼優ゆう良りよう種しゆ主しゆ義ぎ者しやたちの集しゆう団だんである。中でも、いまここに集っているのは、年とし若わかく、いまだ吸血鬼としての熟じゆく成せいを見ない若手メンバーだった。


　彼らはいま、狭い部屋の中央に陣じん取どって議論を重ねていた。議題に上っているのは、昨晩特区に入った新顔吸血鬼だ。もっとも、新顔とはあくまで「特区では」という条じよう件けん付きになる。彼の知名度は、この部屋にいる誰よりも高い。『同族殺し』。『銀刀』。サユカの主人は『護ご衛えい者しや』とも呼んでいた。十年前の香港聖戦でその名を知らしめた、名うての剣けん士しである。


　階段から下りた付近に立って、サユカはしばらく、彼らの変わらぬ有様を眺ながめていた。すると、メンバーの一人が彼女に気付いて声をかけた。


「おや、美しき僕しもべが帰られたか。外の様子はどうだったね？　『カンパニー』は？」


　問いかけたのは、大おお柄がらだが均きん整せいのとれた男だった。


　茶色い髪かみと黒い瞳ひとみの西洋人。三十代の伊だ達てお男とこに見えるが、実年ねん齢れいは五十を超こえる。この中では唯ゆい一いつ、『九龍クーロンショック』以前に転化した吸血鬼ブラツク・ブラツドだ。


　オーギュスト・ワイカー。血の気が多い若手をまとめる、『夜会カヴン』のサブ・リーダー的な存在の男である。


　オーギュストが尋ねると、吸血鬼たちの視線がサユカに向いた。無関心な視線。見下す視線。好色な視線。嗜し虐ぎやく的な視線。何より、血に対する卑いやしい欲よく望ぼうに満ちた視線。それらはすべて、彼らが人間を見るとき共通の視線だった。


　上品な白のスーツに、黒くろ革かわのハイヒール。ウェーブをかけブリーチした髪と、蠱こ惑わく的なプロポーション。白峯サユカは、いまこの部屋にいる中で、唯一の人間なのである。


「どうした？　報ほう告こくを聞かせたまえ、ミス・白峯」


　オーギュストが気取った物言いをする。


　彼も他の吸血鬼同様、古い時代のスーツに巨きよ軀くを包んでいた。だが、物もの腰ごしは紳しん士し的でありながら、彼の視線は一ひと際きわ野や卑ひだ。スカーフで隠かくした首元に、粘ねん着ちやく質しつな欲望が侵しん食しよくしてくる。思わず鳥とり肌はだが立ったが、サユカは嫌けん悪お感の片へん鱗りんすら表に出すことなく、秀しゆう麗れいな顔を彼らに向けた。


「『カンパニー』は現げん在ざい、緊きん急きゆう会かい議ぎを招しよう集しゆうしています。昨日の事件の事後処しよ理り対たい応おう。それに『銀ぎん刀とう』の扱あつかいを決定するためです」


　そう言いながら眼鏡めがねのフレームを指先で直す。


　眼鏡のレンズには特とく殊しゆ加工が施ほどこしてあった。『カンパニー』の鎮圧チームが採さい用ようするバイザーと同じく、吸血鬼の視線による催さい眠みんを妨さまたげる効こう果かがあるのだ。同時に、彼女の美び貌ぼうが晒さらされるのを、わずかなりとも防ふせいでくれた。


　サユカは自分の容よう貌ぼうが美しいことを知っている。しかし、その美しさは、あくまでも彼女の主人だけのものなのだ。


「やはりな。それで？　奴やつらはどう決定を下したのだ？」


「現在も議論中ですわ。会議は長引いているようです」


　サユカは淡たん々たんと報告した。だが、二度目の質問に対する返答は噓うそである。


　たとえ目を隠かくしていても、老ろう獪かいな吸血鬼なら呼こ吸きゆうや脈みやく拍はくから虚きよ偽ぎを見み抜ぬくだろう。だが、いまここにいるような連中には不ふ可か能のうなことだ。偉えらぶった口を叩たたいていても、ようやく転びたてアンダー・イヤー──転化して一年未満の新米──を卒業したような若手ばかりなのである。


　報告はまず主人に行う。それを他のメンバーに伝えるかどうかは、主人が決めることだ。


「セイや、ウォーロック家の動向は？　奴らは『銀刀』とコンタクトを取ったのか？」


「まだのようです。詳くわしくは不明ですが」


「そうか。そういえば、あの二人は『銀刀』を知っているはずなんだな。香港では同じ陣じん営えいにいたんだ」


「とすると、『銀刀』はあの二人の血族と手を結ぶ可能性もあるのか」


「ちっ。つくづく面めん倒どうな男が現あらわれたものだ」


　吸血鬼たちの苛立ちと共に、議論は再さい燃ねんし始めた。


　特区の血族は、協定血族とそれ以外の血族とに二分される。前者は『カンパニー』との間に「人との共存」に関する協定を結んだ、いわゆる親人間派はの血族だ。対して後者は、反『カンパニー』派というべき血族だった。現在ほど特区の秩ちつ序じよが完成されるより以前に移うつり住んだ者や、『カンパニー』の目をかいくぐって特区に入った者たちだ。吸血鬼としての過か剰じような自じ尊そん心しんから人間を蔑べつ視しし、自らの欲よく望ぼうに忠ちゆう実じつに行動していた。


　彼らが表立って事を起こさないのは、より力のある者──セイや、ケイン・ウォーロックが、協定の盟めい主しゆとしてにらみを利きかせているからだ。『夜会カヴン』にとって、二人はまさに目の上の瘤こぶだった。


「……連中の勢力がこれ以上に強まるのは好ましくない」


「うむ。我々も静観するわけにはいかんな」


　吸血鬼たちの言葉の響ひびきが、次し第だいに剣けん呑のんなものへと変化していく。オーギュストが鷹おう揚ように口を開けた。


「いかにも。皆みなの言うとおり、釘くぎを刺さしておく必要があるな。特区の先せん達だつとして」


　彼の台詞せりふに大おお勢ぜいの者が賛さん意いを示しめし頷うなずいた。サユカは黙だまって彼らを観察したあと、注意を引かぬよう、部屋の隅すみを横切った。


　奥おくの廊ろう下かに出ると、空気の淀よどみがわずかに解かい消しようされた。サユカは息をつき、廊下を先に進んだ。


　廊下には幾いくつかの扉とびらが左右に並ならんでいた。重たい木もく製せいの扉と石タイルの床は、わざわざ中世を模もして作られた物だ。歩くたびにカツンカツンとハイヒールが音を立てた。


　突つき当たりのドアの前で、サユカは足を止めた。胸むねに手を当て、大きく深しん呼こき吸ゆうする。それから気付いたように慌あわててファウンデーション・ケースを取り出し、小さな鏡で自らの装よそおいを確かく認にんした。


　いつしか鼓こ動どうが速くなっている。サユカの年ねん齢れいは二十一。若わかくして大人びた女じよ性せいらしさを備そなえる彼女だったが、自分の身なりを気にする様子は、恋こいする少女そのものだった。


　精せい一いつ杯ぱい髪かみを整えたあと、サユカはケースを閉とじて背せを伸のばした。扉をノックし、「失礼します」と告げてドアを開けた。


　部屋は暗くら闇やみに包まれていた。中に人の気配はない。当然だ。彼女の主人が、彼女に悟さとられるような気配をもらすはずがない。


　サユカは暗闇に向かい、深々と頭を下げた。


「ご報ほう告こくにうかがいました。ゼルマン様」


「ああ。待っていた」


　闇の中から若い男の声が返った。次いで、


　ボッ


　と小さな音が爆はぜ、テーブルの上の洋灯ランプが独りでに灯ともった。


　ガラス越ごしに燃もえる小さな炎ほのおは、視界を閉ざしていた暗闇を部屋の隅まで押しやった。広くも狭くもない部屋だ。さっきの部屋と同じで漆しつ喰くいと石の内ない装そうをしていた。違いは、床に毛皮の絨じゆう毯たんが敷しかれていることだろう。その真ん中に洋灯ランプを載のせた黒こく檀たんのテーブルがあり、テーブルの向こうに沈しずんだ色合いの朱しゆ色いろのレザーソファが置かれている。フェイクに過ぎない部屋の造つくりとは違う。それらの調度品は、サユカ自らが選び、主人のために取り寄せた本物の一流品だった。


　そして、ソファには、肘ひじ掛かけを枕まくらに天てん井じようを見つめる、ゼルマン・クロックがいた。


　サユカはしばし言葉を忘わすれ、彼女が心しん酔すいする主人の姿すがたに見とれた。


　そこに横たわっているのは、十五、六の外見をした少年だった。女性ならば十人が十人呼吸を忘れて見入るだろう美び貌ぼうの少年だ。引き締しまった顔つきは鋭するどさと憂うれいを同時に内包しており、気け怠だるい表ひよう情じようは次の瞬しゆん間かんには冷れい徹てつな怒いかりに変わりかねない危あやうさを感じさせる。


　黒のニット帽ぼうを目ま深ぶかに被かぶっているが、燃もえるような赤毛の襟えり足あしが、首くび筋すじからこぼれていた。耳にはゴールドのピアス。着ているのは有名ファッション・ブランドのジャージだ。わずかに紫むらさきがかったブラックで、シルバーのラインが入っている。すべてサユカがコーディネートし、貢みついだ品である。


　議ぎ論ろんしていた吸血鬼ブラツク・ブラツドたちとは違ちがって、ゼルマンは見るからにリラックスしていた。ソファに寝ねそべる姿など、午ご睡すいを楽しむ黒くろ豹ひようさながらである。


　この、自分より年下にしか見えない少年は、実際にはサユカの何十倍もの年月を生きてきた。華きや奢しやな身体からだの中には人を遥はるかに超ちよう越えつした能のう力りよくを備そなえており、その力で幾いく人にんもの人間を屠ほふってきた魔ま物ものなのだ。それでいて、この優ゆう雅がさはどうだろう。ただ存そん在ざいするだけで、周りを特別な何かに変えてしまうかのようだ。


　あごから首筋にいたるほそやかなライン。その素す肌はだの滑なめらかな白さを目にしたサユカは、真っ赤になって視線を逸そらせた。


　そのとき、ソファの下に倒たおれる人ひと影かげに気がついた。


　若い女性だった。ぐったりとして、顔から血の気が失うせている。派は手でな化け粧しようをした美人だが、わずかに開いた瞳ひとみは虚うつろで、口元は弛し緩かんし、涎よだれを垂たらしていた。


　あまりに強きよう烈れつな快かい感かんに酩めい酊ていしているのだ。うなじに嚙かみ傷きずが残っているのを見て、サユカは身を硬かたくした。


「ゼルマン様っ！」


「あいつらのご機き嫌げん取とりだ。日が昇のぼってから呼よび出した無礼への詫わびだとさ」


　ゼルマンは横になったまま顔を向けた。


「怒おこるな」


　と、彼の異い名みようとなった赤い瞳が、茶目っ気のある笑みを浮うかべた。


　思う存分血を吸ったためだろう。どこか満足そうな顔をしている。サユカは沸ふつ騰とうする嫉しつ妬と心しんを、必死になって抑おさえつけた。オーギュストたちに対する怒りが、いや増す思いだ。


「どうかお慎つつしみ下さい。連中の用意した人間など、どこで『カンパニー』の耳に入るやもしれません」


「心配するな。ちゃんと生かしてある。ほら」


　ゼルマンは片かた足あしを伸のばして、絨毯の上の女性をつついた。女が、「ウン……」と鼻にかかった声をもらす。吸血鬼に血を吸われた人間は、性的な快感を得ることができる。それも極上の快感だ。彼女の放心ぶりを見るに、よほど可愛かわいがられたのだろう。


　サユカは唇くちびるを嚙んで主人を見つめた。


「……『渇かわき』を感じられたときは、私を呼びつけて下さい。私は、そのためにお側そばに仕つかえているのですから」


「おいおい。オレに意見する気か？　最近のお前、うるさいぜ」


　鼻を鳴らしてゼルマンは言った。


　たちまちサユカの気持ちが冷たく沈む。恐怖ではなく悲しみが胸むねを満たした。


　主人の不ふ興きようを買うことほど、サユカにとって辛つらいことはない。しかし、それでもまだ、犠ぎ牲せい者しやに対する嫉妬は抑えられなかった。彼女の血は、いまゼルマンの中にあるのだ。ゼルマンと一体になっているのである。羨せん望ぼうせずにはいられない。


「それよりお前、報ほう告こくしに来たんじゃなかったのか？」


「……はい。『カンパニー』の動きですが、上じよ層うそ部うぶは『銀ぎん刀とう』の扱あつかいを調停部に一いち任にんしました。なんとしても味方に引き入れるつもりのようです」


「調停部というと陣内か。確たしかあいつも香港組だな？」


「ええ。『銀刀』とは共きよう闘とうした間あいだ柄がらのはずです」


「そうか。となると『銀刀』は『カンパニー』側につくのかな。まあ、奴やつが人間べったりなのは、昨日の時点でわかっていたが」


「いえ。まだ決定したわけではありません。それはあくまで『カンパニー』の方ほう針しんに過すぎませんので。現に『銀刀』は先ほど、新市街区ニユー・ヤードの『マリーン・バンク』を訪おとずれました」


「ほう」


　ゼルマンが興味深そうにつぶやいた。


『マリーン・バンク』はウォーロック家の表の顔だ。特区において中央銀行の役やく割わりを果たす、特区経けい済ざいの要かなめである。


「しかし、ケイン・ウォーロックはなぜか面会を拒こばんだ模も様ようです。いまは旧市街区オールド・ヤードを目指していますので、おそらくはセイを訪ほう問もんするのだと思われます」


「ははあ、そう出たか。相変わらずお堅かたい野や郎ろうだ。となると、当然セイの方も……」


「え？」


　盟主たちの意い図とを察しているのか、ゼルマンは独ひとり頷うなずいた。聞きつけたサユカに、「なんでもない。続けろ」と先を促うながす。


「……はい。ですが、現在のところ、報告は以上です。これからおそらく、特区の各勢力による『銀刀』争そう奪だつ戦せんが繰くり広げられることになるでしょう。状じよう況きようの推すい移いを注意深く見守る必要があります」


「争奪戦か。いいね。面おも白しろくなってきた」


　ゼルマンがほくそ笑む。その瞬間だけ、彼の気け怠だるげな雰ふん囲い気きが、剣けん呑のんな生気を帯びた。


　サユカは不安そうな目で主人を見つめた。ゼルマンは八百年のときを生きた古血オールド・ブラツドだ。セイは別べつ格かくであるが、これは特区の最年長に当たる。その上彼は、『闘とう将しようアスラ』の血けつ統とうに連なる三世であり、特区でも一、二を争う実力の持ち主だ。


　しかしゼルマンは同時に、年とし経へた吸血鬼ブラツク・ブラツドに見られがちな破は滅めつ願望も有している。彼は以前から『銀刀』に強い関心を見せていた。その関心が、吸血鬼ならではの残ざん虐ぎやく性せいに結びついていないと断だん言げんすることはできない。


「ゼルマン様。出過ぎた口と承しよう知ちの上で言わせて頂いただきますが、あまり軽かる々がるしい行動はなさらないで下さい。そして、下の者にも軽はずみな真ま似ねをしないよう、注意なさって下さい。ついさっきも、外でオーギュスト・ワイカーが騒さわいでいました。たとえ彼らが独どく断だんで動いても、『カンパニー』はゼルマン様に責せき任にんを求めるでしょう。近ちか頃ごろ彼らは、あまりに勝手に行動しすぎます。彼らの失態をゼルマン様が負わされる羽目になっては……」


「そういえば最近、元気がいいな。まあ、放っておけ。奴らは奴らで好きにするさ」


「ゼルマン様っ」


　サユカが責せめるように言うと、「面めん倒どうなんだよ」とゼルマンは顔をしかめた。


　ゼルマンは別に『夜会カヴン』の主しゆ催さい者しやではない。組そ織しきの建前で言えば、メンバーの一人に過ぎない。しかし、『カンパニー』や協定血族はそうは見ていないし、『夜会カヴン』の他のメンバーも、何かあればゼルマンに泣きつくだろう。


　ゼルマンは個こ人じん主しゆ義ぎ者しやだ。血族を重んじる吸血鬼の中にあっては変わり種だろう。己おのれ一人、自由に振ふる舞まうだけの力と才覚が、彼にはあるのである。


　しかし、特区という枠わく組ぐみの中にいる以上、組織権けん力りよくの力学から完全に無む縁えんではいられない。彼のように力のある者なら、なおのことだ。その意味では、あるいは『銀ぎん刀とう』に近しい立場なのかもしれない。彼が『銀刀』に興味を持つのも、それが理由なのだろうか。サユカには主の胸きよう中ちゆうは量はかれなかった。


　仮かりに、あの『銀刀』と敵てき対たいすることがあっても、ゼルマンが後おくれを取るとは思わない。しかし、彼の立場が無む傷きずでいられるとは限かぎらなかった。大規き模ぼな騒ぎを起こし、最悪人間にバレることがあればどうなるか。特区を追われ、いつかは滅ほろぼされてしまうだろう。いや、それ以前にセイの手によって倒たおされるに違いない。さすがのゼルマンも、『東の龍りゆう王おう』セイが相手では分ぶが悪い。


　そのときは──と、サユカは静かに唇くちびるを嚙かんだ。


　そのときは、自らの血を最後の一いつ滴てきまで与あたえてでもゼルマンの力になる。たとえ世界すべてを敵に回そうと構かまわない。自分は、身も心もとうに彼に捧ささげているのだ。


　と、ゼルマンが「クックッ」と低い笑い声をもらした。


「そう深しん刻こくになるな。皺しわが寄よってるぜ」


「え？　あっ」


「どうもお前は暗くていかん。吸血鬼の僕しもべなんてものは、享きよう楽らく的と相場が決まってるんだぜ？」


「も、申し訳わけありません」


　サユカは赤面して頭を下げた。


　自らに忠ちゆう誠せいを誓ちかう人間を、古血オールド・ブラツドは愉ゆ快かいそうに眺ながめている。ちょうど退たい屈くつ凌しのぎをする黒くろ豹ひようが、毛け並なみのいい子こ猫ねこを眺めるような目つきだ。


「サユカ。オレも一つ確かく認にんしたいことがあるんだが」


「は、はい。仰おつしやって下さい」


　名を呼ばれただけで思わず顔を輝かがやかすサユカに、ゼルマンは少し真ま面じ目めな面おも持もちになって聞いた。


「確か『銀刀』は一人だけ血族を連れて特区に来たんだったよな？」


「はい。弟ということですが、あいにく名前や姿までは未確認です。それが何か？」


「そいつ、『銀刀』と一いつ緒しよに特区に入ったのか？　つまり昨日の晩ばんに」


「そのようです。『黄昏橋』トワイライト・ブリツジの戦せん闘とうはご存ぞんじですよね？　その直後に、同行していた調停員コンプロマイザーによって、二人揃そろって特区に入りました」


「そうか……」


　ゼルマンは生返事をすると、最初部屋に入ったときそうしていたように、再ふたたび視線を天てん井じように向けた。


「……とすると、こっちのこいつは何者だ？」


　一瞬、ゼルマンの緋ひ色いろの瞳ひとみに、冷たい光が閃ひらめいた。


「なんの動きもないってことは、セイの奴、本気で気付いてないらしいな……いまの奴はそれほど衰おとろえているのか？　ケインを当てにしてるつもりなんだろうが、いささか不ふ甲が斐いないぜ」


「あ、あの、ゼルマン様……？」


　何を言っているのか理り解かいできず、サユカが落ち着かない素そ振ぶりで主人に声をかけた。それが耳に入らないのか、ゼルマンはしばし沈ちん思し黙もつ考こうしていた。


　だが、再びサユカを見たとき、ゼルマンは普ふ段だんの彼のように、常つねにだらけているような態度に戻もどっていた。


　ゼルマンは、「よっ」と声をかけると、ほとんど予よ備び動作もなくソファから飛び上がった。空中で一回転し、テーブルを飛び越こえてサユカの前に立つ。動くのが面倒くさいと言いたげな表情にもかかわらず、その動作は機き敏びんにして洗せん練れんされていた。


「ご苦労だったな」


　そう言って、指先で頰ほおを撫なでる。触ふれた箇か所しよが燃もえるように熱くなった。サユカは震ふるえる声で「いいえ」とつぶやき、慌あわてて眼鏡めがねを外した。彼に向かってレンズ越しの視線を返すなど許ゆるされない無礼だ。


　目の前にゼルマンの顔がある。赤い瞳に自分の顔が映うつっている。


　ゼルマンの視線は、催さい眠みん以外にも強力な力を秘ひめていた。彼の血けつ統とうが持つ特とく殊しゆな力だ。その気になれば、いますぐにもサユカの命を奪うばうことができる。しかし、彼の中でもっとも魅み力りよく的なのも、この赤い色をした双そう眸ぼうだった。最高級のルビーも敵かなわない、鮮せん烈れつなスカーレット。この瞳に殺されるなら本ほん望もうである。


　ゼルマンが指を離はなした。「あっ」と残念そうな声をもらしたサユカは、はしたなさに気付いてまたしても赤くなった。


　僕しもべのうぶな反応を見て、ゼルマンが目を細める。嘲ちよう笑しようのような、冷笑のような表情。それが本心かどうか、サユカにはわからない。わかっているのは、そんな冷めた表情すら、どうしようもなく愛いとしいということだ。


「出るぞ。準じゆん備びしてくれ」


「で、出るって──外にですか？　しかしまだ太陽が」


　外出を嫌きらう怠なまけ者のゼルマンだ。日中に外に出るなど、滅めつ多たにないことだった。


　しかし彼は、なんでもない様子で肩かたを竦すくめた。おどけて笑う唇から、それすら美しく整った牙きばをのぞかせ、言った。


「衝しよう撃げきのデビューから十年。沈黙を続けたＶＩＰが来らい訪ほうしたんだ。ライブを逃のがす手はないぜ？」
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「ほんとにー？　ヒバリちゃんさあ。いくらいま話題のネタだからって、ちょっとできすぎじゃない？」


「ホントですって！　間違いありません。だってこの目で見たんですからっ。あの『銀刀』を連れて特区を案内してるのは、わたしの先せん輩ぱいなんです！」


　疑うたがわしげににやつく青年に、ヒバリはムキになって反はん論ろんした。
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『カンパニー』事じ務む所しよの一階。二階に上がる階かい段だんの脇わきは、ジュースの自じ販はん機きと喫きつ煙えん所じよが一緒になった休きゆう憩けいスペースになっている。ミミコに逃にげられたヒバリは、仕事そっちのけで各部ぶ署しよを喋しやべり歩いたあげく、ここに落ち着いたのだ。


「いいですか？　部長の密命を受けた先輩は、昨日夜も明けないうちから単身本土に渡わたり、凶きよう悪あくなテロリスト吸血ブラツク・ブラツド鬼集団しゆうだんや、猪ちよ突とつ猛もう進しんな無ぶ頼らい派は鎮ちん圧あつチームが『銀ぎん刀とう』を追い回す中、他の誰よりも早く彼を捜さがし出し、接せつ触しよくすることに成功したんです。そして、追われる立場から人を信じられない彼を説き伏ふせ、極ごく秘ひ任にん務むゆえ『カンパニー』の支し援えんすらない情じよう況きようにも挫くじけず、独どく力りよくで横浜の街に彼とともに潜せん伏ぷく。しびれを切らして武ぶ力りよくに訴うつたえた追っ手を彼と協力して返り討うちにし、本部の情じよう報ほうから切り離はなされた中でただひたむきに特区を目指し、しかもどっかから突とつ如じよとして現あらわれた『九龍の血統クーロン・チヤイルド』なんかをやっつけた上で、ついに彼を特区に招しよう聘へいする任にん務むを完かん遂すいしてみせたんですっ。ああ、なんてスゴイ──まるでイギリス情報局のエージェントみたい！　見知らぬ異い国こくの地に流され、頼る者とてない孤こ高こうの『銀刀』と、心を閉ざす彼の手を引き、彼を自由都市特区に導みちびいた若わかき調停員コンプロマイザー。最初は反発し合っていた二人は、逃とう避ひ行こうの果てに互たがいを信しん頼らいに値あたいするパートナーと認みとめ合ったんです。その間、二人の間にどんな甘あま酸ずっぱいロマンスがあったんでしょう。──くっ。スゴイです、ミミコ先輩！　イッツ・ア・リアル・ファンタジー……」


　と、夢ゆめ見みる乙おと女めの眼まな差ざしをしたヒバリは、全身で身み悶もだえした。


　どうやら彼女の中では、そういうことになっているらしい。しかも、会う人ごとに喋っているものだから、言い回しが熟練されつつある。ミミコ相手に語っていた凶悪な『銀刀』像ぞうは、彼を連れてきたのが自分のよく知る──結けつ構こうのんきで小市民な──先輩だということで、自動的に修しゆう正せいされたのだろう。もっとも、暴ぼう走そうする妄もう想そうを並ならべているようで、実はそう的まと外はずれではないあたり、彼女の想像力も馬ば鹿かにはできない。


　青年は困こまった顔で頭を搔かいた。


　この青年は、『カンパニー』に出入りする情報屋という立場を有していた。それで昨日の事じ件けんに関する情報を集めようと事務所を訪れたところ、目にキラキラ光る星を浮かべたヒバリに捕つかまったのだ。しかし、おかげで知りたかったことの大おお枠わくはつかめた。


「葛城ミミコ、ねえ。あんまり聞かない子だなあ」


　青年の感想に、「わたしの先輩ですっ。わたしのっ」とヒバリが強調する。青年は、ハイハイ聞きましたよと、もの柔やわらかにいなしていた。


「いつもありがとう、ヒバリちゃん。いい土産みやげ話ばなしができたよ。弟が喜びそうだ」


「弟さん？」


「うん。僕ぼくやお姉ちゃんが度たび々たび話題にしてたもんだから、すっかりこの業界に興きよう味みを持っちゃってね。特に『銀刀』には妙みような拘こだわりがあるみたいで」


　青年は肩かたを竦すくめた。


「しかし、同情するなあ。君の先輩って人には」


「え、同情……ですか？」


　きょとんとするヒバリに、青年はニヤリとする。あまり似に合あわない表情。そのくせ、妙に慣なれた笑い方だ。


「葛城ミミコさん。これから大変だよ。間ま違ちがいなく、ね」





　　　２





「何よ何よ、あれーっ。あの態たい度どーっ。キーっ」


　銀行から出たミミコは、地じ団だん駄だ踏ふんで悔くやしがった。『マリーン・バンク』は特区経けい済ざいの中ちゆう枢すうだ。途と切ぎれることなく出入りするビジネスマンたちは、銀行前で手足を振り回す少女を、奇き異いの目で見ながらすれ違っていった。


「別に、支し配はい人にんに会わせろなんて言ってないのよ？　アポもないんだし、そんな無茶しようってわけじゃない。ただ住じゆう宅たくに関する手続きを頼たのんだだけだってのに、けんもほろろに追い返すなんてっ。見た？　あの窓まど口ぐち係の見下したような目？　きっと融ゆう資しを頼みに来た町工場の社長さんとかも、あんな目で見てるんだわ。どうして金持ち連中ってのはああなのかしら。人としてサイテー！」


「まあまあミミちゃん。紅こう茶ちや美お味いしかったんだから、いいじゃない」


「あんな待合いの紅茶──そりゃすごく美味しかったけど、でも、そんなの関係ないわっ。だいたいあそこの窓口って、上じよ層うそ部うぶにはいい顔するくせに、現げん場ばの人間には、いつもああなのよっ。くっそー、大口のスポンサーだからって、お高く止まりやがってぇ～」


「……スポンサーがお高く止まるのは、普ふ通つうのことだと思いますが？」


「なぁに平気な顔してんのよ、ジローさんっ。これはあなたたちの問題なのよ？　あなたたちの住む場所探さがしてんだからね？　もうちょっと自覚しなさいよ、もうっ」


　頭に血が上ったミミコが、鼻息も荒あらく兄弟に嚙かみ付く。ジローとコタロウは顔を見合わせて肩を竦めた。


　特区、第九地区ナイン・ヤード。新市街区ニユー・ヤードのど真ん中にあるこの地区は、まさにメトロポリスの象しよう徴ちようだった。ぐるりと周囲を見渡せば、陽光に煌きらめく超ちよう高層ビルが所ところ狭せましと重なり合っている。幹かん線せん道路では絶たえ間なく車しや輛りようが行き交かい、資し本ほん主しゆ義ぎという活気が、形を取って闊かつ歩ぽしていた。しかも、短期間で計画的に開発された街並みには、ごみごみした所がない。オフィス。道路。高こう架か線せん。公園。ショッピング・ストリート。すべてが画一的に整せい備びされ、計算され尽つくした機き能のう美びを見せている。


　道行く人々は最さい新しん鋭えいのファッションに身を包み、寸すん暇かを惜おしんで歩いていた。人種も様々なら、交かわす会話も各国の言葉が織おり交まぜられている。そして、口にされる話題はビジネス一色だ。秒単位で何億という金が動いているのである。想そう像ぞうすると、空そら恐おそろしいものを感じる。


「ほんと、人が一いつ杯ぱいだねー」


　新市街区ニユー・ヤードに入ってからというもの、コタロウは同じ感想を十回以上繰くり返していた。そのどれもに、噓うそ偽いつわりのない実感が込められている。何しろ彼は、ここに来るまで聖せい域いきという僻へき地ち──というより秘ひ境きよう──から出たことがなかったのだ。大都市の光景は映えい画がなどで見て知っていたが、実じつ際さいに訪れたのはこれが初めてなのである。


「ミミちゃん、元気出しなよ。こんなに人がいるんだもん。ぼくら二人が住む場所だって絶ぜつ対たい見つかるよ」


「……君はほんとに人の説明を聞かない子ね。君たち吸血鬼ブラツク・ブラツドは特別だって、口を酸すっぱくして言ってるでしょ？」


「でも、こんなにたくさんいるんだよ？」


「人間が、でしょ。あー、こんなとこで挫くじけてても仕方ないわ。次行きましょう、次っ」


　ぶすっとアヒル口を尖とがらせたまま、ミミコは銀行をあとにした。


「冒ぼう険けん再さい開かい～！」とコタロウがスキップで後ろに続く。ジローは一度銀行を見上げ、何やら遠い視し線せんを投げていたが、しばらくして二人を追った。


「ねえ。ミミちゃん。お昼ご飯は何食べるの？」


「コタロウ君、サンドイッチ食べたばっかじゃない」


「あれは朝ご飯だよ。三食きちんと食べないと大きくなれないよ？」


「あたしは別に、これ以上大きくならなくていいもん」


　ミミコが不ふ機き嫌げんなまま答えると、コタロウは「ふーん」と口を閉とざし、彼女のバストとヒップに視線を落としたあと、再ふたたび顔を見上げた。


「……ふーん」


「なんだその視線はクソガキっ！　お前なんかこうしてやるっ」


「あっ、痛いたい！　ミミちゃん痛いよっ？　髪かみが抜ぬけるから止やめてっ」


　ミミコとコタロウは、歩きながらじたばたし、小走りに追いかけっこを繰り返した。塞ふさぎ気味だったミミコも、気が付けば笑い声を出してコタロウを追い回している。なんだかんだと文もん句くを言っても、二人は若わかい。街歩きを楽しんでいるのだ。黙だまって見守るジローも、微かすかに唇くちびるを綻ほころばせた。


「ねえ、ミミちゃんさあ。謝あやまるから、ご飯食べようよ～」


「ったく。しょうがないわね。取りあえずこれから第三地区サード・ヤードの中国人街チヤイナ・タウンに行くから、それまで待ちなさい。ここらの店って、どこも目玉が飛び出るぐらい高いんだから」


「へえ、中国人街チヤイナ・タウン？　横浜にあったみたいな？」


「あれより規き模ぼは大きいかな？　たぶんコタロウ君だったら、この辺りより気に入るよ。いろんなお店もあるし」


「お店？　やった。次は買い物だ！」


「……自分のお金出しなさいよ？」


　張り切るコタロウへ、ミミコは冷静に念を押した。


　三人はオフィス街を抜けて、街中の公園に入った。いかにも人工的な整せい備びされた公園だが、憩いこいを求めて休きゆう憩けいする人の数は少なくない。ここにいる間だけは分ふん刻きざみのスケジュールから解かい放ほうされ、誰だれもがくつろいだ表情を見せていた。


　煌きらめく陽光と木こ陰かげの下を、ご機嫌のコタロウは、手足を真まっ直すぐ伸ばして歩く。


　両手を後ろに回して組んで、スカートを揺ゆらめかせつつミミコが続く。


　二人のあとを、日ひ傘がさを差したジローが長い足でのんびりと追いかける。


　公園の反対側には河かわ幅はばが二百メートルはある運うん河がが流れていた。河岸の堤てい防ぼうが遊歩道になり、ここも大おお勢ぜいの人が行き交っている。三人はそこから水上バスに乗り込み、新市街区ニユー・ヤードをあとにした。


「特区は水上都市だから、この手の交通機関が発達してるのよ。水上バスとか、水上タクシーとか。特に旧市街区オールド・ヤードは細い運河がいくつもあるから、車で移い動どうするよりずっと便利よ」


　観光客を相手にしているような調子で、ミミコは兄弟に特区の説明をした。事実、水上バスには何人もの乗客が乗り合わせている。運河を走る船の数も多い。どれもが色いろ鮮あざやかにペイントされ、海鳥が飛ぶ空の下を、波を蹴け立たてて進んでいた。


　船上は川風が心ここ地ちよかった。暖かな陽光に、河かわ面もがキラキラ輝かがやいている。一昨日おととい海に転落したことも忘わすれ、コタロウは手すりから飛び込む勢いで、はしゃぎながら運河を眺ながめていた。ミミコも新しん鮮せんな空気を胸むね一いつ杯ぱいに吸すい込む。ジローだけが相変わらずの日差しに、うんざりと日傘を傾かたむけていた。


　水上から見る特区は、横浜で見たあの姿すがたを思い出させた。ガラスの尖せん塔とうが空に向かってそびえる、蜃しん気き楼ろうのようなお伽とぎの国。埋うめ立て地ということを考えれば、到とう底てい信じられない景色だ。特区には、奇き跡せきを可か能のうにするだけの技ぎ術じゆつと資し本ほんが投下されているのである。


「第三地区サード・ヤードという所は、ここから遠いのですか？」


　デッキの手すりに寄よりかかりながら、ジローが隣となりに立つミミコに尋たずねた。流れる水の上にいるせいだろう。歯科医で順番を待つ子供のように落ち着きがない。


「そんなでもないわよ。まあ何回か乗り換かえなきゃ駄だ目めだけど」


　気が重そうなジローに、ミミコは苦笑を嚙かみ殺ころしながら答えた。


「特区はね、全部で十の地区に分かれてるの。一から五地区までが旧市街区オールド・ヤードで、これは二次大戦のあとから徐じよ々じよに埋うめ立てられた地域ね。そして六から十地区が『九龍クーロンショック』後に開発された新市街区ニユー・ヤード。本土に近い半分が旧市街区オールド・ヤードで、海側の半分が新市街区ニユー・ヤードってわけ」


「吸血鬼ブラツク・ブラツドが多いのはどこなんでしょう？」


「特にないんじゃない？　縄なわ張ばり意い識しきがあるから、あちこちに散らばってるわ。まあ、旧市街区オールド・ヤードは大陸系けいが多くて、新市街区ニユー・ヤードは欧州系が多いって傾けい向こうはあるけど、例外は一いつ杯ぱいいるしね。だから、その、なんだ……」


　と、ミミコはもにょもにょ言いながら、勢いきおいを付けてジローの肩かたを叩たたいた。


「さっきコタロウ君にはああ言ったけど、住む場所はきっと見つかるわよ。懐ふところが深いってのが、特区の一番いいところなんだから。それに、今度行く血族の長おさは、セイっていう人でね。『カンパニーあたしたち』にも一番積極的に協力してくれてるお得意様なの。絶対いい宿、紹介してくれるからさ」


　どうやら、大おお見み得え切って紹介した手前、最初から追い返されたことを気にしているらしい。さっきあれほど怒おこっていたのも、自分がぞんざいに扱あつかわれたことより、ジローたちの力になれなかったことが悔くやしかったのだろう。ミミコは空から元げん気きを見せて、ジローを慰なぐさめた。


「セイ……いまはそう名乗られているのですね……」


　懐なつかしむ口くち振ぶりでジローがささやいた。ミミコが小首を傾かしげる。


「え、何。知ってるの？」


「はい」


「そっか。まあ、噓うそかホントか知らないけど、紀元前から生きてたって大物だもんね。香ホン港コン聖せい戦せんでも活かつ躍やくした人だし、吸血鬼の間じゃ有名──」


　と、そこでミミコは口を閉とざした。「……あれ？」と、まるで自分が寝ね間ま着きのまま外出していたことに気付いたような顔になる。


　セイは香港聖戦で重要な役やく割わりを果たした、吸血鬼側を代表する功労者だ。それはつまり……


「……ひょっとしてジローさん、香港で会ったことある？」


「はい。もちろん」


「ええーっ！　あ、あの『東の龍王』と？　噓っ。ほんとにっ？」


「共に戦いました。ずいぶんと世話になった方です」


　ミミコは絶ぜつ句くした。そして、自分のあまりの馬ば鹿かさ加か減げんに頭を抱かかえたくなった。


　事じ務む所しよに寄ったとき、あれほどジローが聖戦の英えい雄ゆうであり、この世界の有名人だと思い知らされたではないか。にもかかわらず、いまのいままで、そのことと特区の事情を結びつけて考えなかったのだ。


　特区は『九龍クーロンショック』後、香港に代わる経済拠きよ点てんとして開発された国こく際さい都市である。資し本ほんの大半は香港から移うつされたものだし、それは人材も同様だ。吸血鬼にしろ、香港から移り住んだ者は枚まい挙きよにいとまがない。というより、香港聖戦で活躍し、人間社会に影響力を持つようになった吸血鬼が中心となって、特区の闇やみ社会は築かれたのである。


　そして、『銀ぎん刀とう』はまさしく、彼らの仲間だったのだ。現在特区を仕切る大物たちと、肩を並べて戦った人物なのである。


　ミミコはいま、ようやくにして実感した。隣に立つ、赤スーツで赤い帽ぼう子しを被かぶりゴーグルで目を隠かくし日ひ傘がさを差した上に日本刀を提さげる男がどういう経けい歴れきの持ち主なのか。自じ慢まんではないが、平ひらの調停員コンプロマイザーに過すぎない彼女は、滅めつ多たなことではセイのような重要人物に目通りできないのである。


「ちょ、ちょっと待って。てことは何？　あなた、さっき行った『マリーン・バンク』の支し配はい人にんとも面めん識しきがあるってこと？　ウォーロック家のケイン・ウォーロックと？」


「あります。ただし、そちらはあまり世話になってませんが」


「うっそ……だったらなんでっ？　なんであのとき、そのことを言わなかったのよっ。そりゃ、きちんと紹しよう介かいしなかったあたしも悪いけど、あれは下へ手たに身分を明かすより黙だまってた方がいいかなって思ったわけだし……ひょっとしたらあの窓まど口ぐち係、あなたが『銀刀』ってことも知らなかったかもしれないのよ？　支配人の知人だって聞けば、態たい度ど変わってたかもしれないじゃないのっ」


「どうでしょう。逆ぎやく効こう果かになる気が、とてもとてもしますけど」


　古い知り合いのことを思い浮うかべているのか、ジローは額ひたいに皺しわを寄よせて皮肉っぽく唇を吊つり上げた。


「というより、同じことです。窓口の方が正体を知っていたかどうかはわかりませんが、私を追い払はらうよう指し示じされていたのは間違いない。ミミコさん。さっき待合室には、『カンパニー』の窓口を務めている方の他に、一人男性がいたでしょう？」


　ジローの言うとおりだった。普ふ段だんなら調停員の対応は窓口の者がするのに、今日に限かぎって第三者が同席したのだ。部屋の隅すみに立ったまま会話には参加しなかったので、新人か何かだと勝手に思い込んでいた。


「あの人が何？」


「彼は吸血鬼ブラツク・ブラツドです。おそらくケインの指示を伝えに来たのでしょうね。『銀刀』が来ても取り次ぐな、と」


「そ、そんな……」


「間違いありませんよ。現に彼、ビビリまくってましたから。私の目を一度も見ようとしませんでした。見たところ、私のことは噂うわさで知るだけの新米のようでしたし、いつ『同族殺し』が腹はらを立てて刀を振ふり回し出すか、気が気じゃなかったんでしょう」


「そ、そういやあなた、『銀そ刀れ』持ったまま銀行入ったわね。よく通してもらえたもんだわ……あ、いや、そうじゃなくて……」


　ミミコはわけがわからずに首を振った。


「どうしてそんなことを？　だって、昔の仲間なんでしょ？　一緒に戦った仲なのに」


「ですから、彼とは折り合いが悪かったんです。こちらとしても、あいつに借りを作るのは癪しやくですし。ミミコさんには申し訳わけないが、さっきの結果は望むところでした」


「だからって！　仮かりにも特区を代表する血族の長が、私し情じようで協力を拒こばむだなんて、そんなの酷ひどいわ」


　ミミコは納なつ得とくしなかった。ジローは「やれやれ」と仕方なさそうに肩かたを竦すくめた。


「彼の名めい誉よのために──なんてこと、言いたくもないんですがね。あの堅かた物ぶつに限って、公おおやけの判はん断だんに私情を持ち込むなんてあり得ません。私を追い払ったのは、あいつなりの判断でしょう」


　穏おだやかな口振りで、ジローはミミコに説といた。その、穏やかな口振りそのものが、ミミコには引っかかる。


　──ショックとか感じてないの？


　昔の知ち己きに冷たくされれば、少しは落ち込むのが普通ではないか。しかも、かつて苦く境きようを乗り越えた者同士が、いまでは片や特区の支配層、片や流る浪ろうの根無し草である。そこにこの冷たい仕打ち。自分ならずいぶんと惨みじめな気持ちになると思う。ジローは平気な顔をしているが、もしそれがポーズなら、さすがに彼が可か哀わい想そうだった。


　──友達甲が斐いのない奴やつ。


　と、直ちよく接せつ話したこともないケイン・ウォーロックに、ミミコは腹を立てた。


　そのときだ。


　日光にバテていたジローの身体からだが、瞬しゆん間かん的に鳥とり肌はだだった。


　ジローは驚きよう愕がくに打たれた様子で、矢のような視線を船せん尾びに飛ばした。特区を流れる運河には、彼らの乗る水上バスの航こう跡せきが白く尾おを引いている。ジローはその先、東京湾わんに続く遠方へと目をこらした。


「ジローさん？」


「──静かに」


　ただならぬ様子だった。ミミコは反はん応のうに困こまった。


　ジローは長い間、息を凝こらして後方を凝ぎよう視ししていた。が、やがて、


「……気のせい、か？」


　と、もらし、肩の力を抜ぬいた。それから視線を空に向ける。運河から見晴らせる限りの眺ちよう望ぼうを時間をかけてゆっくりと眺めた。


「……そうか。水上では効果が弱いのか。しかし、それでも機能している。中に入れるはずはない……」


　自分自身を納得させるように、ジローは小声でつぶやいた。ミミコは我が慢まんできずに「ジローさんっ」と彼の袖そでを引っ張った。


「なんなの、急に？」


「あ、ああ。済すみません。少し『結界』が気になったもので……」


「『結界』って、例の？」


　ミミコは不思議そうに聞き返した。


　特区には、ある特とく殊しゆな結界が張はり巡めぐらされている。『招まねかれないと入れない』血けつ統とうに効果を及およぼすもので、そうした特とく徴ちようを持つ吸血鬼を外部に閉しめ出すためのものだ。ジローがこれに反応したため、昨日はミミコとの間にちょっとした誤ご解かいを生じさせた。本来は『九龍の血統クーロン・チヤイルド』を特区に入れないための防ぼう衛えい策さくである。現在彼が特区にいるのは、誤解を解といたミミコが彼を「招いた」おかげなのだ。


「あれがどうかしたの？」


「いえ。私の気のせいでした。……それにしても」


　と、まだ何か気になる様子で、ジローは再び空を見上げた。


「外からではわかりませんでしたが……この『結界』。これは外部からの侵しん入にゆうを拒こばむというより、むしろ……」


　いつしか、空中を見つめるジローの視線が、険けわしいものに変わっていた。ミミコには何も見えないが、そこに結界があるのがわかるのだろうか。


「もうっ。なんなのよ。思わせぶりな」


　無視されたミミコがふくれっ面つらになる。すると、コタロウが駆かけ寄よってきて、彼女の腕うでをつかみ、引っ張った。


「ミミちゃん、ミミちゃんっ。あそこっ。あそこの売店でアイスクリーム売ってる！」


「こ、こらっ。君もいい加か減げん食べ物のことから離はなれなさいよっ」


「だって、ドリアン味があるんだよ？　あんなの初めて見たよ！」


「え、ドリアン味？　それは確たしかに珍めずらしいかも──」


　コタロウに引かれるまま、ミミコはふらふらとデッキを横切っていく。残されたジローは、なおも一人で空を見上げていた。


　晴れ渡わたる青空は、どこまでも透すき通っていた。


　しかし、彼方かなたの海上には、怪あやしい雲が広がっている。空模も様ようは少しずつ変わり始めていた。





　ミミコたちが第三地区サード・ヤードにあるセイの屋や敷しきを訪おとずれたのは、その一時間後だった。


　今度こそはと意気込むミミコだったが、結果は変わらなかった。特区を代表する二大血族は、共に『銀ぎん刀とう』を受け入れることを拒きよ否ひしたのである。
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「……納なつ得とくいかないわ」


　頰ほお杖づえをつき、むっつりとしたまま、ミミコは半はん眼がんでぼやいた。


　前回のような憤いきどおりは影かげをひそめ、代わりに疑ぎ惑わくと不安が眉み間けんの皺しわとなって現あらわれている。


　大振りの瞳ひとみとアヒル口が特徴的なミミコの顔は、深しん刻こくそうな顔をすればするほど、傍はた目めには、にらめっこをしているように見られる損そんな造つくりをしていた。いまもまさに、ミミコは謎なぞの敵てき手しゆとにらめっこをするように、しかめっ面で物思いに沈しずんでいた。


「別に、当主に会わせろなんて言ってないのよ？　それどころか、取り次いでくれとも言ってない。ほんとなら昔のよしみってやつで面会を申し込んでもいいところを、急な訪問だから今日のところは仕事の話だけってスタンスだったのに。上うわ辺べだけ丁てい寧ねいに対応されても、問答無用でとりつく島もないってんじゃ……」


「元気出しなよ、ミミちゃん。プーアル茶、美お味いしかったじゃないのさっ」


「……確かにあのプーアル茶は美味しかったし、お茶ちや請うけの月げつ餅ぺいなんか絶ぜつ品ぴんだったけど、だからって肝かん心じんの話が進まないんじゃ意味ないじゃない。とはいえ、ああもそつなく下した手てに出られちゃ、こっちも無理には切り込めないし……覚えてる？　あの相手してくれたおばちゃん。ずっとにこやかに世間話してたけど、本ほん音ねの会話はひと言もなかったわよ。やり手だわ。交こう渉しよう相手としては、ああいうのが一番手て強ごわいのよね。ちぇっ」


「まあ年の功こうというやつですね。でも、ミミコさんの空そら々ぞらしいまでの愛あい想そ笑いだって、なかなか堂に入ってましたよ」


「……そりゃどーも」


　ジローの皮肉にも気の抜けた生返事しかしない。ジローとコタロウは調子が狂くるった様子で顔を見合わせた。


　第三地区サード・ヤードにある龍りゆう王おうセイの邸てい宅たくをあとにした一行は、船頭の漕こぐ小こ舟ぶねに乗っていた。屋敷の堀ほりと繫つながった水路から、表の運うん河がを目指している途と中ちゆうである。


　水路の両側は高い石いし垣がきに囲まれている。柳やなぎの木が腰こしを曲げるように枝えだを伸のばして、日差しを適てき度どに遮さえぎっていた。この辺りの水路はセイの私し道どうのようなもので、他に舟はいない。櫂かいが水面に潜もぐるたびに、ちゃぷちゃぷと音がした。


　舟の側を魚ぎよ影えいが掠かすめると、コタロウがいまにも飛び込みそうな勢いきおいで船ふな縁べりから顔を出す。日ひ傘がさを差したまま座すわるジローは、弟が身を乗り出すたびに、彼が落ちないよう注意を向けていた。船頭は三人を乗せてから、ひと言も口を利きいていない。それでも無愛想な印象を受けないのは、彼の櫂を漕ぐ動きが、ゆったりと優やさしいからだろう。


　──なーんかくつろいじゃって、こいつらは。


　一番前に座るミミコは、後ろを横目に見ながら胸きよう中ちゆうで愚ぐ痴ちった。彼女だって、できれば仕事を忘わすれてしまいたい。しかし、当初の目もく論ろみが外れたからには、のんきに構かまえてもいられなかった。


　これでもミミコは、自分の仕事に責せき任にん感を持って取り組んでいる。年が若わかいからこそ甘あまく見られないよう、きちんと評ひよう価かされる仕事をしてきたのだ。


　それが、最有力となる血族双そう方ほうから受け入れを拒こばまれてしまった。口では文もん句くを言うだけだが、実のところミミコは焦あせりを感じていた。


　──にしても、本当に納得いかないなあ……


　吸血鬼ブラツク・ブラツドへの住すみ処かの斡あつ旋せんなど、これまでだって何度もお願いして、問題なく引き受けてくれていたのだ。それが今回に限かぎって、どちらの血族も手のひらを返してきた。しかも今回の依い頼らい者しやは、彼らにとっては昔むかし馴な染じみなのである。それなのになぜ？


「……いや、この場合は」


　──昔馴染みだからこそ、か……


　となると厄やつ介かいだ。公正な彼らをして、申し出を断ことわるだけの理由がある、ということになる。


　──なんにせよ、駄だ目めと言われたからには仕方ない。これからは他の血族を片かたっ端ぱしから回らなきゃならないわね。


　しかも、協定血族を代表する二大血族が、それぞれ受け入れを拒こばんだ相手だ。そうと承知して住処すみかを提てい供きようしてくれる血族となると、探さがし出すのは相当難むずかしいだろう。説得するにしろひと苦労である。少なくとも、今日明日で片かたが付くとは思えない。


「……ってことは、当分こいつら、あたしんちに居い候そうろうってわけ？」


　今朝の騒そう動どうを思い出し、ミミコはげんなりしてため息を落とした。


　しかし……


　──ま、仕方ないか。乗りかかった船だし。途と中ちゆうで放ほうり出すわけにもいかないしな。


　そう、意外なほどあっさりと思えてしまえるのも事実だった。


　昨日の事じ件けんといい、今朝のアパートや事じ務む所しよでの慌あわただしさといい、ジローとコタロウに関かかわってからというもの、ミミコはろくな目に遭あっていない。なのに、彼女はなぜだか、「まあ、いいや」と思えてしまうのである。


　そういえば、朝食を誰だれかと一いつ緒しよに食べたのは、ずいぶんと久ひさしぶりな気がする。寝ねる前に、誰かにお休みを言ったのも、一体いつ以来になるだろうか。いや、それ以前に、こんなにも一日中誰かとお喋しやべりをしていること自体、ひょっとすると初めてのことかもしれなかった。ミミコは孤こ児じであり、ずっと一人だったのだ。


　朝起きてご飯を食べて、会社に行って仕事をして、仕事が終わったら家に帰る。家に帰ったら、洗せん濯たくをしてご飯を食べて、少しテレビを見たらお風ふ呂ろに入って、明かりを消して寝る。


　そんな生活を特に寂さびしいとも思わなかった。しかし、そうでない生活を二、三日体験するのも、悪くはないかもしれない。そんな風に感じている自分自身を、ミミコはまだ意い識しきしていなかった。


「──あれ？」


　水みな面もをのぞき込んでいたコタロウが、突とつ然ぜん頭を上げた。


「なんか音がする」


「え？　ああ。もうすぐ浮き市フロート・マートだからね」


「浮き市フロート・マート？　何それ？」


「すぐよ。──ほら」


　舟が水路の曲がり角に差し掛かかり、船頭が大きく櫂を漕いだ。わずかな軋きしみを立てて、舳へ先さきが水路を抜ける。


　たちまち、音と色しき彩さいが目の前に広がった。


　石垣に阻はばまれていた先は、支し流りゆうのような水路が集中する運河になっていた。水上バスが行き交かうほどの川幅はなく、流れも緩ゆるやかで貯ちよ水すい池ちのようだ。


　そして、その運河に百艘そう近い舟や筏いかだが浮かんでいた。


　ほとんどはミミコたちの乗るのと同程てい度どの小舟だ。帆ほ掛かけの舟もあれば、艀はしけらしき舟もある。ゴンドラのような細長い物。浮き袋ぶくろのついた筏。幌ほろを被かぶせた屋や形かた船。釣つり舟ぶね。ゴムボート。それら、旧市街区オールド・ヤードの足となる、あらゆる小型船せん舶ぱくがひしめき合っていた。そして、その半分が水上の露ろ店てんであり、残り半分が買い物客だったのである。


　露店舟はどれも原色の看かん板ばんやのぼり、短たん冊ざくを吊つるした提灯ちようちんを立てて、仰ぎよう々ぎようしく飾かざられていた。聞こえてくる会話は日本語と中国語だが、とにかく忙せわしない。黙だまっている者などほとんどおらず、店の呼び込みはもちろん、値ね段だんの交こう渉しようから最近の景気話まで、とにかく口を休めるのがもったいないと言わんばかりに誰もが声を張はり上げていた。にぎやかなのは大好きなコタロウですら、思わず呆あつ気けにとられるほどだった。


「なんとまあ」


　開いた口が塞ふさがらないという風に、ジローは驚きよう嘆たんした。


「すごい喧けん噪そうですね。何事なんです、これは？」


「中国人街チヤイナ・タウン名物、浮き市フロート・マートよ。まあ、青空市の特とつ区く版ばんみたいなものかしら。自分の舟に品物を乗せて売りに来てるの。庶しよ民みんの生活を支ささえてるって意味じゃ、こここそ特区経済の中心地ね。掘ほり出し物も多くて、わざわざ新市街区ニユー・ヤードから来る客も多いんだから」


　実じつ際さい、目線を水平に保たもてば、とても足あし下もとが運うん河がとは思えない光景だった。とんでもないにぎわいである。


「は、は、は……」


「え、何？　どうしたの、コタロウ君」


「入ろう、ミミちゃんっ！　中に入ろう！　早くっ！」


「はいはい。ちゃんと約束通り昼ご飯にしますから。えーと……ニボシ亭ていの出店はどの辺だったかな」


　早く早くと興こう奮ふんするコタロウに、ミミコが苦く笑しようする。すると、彼女の指し示じを待つまでもなく、気を利きかせた船頭がゆっくりと舟を進めた。


　浮き市フロート・マートの中に入ると、とたんに速度が出せなくなる。何しろ、水面がろくに見えないほど、幾いく艘そうもの舟が密みつ集しゆうしているのだ。縁へりをゴツゴツとぶつけながら進むのだが、多少の揺ゆれなど気にする者はいなかった。それどころか、買い物籠かごを片手に「ちょっとゴメンよ」と、他人の舟の上を渡り歩く者もいる。コタロウも真ま似ねしようとしたが、兄に鞘さやで叩たたかれて断だん念ねんした。


　売られている商品は様々だ。もっとも多いのは魚ぎよ介かい類るいや青果物だが、古着を売る舟もあれば、冷えたビールや缶かんジュースを提てい供きようする舟もある。小こ瓶びんをずらりと並ならべた漢方薬と調味料の舟。運河の水で洗あらいながら鶏にわとりを捌さばく肉屋の舟。並べた籠に干ほした葡ぶ萄どうやナツメ、杏あんずを山やま盛もりにする舟。米や麦、小麦粉、砂さ糖とう、食塩を麻あさ袋ぶくろからビニールに掬すくって売る粉屋の店。コンビニさながらに生活用品を揃そろえた店。中には、理り髪はつ師しが髪かみを切る舟や、鍋なべやフライパンを修しゆう理りする金物屋、リクエストに応おうじて即そつ興きようで楽器を鳴らす舟まであった。


「お願いですから、ニンニクを売ってる店には近づかないで下さいよ。中ちゆう華か料理はそれが怖こわいんです」


「それより、水被かぶらないように気を付けてよ、ジローさん。こんなところで煙けむりとか出されたら、身動き取れなくて大変なんだから」


「見て見てミミちゃんっ。あの舟二階が付いてる！」


「ああ。あれは船上生活者の人の船ね。第三地区サード・ヤードならちらほら見かけるわ。──あ、そっか。君たち、住むとこ見つからなかったら船に住んでみる？」


「いいの!?」


「……よくありません」


　アヒル口で、にししと笑うミミコに、ジローが口をへの字にする。


　途と中ちゆうの果くだ物もの屋やで我が慢まんできなくなったコタロウが、短冊に切って串くしに刺さした瓜うりを、兄にねだって買って貰もらった。口一杯にほおばると、瑞みず々みずしい歯ごたえの奥おくから新しん鮮せんな果汁が口の中に弾はじけ飛ぶ。満面にとろけそうな笑顔を浮かべて、コタロウがシャクシャク食べるのを見て、思わず「一口ちょうだい」とミミコが横からかぶりつく。もう一口、駄だ目めだよもう、とじゃれ合う二人を、ジローは仕方がないなという目で眺ながめていた。


　だが、笑っていたミミコの隣となりで、ヒュッと風を切る音がし、何かが掠かすめ飛んでいった。背はい後ごの水面が、小さいが鋭するどい水みず飛沫しぶきを上げた。


「え？」


　ミミコがきょとんとし、ジローが顔色を変える。


　ほっぺに瓜の汁しるを付けたまま、ミミコは飛沫の上がった水面を見、振り返って何かが飛来した方向を見た。


　ボシュッというくぐもった破は裂れつ音おんが聞こえた。かと思うと、ミミコの眼がん前ぜんにジローの右手が突き出され、空中で何かをつかみ取った。


　急きゆう激げきな動作に小舟が激はげしく上下する。ミミコは「きゃあ！」と尻しり餅もちを着き、コタロウがまともに転てん倒とうする。隣の舟の漕ぎ手が中国語で悪あく態たいをついた。


「ジローさんっ。急に動かないでよっ」


　しかしジローは答えない。ミミコの前に立ち塞ふさがったまま、


「コタロウっ、そのままじっとして。船頭さんも伏ふせなさいっ」


　言下に、さっきの破裂音が続いた。


　ボシュッ、ボシュッと音がするたびに、ジローの右手が高速で移い動どうする。まだ日ひ傘がさを差したままなのが緊きん張ちよう感を削そいでいるものの、彼の目は真しん剣けんだった。


「ジローさんっ？」


　何事かと尋ねるミミコに、ジローは無言のまま右手を差し向けた。つかんだ物を舟底に放り出す。ひしゃげた鉛なまりの塊かたまりだった。銃じゆ弾うだんだ。ミミコは息をのんだ。


「撃うたれたの!?」


「の、ようです」


　答えるジローの声は冷静だった。左手に日傘を差したまま、人でごった返す浮き市フロート・マートを睥へい睨げいした。


　ただでさえ目立つ姿すがたに、客や売り手たちの視し線せんが集まっている。しかし、ミミコもそれを気にする余よ裕ゆうはなかった。襲しゆう撃げきされたと聞いて、思いつくことがあったからだ。


「……吸血鬼ブラツク・ブラツドなのね？」


「ええ。囲まれていますね」


　──やっぱり。


『銀ぎん刀とう』が強いことは、広く知れ渡わたっている。己おのれの力に誇ほこりを抱いだく吸血鬼のことだ。彼を倒して名を上げようと、要いらぬちょっかいを出してくる者がいても不思議はない。


　しかし、このような衆目の中で手を出してくるとは予想外だった。人を巻まき込こんだ争いは、特区では御ご法はつ度とである。それをあえて仕し掛かけてくるとなると、考えられる相手はひとつしかない。


　──『夜会カヴン』の吸血鬼たち……！


　人を傷きずつけることを屁へとも思わず、平然と事じ件けんを起こす。この手口、この危き険けん思想は、吸血鬼優ゆう良りよう種しゆ主しゆ義ぎ者しやたちに間違いない。


「……どうやら『闇やみ』の連中が挨あい拶さつに来たようですね」


　ジローもミミコと同じ推すい理りをしたらしい。切れ長の瞳ひとみに、悪ふざけを楽しむような色が浮かんでいる。


「兄あに者じやっ。大だい丈じよ夫うぶっ？」


「てんでまったく無モウ問マン題タイです。どれも大したことのない奴やつばかりですよ」


「馬ば鹿かなこと言わないで！　こんな人目の多いところで、正体明かしたらお終しまいよ！」


「おや。ではこのまま大人しくやられろとでも？　それこそ連中の思うつぼでしょう」


「そ、そうだけど……！」


　焦あせるミミコに、ジローは肩を竦めた。


「まあなんとか無ぶ難なんにやり過すごしてみましょう。連中も機き関かん銃じゆうや手しゆ榴りゆう弾だんまで持ち出すつもりはないようですし、このまま力場思念ハイド・ハンドで舟を動かしていけば──」


　そう言っていたジローが、台詞せりふの途と中ちゆうで口を閉ざした。


　ある一点を見つめる双そう眸ぼうの奥おくで、眼光が鋭くなる。


「……あれは」


「え？」


　ジローの態度に不ふ吉きつな予感を感じたミミコは、急いで彼の視線を追った。


　ひしめく露ろ店てん舟の隙すき間まの奥。対岸に近い水みず際ぎわの小舟に、一人の少年が立っていた。


　遠目でよく見えないが、ミミコより一つ二つ年下らしき少年。だぶだぶのパーカーを着て、フードを被かぶっている。隣には、何やら慌あわてた様子の男がいて、少年の腕うでをつかんで座すわるよう騒さわいでいた。


　──誰なの？　ジローさんの知り合い？


　ミミコがジローへと視線を戻す。が、そのときジローは、少年のいる方を見ていなかった。突とつ然ぜん舌した打うちしたかと思うと、船ふな縁べりに立てかけていた銀刀に手を伸のばした。


　直後、ミミコたちの乗る小舟を激はげしい縦たて揺ゆれが襲おそった。真下からの衝しよう撃げきだ。音を立てて船底の木材が破やぶられ、そこから人の拳こぶしが突き上げられた。


　不吉なほど色白の、瘦やせ細った指。だが、その指先からは分ぶ厚あつく鋭い爪つめが、鉤かぎ状じように伸びている。


　ミミコがそれを確かく認にんしたときには、狭せまい小舟の上をジローの銀刀が一いつ閃せんしていた。穴あなを開あけた手首が宙ちゆうを舞まい、噴ふき出す水みず飛沫しぶきに真っ赤な血が混まじる。


　斬きり飛ばされた手首は、座っていたミミコの靴くつと靴の間に落ちた。「ひいいっ」と仰のけ反ぞる目の前で、手首は急速に萎しなび、灰はいとなって崩くずれてしまった。


　──や、やっぱり吸血鬼！


　船底に開いた穴からボコボコと水が溢あふれてくる。弾ける泡あわの中にくぐもった苦く痛つうの声がしたが、それはすぐに消え去った。


　一方、突然刀を抜いたジローを見て、周りの人間たちは一いつ斉せいに悲鳴を上げた。舟の密みつ集しゆうした運河では動くこともままならないが、ある者は隣の舟に飛び移うつり、あるいは運河に飛び込んで、我われ先さきにと逃にげ出し始めた。


　騒ぎはあっという間に市場中に広がった。運河が悲鳴に包まれるのを、「ああまた……」とミミコは悲ひ愴そう感たっぷりに見つめた。


　しかし、いまは周りを気にしている場合ではなかった。


「あ、兄者！　大変っ、大変っ」


　底が抜けた小舟が傾かたむき、縁から水が流れ込んでくる。コタロウはともかく、ジローは水には弱いのだ。「来なさいっ」と弟を呼び寄せると、日ひ傘がさを投げ捨すててミミコの腰こしに腕を回した。


「ついて来れますね、コタロウ？」


「もちろん！」


　弟が元気よく頷うなずくのを見ると、ジローは最後に船頭を振り返り、「申し訳わけないっ」と言い残して沈しずみ行く小舟から身を翻ひるがえした。


　舟から舟へ。悲鳴を上げ、商品をまき散らす人々を尻しり目めに、ジローは軽かろやかな跳ちよう躍やくを繰くり返した。彼ならばミミコを抱えたまま対岸まで一気に飛び移ることも容易たやすいだろう。だが、いまは人目もあり、コタロウがあとに続いていることもあって、力をセーブしているようだ。もっとも、その分周辺への被ひ害がいは大きくなっている。


「ジ、ジローさんっ、もうちょっとゆっくり！」


「ご心配なくっ。八はつ艘そう飛びなら、無む闇やみにみっちり仕込まれてます。まさか役立つ日が来ようとは！」


「そうじゃなくて！　周りの皆みなさんのことも、少しは考え──でっ」


　着地した舟の上で、急にジローが身を屈かがめた。舌を嚙かんだミミコが涙なみだを流す。その頭上を銃弾が過よぎる。


「性しよう懲こりもなく」


　ジローはタイミングを計りつつ、次の舟に飛び移った。銃声が断だん続ぞく的に追いかけてくる。ジローは銃弾を残らず躱かわし、躱すと人に当たる物は叩き落としていった。切せつ羽ぱ詰つまった様子はないが、表情に苛いら立だちが浮うかび始めている。


「まったく。まるで嫌いやがらせですね──おっと」


「わあ！　いま熱かった！　おしりが熱かったわよ！」


「掠かすめただけです」


「ちゃんと避よけてよ！」


　半泣きでミミコが叫さけぶ。何しろ腕に抱えられているので、自分のおしりは自分では見えないのだ。


「酷ひどいわ。どうしてあたしばっかりこんな目──でっ」


「ほら。少し黙だまってなさい。コタロウっ。お前も銃撃には注意を──って、コタロウ！　なんですか、その手のみかんは！」


「あっ。ち、違ちがうっ。誤ご解かいだよ、兄者っ。これは運河に落ちそうだったからっ」


「丁てい寧ねいに皮を剝むきながら、そんな言い訳が通用しますかっ！　フェリーのときといい、お前という奴やつは……あとでお仕置きですからねっ。首を洗あらっていなさい！」


「そ、そんな～！　まだ食べてないのにぃ」


「あーもうっ！　あんたたち、橋の下にでも住みなさいよ。そうすりゃ特区も平和になるわ！」


　怒ど鳴なり声のジローに、泣き声のコタロウ。そしてわめき声のミミコ。三人は三者三様の感情表現を見せつつ、運河を渡わたりきった。


　陸に着くと同時にジローが手を離し、落とされたミミコが三み度たび舌を嚙む。


　ジローは真っ先に、さっき少年がいた方向をにらんだ。だが、すでに彼の姿すがたはない。


「消えた……気のせいでしょうか？」


　しかし、ジローの顔は冴さえない。脅きよう威いを感じたわけではないが、妙みように気になるようだ。


「あ、兄者……」


　と、さっきまでこの世の終わりのように意気消しよう沈ちんしていたコタロウが、兄のスーツをつかんで後ろに隠かくれた。立ち上がったミミコも、緊きん張ちようを露あらわに後あと退ずさった。


　運うん河がの河岸は、民家に挟はさまれた狭せまい小道になっていた。そこで、十人近い男たちが、ミミコらを待ち受けていたのだ。


　男たちはそれぞれ、消音器サイレンサーのついた拳けん銃じゆうや小型のサブマシンガンを持っていた。運河の騒ぎを計算してか、それとも最初から人間の目など気にしていないのか、彼らは銃器を隠そうともしない。


　襲しゆう撃げき者しやたち。『夜会カヴン』の吸血鬼ブラツク・ブラツドどもだ。


「くくくっ。さすが『銀ぎん刀とう』だな。あの情じよう況きようですべての銃撃を躱すとは」


「日光や流れる水は嫌きらいなんだろ？　いやいや、よく頑がん張ばったもんだ」


　男たちはニヤニヤと、しかし明確な敵てき意いを込こめてジローを揶や揄ゆした。ミミコはハラハラしながら彼らとジローを交こう互ごに見守る。ジローは無言のまま、表情を殺していた。


「どうした？　さすがにバテたかね？　この程てい度ど、名高い英えい雄ゆうなら軽いものだろう？」


「違いない。──ああ、だが余よ計けいな動きはするなよ。余計な死人が出るぞ」


　そう言って、半数の男が銃口を運河に向けた。その先では、まだ舟の上で逃にげ惑まどう人間たちがいる。ミミコは歯嚙みした。


「卑ひ怯きようよ！　あなたたちっ」


「黙だまれ下等動物。『カンパニー』の猿さるに用はないんだ。先に殺して欲ほしいか」


　彼らは傲ごう然ぜんと言い放った。


　ジローを見る目にも悪意がうかがえるが、人間のミミコを見る目には、それとは比くらべ物にならないほどの侮ぶ蔑べつが満ちていた。虫けらを見るより酷い。


　──くそっ。こいつら……


　ミミコは一いつ層そう強く奥おく歯ばを嚙みしめた。


　彼らを前に弱みなど見せたくないが、怖こわくないわけではない。何しろ吸血鬼なのだ。そこにいるのが気にくわない、という理由で人を殺せる能のう力りよくと意志を持つ者が、憎にくしみすら感じる目でにらんでいるのである。


「ふんっ。図ずう々ずうしい家か畜ちくめがっ。だが、安心するがいい。今日のところは、これ以上騒さわぎを大きくするつもりはない。ただし──」


　と、先頭に立つ男は、拳銃を向けながらジローと向き合った。


「お前が特区に居い座すわるつもりなら、話は別だ。今日は無事でも、明日も無事とは言えなくなるな」


「脅迫するつもりっ！」


「黙れと言ったぞ、人サ間ル！」


　吸血鬼が牙きばを剝むいた。目に縦たて長ながの瞳どう孔こうが現あらわれ、怒鳴った口から牙が伸のびた。


　彼らの気配がミミコを襲おそう。吸血鬼は、普ふ通つうの人間でもそうと知れる気配を放っている。人の本能に訴うつたえかけて恐きよう怖ふを呼び起こす類たぐいの気配だ。自分の気配をわざと見せつけるのは、人を狩かるときの彼らの常じよう套とう手しゆ段だんだった。


「ミミちゃんっ」


　とコタロウが叫んだ。その声を聞いて、ミミコは恐怖を乗り越こえることができた。懐ふところに手を伸ばし、護ご身しん用に持ち歩く拳銃を抜ぬいた。


　小型のリボルバー拳けん銃じゆうはチーフ・スペシャルといい、護衛クローザーを連れないミミコのために上司が渡してくれた物だった。練習以外で撃うったことはないが、ミミコにしてみれば暴ぼう力りよくに屈くつしないためのお守りのようなものである。


　だが、拳銃を構かまえるミミコを見て、吸血鬼たちは笑い出した。ゲラゲラ嘲ちよう笑しようする者もいれば、舐なめきった冷笑を浮かべる者もいる。彼らの見下した視線が突つき刺ささり、ミミコの胸むねが冷たくなった。


「おいおい。そんな豆まめ鉄でつ砲ぽうで何をしようってんだ？」


「やれやれ。笑わせてくれる。最近の調停員コンプロマイザーは、そんな冗じよう談だんを真顔でやるのか？　そりゃあ吸血鬼にも受けはいいだろうな」


「…………」


　ミミコは悔くやしさのあまり真っ赤になった。


　だが、これでいいのだ。これで、少なくとも連中の注意は、運河の人々から自分に移った。自分の身を危険に晒さらしてでも、吸血鬼のトラブルは回かい避ひする。それが調停員コンプロマイザーの仕事である。ましてや、敵に笑われるぐらいどうということはない。馬ば鹿かにされることなど慣なれている……


「どうかね、『銀ぎん刀とう』。こんな小こ娘むすめに連れ回されるまでもない。我わが誇ほこり高き『夜会カヴン』に加わりたまえ。我々は君を歓かん迎げいする。人間どもにはできない持てなしでな。悪い話では──」


「もう結けつ構こう」


　と、吸血鬼たちの言葉を遮さえぎって言い、ジローは銀刀を鞘さやに収おさめた。吸血鬼たちが驚おどろいた顔を見せた。が、もっと仰ぎよう天てんしたのはミミコだった。


「ジローさん!?　まさか、こいつらの提てい案あんをのむつもり！」


　ジローは答えなかった。無言のままミミコに手を伸ばし、チーフ・スペシャルの銃身をつかむと、あっさりと取り上げた。あまりのことに、ミミコは抵てい抗こうする素そ振ぶりさえ見せられなかった。


「そんな……ジローさん！」


　すると、ジローはミミコを黙って見つめたあと、いきなり姿すがたを消した。


　現れたのは先頭に立っていた吸血鬼の前だ。彼も完全に虚きよをつかれたらしい。「なっ？」とつぶやいたときには、彼の目の前でジローが拳銃を振ふり上げていた。
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「……まったく」


　ぼそりとつぶやいたかと思うと、目にも止まらぬ勢いきおいで銃のグリップを脳のう天てんに叩き付けた。口と鼻から血を噴ふき出し、吸血鬼は声も出せずに昏こん倒とうした。「うわっ」とコタロウが思わず目をつむった。


　ジローはうんざりと嘆たん息そくした。


「一方的に襲しゆう撃げきを仕し掛かけ、身の程ほど知らずな無礼を口にし、さんざん不ふ快かいな笑い声を聞かせた末に、銃を突き付けたまま仲間に加われ？　頭悪いにもほどがありますよ、あなたたち。言動が支し離り滅めつ裂れつです。取りあえずお仕置きしますから、話はそのあとにしましょうね」


「き、貴き様さまっ。我らに逆さからう気かっ」


　仲間がやられた吸血鬼ブラツク・ブラツドたちが、鋭するどい動きで後こう退たいし、散開する。そのうち、運河に銃を向けていた者たちは、躊躇ためらいも見せず引き金を引いた。


　銃声が轟とどろき、ミミコが身を竦すくめる。しかし、銃声に続いて聞こえてきたのは、人々の悲鳴ではなく、吸血鬼たちの驚きよう愕がくだった。撃ち出された銃じゆ弾うだんは、銃口を飛び出した一メートルの地点で、空中に静せい止ししていたのだ。


「ハ、力場思念ハイド・ハンド！」


　発はつ砲ぽうした吸血鬼が叫さけんだところへ、ジローの振り回すグリップが、真横からこめかみに直撃した。男が冗談のように吹っ飛び運河に落ちる。


「くそっ。退ひけ！」


　一人が叫び、吸血鬼たちは退たい却きやくを試こころみた。しかし、足が地面に張はり付いたように動かなかった。いや、正確には動かすことができなかった。自分の意い志しではなく、第三者の意志が間に割わり込み、彼らの動きを支し配はいしているのだ。


「視経侵攻アイ・レイドだとっ？　いつの間──」


　に、と言いかけたところでジローの一撃がアッパーカットのようにあごを砕くだいた。ジローはさらに追い打ちをかける。吸血鬼の前に突っ立ったまま、手にしたチーフ・スペシャルで右から左からガンガン殴なぐりつけた。糸が切れたように崩れ落ちたときには、顔中が腫はれ上がっていた。


「お前らなんか、この豆鉄砲で十分です」


「ふ、ふざけるなっ。銃で直ちよく接せつ殴る馬鹿なんか──」


「馬鹿？　いまあなた、私に向かって馬鹿と言いましたか？」


「あ、いや……」


　半はん眼がんのジローに、余よ計けいな口を叩いた吸血鬼が引きつった顔を見せる。ジローは散歩のような歩調で男に近づいたかと思うと、「待てっ。待ってくれ」と哀あい願がんする彼の眉み間けんを銃で割った。


「最近の若わかい者は口の利きき方も知らない。つくづく困こまったものです。誰か一人ぐらい躾しつけてくれる古血オールド・ブラツドはいなかったんですかねえ。私みたいに」


　そして、恐怖に青ざめる吸血鬼たちを、時間をかけてきっちりと、一人残らず叩きのめした。まさに大人と子こ供どもである。


　敵が全員白目を剝いて倒れると、ジローは平然と鼻を鳴らした。ミミコに近づき、手にしていたチーフ・スペシャルを放ほうって返す。


「なかなか良い銃です」


「ジローさん……」


　渡された銃を、ミミコは胸むねに抱かかえた。乱らん暴ぼうに扱あつかったので、グリップがひしゃげている。ミミコは思わず頰ほおを緩ゆるめた。


「……基き本ほん的な質しつ問もんだけど。ジローさん。拳銃の使い方って、わかってる？」


「決まっているではありませんか。敵てきを倒す物です。大事なものを守るためにね」


　ジローはぶっきらぼうに答えた。少し目を逸そらしているのは、最後のひと言が気き障ざだったと照れているのかもしれない。


　ミミコはクスリとし、「そうね」と微笑ほほえんだ。ちなみにコタロウは、兄の「躾しつけ」をまともに受けた犠ぎ牲せい者しやたちを、どんよりした目で眺ながめている。「みかん……」と情なさけなさそうにつぶやくのが聞こえた。


　しかし、ジローの行動はそれで終わらなかった。


「さて」


　と、ささやき、収めたはずの銀ぎん刀とうを抜き放つと、無声の気合いと共に刃やいばを走らせた。


　斬られたのは民家の塀へいだ。漆しつ喰くいの壁かべがあっさり切り裂さかれて庭に倒れる。


　塀の向こうには、一人の男が立っていた。両手で巨きよ大だいなライフルを構え、いままさに壁越しに撃とうとしていたところだった。


「おっ。対戦車ライフルというやつですね。それが当たると、さすがに痛いたいな」


「くっ……！」


　男がライフルを掲かかげ、引き金に指をかける。しかし、狙ねらいを定めた途と端たん、銃身の先が地面に落ちた。壁と同時にライフルまで斬っていたのだ。男は狼ろう狽ばいを隠かくせなかった。


　男の顔を見たミミコが、指を差して声を上げる。


「こいつっ。オーギュスト・ワイカー！」


「お知り合いで？」


「冗じよう談だんっ。札ふだ付つきのワルよ。『夜会カヴン』の過か激げき派はで、ゼルマン・クロックの仲間の一人だわ」


　ミミコは嫌けん悪おも露あらわに吐はき捨すてた。しかし、ジローは彼女が口にした名前を聞き逃のがさなかった。


「ゼルマン？」


　オーギュストに切っ先を突き付けたまま、ジローは右の眉まゆを持ち上げ、肩かた越ごしにミミコを振り返った。


「ゼルマン・クロックとは、あの『緋ひ眼がんのゼルマン』ですか？　彼が特区に？」


「……その通りだ、『銀ぎん刀とう』。彼は我々の賛さん同どう者しやなのさ」


　答えたのはミミコではなくオーギュストだった。武ぶ器きと仲間を失い青ざめているものの、彼の目は自分の敗北を認みとめていなかった。


「『夜会カヴン』は彼が仕切っている。わかるかね？　我々に手出しすれば、ゼルマンを敵に回すことになるぞ」


「……へえ」


　強気の態たい度どを示しめすオーギュストに、ジローは探さぐるような目を向けた。それから、もう一度後ろのミミコを振り返る。ミミコは硬かたい表情で首しゆ肯こうした。


「残念だけどそいつの言ってることは噓うそじゃないわ。『夜会カヴン』ってのは、人間より吸血鬼ブラツク・ブラツドの方が生物として優ゆう秀しゆうだって思想を掲かかげてる集しゆう団だんなの。『カンパニー』や特区の協定に、事あるごとに楯たて突ついてくる連中よ。ゼルマンはそこの中心人物。みっともない話なんだけど、彼がいるから『カンパニー』も『夜会カヴン』と正面から衝しよう突とつすることは避さけているわ。ジローさん、彼のこと知ってるの？」


「噂うわさでね。しかし、さすがは特区です。ずいぶんとおっかない方までお住みのようだ」


　ジローは軽口を叩いたが、声のトーンが微び妙みように変わっていた。


　ジローの強さは、ついさっき目まの当たりにしている。いや、昨日の戦いを思い出せば、あんないざこざなど物の数ではない。香ホン港コンでの武勇談が決して偽いつわりではないと、昨日ミミコは身をもって感じたのだ。


　そのジローが硬い表情になって苦笑いをする。ミミコはゼルマン・クロックと面めん識しきがないが、彼の実力は想そう像ぞうするに余あまりあった。


「言っておくが」


　と、オーギュストは悠ゆう然ぜんと口を開けた。


「私はゼルマンの片かた腕うでだ。私の身に何かあれば、彼は黙だまってはいない」


　ジローの反はん応のうを見て、彼がゼルマンの力を恐おそれていると考えたらしい。オーギュストの態度に余よ裕ゆうが生じていた。


　──この野や郎ろう……


　とミミコが内心ほぞを嚙かむ。


『夜会カヴン』と揉もめ事があったときは、いつもこうなのだ。どれだけ無む法ほうな真ま似ねをされても、裏うらにゼルマンが控ひかえているというだけで思い切った行動が取れなくなる。同じ思いは、『カンパニー』の職しよく員いん全員が抱えていることだろう。それでも無理はできない。ゼルマンは、それほど恐れられているのである。


　ところがジローはしばし考え事をしたあと、無む造ぞう作さに銀ぎん刀とうをオーギュストののど元に当てた。ミミコは肝きもを潰つぶした。


「なっ!?　き、貴き様さまっ。私の話を聞いていなかったのか！　ゼルマンと敵てき対たいする気か？」


「聞いてますよ。私も正直『緋眼のゼルマン』と喧けん嘩かしたいとは思いません。恐こわいです」


「なら──」


「それよりあなたですよ、あなた。ミスター・オーギュスト。よくもまあそんなに厚こう顔がんに威い張ばってられますね。虎とらの威いを借る狐きつねの分ぶん際ざいで」


「な、なんだとっ」


「いや、だって、まるきりそうでしょう？　すごくわかりやすい例ですよね。ねえ、コタロウ？」


　同意を求める兄に、弟は「うん」と素す直なおな即そく答とうを返した。


「要するに、自分は偉えらくないのに、自分の友達は偉いんだぞって威い張ばってるんだよね」


「どう思います？」


「えー。そんなの恰かつ好こう悪いに決まってるよ。でも、そのおじさんは悪者なんだし、恰好悪くてもいいんじゃないかな？」


　テレビ番組の感想のように、コタロウは小首を傾かしげながら評ひよう価かした。「同感です」とジローも頷うなずく。


「き、貴様らっ……そんな口を利いてただで済すむと思っているのか!?」


　激げつ昂こうするオーギュストを、ジローはマジマジと観察した。


「そんなムキにならずとも……まさか自覚してなかったわけじゃないでしょう？　自分でも少しは、こんなことではいけない、と内心忸じく怩じたるものがあるんじゃありませんか？　それともない？　全然恥はずかしくないと？　噓うそでしょ？」


「こ、殺してやるっ！」


「……あらまあ。これは本当に自覚がなかったんですね。転びたてアンダー・イヤーにも見えませんが……それなりに歳としをとった吸血鬼が情なさけない。ミミコさん。この方が札ふだ付つきのワルって本当ですか？　どうにも程てい度どが低いですよ？」


　切っ先は微み塵じんも動かさぬまま、ジローがミミコにおどけてみせる。明らかに楽しんでいる。しかも、ねちこい。やな性格だなあと思いつつも、憤ふん怒ぬに赤黒くなるオーギュストを見ていると、込み上げる可お笑かしさを感じずにはいられなかった。


「おのれ『銀刀』っ。私を愚ぐ弄ろうしてただで済むと思うなよ！」


「おや。では帰ってゼルマンに泣きつきますか？　『銀刀』に馬ば鹿かにされたから仕返ししてくれと？　コタロウ。よく見ておきなさい。自分が負けたからと人に頼たよるのは、こんなにも恰好悪いものなんですからね」


「ぼ、ぼくはそんなことしないもん！」


「おや。バウワウ大公と喧嘩するたびに、私に泣きついてたのは誰だれでしたっけ？」


「あ、兄者だって、姫ひめさまが機き嫌げん悪くなったら、いつもぼくに、一いつ緒しよに遊んでこいって言ってたじゃないか！」


「あ、あれは私じゃなくてクロウの提てい案あんです」


「うっそだあ。二人して、両手合わせて頭下げてたじゃないのさっ」


「うっ。それはその……あ、あまりに強大な相手と勝負するときは、仲間同士で力を合わせても恥はじではないのです。おお？　ということは、ミスター・オーギュストがゼルマンに助けを求めるのも無理からぬことかもしれませんね」


　わざとらしい誘ゆう導どうに、コタロウはあっさりと乗り、


「あ。そっかー。兄者は強いもんね。おじさん、ゴメンね。おじさん、兄者に敵かなわなかったんだから、ゼルマンって人にお願いしてもしょうがないよね。……あれ？　でもおじさんが威張る必要はあるのかな？」


「いい所に気が付きました、コタロウ。もう一度よく考えてみましょう。ミスター・オーギュストの態度は、果たして恰好いいのか悪いのか」


「うーん……おじさんは悪者なんだし、恰好いいってのは……でも弱いんだから仕方ない……いやいや」


「ヒント。彼は自分が弱いことに気付いていませんでした」


「ハッ。それは恰好悪い！」


　腕うでを組んで悩なやんでいたコタロウが、兄の台詞せりふにぽんと手を打つ。オーギュストはもはや怒いかりのあまり口を利きくこともできない。堪こらえきれず、ミミコは吹ふき出した。


　ミミコが腹はらを抱かかえるのをひとしきり待ったあと、ジローはもう一度オーギュストの目をにらんだ。


「……さあ。虎の威を借る恰好悪いオーギュスト坊ぼうや。ひとつ質しつ問もんに答えてもらいましょう。この襲しゆう撃げきは、ゼルマンの指し示じですか？　それともあなたの独どく断だんですか？　噓うそをついてもわかりますから、どうぞ正直にお答えなさい」


　静かな問いかけに、貫かん禄ろくと凄すご味みが滲にじんでいる。怒り心頭に発していたオーギュストでさえ、すぐには口を利けなかった。


　だが、返事のできないオーギュストに代わって、ジローの質問に答える者がいた。


「彼の独断です」


　笑いすぎて涙なみだ目めになっていたミミコが、慌あわてて声の主を見た。彼女たちがいる民家の庭に、一人の女じよ性せいが入ってきたのだ。


　新あら手ての敵か、と身み構がまえるミミコに、ジローは「ミミコさん」と注意を促うながした。


「この方は人間のようです」


「え？」


　ジローの台詞に、女性は首しゆ肯こうした。


「白峯サユカと申します。お見知りおきを、『銀刀』望もち月づきジロー様」


「……ミスター・オーギュストの仲間の方ですか？」


「ゼルマン・クロックに仕つかえる者です」


　サユカは巧こう妙みように返答した。そのひと言で、彼女とオーギュスト、さらにはゼルマンの関係すら憶おく測そくできる。


　サユカは囚とらわれの仲間を一いち瞥べつしたあと、ジローとミミコ、コタロウを順番に見つめてから深々と頭を下げた。


「我わが主あるじが皆みなさんとの面会を希望しています。ご足労とは思いますが、どうか応おうじていただけますよう──」
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「おっ。来たか」


　そう言って出で迎むかえたのは、まだ若わかい十代の少年だった。部屋の椅い子すにだらしなく座すわったまま、ミミコたちに赤い瞳ひとみを向けている。


　ミミコは一いつ瞬しゆん、浮き市フロート・マートで見た少年を思い出した。だが、違ちがう人物なのは間違いないだろう。もしあそこにいたのが彼だったなら、ひと目見て忘わすれるはずがない。


　──……うっお。す、すごい。


　ミミコは硬こう直ちよくして、啞あ然ぜんと少年に見入った。目の前にいるのは、とんでもない美び貌ぼうの持ち主だった。これほど美しい少年は、映えい画がやファッション誌しでも見たことがない。生きて動いているのが信じられないほどだ。到とう底てい同じ人間とは思えなかった。


「その通り。オレはお前と同じ生き物じゃない。忘わすれたか、調停員コンプロマイザー」


　少年がニヤリとする。そのクールな仕し草ぐさにまで見とれたあとで、ようやくミミコは我われに返って自分に腹を立てた。


　──だああっ。何見とれてんのよ、あたしはっ。相手は『夜会カヴン』のリーダーなのよ……って、あれ、いま？


「あ、あたしの心を読んだんですねっ。失礼じゃないですかっ」


「いやいや。わざわざ視経侵攻アイ・レイドするまでもない。顔に出てるぜ、お嬢じようさん」


　指し摘てきされて、ぐっと言葉を詰つまらせる。たぶんその通りなのだろう。ミミコは顔を真っ赤にした。


「気にするな。よくあることだ」とゼルマンはうそぶいた。そんな傲ごう慢まんな台詞せりふすら、どうしようもなく似に合あっている。あの赤い瞳で見られるだけで、勝手に動どう悸きが速くなるのだ。


　──こ、これは噂うわさ以上に始末が悪い……やりにくいったらないわ。


　ミミコがゼルマンに会うのは、これが初めてだった。反『カンパニー』勢せい力りよくの筆頭である『夜会カヴン』の首しゆ領りよう。もちろん警けい戒かいはしていたが、こんな危き険けんは予想外だった。調停員にとっては、あの美貌すら強敵だ。と、そう自じ戒かいしつつも、気が付けばぼおっと見とれてしまう有様だった。しかもそれを見み透すかされているところが、なんとも口くち惜おしい。


　一方、どぎまぎしながら自分を保たもとうとするミミコと違い、極きわめて裏うら表おもてなく思ったことを口にする者もいた。


「……きっれー」


　コタロウは目と口を大きく開けて賛さん嘆たんの声を上げていた。ゼルマンもコタロウに「よお」と軽く手を持ち上げた。


「こんにちは、ゼルマンさん。ぼく、望月コタロウ」


「ほう。この中で礼れい儀ぎを心得てるのは、お前だけのようだな、坊ぼう主ず」


「……お兄さん、男の人なんだよね？　すごいきれいでびっくりした」


「そりゃどうも。が、そう言うお前さんも上等な見た目じゃないか。あと五年もすれば、女の方から寄よってくる。食事には困こまらないだろうぜ」


「えへへ。そうかなあ」


　ゼルマンの言う「食事」の意味に気付かないまま、コタロウが照れたようにはにかむ。


　ミミコはゼルマンのいかにもな台詞に呆あきれていたが、ふと隣となりのジローを見て驚おどろいた。ジローは、怒いかりとも驚きよう愕がくとも取れる顔つきで、蒼そう白はくになっていたのだ。


　困こん惑わくするミミコを余よ所そに、ゼルマンは弟から兄へと視し線せんを移うつした。彼の赤い瞳が、底知れない輝かがやきを放っていた。


「変わった弟を持っているな『銀ぎん刀とう』。混こん沌とん系けいとはひと味違うタイプの転生だ」


「コントンケエ？」


　コタロウがきょとんとする。ミミコはハッと気が付いた。


　──こいつさっき、『あと五年もすれば』って言ってた！


　吸血鬼ブラツク・ブラツドは歳としを取らない。もしコタロウが普ふ通つうの吸血鬼ならば、今後五年間生きても、いまの姿すがたのまま成長することはないだろう。なのに、ゼルマンの言い方では、まるでコタロウがこれからも成長するかのように聞こえる。そして、事実コタロウはこれからも成長を続けるのである。彼は普通の吸血鬼ではないのだ。


「……貴方あなたはまさか、以前彼女に？」


「いや。あいにく会ったことはない。だが、長く生きてりゃ、いろんな話を聞くものさ。ついでに言えば、オレの赤い目は節ふし穴あなじゃない」


「…………」


　ジローは火を噴ふくような目でゼルマンをにらんだ。いつにない兄の険けわしさに気付き、コタロウまでおろおろし出す。


　ミミコも、二人の古血オールド・ブラツドが作る緊きん迫ぱく感に息苦しくなった。ジローの話を聞いた彼女は、コタロウ本人も知らない彼の「正体」を知っている。だが、ゼルマンは初対面でジローたち兄弟の秘ひ密みつを嗅かぎ付けたのだ。


　コタロウはジローにとって、何を置いても守るべき対象である。その、宝たからでありアキレス腱けんでもあるポイントを、ゼルマンはいきなり突ついてきた。もちろん、すべての謎なぞを見抜いたはずはない。だが、果たしてどの辺りまで感づいているのか。また、どういうつもりで、自分が気付いたということをジローに知らせたのか。彼の思おも惑わくはつかめなかった。


　──出だしからアドバンテージを取られたわね……


　調停員コンプロマイザーとしてのミミコは、そっと襟えりを正した。焦あせってはいけない。まだ会話は始まったばかりなのだ。


「同感。ピリピリしたってお前らが損そんするだけだぜ。気楽にいけよ」


　またしてもミミコの心を読んだかのように、ゼルマンが肩かたを竦すくめた。座ったまま身を屈かがめて、床ゆかに置いていたビニール袋ぶくろに手を入れる。


「ほら」


　と、中から缶かんジュースらしき物を取り出し、三本同時に放って寄よ越こした。三人は慌あわてて受け取った。なんとコカ・コーラだ。


「オレの奢おごり」


　とゼルマンも自分の分を取ってプルトップを開けた。反はん応のうに困こまるミミコの横では、コタロウが「わーい」と嬉うれしそうに缶を開け、噴ふき出す泡あわをまともに浴びていた。


　ジローが皮肉っぽく、


「『緋眼のゼルマン』の持てなしにしては俗ぞくですね」


「なんだ。まだむくれてやがるのか」


「む、むくれてなどいません」


「おや。弟に似にずひねくれ者だ。賢けん者じやの訓くん戒かいが見当たらぬ」


「その話題は抜きにして下さい。その話がしたくて呼んだわけでもありますまい」


　ジローは苛いら立だった声で無ぶ愛あい想そうに言った。ゼルマンは気にする素そ振ぶりもなかった。


「ま。それもそうだな。では改めて最初からいこう」


　と、そこで言葉を切り、赤い瞳ひとみをジローに据すえる。


　彼が口を閉とざしたとたん、再ふたたび空気がピンと張り詰めた。今度はジローも落ち着いている。背筋を伸のばすと、あごを引き、踵かかとを揃そろえ、一度息を吸すってから、優ゆう雅がな仕草で頭を下げた。


「初はつにお目にかかる、ゼルマン・クロック。血ち色いろの目の王子。『闘とう将しようアスラ』の血けつ統とうに連なりし、古き血よ。私の名は、望もち月づきジロー。『賢者イヴ』の血統に連なる者。また、香こうの港の戦いくさよりのち『銀ぎん刀とう』と呼ばれし者。百の齢よわいを重ねしが、いまだ浅き脈動なれば、御おん身みの流れを妨さまたげることなく、共に強き鼓こ動どうを刻きざまんことを」


　低く響ひびく声で、呪じゆ文もんのような台詞をジローは口にした。


　コタロウがよくわからないまま、驚おどろいたように、魅みせられたように、兄を見る。ミミコも神しん妙みようにしていた。古血オールド・ブラツド同士が交かわす仁じん義ぎは、彼女も何度か聞いたことがある。ジローのそれは凛りんとして様になっていた。


「──略りやく式しきだな。若わか造ぞうめ」


　そう言いつつも、ゼルマンは満まん更ざらでもなさそうに目を細めた。


　吸血鬼ブラツク・ブラツドは血を、引いては血けつ統とうを重んじる。それは血統の世代と生きた年月が、そのまま吸血鬼の「格かく」となるからだ。


　この場合、百年を生きたジローと八百年を生きたゼルマンでは、後者が数すう段だん格上だった。ミミコや年若い吸血鬼たちにしてみれば、香ホン港コン聖せい戦せんの英えい雄ゆうたる『銀刀』の方がビッグネームに思える。しかし、古血オールド・ブラツドの間では、そのような虚こ仮け威おどしは意味をなさない。彼らの間にあるのは、純じゆん然ぜんたる力の差であり、その証しよう明めいである時間と血筋なのだ。


「オーギュストが先走った。一応詫わびておく」


「恐きよう縮しゆくです」


「実じつ際さい、お前の目から見てどうだった？　あれでも『夜う会ち』じゃ目立つ方なんだが」


「それが謙けん遜そんでないなら、さっさと下らぬ遊びは解かい散さんなさることですね。龍りゆう王おうの勘かん気きを徒いたずらに誘さそうだけです」


「ふっ。小こ賢ざかしい口を利くな。まだ反はん抗こう期きか？」


　ゼルマンが唇くちびるを歪ゆがめる。


　浮き市フロート・マートで彼の名前を聞いたときは緊張したくせに、いざ対面したジローの物言いには、まるで遠えん慮りよするところがなかった。ミミコは横で聞いていてハラハラした。


　もっとも、ゼルマンはジローが挑ちよう発はつ的なことを言っても取り合わなかった。ちょうど、ジローがコタロウの口答えに応じるような態たい度どだった。彼にしてみれば、ジローもコタロウと変わらぬ若じやく輩はい者ものに過すぎないのかもしれない。


　ゼルマンが座っているのは、古こ美び術じゆつ品ひんのような椅い子すだ。猫ねこ足あしで背せもたれがやたらと高く、てっぺんにはきらびやかな金細工が施ほどこされていた。椅子だけではない。室内の調度品はどれも古いヴィクトリア様式で、電でん飾しよくはなく、薄うすいシルクのカーテン越しに太陽の光が差し込んでくるだけだった。


　浮き市フロート・マートでオーギュストと争ったあと、サユカに連れて来られたのが、この洋館だ。第三地区サード・ヤードと第四地区フオース・ヤードの境きよう界かい線せん近くにあり、特区の中では人口の少ない地ち域いきである。ゼルマンの住まいではなく、オーギュストの館らしい。そう聞かされると、いかにもなアンティーク趣しゆ味みに思える。


　──自分のねぐらを教えない程てい度どには、警けい戒かいしてる証しよう拠こかしら。


　と、サユカの説明を聞いたミミコは思ったものだ。


　とはいえ、ゼルマンを見ていると、警戒しているのはサユカであって彼ではないと考えざるを得なかった。値ねの張はりそうな椅子に座る彼は、ニット帽ぼうにジャージ姿である。いまも、肘ひじ掛かけに肘をついて身を投げ出すように腰掛けている。緊張のきの字も見られない。そのくせ優ゆう雅がなのだから、美形は得だとつくづく思う。仮かりにミミコが同じような恰かつ好こうをしていれば、さぞかし見苦しく映うつるだろう。


　ゼルマンはコーラに口をつけながら、


「どうだい。特区は？」


　と世間話さながら尋たずねた。


「なかなか魅み力りよく的です」


「裏うらは魔ま窟くつだぜ？」


「それも魅力の裡うちでしょう。こと我々にとっては」


「なるほど。香港と比くらべてどうだ？　オレはあの都に行かずじまいだった」


　その問いかけに、ジローは少し考えてから答えた。


「……似にて非ひなる、といったところですね。あそこでは、人も我々も、もっと勝手気ままに暮くらしていました」


「ああ。やっぱりなあ。オレも一度は行ってみるべきだった。無む邪じや気きな欲よく望ぼうの魔都、香港。あの都市を築きずいたって点については、オレは心からセイを讃たたえる。奴やつは鼻持ちならない理想家だが、性しよう根ねの据すわった理想家であるには違いない」


　ほとんど寝ねそべるようにだらりと座りながら、ゼルマンは鷹おう揚ように言った。ミミコは少し意外な気がした。『夜会カヴン』はセイを目の敵かたきにする敵てき対たい組そ織しきだ。そのトップであるゼルマンが、セイに対して肯こう定てい的な発言をするとは思わなかった。


「『銀刀』。お前、昔の仲間を頼たよるつもりはないのか？」


　と、ようやくゼルマンは本題を切り出した。ミミコもつい身を乗り出した。


「……過か去こは過去。馴なれ合う気はありませんが」


「はぐらかすなよ。自分の棺ひつぎの置き場所だ。デリケートな問題だろ？　セイにもケインにも袖そでにされたって話じゃないか。冷たい奴らだ」


「彼らには彼らなりの事情も立場もあるでしょう。繰くり返しますが、私も別に馴れ合おうと思って来たわけではない。そもそも私は、特こ区こに彼らが居いることも知らなかったのですから」


「それはまたずいぶん行き当たりばったりだな」


「恐きよう縮しゆくです」


　と、ジローは言葉少なく答える。口ではへりくだりながらも、相変わらずの愛想のなさだった。これではゼルマンの方が友好的に思えるぐらいだ。


「なら『カンパニー』と手を結ぶのかな？　顔つなぎも済すんでるようだし、連中も熱ねつ烈れつ歓かん迎げいの準じゆん備び中らしいしな」


　ゼルマンはちらりとミミコに目を移うつした。「熱烈歓迎？」とミミコが驚おどろくと、意外そうな顔をした。


「『カンパニーおまえら』の幹かん部ぶは『銀刀』を手て駒ごまにしたがっている。なんだってお前が『銀刀』をあちこち連れ回すのか不思議に思ったんだが──話が下りてないのか？」


「そ、それは、その……企き業ぎよう秘ひ密みつです」


　ミミコは慌あわてて黙もく秘ひした。まさか遅ち刻こくして指し示じを聞いていないとは言えない。「ふむ」とあの見み透すかすような目がミミコを見つめる。


「お前、自分の護ご衛えいは連れてないのか？　調停員コンプロマイザーには普通、『カンパニー』が護衛を付けてるんじゃなかったか？」


「少し違います。仰おつしやるとおり、調停員のほとんどは『クローザー』と呼よばれる護衛役を雇やとっていますが、それは調停員が個こ人じん的に契けい約やくを結んでるんです。あたしは、調停員の仕事は会話と交こう渉しようで進めるのが正しい在あり方と思っていますから、護衛クローザーの必要を感じてないんです」


「甘あまいな」


「そうでしょうか？」


　ミミコがぐっとお腹なかに力を入れる。ここで弱気を見せるのはよくないと考えたのだ。


「元は同じ人間同士じゃないですか。血の色が違うだけです。あ、もちろんこれは、比ひ喩ゆ的な意味で」


「……赤い血族レツド・ブラツド、ってやつかい？」


　ゼルマンの問いに、ミミコは毅き然ぜんとして頷いた。


『カンパニー』の掲かかげる思想の中に、『ブラック・ブラッド』と『レッド・ブラッド』というものがある。前者は吸血鬼ブラツク・ブラツド、後者は人間を差す呼こ称しようだ。これは、互たがいに異ことなる生物学的特とく徴ちようを持ってはいても、意思の疎そ通つうが可能であり、共感可能な感情を有する以上、二つの種族は生命体として平等だ、という意味を込めた呼称である。ある意味、『カンパニー』の根こん幹かんを成す思想と言えるだろう。


　虚きよ勢せいを張はるミミコを、ゼルマンはおかしそうに眺ながめた。


「……陣じん内ないめ。事情も知らせずこんなのを付けるとは、つくづく搦からめ手の好きな奴やつだ」


　その独どく白はくはあまりに小さく、ミミコたちの耳には届とどかなかった。そして再び、ジローに向かって言う。


「──まあ、お前が誰とも馴れ合う気がないなら、『カンパニー』を頼るのもいいだろうさ。少なくとも、どの血族に対しても中立的な立場でいられる。それが面おも白しろいとはオレには思えんが」


「中立？　ご冗じよう談だんでしょう」


　ジローは素そっ気けなく返答した。が、そこには冷たい、突つき放すような響ひびきがあった。ミミコは思わず彼の横顔に振り向いた。


「貴方あなたもお分かりのはずです、ゼルマン。『カンパニー』に与くみすることで中立が保たもてるはずがない。昨夜ここに来た私にでも、特区が『カンパニー』を中心に動いていることは見て取れます。彼らとの距きよ離りを近づければ、自然とあなた方からは離れることになる。そして、離れた者の敵意と悪意を買うことになるのです。『カンパニー』だって私を迎むかえる利点と欠点は百も承しよう知ちしているはずだ。『人との共存』というお題目だけで、厄やつ介かいの種を抱かかえるわけがない。自分たちの都合に役立てるのは当然として、私の──『銀刀』の名を利用し、各血族への支配力を高める一方、彼らの不満を私へと誘ゆう導どうする。それぐらいのことは考えているでしょう。それだって、好きでやるわけじゃない。吸血鬼同士で手を組まれるよりはマシだから、渋しぶ々しぶ面めん倒どうを見るというのが本ほん音ねですよ。おそらくは」


「ジ、ジローさん……」


　ジローの厳きびしい言葉に、ミミコは思わず非ひ難なんするような声をもらした。しかし、ジローは彼女を見ようとはしなかった。


　ジローの横顔には、わずかに気まずそうな、心苦しいといった感情が浮かんでいた。それでも言わねばならないことだったのだろう。つまり、それは彼の本音なのだ。


「『銀刀わたし』には様々な思おも惑わくが絡んでいる」


　淡たん々たんと、ジローは続けた。


「ただじっとしているだけでは、そのしがらみは消えません。私と弟には、『中立』なんて選せん択たくは、最初から与えられてはいないのです。人の間でも。吸血鬼の間でも」


　ここに来て初めての長なが台詞ぜりふには、ジローがときおり見せる皮肉屋の顔が色いろ濃こく滲にじんでいた。


「ふーん」とゼルマンは気のない返事でコーラを啜すすった。もっとも、誰も気が付かなかったが、彼の目の奥おくには、一いつ瞬しゆん共感めいたものが過すぎていた。なんだ、こいつもか、と言いたげな、軽い失意と幻げん滅めつ、そして諦あきらめの果てにある共感だ。


　ミミコも居いたたまれず、何も言えなかった。


　そんなことはない、と口で言うことは易やさしい。ジローの言い分は、彼を取り巻まく環かん境きようの悪い面を強調しすぎている。しかし、決して的まと外はずれではない。


　特区の各勢せい力りよくには、それぞれの立場というものがある。協定血族は力を持って秩ちつ序じよを保たねばならないし、『夜会カヴン』もそれに対たい抗こうするべく『銀ぎん刀とう』を放置してはおけない。『カンパニー』も同じだ。たとえミミコのような一いち職しよ員くいんが彼の自由を守りたいと思ってみても、他勢力とのかねあいを考こう慮りよしないわけにはいかないのだ。


　が、


「そんなことないよ、兄あに者じや」


　と、極きわめてあっけらかんと請うけ合う者もいた。ジローは苦虫を嚙かみ潰つぶして弟を見下ろした。


「お前は黙だまってなさい、コタロウ」


「だって。兄者ったら変だよ。そんなこと言うの。ミミちゃん、ぼくたちにすごく良くしてくれてるじゃない。その『カンパニー』だって、ぼくらを歓迎するって言ってくれてるんでしょ？」


「そうだとしても、それは自分たちの利り益えきのためです。別に、私たちを好きで歓迎するわけではない」


「そんなのわかんないじゃない。兄者が勝手に想そう像ぞうしてることだもん」


　あくまでも皮肉な意見を曲げない兄に、コタロウはむっとして頰ほおを膨ふくらませた。兄弟の言い争いを、ミミコとゼルマンは呆あつ気けにとられて見ている。


「『カンパニー』の人たちは、ぼくらに役立ってもらいたくて、仲間にしたがってるんでしょ？　だったら力を貸かしてあげたっていいじゃないのさ。それにさっきから言ってる、セイって人やケインって人だって、そりゃ追い返されたりしたけど、事じ情じようがあるんだって兄者自身が言ってるじゃない。それって、ぼくらが嫌きらいだってわけじゃないんでしょう？　無む視ししてるってことでもなさそうだしさ。ひょっとすると、久ひさしぶりに会うのが照れくさいのかもしれないよ？　それとも、ただ忙いそがしくていまは会えないってだけかもしれない」


「あのですね、コタロウ。そんなわけがないんです。自分で言うのもなんですが、私は結けつ構こうな大物扱あつかいをされてるんですよ。私たちの動向には、彼ら全員が注目してるんですから」


「だったら」


　とコタロウは笑って大きく手を広げる。


「だったらすごいじゃない。そんなにたくさんの人たちが、ぼくらのことを気にしてくれてるなんて。しかも、仲間になって、って言ってくれてるんだよ？　理由なんかぼくにはわかんないけど──そんなに必要とされてるって、すっごくいい気分じゃない」


「…………」


　ジローが言葉をなくして、にこやかな弟を見つめる。ジローは、コタロウのひと言によって、驚おどろきに打たれていた。


「コタロウ君──」


　と、ミミコが目を大きくしてつぶやく。彼女が見守る前で、強こわ張ばっていたジローの顔が、ゆっくりと微び笑しようを浮うかべた。「そう……」とささやく声は、確たしかな温あたたかみを取り戻もどしていた。


「……そうですね、コタロウ。お前の言うことも、もっともです。会う前から決めつけるのはよくありません。人の心には表もあれば裏うらもある。そう、『表』だってあるんです。それは別べつ段だん、裏があるから意味がないというものではない」


「でしょでしょ？」


「……はい。兄は少々気が立っていたようです。許ゆるして下さい」


　兄が素す直なおに謝しや罪ざいすると、コタロウはこれ以上ない様子で破は顔がんした。


　すると、


「クックック──」


　と、低い忍しのび笑いが、ミミコと兄弟にまで聞こえてきた。ゼルマンだ。


「なんとまあ……おままごとだな。まるきり」


　からかう口くち振ぶりに、ミミコはキッとなってゼルマンをにらんだ。しかし、嫌いやみな台詞せりふとは裏腹に、ゼルマンは心底楽しげな目で兄弟のやり取りを見物していた。そこには、浮き市フロート・マートでオーギュストが見せたような嘲ちよう笑しようする気配は、まるで感じなかった。


「コタロウといったな。なあ坊ぼう主ず。実はオレもお前ら二人に興きよう味みがあってな。仲間にするのも面おも白しろいかと思ってる。どうだい？　兄あに貴きともどもオレたちと手を組む気はないか？」


　ゼルマンのあけすけな誘さそいに、げっ、とミミコが顔面を引きつらせる。しかし、彼女が懸け念ねんするまでもなく、


「うーん。嬉うれしいけど、ゼルマンさんは悪者なんでしょ？」


「その通り。だが悪者ヒールだって捨すてたもんじゃない。自分が悪と知ってるだけで、ただ街を歩くのだって刺し激げき的になるんだぜ？」


「面白そうだけど……やっぱりぼくは正せい義ぎの味方がいいな。悪あくは必ず滅ほろびるんだから」


「そうか。残念だな」


　と、八百年間滅ぶことのなかった吸血鬼ブラツク・ブラツドは、あっさり引き下がった。


「だが、『カンパニー』の正義に嫌いや気けが差したら、オレの所にも顔を出してくれ。お前に悪の楽しみってやつを教えてやるから」


「どうかな？　待つだけ無む駄だだと思うよ。ぼくも兄者も、正義の吸血鬼なんだから」


　そう切り返すコタロウの目には、不ふ敵てきとさえいえる得意げな光が真まっ直すぐに輝かがやいていた。ゼルマンの赤い双そう眸ぼうが、ニタリと歪ゆがむ。まるで舌したなめずりをするように。


　彼は椅い子すに座すわり直した。そして、いかにも闇やみの王子然とした傲ごう岸がんな態たい度どで胸むねを反そらし、あごを突つき出した。


「『銀刀』。コタロウ。調停員コンプロマイザー。三名とも大たい儀ぎだったな。実に愉ゆ快かいな退たい屈くつ凌しのぎになった。次会うときは敵かもしれんが、再さい会かいを楽しみにしている。──さらばだ」
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　ジローたちが洋館を出たと聞き、別室で控ひかえていたオーギュストは怒いかり狂くるった。


「くそっ。なぜゼルマンは奴やつらを行かせたのだっ？　禍か根こんを絶たつに、恰かつ好こうの機会だったではないかっ」


　彼の足あし下もとには、彼の腹立ちを紛まぎらわす犠ぎ牲せいとなった人間が倒たおれている。身元も定かでない浮ふ浪ろう者しやだ。容よう赦しやなく血を吸すわれ、すでに事切れていた。


　サユカは口元を血に汚よごしたオーギュストに、嫌けん悪おを隠かくせずにいた。


「落ち着いて下さい、ミスター・オーギュスト。受け入れを拒こばんだとはいえ、『銀刀』はセイやケイン・ウォーロックの盟めい友ゆうですよ？　セイのお膝ひざ元もとである浮き市フロート・マートで、あのような騒さわぎを起こしたばかりではありませんか。いま彼を殺せば、間ま違ちがいなく二人の復ふく讐しゆうを呼びます。おわかりでしょう？」


　露ろ骨こつに非ひ難なんを込めて言ったのだが、頭に血が上ったオーギュストは気付きもしない。


「くそっ。それほどまでに奴らが恐こわいか。『緋ひ眼がんのゼルマン』ともあろう者が、ずいぶんと牙きばを丸めたものだ！」


　傲ごう慢まんに口にされた台詞に、サユカの怒いかりが嫌悪を上回った。それでも彼女は辛かろうじて自じ制せいした。


　まったく同感だ。『緋眼のゼルマン』ともあろう者が、なんだってこのような愚おろか者に身の程ほど知らずな暴ぼう言げんを許すのか。


「……とにかくご自重なさって下さい。『銀刀』が敵に回ると決まったわけでもありません。仮かりにそうなったとしても、彼を倒す機会などいくらでも作れます」


「ふんっ。どうかな。案外、さすがのゼルマンも、『同族殺し』の威い名めいに腰こしが引けているのではないか？」


　負け惜おしみじみた台詞だったが、サユカの神しん経けいを逆さか撫なでするには余あまりあった。


「この……」


　とサユカは痛つう烈れつな罵ば倒とうを口に仕し掛かけたが、肝かん心じんのオーギュストは人間である彼女の感情など気にもしていなかった。


　ぶつぶつと悪あく態たいを吐つきながら、サユカに背せを向けて部屋を出て行った。


「……ファッキン・サッカー」


　サユカは眉まゆをひそめて、オーギュストの消えた扉とびらに吐はき捨すてた。そして、その腐れ吸血鬼フアツキン・サツカーの後始末をするべく、嫌々ながら死体の処しよ理りについて考え始めた。


　一方部屋を出たオーギュストは、リーダーへの不満を述のべても、まるで収おさまらなかった。廊ろう下かを歩く彼の瞳ひとみは、いまだに憤ふん怒ぬに燃もえている。


「くそっ。くそっ。『同族殺し』め。あれほどの愚ぐ弄ろう、屈くつ辱じよくを受けて、このオーギュスト・ワイカーが黙だまって引き下がると思うなよ……」


『銀刀』の強さは身に染しみて思い知らされた。忌いま々いましいが、まともに戦って勝てる相手ではない。


　しかし、浮き市フロート・マートのやり取りで、奴の基き本ほん的スタンスは見て取れた。現げん在ざい『銀刀』が取っているスタンスは、ある意味標準的なものだ。吸血鬼としての業ごうは自覚しつつも、騒さわぎを避さけ、人との距きよ離りを保たもつよう行動している。ごく普ふ通つうの移い住じゆう吸血鬼が取る態度に近い。


　ならば、さっきの襲しゆう撃げきも根本的な戦せん術じゆつ思想は間違ってはいない。トラブルを起こし、人間を盾たてにして、相手の行動を縛しばる。この手口は十分有ゆう効こうなはずだ。正体がバレる？　馬ば鹿かな。万が一のときは、『カンパニー』が総そう力りよくを挙げてもみ消してくれることだろう。たとえ敵対者の不始末であろうと、それが奴らの存そん在ざい意い義ぎなのだ。


「人間が役に立つなら安いものだ」


　とオーギュストはつぶやき、ふと手の甲こうに残る傷きず跡あとを見つけニヤリとした。


　さっき血を吸った犠牲者の、抵抗の跡あとだ。爪つめを立て、歯で嚙かみ付きとなかなか威い勢せいがよかったが、最後にはくびり殺してやった。『銀刀』が見ていれば、どんな顔をしただろうか。そう考えると暗い喜びを感じる。


「後こう悔かいさせてやるぞ。『銀刀』……」


　オーギュストは陰いん惨さんな目つきで、牙を剝いた。


　その牙が、いつもより長く鋭するどく伸のび始めていることに、彼はまだ気付かなかった。





　　　２





　短いようで長い日が、ようやく傾かたむこうとしていた。


　考えてみれば、今日は昼近くまで寝ねていたのである。普ふ段だんの半分しか経たっていないはずなのに、この疲ひ労ろう感はどういうことだ。


　夕日に照らされた帰り道。ミミコはようやくアパートのある倉庫街に入り、一日を振ふり返りながら、やれやれと肩かたを揉もんだ。


「しかも収しゆう穫かくなしときたもんだ」


　特区を一ひと巡めぐりしたような気さえするのに、得たものといえば足のむくみと筋きん肉にく痛つうだけ。あとは作成すべき報ほう告こく書しよぐらいだ。浮き市フロート・マートの件けんは、上司の耳にも入っていることだろう。昨日の報告も済すんでいないというのに、課題は溜たまる一方である。


「ミミちゃ～ん。お腹なか空すいた～」


「……そういや浮き市フロート・マートじゃ、ご飯食べ損そこねたもんね」


「お腹が空いたよ～」


「わかったから、そんな惨みじめな声を出さないの。家に着いたら、なんか作ってあげるから──って、冷れい蔵ぞう庫こ、何かあったかなあ。昨日は一日外だったしなあ」


「なんでもいいよ。美お味いしくって、たくさんあって、ぼくの好きな物ならなんでも」


「……それ、なんでもいいって言わないでしょ？」


　ため息の数まで増ふえている。つくづく割わりに合わない仕事だとミミコは思った。


　そこへジローが、さすがに申し訳わけなさそうな声で話しかける。


「申し訳ありません、ミミコさん。今こん晩ばんはホテルでも教えていただければ、私たちはそちらに泊とまりますから」


「あー、いいわよ、もう。泊めたげるって。とっくに覚かく悟ごはできてたから」


　ジローの申し出に、ミミコはぞんざいに手を振った。太っ腹とか鷹おう揚ようというよりは、ちょっとやけくそな気前の良さである。


「宿やど探さがしは大失敗に終わったわけだし。責せき任にんもあるもんね。こうなったからには、当分泊めてあげるから安心して」


「しかし……それはミミコさんの失敗というわけではないでしょう？　住む場所が定まらないのは、私の問題です。いくら『カンパニー』の職しよく員いんとはいえ、これはミミコさんの仕事からすれば、いささか範はん疇ちゆう外になりませんか？」


「なーに？　いまさら気を遣つかってんの？　今朝なんか、あたしの目覚ましぶった切ったくせに」


　ミミコはおかしそうに、ジローをからかった。しかし、それでもジローは神しん妙みようだった。


「目覚まし時計はあとで弁べん償しようします。世話になった礼も、必ず。ただ、これだけ頼たよっておいてなんですが、迷めい惑わくだと思われたなら遠えん慮りよせず仰おつしやって下さい。さっきコタロウが言ったとおり、あなたは十分に良くしてくれています。あなたが宿探しを諦あきらめても、私たちは尽じん力りよくに感かん謝しやこそすれ、恨うらみには思いません。昨日はあんな事件のあとでしたし、私もあなたに甘あまえてしまった。しかし、吸血鬼ブラツク・ブラツドを自分の家に何度も招まねき入れるなど、本来なら絶ぜつ対たいあってはならないことのはずですよ。あなたなら、よくおわかりでしょう？」


　あまりに真ま面じ目めくさってジローが言うので、ミミコもつい軽口を引っ込めた。


　ジローの言うことは、もっともである。ミミコだって、いま彼らの面めん倒どうを見ていることが、『カンパニー』の仕事とは言えないことは自覚していた。


「んー」


　帰り道を歩きながら、ミミコはしばらく黙っていた。


　黄たそ昏がれ時どきの倉庫街は、柔やわらかな茜あかね色に染そまっていた。汚よごれた壁かべと乾かわいたアスファルト。埃ほこりっぽい光景が、いつになく温あたたかく映うつる。


　特区の中では寂さびれた地ち域いきだが、人の行き交かいがないわけではない。中心地とは違い、道行く人々の表情は穏おだやかで、足あし並なみもゆったりと、くつろいでいた。


　ミミコは、ふっと力を抜ぬいて微笑ほほえむと、頭を搔かきながらジローに答えた。


「……あのさあ。実はあたし、『誰だれかと一いつ緒しよに家に帰る』のって、ほとんどこれが初めてなんだよね」


「え？」


「ほら。あたしって孤こ児じだったでしょ？　この仕事始めてからも、ずっと一人暮ぐらしだしね。晩ご飯の相談なんか、ちょっと新しん鮮せんだったりするの」


　そう言って、ミミコは馴な染じみの倉庫街を眺ながめる。


　この辺りはダウンタウンだ。いま歩いているのは、家族の待つ家に帰る人々である。そんな人々の中に交まじりながら、ミミコはいつも独ひとりで家路に着いていた。


　笑いながら母親の手を引く子こ供どもや、頼まれた買い物を会社帰りに済すませたサラリーマン。疲つかれた身体からだを癒いやすため、小さいが温かな食しよく卓たくを目指す労働者。そんな人々を横目に、自分一人分の晩ご飯を提さげて、ミミコはアパートに帰っていたのだ。


　しかしいま、ミミコの前には「お腹が空いたー」と即そつ興きようで歌を歌うコタロウがいて、ミミコの隣となりには申し訳わけなさそうに彼女を気遣うジローがいる。家に着いたら冷蔵庫をのぞいて、三人分の献こん立だてを考えねばならない。晩ご飯のあとはテレビでも見るのだろうか。それとも明日の相談をするかもしれない。そして寝る前にはきっと、「お休みなさい」と言葉を交かわすのだ。そして、誰かの寝息を聞きながら眠ねむるのである。朝起きて「おはよう」と言うまで。昨日の、そして今日のように。


　そんなことを想そう像ぞうすると、気きむ難ずかしいひねくれ者や脳のう天てん気きなトラブルメーカーをうちに泊めることが、少しも苦でなくなってしまう。ジローの言うとおり、彼らは吸血鬼だというのに。


「ま、気にしないで。大したお持てなしするわけでもないんだし。あたしは優やさしい女の子ですからね」


　なぜか照れくさくなって、ミミコはアハハと笑いながら言った。


　しかし、そんなミミコのはにかむ様子を見て、ジローの眼まな差ざしにはそれまで以上の陰かげが差した。ミミコも彼の晴れない顔に気付き、「ジローさん？」と笑うのを止めた。


　ジローはどこか哀かなしそうな目でミミコを見た。そして、嚙かんで含ふくめるように切り出した。


「ミミコさん。あなたは本当に優しい方ですね。でも、どうかよく聞いて下さい。その優しさは、あなたにとって必ずしも良い結果を招きませんよ。あなたが『カンパニー』に勤つとめ、調停員コンプロマイザーという仕事を続ける限かぎり」


「な……何よ、それ……」


「よろしいですか、ミミコさん。今日一日だけでもよくわかりましたが、調停員コンプロマイザーという仕事はとても危あやういものです。おそらくあなたが考えている以上に。ゼルマンが言っていた通りです。あなたの優しさは、あなたの仕事において『甘さ』になる。いいですか。私は人間と争いたいとは思いません。人と吸血鬼の共きよう存ぞんという『カンパニー』の理想には、心から賛さん同どうします。けど、これは本当は、私にとっては虫のいい話なんです。なぜって私は吸血鬼なんですから」


　ジローは言葉を切った。足を止め、同じく立ち止まるミミコの目を見て、言った。


「私は人の血を吸すって生きているんです」


　そんなの知ってるわよ。


　そう言おうとし、しかしミミコは言えなかった。ジローが口にした言葉の重みに、気け圧おされるようだった。


　切れ長の黒い瞳ひとみ。吸血鬼とは思えない澄すんだ瞳に、ミミコの当とう惑わくと混こん乱らんが映うつっていた。


「ましてや、私は普ふ通つうの吸血鬼ではない。なんと、かの『銀ぎん刀とう』とかいう英えい雄ゆうだったりするのです。笑っちゃうことに。会ったこともない相手であろうと、『銀刀』のことは知っている。まあ香ホン港コンでは我われながら無む茶ちや苦く茶ちやしましたからね。これは自じ業ごう自じ得とくというもので、誰を恨うらむ筋すじ合あいでもない。ですが、ミミコさん。あなたは違う。仕事の都合上厄やつ介かいな荷物を抱かかえ込こんだとしても、その負ふ担たんは最さい小しよう限げんに抑おさえるべきです。あなた自身のために」


「……あ、あたしは別に、そんなこと……」


「私がこんなこと言うのは図ずう々ずうしいですか？　そうですね。これだけあなたに頼っていながら。ですから、こう考えて下さい。これは仕事なんだと。私があなたを頼るのは、あなたが調停員だからです。あなたはビジネスとして、私に力を貸して下さい。それで十分なんです」


　最後には、ジローの口調は懇こん願がんじみていた。


　彼が本気で言ってるのはわかる。そして、彼の意見に頷うなずくところが多いのも事実だ。それでもミミコは、素す直なおに忠ちゆう告こくを受け入れる気になれなかった。


「……ほんと、図々しいわね。これから晩ご飯たかろうかって人が」


「まったく嫌いやな客もいたものです。所しよ詮せんは吸血鬼ブラツク・ブラツド。卑いやしい生き物なんですよ」


　冗じよう談だんめかしたところもなく、くそ真ま面じ目めに、ジローは答えた。ミミコはムッとしたが、すぐには言い返さなかった。調停員は口先が命。そうそう易やす々やすと言いくるめられては、彼女の気が収おさまらない。


　ミミコは「ふーん」と嫌みな目つきをすると、


「……急にピリピリしちゃってさ。ジローさん、そんなにゼルマンが恐こわかったわけ？」


　軽く挑ちよう発はつするつもりだったのだが、ジローの反はん応のうは正直なものだった。


「ええ、そうです」


　と、ジローは真しん剣けんな憂ゆう慮りよを込めて首しゆ肯こうした。


「その通り。彼の前にいた間はずっと、次の瞬しゆん間かんに刀を抜ぬくことを考えていましたよ。正直に言いましょうか？　あのサユカという人の誘さそいを受けたとき、私は半ば本気で逃にげようと思っていたんです。『緋眼のゼルマン』。まともにやり合って勝てる相手ではありませんし、仮かりに勝てたとしても多大な犠ぎ牲せいを払はらったでしょう。ミミコさん。力のある吸血鬼の前に立つということはね。自分と仲間の命を、相手の度量に委ゆだねることと同どう義ぎなんです。なぜなら吸血鬼にとって、『自分に殺せる』相手を殺すということは、普通に有り得る選せん択たく肢しですから。話をするか、コーラを飲むか、仲間にするか、いっそ殺すか。どれを選ぶかは、そのときの気分次し第だいといって過か言ごんじゃない。それを選ぶのが『闇やみ』に属ぞくする血けつ統とうの場合は、なおさらです。そしてミミコさん。今日、彼はあなたの顔と名前を覚えましたよ。間違いなく」


　顔には出さなかったが、ジローの告白はミミコに驚おどろきを与あたえた。昨晩彼は、ほとんど独ひとりだけで『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に操あやつられた吸血鬼の一いち団だんを駆く逐ちくしている。特に、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の生き残りである曾ツアンという男を追い詰めたときに彼が見せた力などは、鬼き神じんもかくやという凄すさまじいものだった。


　今日、ミミコが恐きよう怖ふに震ふるえることなく堂々とゼルマンと対たい峙じできたのは、隣にジローがいてくれたからだ。そのジローが、ゼルマンに対しこれほどの警けい戒かい心を抱いだいている。正直信じられなかった。


「彼だけではない」


　とジローはさらに続ける。


「ミミコさんはまだ自覚されていないようですが、今日一日であなたはたくさんの敵てきを作ったはずです。現在進行形の敵を少しと、将しよう来らい的な敵を数え切れないほど。たった一日、私たちにつき合ったばかりにね。他の調停員コンプロマイザーの方々は、護ご衛えいを雇やとわれているそうですが、それは正しい判はん断だんです。この件けんに片かたが付いたら、あなたも護衛を雇いなさい。あの拳けん銃じゆうなどではなく、確たしかな腕うでの立つ者を」


「…………」


　ミミコは黙だまってジローの目をにらんだ。彼は視し線せんを逸そらそうともしない。本心から、彼女のことを心配している。


　しばらく沈ちん黙もくしたあと、ミミコはくるりと回ってジローに背せ中なかを向けた。腕うでを組んで、じっと立ち尽つくす。背中向きでも、まだジローが心配そうな目を向けているのがわかった。


　ジローは要するに、「あまり自分たちに深入りするな」と言っているのだ。それが、いわゆる大人の意見であることは、ミミコだって理り解かいできる。ジローたちは吸血鬼で、ミミコは調停員だ。そして、ジローたちは特区に入り、ミミコはその案内をした。それだけのことだ。


　しかし、それだけのこととはいえ、一いつ緒しよに危険を乗り越こえた仲ではないか。ここに来て一方的にビジネスを持ち出されるのは業ごう腹はらというものである。


　そして、考えた末、ミミコはつぶやいた。


「……あたしって馬ば鹿か」


「え？」


「そういや肝かん心じんなことを聞いてなかったわ」


　組んだ腕を解ほどいて両手を腰こしに当てると、ミミコは向き直り、背の高いジローに嚙かみ付くように顔を上げた。


「ジローさん。あなたいま、あたしには感かん謝しやしてるって言ったわよね？　噓うそじゃないわよね？」


「噓ではありません。信じて頂いただけるか自信はありませんが、私はあなたに心から感謝しています」


「だったら、その気持ちに誓ちかって、正直に答えて。ジローさん。あなたたちはどうして特区に来たの？　いままでいた聖せい域いきってところは、広いお屋や敷しきがあって、仲間の人もいて、安全に暮くらせる場所だったんでしょ？　なのに、なんでそこを出て、特こ区こに来たの？」


　ミミコの質しつ問もんはジローの意表を突ついたらしい、彼は口くち籠ごもり、「あー」と視線を漂ただよわせた。誤ご魔ま化かす仕草など、弟そっくりだ。


「正直に」


「いや、その……」


「あたしの目を見て」


「だから、ですね……」


「催さい眠みんなんかかけたら、しばき倒たおすからね」


「そ、そんなつもりは毛頭ありませんが……」


　ジローは困こまったように言葉を探さがした。そんな様子を見ていて気が晴れてくるのだから、自分もなかなかいい性せい格かくをしている。


　しかし、ジローの答えを聞き出すより早く、彼の弟がシビレを切らしてやって来た。


「あっ。まだこんなとこにいた。何やってるのさ、二人とも」


　二人が立ち止まって話し込んでいる間に、だいぶ先まで行ってしまったらしい。コタロウはぷんぷんしながら、道を引き返してきた。


　ジローが露ろ骨こつにほっとした。「これは済すみませんでした」と弟に駆かけ寄よるのを、「あっ、くそ」とミミコが舌した打うちしてあとを追う。


「そういえばお腹なかが空すいてるんでしたよね、コタロウは。ミミコさんも。まずは晩ばんご飯にいたしましょう。話の続きはのちほどということで」


「……あとでちゃんと話しなさいよ。約束したんだから」


　ぶちぶち文もん句くを言うミミコに、ジローが誤魔化すような愛あい想そ笑わらいを向ける。


「約束？　なんの？」


「ああ、コタロウ君はいいのよ。ちょっと、お兄さんとお話ししてただけだから」


「ふーん。あ、そうだ。ミミちゃん。アパートにお客さんがいたよ。ほら。あのリンスケって人」


　コタロウが告げると、「リンスケさん？」とミミコが聞き返した。


　赤あか井いリンスケは『カンパニー』査さ察さつ部ぶに属ぞくする男だ。紫むらさきに染そめた髪かみとちゃらちゃらしたアクセサリーが特とく徴ちようの優やさ男おとこである。だが、ふざけた態たい度どとは裏うら腹はらに、情じよう報ほう工作員としてはなかなか優ゆう秀しゆうで、昨日の事じ件けんでも裏方に回って敏びん腕わんぶりを発はつ揮きした。人間だが、かつて香港でジローに力を貸かした戦友でもある。


「リンスケが？　なんの用です？」


「案内して来たんだって。他にお客さんが二人いた」


「他に？」


　ジローとミミコが顔を見合わせる。いずれにせよ、行けばわかることだ。二人は足を速めて、コタロウのあとに続き、アパートを目指した。


　今朝、屋台のバンが停とまっていた角を曲がる。どうやら引っ越こしは終わったようで、『カンパニー』の倉庫ビルは、また前のように扉とびらを閉とざされていた。


　ミミコはそちらをちらりと確かく認にんし、アパートの方に目を向けた。そこには、建物の前で彼らを待つ、三人の人ひと影かげがあった。


　一人はリンスケだ。こちらを見つけると、「やっほー、ジローちゃん」と肘ひじから先を振ふった。


　あとの二人はリンスケの後ろで、片かた方ほうはアパート入り口の階かい段だんに座すわり、片方は山ほどコンビニのビニールを提さげて立っていた。前者はコタロウと同じ年としぐらいの少年。後者は三十前後の男である。


　彼らの姿すがたを視界に収おさめると、


　ジローは顔を覆おおって空を仰あおぎ、


　ミミコは呆ぼう然ぜん自失の体ていで「……へっ？」と全身の活動を停止させた。


　そして、階段に座っていたセイが、ぴょこんと飛び跳はねるように立ち上がり、ビニールを提げるケインは、苛いら立だちも露あらわにジローに怒ど鳴なった。


「遅おそいっ。どこで道草を食ってきた、この青二才がっ」





　　　３





「そもそも貴き様さまは何をしに特区に来たのだ？」


「あなたに言う義ぎ理りはありませんね」


「だったら帰れ」


「あなたに従したがう義ぎ務むもありませんね」


「迷めい惑わくだと言っているのだ」


「知ったことではありません」


　ジローは穏おだやかな笑え顔がおを浮うかべつつ、こめかみの辺りを痙けい攣れんさせ、ケインは泰たい然ぜんとワインを傾かたむけながら、こめかみの辺りに青あお筋すじを立てていた。


　しかも隣となりに座ったまま、どちらも正面に向かい、目を合わせようとしない。偶ぐう然ぜん、その正面に座り合わせたミミコは、逃にげ場のない圧あつ迫ぱく感に溺でき死し寸すん前ぜんだった。


　ミミコのアパートから、歩くこと五分。運うん河が沿ぞいにある小さな公園に、彼女たちは移い動どうしていた。広々とした運河の側そばだから、眺ながめは悪くない。しかし、元もと人ひと気けのない場所だけに、遊具のひとつもない、寂さびれた公園だった。


　面めん子つは、ミミコとジローとコタロウ。そして、リンスケを入れた、昨日の事件の関係者四人。


　さらには、特区におけるウォーロック家の代表者、ケイン・ウォーロック。


　そして、始祖ソース・ブラツド混こん沌とんの直ちよつ系けいにして、大陸系吸血鬼ブラツク・ブラツドの大物、『東の龍りゆう王おう』セイその人だった。


　彼らはいま、ベンチの前にビニールシートを広げ、コンビニで買い込んだ食料を並ならべて車くるま座ざに座っていた。日はすでに暮れ、辺りは暗い。明かりは公園の街灯だけである。一同の前にはプラスチック製せいの容よう器きやペットボトルが並び、安っぽいが食しよく欲よくをそそるにおいを漂ただよわせていた。


「いやあ。さすがに女の子の部屋にいきなり押おしかけるのも悪いしねー」


　と、スナック菓が子しの袋ふくろを開けながら、軽けい薄はくを絵に描かいたような笑顔でリンスケが言った。


　悪いとかいう以前に、こんな人数、ミミコの部屋には入らない。というか、そもそも大陸系吸血鬼の長老や、『マリーン・バンク』の支し配はい人にんを、六畳じよう間まに招まねいて絨じゆう毯たんの上に座らせるような真ま似ねができるわけがない。公園のビニールシートというシチュエーションだって、上司が知ったら卒そつ倒とうするやもしれないのだ。ミミコはシートの上で足を崩くずしながら、居い心ごこ地ちの悪さに脂あぶら汗あせを流していた。


「しかし、だからといって夜の公園で宴えん会かいか？　龍りゆう殿どのに野外で食事させるなど、一体どういう了りよう見けんだ」


「いい」


「いや、しかし龍殿……」


「ピクニックみたい。楽しい」


　ケインの不平を、セイはあっさり否ひ定ていした。実じつ際さい、ビニールシートに座ってコンビニのおにぎりを頰ほお張ばるセイは、いかにもご機き嫌げんだった。


　セイの笑顔を見て、ケインもすんなり怒いかりを鎮しずめる。


「そうですか。それは大変よろしゅうございましたな」


　と、ホロリとした面おも持もちになった。


「思えばお労いたわしいことです。いかに重じゆう責せきを担になわれた身とはいえ、そのお身体からだはまだ幼おさない。たまには息いき抜ぬきもよろしいでしょう。不ふ肖しようケイン・ウォーロック。今こ宵よいばかりは小言は申しますまい」


「どうでしょうね。できぬ約束を交かわすなど、かえって龍殿に失礼ですよ」


「誰ができぬかっ。そもそも貴様は、いまだに龍殿に対する口の利きき方を──」


「ほら」


　ジローが指し摘てきすると、ケインは「むっ」と眉まゆをひくつかせ、忌いま々いましそうに口をつぐんだ。


　ちなみにコンビニで買い物をしたがったのもセイらしい。そうでなければ、たとえ夜の公園であろうと、ケインはシェフ団だんを呼よび寄よせてフランス料理のフルコースを振ふる舞まっていただろう。


　旧きゆう友ゆうの再さい会かいを気楽に眺めるリンスケは、昨日と同じく、『カンパニー』の制せい服ふくを着た上からレザーやシルバーのアクセサリーをジャラジャラ着けていた。紫むらさき色いろに染そめた髪かみは、よく見ればところどころシルバーのメッシュが入っている。社内の人間の動向を探さぐる査さ察さつ部ぶに属ぞくしているくせに、本人が服ふく務む規き程ていを逸いつ脱だつすること甚はなはだしい。


　ケインは仕立てのいいスリーピースのスーツを隙すきなく着こなしていた。いかにもやり手の青年実じつ業ぎよう家かという姿すがただが、この場にそぐわない意味ではリンスケ以上かもしれない。グレイの瞳ひとみに同色の髪。少々目つきが鋭すぎるが、なかなかのハンサムだ。体格がよく、スポーツマンのようだった。


　ただ、本人は上品に振る舞おうとしているのに、どうしても荒あらっぽい地が見え隠かくれしている。案外昔はワルだったのでは、とミミコなどは邪じや推すいした。


　そしてセイだ。


　その姿は知っていたから驚くことはなかったが、彼の外見はまだ少年──コタロウといくらも変わらないような東洋系の少年だった。つやの良い黒髪を首の後ろでちょこんと束ね、ゆったりした中ちゆう華か服に袖そでを通している。古めかしいがよく見れば高こう価かな生き地じを使った服だ。育ちの良さが──当然だが──うかがえた。


　目立つ点というと、丸いサングラスをかけていることだろう。そのため、セイの両目はレンズに遮さえぎられて見ることができない。ジローのゴーグルと同じ日光避よけかとも思ったが、日が落ちたいまも外そうとしなかった。


　なんにせよ、口元に米こめ粒つぶを付けた姿はいかにも子供っぽくて、『東の龍王』と畏い敬けいされる世界的に有名な古血オールド・ブラツドには見えなかった。


　彼の姿を見るジローが、一瞬弟を見るような柔やわらかい眼まな差ざしになった。


「……今回はまた、ずいぶんと可愛かわいらしい姿に転生されたものですね」


「うん」


「しかし、無事でよかった。あのときの礼をまだ言っていませんでしたが──」


「いい。済すんだこと。気にするな」


　今度はカップの味み噌そ汁しるを啜すすりながら、言葉少なくセイは答えた。




[image: ]


　ジローの「転生」という言葉に、ミミコは以前上司が教えてくれたことを思い出した。混沌の血統の中でも、始祖ソース・ブラツドに近しい世代の吸血鬼は、死して身体が灰はいになったあと、意い識しきだけが血族の一人に転生するという。いまのセイは、香ホン港コン聖せい戦せんで死んだのち、転生した姿なのだ。


　と、そこでミミコは昼間のゼルマンの台詞せりふを思い出し、コタロウに目を移うつした。


　コタロウはセイの隣となりに座り、ホットドッグにかぶりついていた。もっとも、意識の半分は自分と同じぐらいの少年に向いているようで、ケチャップをぽたぽた服の上に落としている。マリンブルーの大きな瞳が、興きよう味み津しん々しんと輝かがやいていた。


「ねえ」


　と、とうとう我が慢まんできなくなったのか、コタロウが元気よく声をかけた。セイが食べる手を休めてコタロウに顔を向けた。


「君も吸血鬼ブラツク・ブラツドなんでしょ？　昼間行ったお屋や敷しきに住んでる、偉えらい人なんだよね？」


「そう」


「すごいなあ。ぼくと変わんない年としなのに」


「違ちがう。実は年上」


　とセイはやんわりコタロウの誤ご解かいを訂てい正せいした。


「でも気にしない。いまは十歳さいでもある。ちょっとややこしい」


　セイの簡かん潔けつな説明に、コタロウは「そうなんだ」と頷うなずいた。もちろん意味はわかっていないが、最初の「気にしない」という言葉を素す直なおにそのまま採さい用ようしたらしい。


「あ、ぼく、望もち月づきコタロウ。君はセイ君っていうんだよね？」


「セイでいい」


「じゃあぼくもコタロウでいいよ」


「コタロウ」


「うんっ」


　自じ己こし紹よう介かいが済すんで満足そうにコタロウが頷いた。大変微笑ほほえましい光景だ。吸血鬼同士の会話とは思えないが。


「でも、セイって無口だね。なんだか姫ひめさまのこと思い出しちゃうな」


　とコタロウが懐なつかしそうな顔をした。するとセイは、


「姉上」


「え？　誰が？」


「北きたの黒くろ姫ひめ。余よの姉」


「えーっ！　うそっ。ホントに？　ホントに姉きよう弟だいなの？」


「ほんと。親が同じ」


　ぽつりぽつりと──しかし、決して無ぶ愛あい想そうではなく、むしろコタロウ以上に楽しそうにセイは話した。


「長いこと会ってない。姉上は偉い人。ずっと長いこと生きてる。余は幾いく度ども転生した。姉弟でも頭が上がらない」


「へーっ、へーっ。でも、スゴイや。まさか姫さまの弟に会えるなんて。仲良くしようね、セイ。ぼく、聖せい域いきから出たばっかりで、外の世界のことよく知らないんだ」


　と、コタロウは飛び上がらんばかりに喜んだ。同世代の──少なくとも表面上は似にた年とし頃ごろの友人ができたことが、嬉うれしくて堪たまらないらしい。


　そして今度はケインに笑顔を向けた。


「お兄さんはケインって言うんだよね？　兄者の友達なの？」


　まるで屈くつ託たくなく聞かれたケインは、「うっ」と目に見えて狼狽うろたえた。「別に俺おれは──」と否ひ定ていしそうになるが、じっ、と直ちよく視しするセイの視線に気付き、青い顔で口を閉とざす。


「コタロウの言う通りです。私たちは古い知り合いでしてね。彼はケイン・ウォーロックという男で、昔はよくパンを買いに走らせたり牛ぎゆう乳にゆうを買いに走らせたり、あごで使って遊んだんですよ」


「誰が貴き様さまにあごで使われたか！」


「おや？　いつも細こま々ごまと働いてくれたではありませんか？」


「あれは、賢けん者じや殿どのとお嬢じよう様さまの──」


　と、怒ど鳴なりつけていたケインが、急に言葉を切った。ジローもハッとしたように自らの発言を悔くいた様子を見せる。


「……あれは、賢者殿のお世話をしていただけだ。貴様など、関係ない」


　ケインはそう言い直した。ジローもそれ以上は口を出さず、黙っている。彼らだけでなく、セイと、ニヤニヤ二人を眺ながめていたリンスケまで、重苦しい雰ふん囲い気きを見せていた。わからないのはコタロウとミミコだけだ。


　──な、なんなの、急に？　お嬢さま？


　そういえばこの四人は、全員香港聖戦の経けい験けん者だ。昔、彼らの間でいまも話題にできないような何かがあったのかもしれない。


　しかしミミコは、その話題とは関係なく、違ちがった感想を持った。


　──そっか……この人たち、みんな「仲間」なんだよね。


　ジローとケインは何かと言えば言い争っているが、どうやら本気で嫌きらい合っているわけではなさそうだ。何より、セイもケインも最初からジローとコタロウを兄弟として扱あつかっている。それはつまり、二人の事情を知っているということだ。それほど親しん密みつな間あいだ柄がらだったことになる。


　戦友、と胸むねの中でつぶやいてみて、その言葉の持つ絆きずなのようなものに、ミミコは淡あわい憧あこがれを感じた。思い出したくないような辛つらいこともあったらしい。それでも、その思い出を共有する者がいるのは、悪いことではないはずだ。ミミコにはそんな知り合いはいない。なんだか羨うらやましかった。


　しかし……


「……あの、済すみません。よろしいでしょうか？」


　ミミコは恐おそる恐る発言した。沈ちん黙もくから解かい放ほうされたケインが、ほっとしたように「何かね」と尋たずねる。


「実はその──あ、そうだ。あたしは葛かつら城ぎミミコって言います。『カンパニー』の調停員コンプロマイザーで、仕事で知り合ったジローさんの案内を昨日からしてまして、その……」


「知っている」


「はい？」


「君のことは知っている、葛城君。ミミコ君、でいいかな？　特区の主要な立場にいる者なら、すでに一度は君の名前を耳にしているはずだ。世間には誤解とデマゴギーが満ちていて、どういう間違いか『銀ぎん刀とう』などという痴しれ者が有名人になっているからな。当然、そいつを案内する調停員コンプロマイザーの名前も、共に流る布ふすることになる」


「……マジ？」


「当然だろう」


『マリーン・バンク』支し配はい人にんらしい整然とした口調だった。暗あん澹たんとするミミコを、ジローが、それ見たことかと言わんばかりの白い目で見ている。


「で、何が言いたいのかね？」


「あ、いや、その……」


　面と向かって問われると、つい口くち籠ごもってしまう。それでもミミコは勇を鼓こしてケインに訴うつたえた。


「今日なんですけど……あたしたち、『マリーン・バンク』を訪おとずれました。第三地区サード・ヤードのセイさんの屋や敷しきにも。どちらも同じ依い頼らいをするためです。そして、どちらからも断ことわられました」


　そこまで聞いただけで、ミミコの言わんとすることは十分伝わった。


　座の空気が改まったようだった。ケインはわずかに背せ筋すじを伸のばし、セイもまた真しん剣けんな表情になった。


「ジロー。余よは──」


「龍殿。俺から説明します」


　と、話しかけたセイをケインが遮さえぎる。


　セイは何か言いたそうだったが、大人しく引き下がった。ケインは頭を下げて出で過すぎた真ま似ねを詫わびると、ミミコと、そしてジローに向き直った。


「結けつ論ろんから言おう。昼間、お前たちとの交こう渉しようを拒こばんだのは、部下ではなく俺の指し示じだ。龍殿も同様。いま俺たちは『銀刀』を血族に迎むかえ入れることはできない。さらに言うなら、特区に一時的な滞たい在ざいをするのは構かまわんが、移い住じゆうするのは認みとめられない。無論、俺たちには移住希望者を拒む権けん利りはない。だが、『カンパニー』は俺たちの意い志しを汲くむだろう。できれば自分から他の場所に移うつってくれ。移住先の相談には乗るし、費用や手続きは全面的に請け負う」


　ミミコは啞あ然ぜんとした。


　予想していた最悪の答えを、さらに上回る返答だった。絶ぜつ句くする彼女に、ケインは少しだけ同情するような目を向けた。


「いまの特区は『銀刀』を受け入れることはできない。察してくれ……」


　かつての戦友の勧かん告こくを、ジローは平静を装よそおって聞いていた。しかし、わずかに震ふるえた瞳ひとみと、唇くちびるを嚙かんだ仕草が、内面の動どう揺ようを示しめしていた。


　それは一いつ瞬しゆんの仕草に過すぎなかった。しかし、ミミコは見み逃のがさなかった。我わが事のように憤いきどおりが突つき上げてきた。


「察してくれ!?」


　気が付いたときには、ミミコは特区の最重要人物の一人に怒ど声せいをぶつけていた。


「察してくれですって？　よくもそんなことが言えますね！　どうしてですかっ。昔の仲間なんでしょ？　いまだって、こんなに和気藹あい々あいとしてるのに！」


「……和気藹々と見えたなら、一生の不覚だな。少なくとも、俺はこいつとの旧きゆう交こうを懐なつかしむほど悪あく趣しゆ味みではない」


「だったら、なんだってあたしのアパートの前で待ってたりしたんですかっ。『マリーン・バンク』の支配人で、ウォーロック家の代表ともあろうお方が！」


「そ、その支配人兼けん代表者に対して、少々言こと葉ば遣づかいが荒あらいのではないかね、ミミコ君」


「はぐらかさないで下さいっ。そもそも、あなた方は協定血族の盟めい主しゆでしょう？　それがどうして、身寄りのない旧友を無む下げに扱あつかったりするんですかっ。しかもジローさんは、昨日特区を守るために『九龍の血統クーロン・チヤイルド』と戦ってるんですよ？　あなたたちが特区で胡座あぐらをかいてる間に！」


　もし上司がいれば減げん俸ぽうは間違いなかった。だが、自分でも信じられないことに、いまのミミコには相手の立場に対する気き後おくれがまるでなかったのだ。そして、あえて冷静になろうとも思わなかった。


　ケインは渋しぶい顔をした。


「それとこれとは話が違ちがう。よいか、ミミコ君。俺と龍殿がお前たちを待っていたのは、別にジローに会うためではない。俺たちにとって十年などという歳さい月げつはないに等しいのだ。わざわざ挨あい拶さつをしたいと思うような男でもないしな。ただ──少し確かく認にんしたいことがあった。特に龍殿は、香港で別れに立ち会えなかったからな。説明するわけにはいかんが、それなりの事じ情じようがあったのだ。それはジローとて弁わきまえているだろう。そして、もうその件けんは済すんだ。食事が終わり次し第だい、この場も解かい散さんする」


　ケインの説明を、ミミコは全神経を集中させて聞いていた。彼の表情や挙動をひとつ残らず観察し、頭をフル回転させて考えた。


「……つまり、あなたたちは賢者って人の消息を確認したくて、わざわざ足を運んだ──ってことですね」


　ケインが目を剝むいた。セイまで驚おどろいたように身体からだをびくりとさせた。


　ケインがジローをにらみつける。


「話したのか？」


「少し」


「愚おろか者がっ。仮かりにも『カンパニー』の人間だぞ」


　鋭するどい叱しつ責せきに、ジローは黙だまってそっぽを向いた。


　ケインの言い方は、少なからずミミコの癇かんに障さわった。しかし、いま責せめるべきは、その点ではない。


「やっぱり、お二人ともジローさんたちの事情はご存ぞんじなんですね。なら、なおさら納なつ得とくできません」


　ぐっと、ミミコは身を乗り出した。自分の何倍もの経験を積んだ吸血鬼を、真正面から見み据すえる。ケインは珍めずらしくも、多少たじろいだようだった。


「どうしてなんですか？」


　と、ミミコは繰くり返した。


「ジローさんがどんな気持ちで聖せい域いきを出たか、仲間だったあなた方ならよくわかるはずでしょう？　なんで受け入れてくれないんです。別に仲良くしろって言ってるんじゃない。ただ同じ場所に住まわせてあげるだけのことが、どうしてできないんです。そんなの間違ってる。ここは……ここは『人と吸血鬼ブラツク・ブラツドが共きよう存ぞんする』世界で唯ゆい一いつの都市じゃなかったんですかっ？　協定血族の盟主であるあなた方が、その理念を踏ふみにじるっていうんですかっ！」


　それは、ケインの特区での働きを思えば、あまりにも無礼な物言いだっただろう。だが、彼はミミコを咎とがめようとはしなかった。彼はただ、重たい一いち撃げきを食らったように唇くちびるを曲げた。


「……ミミコさん。その辺にしておいて下さい」


「ジローさん！　あなた悔くやしくないのっ？　こいつら、自分勝手な考えで、あなたをここから追い出そうとしてるのよ！　そんな真ま似ね、いくら二大血族の盟主だからって、許ゆるせないわ！」


「彼らは自分勝手な考えで追い出そうとしているわけではありませんよ。そうでしょう、龍殿どの？」


　セイは、ミミコの非ひ難なんを、痛いたみを耐たえるようにうつむきながら聞いていた。隣となりでは、思わぬ成り行きにおろおろするコタロウがいる。


「……特区は、見た目ほど平和ではない」


　セイが絞しぼり出すようにつぶやいた。そのあとを続けて、ケインが再ふたたび説き伏ふせるように言う。


「ジロー。お前は──いや、『銀ぎん刀とう』は少し大きくなり過ぎた。内実も伴ともなわずにな。いまのお前は火種そのものだ。そして、いまの俺たちは昔と違う責せき任にんを背せ負おっている。ミミコ君も、今日一日である程てい度どわかったのではないか？　こいつが行くところ、要いらぬ騒さわぎが起き過すぎる。俺たちは、君らがゼルマンと会ったことも知っている。次に起こる騒ぎは、浮き市フロート・マートのように笑って済すませられるものではないかもしれんぞ？　それを回かい避ひすることは、『人と吸血鬼が共存する』街を作ることと、果たして無関係だろうか？」


「だ、だからって立場の弱い者を切り捨すてるつもりですか？　そんなの──」


「君には納得できないだろうな。それを責めるつもりはない。だが、理解はしたまえ。それは調停員コンプロマイザーであり、『カンパニー』の人間である、君の義ぎ務むだ」


　理解。そんなものはとっくにしている。


　だが、しかし──


「だからって……だからって、黙って従したがえっていうんですか。ひ、酷ひどいじゃないですか。そんなの。ジローさんも、コタロウ君も、なんにも悪いことしてないのに」


　悔しかった。しかし、もうさっきまでのように怒ど声せいを張はり上げて一方的にケインを非難することはできなかった。


　理解。まさに、ミミコは理解しているのだ。特区を構こう成せいする、くそったれな「諸しよ事じ情じよう」というやつを。


「ジローさん、せっかく……せっかく特区に入って。これからここで、楽しい生活をするって……これが最後だからって……だからあたしも、力に……」


「ミミコさんっ」


　弱々しくもらしたミミコの言葉に、ジローが鋭するどく反はん応のうした。だが、彼女の顔を見て、気まずそうに言葉をのみ込んだ。


　ミミコは顔を伏せ、目を赤く腫はらしながら震ふるえていた。そうして必死に、自らの無力さに耐たえていた。


　ミミコの最後の台詞せりふは、ケインとセイにも大きくのしかかったらしい。二人とも、とても名のある古血オールド・ブラツドとは思えない、沈ちん痛つうな面おも持もちで奥おく歯ばを嚙かんでいた。狼狽うろたえていたコタロウまで、いまにも泣きそうな顔をしている。


　夜のピクニックからは、それきり笑顔と笑い声が途と絶だえた。


　そんな中、一人リンスケだけが、不思議と冷れい徹てつな態たい度どで、一同の様子を眺ながめていた。
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　結局、予期せぬ晩ばん餐さんはそのまま終わりを迎むかえた。


　ミミコたちと別れたセイとケインは、互たがいに言葉を交かわそうともせず、薄うす暗ぐらいダウンタウンを歩いていた。


　倉庫街の端はしに、年代物のアストンマーチンが停とまっていた。ケインの愛車だ。彼は助手席せきを開けてうなだれたセイを乗せると、自分は運転席に回り、ドアに手を伸のばした。


「……いいの？」


　と、後ろからついて来ていたリンスケが声をかけた。


「後味悪いでしょう？　そんなんじゃ、ずっと後こう悔かいするわよ？」


「……貴き様さまの知ったことか、紫むらさき頭あたま」


「どうせ特区から他の場所に移うつってもらうにしろ、他に言いようがあるでしょうに」


「うるさい。もう済んだことだ。生意気な口を叩くな」


　頑かたくななケインに、リンスケはため息を吐ついた。


「あくまで黙だまってるつもりなんだ。……いいんじゃない？　話しちゃえば？　第十一地区のこと」


　軽い口調だったが、ケインの反はん応のうは激げき烈れつだった。彼は一いつ瞬しゆんで顔を強こわ張ばらせ、視経侵攻アイ・レイドもかくやと、リンスケをにらみつけた。


　下した腹ばらに響ひびく獰どう猛もうな声で、


「……妙みような気を起こすなよ、リンスケ」


「妙な気を起こそうにも、事前に暗あん示じで話せなくされてるじゃないの。酷ひどい仕打ちよね。昔の仲間に対してさ。しかも私だけ」


「……貴様は信用ならん。陣内は、ジローには話さないと誓ちかった。あれは、誓ったことは守る男だ。内心はどうあれ、な」


　ケインは乱らん暴ぼうに言い捨すてるとドアを開けてシートに座すわった。それでもリンスケは引き下がらず、ケインがドアを閉める前に身体からだを割わり込こませた。


「龍先生センセはどうなの？　このままでいいの？」


　セイはしばらく黙っていた。まだ幼おさない外見ながら、その沈黙は子供が落ち込んでいるのではなく、深い知ち性せいを有する者の深しん慮りよであることがわかる。「リンスケっ」とケインが怒ど鳴なると、ようやく伏ふせていた顔を上げた。


「……あの二人。もう十分苦しんだ。もういい。香港の怨念は、余らが引き受ける」


「そう……でも、どうだろ。少なくとも、いまこの瞬間、苦しんでるんじゃないかな？　あの二人」


　リンスケは柔やわらかく言った。セイは反はん論ろんも同意もしなかった。「……おい」とケインが物ぶつ騒そうな声を出すと、リンスケはゆるゆるとドアから離はなれた。


　ケインはドアを閉める寸すん前ぜん、もう一度リンスケに釘くぎを刺さした。


「……言うなよ」


「だから、言いたくても言えないんだってば」


「それと……せめて貴様は二人の側にいてやれ。道どう化けには道化の役目があるだろ」


「あら。なんだかんだ言って、優やさしいとこあるのに。素す直なおじゃないんだから。カワイ」


「……貴様、よほど命が惜おしくないらしいな」


　ずるりと伸のびた牙きばを見ても、リンスケは恐おそれることなくニマリとした。


　ケインが忌いま々いましそうに舌した打うちする。そして「言うなよ」としつこく釘を刺すと、ドアを閉めた。あとはリンスケなど一いち瞥べつもしようとせず、キーを回し、愛車を発車させた。


　リンスケは遠ざかるテールランプを見て、


「ふふふ──」


　と、気味の悪い笑い声をもらした。ケインが聞いたら血相を変えて舌を縫ぬいつけそうな、悪わる巧だくみの笑い声だ。


「あの生き真ま面じ目めな石頭が私情に走るなんて。さすがのジローちゃんも、想そう像ぞうしてなかったでしょうね」


　ケインたちが言わなかった事情を知るリンスケは、にやつきながら独どく白はくした。


　彼の言うことは正しかった。ジローは、ケインやセイが自分の扱あつかいに私情を挟はさむとは考えず、故ゆえに自分を排はい斥せきするのも組そ織しきの責せき任にん者しやとしての公正な判はん断だんだと考えていた。だが、実じつ際さいはまるで異ことなる。実を言えば、『銀刀』の存在は、特区にこそ必要なのだ。ケインたちはそれを承しよう知ちの上で、あえてジローを外に追い出そうとしているのである。


「今回はちょっと迷まよってたけど、これで決心ついちゃった。協力するわよ、陣内先生センセ」


　夜の倉庫街に独ひとり立ち、リンスケは不ふ敵てきにささやいた。





　　　４





　倉庫街に流れる運うん河がは河口に近い。河かわ幅はばが広いため、対岸の明かりは遠く小さかった。


　海の側だからだろう。港を出港するフェリーの霧む笛てきが、水面を渡わたって公園まで届とどいていた。もっとも、聞こえる音といえばそれぐらいで、辺りは穏おだやかな静せい寂じやくに包まれている。


　河岸のベンチには、古びた街灯がぽつんと寂さびしく寄より添そっていた。ミミコとコタロウは、そのベンチに腰こしを下ろし、ジローは真まっ直すぐに立ったまま、微かすかな海風を浴びていた。


「……ちぇっ。ついてないなあ」


　ミミコは明るい口調で言った。もっとも、無理をしているのは明らかで、彼女の顔は暗い悲しみに暮くれている。足あし下もとの地面に視し線せんを落とし、誰だれにともなくささやいた。


「特区最さい右う翼よくのあの二人に、揃そろって駄だ目め出だしくらうなんて……さすがにちょっとヘコむよね。はは……」


　声が震ふるえている。コタロウは隣に座ったまま、心配そうに彼女を見上げていた。


　──どうすればいいの？


　ミミコはもう何度目になるかわからない自問を、もう一度繰くり返した。そこから先に一歩も進めないとわかっているのに、自問せずにはいられないのだ。


「……まあ。心配しないで、二人とも。こんなのどーってことないから。まだ可か能のう性せいがなくなったわけじゃない。特区にはいろんな……いろんな血族がいるし……」


　空々しい台詞せりふ。とても自分が口にしているとは思えない。まるで紙かみ粘ねん土どを嚙かみながら話しているようだ。膝ひざに置いた手が、スカートをきつく握にぎり締しめていた。


　──どうすれば？


　答えは出ない。セイとケインが否いなと言うなら、『カンパニー』も無理はできない。まして、組そ織しきの一員に過すぎないミミコに、できることなど何もない。万ばん策さく尽つきたことを、彼女はすでに知っていた。


　そんな、うつむき、肩かたを震わせるミミコを、ジローはちらりと盗ぬすみ見た。目を閉とじ、唇くちびるに微び笑しようを浮うかべる。


「──ミミコさん」


　その優しい声に、ミミコは罪ざい悪あく感すら感じた。張はり詰つめていた意い志しが、いまにも崩くずれそうになる。


「ごめんなさい、ジローさん。でも、あたしはまだ……きっとまだ手は……」


　言いつのるミミコを、ジローはそっと遮さえぎった。


「誠まことに申し訳わけないのですが」


「……え？」


「今こん晩ばん、泊とめて頂いただけるでしょうか？」


　ふっ、と力が抜ぬける。あまりに心ここ地ちよい脱だつ力りよく感に、ミミコは思わず泣きそうになった。


　そうだ。まだジローたちには当面の泊まる場所がある。なら、まだチャンスは残っているはずだ。どんなに時間がかかってもいい。その間はずっと自分が面めん倒どうを見る。特区に暮らすすべての吸血鬼ブラツク・ブラツドに頭を下げてでも、二人の居い場ば所しよを作ってあげなくては。


　──負けるもんか。


　納なつ得とくできないなら足あ搔がいてやる。そうやって自分は、これまでもはい上がってきたのだから。


「……帰りましょっか。あたしんちに」


　ようやくそう言うと、「うんっ」とコタロウが笑って頷うなずいた。いつも通りの、満面の笑顔。こんなときでも、彼の笑顔に作ったようなところはまるでない。だからこそ、見ている者がどれだけ辛つらくても、しっかりと力づけられる。いつもいつも脳のう天てん気きに笑っているのは、ひょっとすると素す晴ばらしい知ち恵えではないだろうか。


「コタロウ君は……」


「ん？」


「……ううん。なんでもない」


　──君は本当に、賢けん者じやなのかもしれないね。


　と、ミミコはくすぐったそうにするコタロウの髪かみを撫なでた。ジローがそれを確かく認にんしてから、ぽんと小気味よく手を打った。


「さあ。じゃあ今晩も厄やつ介かいになるとして、ちょっと早いが寝ねちゃいましょうか。どうせ明日も昼間っからあちこち出歩くんでしょうし。いやはや、吸血鬼には過か酷こくなことです」


「ふふっ。ぼくは兄者と一いつ緒しよにいられるから嬉しいよ。兄者、いつも昼間寝てるから」


「おっ。殊しゆ勝しような口を利きいてくれますね、コタロウ。ところでお前、みかん、と聞いて何か忘わすれていたことを思い出しませんか？」


「みかん？　ぼく、みかんすごく好きー」


「……たまげました。お前、本気で忘れてますね？」


　呆あきれ返る兄に、コタロウは「ほえ？」と首を傾かしげる。そんな兄弟のなんでもない会話に、ミミコはクスクスと自然な可お笑かしさを覚えることができた。


　だが、そんなささやかな時間は、そのときだけだった。


「──クッ！」


　ジローは突とつ然ぜん顔を上げ、公園の入り口をにらんだ。


「おのれっ……いい加か減げんにしなさいっ。まだ懲こりないのですか！」


　ミミコとコタロウが、激はげしい怒ど声せいに身を竦すくめた。しかし、低い笑い声を耳にして、すぐにジローの激げつ昂こうの理由はわかった。


　公園に新たな来らい訪ほう者しやがあった。薄うす闇やみから現あらわれる複ふく数すうの人ひと影かげ。笑っているのは、彼らを率ひきいた人物だった。昼間、浮き市フロート・マートで遭そう遇ぐうした男だ。


「オーギュスト・ワイカー……」


　ミミコがベンチから立ち上がり、コタロウと一いつ緒しよにジローの後ろに回る。


　しかし、公園の街灯が彼らを照らすにつれ、ミミコは昼間とは違ちがう違い和わ感に気が付いた。


　昼に襲しゆう撃げきをかけたとき、彼らは全員歪ゆがんだ優ゆう越えつ感を隠さず、あらゆる言動に傲ごう慢まんさを滲にじませていた。だが、いま。全員がライフルやサブマシンガンを手にし、あのとき以上に物々しい武ぶ装そうを備そなえながら、彼らははっきりと恐きよう怖ふと躊ちゆう躇ちよを見せていたのだ。


　彼らはジローと戦うことに尻しり込ごみしていた。唯ゆい一いつの例外が、不気味に笑うオーギュストである。他の吸血鬼たちは、嫌いや々いや彼の指し示じに従したがっているかのようだ。


「言ったはずだぞ、『銀刀』。私をコケにしたら、ただでは済すまない、とな」


　オーギュストはそう言うと、今度は「ひっ、ひっ」と引きつったような甲かん高だかい笑い声を断だん続ぞく的に上げた。


「見たまえ」


　とオーギュストは手にした得え物ものをジローに向かって掲かかげる。仲間が銃じゆう器きで武装している中、彼だけは違っていた。彼が両手に構かまえているのは斧おのだ。中世風の戦せん斧ぷ。かなりの重量だと思われるが、吸血鬼の膂りよ力りよくなら、玩おも具ちやのようなものだろう。


「刃やいばは銀ぎん製せいだ。クック……生意気な新入りは、こいつで首を刎はねるのが、『夜会カヴン』の儀ぎ礼れいでね」


「……あなたの、ではないですか？」


「クククッ。確たしかにゼルマンは知らないな。構うものか。あいつはどうせ、私たちのことなんか、気にしちゃいないんだ。くそっ。なのにどいつもこいつも、事あるごとにゼルマン、ゼルマンと。『夜会カヴン』の本当の支し配はい者しやが誰なのか、どいつもわかっちゃいないのさ」


　オーギュストの瞳ひとみは、異い様ようなまでに爛らん々らんと輝かがやいていた。そのくせ、戦う前から息が上がっている。浅く速い呼こ吸きゆうを繰り返していた。額ひたいにも、びっしりと汗あせが浮うかんでいる。貴き族ぞく趣しゆ味みのクラシックなスーツを着ているのだが、散々に着き乱みだれており、まるで襤ぼ褸ろをまとっているようだ。


　──変だわ。まるで熱でもあるみたい。


　ミミコの感じた不ふ審しんはジローの目にもあった。スッと細められた瞳を据すえて、彼は貫つらぬくようにオーギュストを凝ぎよう視しした。


「……あなた、妙みようなクスリでもキメましたか」


「だから……私を馬ば鹿かにするなと、言っているんだよ！」


　張り詰めた弦げんが突とつ然ぜん切れたように、オーギュストが突出してきた。彼とてそれなりに場数を踏ふんだ吸血鬼ブラツク・ブラツドだ。その動きは、到とう底ていミミコの目で追える速さではなかった。


　だが、ジローにしてみれば子こ供どもだましだ。彼は最小限の見切りで、斧の切っ先を躱かわした。同時に銀刀を鞘さやに収おさめたまま突き出し、大振りになったオーギュストの鳩みぞ尾おちに突き入れる。


　手加減したとはいえ、敵の踏み込みを完全に逆ぎやく用ようした、無駄のない反はん撃げきだった。が、オーギュストはその攻こう撃げきに足を止めるどころか、さらに前に出て斧を振りかぶった。


　ジローの双そう眸ぼうが鋭するどさを増ます。それでも慌あわてたところは微み塵じんもなく、流れるような足あし捌さばきで孤こを描えがき、敵の後ろを取った。


　斬きる気なら斬れただろう。ジローが斬らないのは、頭の中に、セイの、ケインの、『カンパニー』の、そしてミミコの「立場」があったからだ。


　躱されたオーギュストは、そのまま直進し、斧を振った。足の運びはぎこちないが、斧を振り抜いた速度は、ミミコが肝きもを冷やすほど速い。空気の裂ける音が、手で触ふれそうだった。


　オーギュストは自らの動きに振り回されるように足をもつれさせて転てん倒とうした。そして、のろのろ立ち上がり、もう一度ジローと向き合った。自分が転倒したことに気付いていないような反はん応のうだ。


　ゾクリとジローの背せ筋すじが粟あわ立だった。


　だが──


「……違う。もしそうなら、変化は一瞬。こんな遅ち滞たいはない」


　どのような懸け念ねんを抱いたのかわからなかったが、ジローは自らの疑ぎ惑わくを即そく座ざに否ひ定ていした。


　オーギュストの仲間たちへ、


「どういうことですっ？　彼に何をしました？」


「……し、知らんっ。知るものか！」


「くそっ。おれはもう抜けるぞ。ゼルマンはそいつを帰したんだ。これ以上関かかわる意味はない」


　一人が怖おじ気けづいて退たい却きやくすると、あとはあっという間だった。一発も発はつ砲ぽうすることなく、吸血鬼たちは潰かい走そうした。もとより、昼間の件けんで十分痛いたい目を見ているのだ。彼らの判はん断だんは誤あやまりではない。


　だがオーギュストは動かなかった。仲間に見捨てられ、一人取り残されても、一向に焦あせりを見せない。


「屑くずどもめ」


　と逃げる仲間を見ようともしない。


「気にするな、『銀刀』。所しよ詮せんは小物だ。組そ織しきや集しゆう団だんに縛しばられた、吸血鬼の面つら汚よごしさ。それより私だ。私を見たまえ。勝負を続けようじゃないかね」


「戯ざれ言ごとを」


　と、ジローの瞳に怪あやしい光が灯ともり、彼の唇くちびるから白い牙きばが伸のびた。統とう制せいされていたジローの気配が、ぐんと高まって周囲を威い圧あつする。


　ミミコとコタロウは、まるで空気の壁かべに衝しよう突とつしたような感覚さえ覚えた。なのに、オーギュストは髪を振り乱したまま、いよいよ興こう奮ふんし息を荒あらくした。


「さすがだ、『銀刀』。その力。だが、見ていたまえ。すぐ認みとめさせてやるからな」


「……これだけ明めい確かくに力の差を見せられてもわかりませんか。やむを得ません」


　ジローは言い放つと、銀刀を抜いた。ミミコが息をのむ。


「ククッ。私を斬きるか？　『銀刀』？」


「……貴き様さまを斬るわけではない。『敵てき』を斬るまで」


　音もなく水みな底そこに沈しずんでいくように、ジローの気配が静かで鋭いものへと収しゆう斂れんされていった。


　切れ長の黒い瞳に、感情のない冷たい光が宿る。熱にうなされるようなオーギュストとは対照的だ。


　そんなジローを見て、オーギュストは顔を歪ゆがめながら笑った。勝ち目がないのは明白だというのに、勝負を本気で楽しんでいる。


「最初からこうするべきであったわ。なんだって私は、ゼルマンの顔色をうかがったりしたのだろうな。こんな興奮は久ひさしぶりだ。クック。お前はどうなんだ。なんとか言いたまえよ、『銀刀』」


「ジローさん、駄目！　いま問題を起こしたら、みんなに口実を与あたえるだけよ！」


　ミミコが叫さけぶ。湖面のようだったジローの双そう眸ぼうに揺ゆらぎが生じた。


　が、より顕けん著ちよに反はん応のうしたのはオーギュストだ。


「黙だまれ！」


　彼は怒いかりの形相でミミコを怒ど鳴なった。怒声が形のない砲ほう弾だんのようにミミコの周囲で弾はじけた。


「人間如ごときが口を挟はさむなっ。吸血鬼ブラツク・ブラツドとは、本来かくあるべきなのだっ。いかなる掟おきてにも、情じようにも、利害にも縛られることのない怪かい物ぶつ。己おのれの欲よく望ぼうに忠実な魔ま物もの。それこそが、吸血鬼だ！　違ちがうかね、『銀刀』!?」


「……違いますねえ」


「な、なんだとっ！」


　ジローは肩かたの力を抜ぬいた。オーギュストと向き合ったまま、「済すみません。ちょっと苛いら々いらしてたもんで」と背はい後ごのミミコに声をかけた。


「ふざけるなっ。真しん剣けん勝負のはずだぞ！」


「誰が決めました、そんなこと」


　ジローは普ふ段だんのペースを取り戻もどすと、相手を小こ馬ば鹿かにする冷れい笑しようを刻きざんだ。


　カチャン、と銀刀を返して、逆さか刃ばに構かまえる。


「殺しはしません。頭かち割わって差し上げますから、大人しくゼルマンに突つき出されなさい」


「お、お、おのれっ。まだ私を嘲ちよう弄ろうするのかっ」


　バリバリと、オーギュストの歯は軋ぎしりは、ミミコの元にまで聞こえてきた。


「いいだろう！　ならばなんとしても貴様に私を認めさせてやるぞ。約束するぞ、『銀刀』。必ず貴様に火を点つけてやる！」


　オーギュストは斧を頭上に振りかぶって突進してきた。大口の割りに、なんの技ぎ巧こうもない。が、間合いを詰め切るより早く、彼は振りかぶっていた斧をジローに投げつけた。そして、ジローがそれを躱かわす間に、直進方向を曲げた。運うん河がに向かう気だ。


「むっ」


　それでもなお、斬きろうと思えば斬れたのだが、ジローは跡あとを追わなかった。間を置かず、夜の公園に何かが落ちる水音が響ひびいた。


　ジローは運河に近づくと、オーギュストの消えた水面を用心深く見つめていた。しばらくすると完全に見失ったのか、幾いく分ぶん拍ひよう子し抜ぬけした様子で刀を鞘さやに戻した。


　ミミコとコタロウが駆かけ寄よってくる。ジローは肩を竦すくめた。


「逃にがしたのは拙まずかったですかね」


「ジローさんが無事ならいいわ」


「これはどうも。といっても、あんなの相手に無事もないもんです。それより、気付きましたか、ミミコさん。あの男、昼間と比くらべると明らかに様子がおかしかった」


　ジローは気軽に尋たずねたが、彼の目は真剣だ。ミミコも神しん妙みような面おも持もちで頷うなずいた。


「やけっぱちになった、っていうのとも違う気がしたけど」


　一番近いのは、酒に酔よった感じだろうか。「風か邪ぜでも引いたのかな？」とコタロウは言ったが、さすがにそうは思えない。


「まあ、我われ々われだけで考えても埒らちが明きません。吸血鬼が暴ぼう発はつするのは多々あることですしね。特区はよく持っていますよ」


　吸血鬼にとって、狂きよう気きとは特別なものではない。人の意い識しきを持ちながら人と異ことなる生せい態たいで生きるのだ。長きにわたる孤こ独どくも、往おう々おうにして彼らの精せい神しんを蝕むしばむ。だが、何より彼らの黒い血は、自然界の秩ちつ序じよとは相あい容いれないものだ。彼らは、その存そん在ざいの根こん幹かんに、始めから狂気と激げき発はつを抱かかえているのである。


「今日のところはアパートに戻もどりましょう。連中の襲撃も、今晩はお終しまいです」


　結局、三人は不審感を抱かかえながらも、そう結けつ論ろんするしかなかった。





　夜の静せい寂じやくに遠く響ひびく。


　爆発の音が聞こえてきたのは、その二分後のことだった。
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　火はすでに鎮ちん火かしつつあった。


　放火というよりは、まさに爆発で吹ふき飛ばされたのだろう。それでも、跡あと形かたもなく崩くずれた壁かべからは燻けぶった黒こく煙えんがたなびいているし、前の通りに立っていても、焦こげ臭くさいにおいが漂ただよってきている。


　野や次じ馬うまの中に紛まぎれながら、ミミコはしばらくの間ぼんやりと放心したようにアパートを見上げていた。


　爆発音と共に、膨ふくれあがった灰はい色いろの煙けむり。その煙に包ほう装そうされているような、真っ赤な炎ほのお。それは暗い夜空を背はい景けいにとても鮮あざやかで、あの明かりをこちらの方角に見たときから、こういう光景は想そう像ぞうしていたのだ。


「……よかったわ」


　と、ミミコはアパートの前に立ち、無む惨ざんに破は壊かいされた三階の自室を見上げ、つぶやいた。


「よかったですって！」


　ジローが──彼には希け有うなことに──感情をむき出しにして叫さけんだ。


「何がよかったというのですかっ!?　こんな卑ひ劣れつな真ま似ねをされて、どこがよかったと？　正面から戦おうともせず、爆ばく弾だんを仕し掛かけて爆破するなど……しかも少し関かかわっただけの、一番弱い者を狙ねらって！　このような愚ぐ劣れつ極きわまる仕打ちを受けて、一体何がいいものですか！」


　両手を振ふり回すジローに、「だって」とミミコは掠かすれた声で言う。


「ほら。吹き飛んでるのって、あたしの部屋だけじゃない。お隣となりさんは無事だったみたいだし……ぼろいぼろいって文もん句くばかり言ってたけど……案外基き礎そはしっかりしてたんだ。ちょっと……感動しちゃった」


「感……！」


　あまりに激しい憤いきどおりをもてあまし、ジローは血が滲にじむほど拳こぶしを握にぎり締しめた。


　ミミコはといえば、妙にさばさばと肩かたを竦すくめる。


「考えてもみてよ。これで周りにまで被ひ害がい出してたら、『カンパニー』は大打撃よ？　あたしだって辛つらいし……それを防ふせいでくれたんだもん。このアパートには、感かん謝しやしなきゃね」


　そう言って、夜の倉庫街にどっしりたたずむ年季の入ったアパートを、ミミコは感かん傷しようを嚙かみしめながら眺ながめた。


　ここに越こしてきた日のことは、いまでもよく覚えている。ストリート・チルドレンだったところを『カンパニー』の上司に拾われ、事じ務む所しよに住み込んだ半年間。特区中の物ぶつ件けんを当たり、ようやく貯たまった給料で、この部屋の契けい約やくを交かわしたのだ。


　お湯の出が悪いことや、玄げん関かんの立て付けが悪いこと。停てい留りゆう所じよから遠いことや、近くにお洒落しやれな店がまるでないこと。気が付いたことが何もかも文句の種になった。いまにもっと良い所に住んでやる、すぐにこんなボロアパートは出て行ってやると、そんなことばかり毎日のように考えていた。


　それでも、この場所は寒さや雨風からミミコを守り、身の危き険けんからミミコを守り、何より一人の人間としての尊そん厳げんを、守ってくれた。ここを借りて生活している間は、仕事が辛くても、一人が寂しくても、自分は真っ当な人間として生きているんだという実感を、彼女に与あたえてくれたのだ。


　そして最後も、ミミコの調停員コンプロマイザーとしての立場を守り、他人を巻まき込こまずに済すんだという安あん堵どを与えてくれた。


　古い、汚よごれたアパートは、ミミコを次のステージに送り出すかのように、静かにたたずんでいる。


　こんな安やす普ぶ請しんに住む人間は限かぎられている。その多くはミミコと同じように、いつかここを抜け出して、より豊ゆたかな生活を送ることを夢ゆめ見みているだろう。ここはそんな、実力の伴ともなわないまま将しよう来らいを夢見て努力し続ける者たちに、ひと時の寝ね床どこを与えてくれる避ひ難なん場所だった。きっとこのアパートは、外観に刻きざまれた歳さい月げつと同じだけ大おお勢ぜいの人々を、次の生活へと送り出してきたに違いない。ミミコも今夜、その中の一人に加わった。


　──ありがとう。


　とミミコは胸むねの中でささやいた。


　どうやら、公園で感情を吐はき出したのがよかったらしい。ミミコは自分でも驚おどろくほど落ち着いていた。


　彼女の傍かたわらでは、驚きよう愕がくから覚めたコタロウが、「うっうっ」と洟はなをすすり泣いていた。怒いかりの収おさまらないジローが、ぐずつく弟を叱しかりつける。


「泣くなっ、コタロウっ」


「だって……だって兄者。こんなのミミちゃんが……」


「泣くな！　彼女が泣いていないんですっ。お前に泣く資し格かくはない！」


　兄の怒声に、コタロウは全身を震ふるわせた。だが、やがて小さく頷くと、必死に両目を擦こすり、赤くなった瞳でキッと顔を上げた。


　遠方からサイレンが聞こえた。徐じよ々じよに近づいてくる。ミミコはジローの手を引いた。


「離はなれるわよ」


「……しかし」


「いいから。ここであたしたちが事じ情じよう聴ちよう取しゆとか受けると面めん倒どうなことになるもの。大だい丈じよ夫うぶ。こういうときは『カンパニー』を通せば片かたが付くから」


「私が言っているのは、そういう問題ではありませんっ」


「そういう問題よ」


　ミミコはつかんだジローの腕うでに両手を重ね合わせた。


「いい、ジローさん。これから『カンパニー』に行きます。あたしの上司に報ほう告こくして、然しかるべき対たい応おうを取ってもらうわ。それからあなたたちのことと、セイさんやケインさんの言ってたことも正直に話した上で、今後の対たい策さくを練る。安心して。上司が駄だ目めだって言っても、あたしは絶ぜつ対たいに諦あきらめないから。あたしは必ず、ジローさんとコタロウ君を、特区に住まわせてあげる」


　必要以上の気負いもなく、しかししっかりと芯しんの通った瞳で、ミミコはジローの目を直視した。


　ジローは唇くちびるを痛いたいほど嚙かみ、何も答えなかった。ミミコは彼の返事を待たなかった。コタロウに声をかけると、黙だまったままのジローの手を引いてその場を離れた。そして二度と後ろを振り返らなかった。





　ジローはミミコに腕を引かれながら走った。目の前でミミコの髪が揺ゆれている。


　公園で打ちのめされていた彼女と、いまこうして彼を先せん導どうする彼女。赤い血の、なんと強く、目ま映ばゆいことか。


「……いいでしょう」


　誰にも聞かれることのない小声で、ジローははっきりと言った。


「認みとめてやります、オーギュスト・ワイカー。お前は私に火を点けた。吸血鬼ブラツク・ブラツドのなんたるか。骨ほね身みに刻きざんで差し上げます」
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　倉庫街に流れる運うん河が。


　その広い河かわ面もの中なか程ほどに、旧市街区オールド・ヤードで見かけるような小こ舟ぶねが一艘そう浮うかんでいた。


　まるで大洋に落ちた木の葉である。波にさらわれた漂ひよう流りゆう物ぶつのようだ。


　と、舟を覆おおっていた防ぼう水すいシートがもぞもぞ動き、その下から腹はら這ばいになっていた男が顔を出した。
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　二十代の青年だ。ひょろりとし、背が高い。あごには無ぶ精しようひげが残っているが、ひどく童顔なため、子こ供どものような印象があった。昼間、『カンパニー』の事じ務む所しよでヒバリの話を聞いていた青年である。


　彼は首から双そう眼がん鏡きようを下さげていた。どうやら、舟にうつぶせになったままシートを被かぶり、その双眼鏡で岸を眺ながめていたらしい。長時間同じ姿し勢せいを取っていたのだろう。起きあがった青年は、「うーん」と伸のびをして腕を回した。


「あー冷や冷やした。まさかオーギュストがあんなに早く、しかも直ちよく接せつ出向くとは思わなかった。まだ……えーと……三時間四十七分しか経たってないじゃないか。ここでバレたら台無しだよ。あーやばかった。もっと根は臆おく病びようだと思っていたのに。案外熱血の人だったのだねえ、人じゃないけど」


　青年は飄ひよう々ひようとした不思議とつかみ所のない喋しやべり方で独ひとり言を口にした。


　野や暮ぼったい四角い眼鏡と、ありきたりなデニムシャツにチノパン。誰が見ても冴さえない大学生という姿ながら、愛あい嬌きようだけはあるようだ。顔つきといわず、言動といわず、何か人ひと懐なつっこい空気を持っているのだ。


　彼はもう一度双眼鏡をのぞき込みながら、


「事前にさんざん実験しといて正せい解かいだった。けど、ああまで『銀ぎん刀とう』とこじれたんじゃあ、彼を放ほうっておくわけにもいかないな。早そう急きゆうにどうにかしないと。ここはまたヤフリー君にお願いするしかないかな。でも、浮き市フロート・マートのときみたく、やんちゃな真ま似ねはしちゃ駄だ目めだよ？　あんな風に『銀刀』の目に付く行動を取るなんて。お兄ちゃん、焦あせっちゃったよ。それに君、水上バスで移い動どう中もちょっかい出したろ？　お兄ちゃんはちゃんと知ってるぞ。これ以上わがまましたら、お姉ちゃんに言いつけるからな。──なーんて。冗じよう談だん冗談。そろそろお姉ちゃんの耳にも『銀刀』の話は行ってるだろうし、下へ手たに刺し激げきしたら嚙かみ付かれちゃうよ。あのアマときどきマジとしか思えない殺気で襲おそってくるから。あ、もちろんそんなお茶目も彼女の魅み力りよくなんだけどね。聞いてる？　ヤフリー君？　いまのはオフレコだよ？　男同士の秘ひ密みつだからね。ヤフリー君？　ヤフリー？」


　調子良くぺらぺら喋っていた青年が、双眼鏡を外して後ろを振り返る。が、舟には彼以外誰も乗っていない。彼は「おや」とつぶやいて、防水シートを捲めくった。


　舟底に一枚まいの紙キレが落ちていた。つまみ上げ、闇やみ夜よの中で目をこらす。





『やっぱ行く』





　紙には、殴なぐり書きでそうあった。サーと青年の顔から血の気が引いていく。


「え？　何？　まさかあいつ……しし、しまった、いつの間に！　岸をのぞくのに夢む中ちゆうで、全然気付かなかったっ。行くって、まさかこれから？　これから行ったの？　そりゃ拙まずいって、ヤフリー君っ」


　青年は大おお慌あわてで立ち上がり、防水シートに足を引っかけ転倒した。小舟がぐらぐら、笑うように揺れる。


「……てーっ」


　と額ひたいを押さえながらも、青年は懸けん命めいに起きあがり、小舟の後ろに取り付けた電動モーターのスイッチを入れた。


「くそー。ジョアンの疫やく病びよう神がみめっ。最後まで祟たたってくれるなあ」


　弱り切った顔で不平をもらす青年を乗せて、小舟が運河を走り出す。


　しかし、ちょうどそのとき、彼の胸むねポケットで携けい帯たいが着信を告げた。弟か、と思った彼は、喜び勇んで携帯を取り出し、そこに表ひよう示じされた相手の番号を見て、


「あうち……」


　と額を押さえた。しばらくは聞こえない振りをしていたのだが、呼び出しが延えん々えんと続くと、嫌いや々いやながらに携帯に出た。


「……もしもし？　やあ、お姉ちゃん。久ひさしぶりだねー」


　空々しい乾かわいた声で話しかける。それからおっかなびっくり、弟の勇み足について言い訳わけを開始した。


　そうする間にも舟は快かい適てきに進んでいく。


　運河の流れ込む東京湾わん。その先に広がる太平洋。そのさらに先の南の海上には熱帯性高こう気き圧あつがあり、徐じよ々じよに勢せい力りよくを強めながら北上を続けていた。





　特区は、世界中の血族が集まる吸血鬼ブラツク・ブラツドの大都である。それ故ゆえに、他の都市にはない様々な軋あつ轢れきも存そん在ざいしている。『銀刀』の特区来訪は、そんな軋轢を表面化させる、恰かつ好こうの呼よび水となった。


　そして実のところ、特区を巡めぐる軋轢の数々は、まだ半分もその姿すがたを現あらわしてはいなかったのである。









　　四章　事じ情じようの飽ほう和わ点てん
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　携帯で連れん絡らくを取った上司は、すでにアパートの爆ばく破はを知っていた。のみならず、大まかな事情もつかんでいるようだった。伊だ達てに『カンパニー』幹かん部ぶに名を連ねてはいないというべきだろう。


　上司はミミコの連絡を受けると、余よ計けいな叱しつ責せきや事情説明を求めようとはせず、すぐさま彼女に新市街区ニユー・ヤードにあるホテルに来るよう指し示じした。『ホテル・キャメロン』。ウォーロック家の経けい営えいする高級ホテルだ。そこは、特区における重大な決定が行われる際さい、吸血鬼ブラツク・ブラツドと人間の別なく、その決定に不ふ可か欠けつな人物たちを招しよう集しゆうするのに使用されるホテルだった。


　ジローとコタロウを客室のひとつに残し、ミミコは最上階を目指した。


　エレベーターの中は鏡かがみ張ばり。天てん井じようには小さなシャンデリア。いつもなら緊きん張ちようで息もできなくなるところを、ミミコはしっかり自分を保たもっていた。


　チンと澄すんだ音がしてドアが開く。目の前の壁かべに『メンバーズ・オンリー』の文字。文字の前を横切り、廊ろう下かを右へ。


　角に、スーツ姿の男性が立って、ミミコを待っていた。ミミコは彼の姿を見て、震ふるえる吐と息いきをこぼした。どれほど自分が迷まよい悩なやみ、彼の指示を求めていたか。それを改めて実感した。


　ミミコは彼に近づくと、直立したあと深く頭を下げた。


「陣じん内ない部長。申し訳わけ、ありませんでしたっ。あたし……」


「あとだ。来なさい」


　短く告げ、陣内は先に立って廊下を歩き出した。急いでいる風だが、歩調は落ち着いている。ミミコは半歩遅おくれて上司のあとに続いた。


　前方を見たまま、陣内が部下に確かく認にんする。


「彼らは？」


「二○二号室です。その……二人がこのホテルにいることは、まだ伏ふせていた方がいいかと思いましたから」


「悪くない判はん断だんだ。君の方に怪け我がは？」


「ありません」


　歩きながら答えると、陣内は小さく頷うなずき、それ以上何も聞かなかった。仕方なくミミコは自分から口を開けた。


「報ほう告こくすることがあります」


「わかっている。だが、いまはいい。これから、他のお偉えら方がたの前で報告してもらうことになる」


　──やっぱり……


　ミミコが生なま唾つばを飲む。このホテルに来いと言われたときから覚かく悟ごはできていたが、やはりトップ会議が開かれているのだ。それも、『カンパニー』内部に留とどまらない、特区そのもののトップ会議が。


　部下の緊張を察したのか、陣内は廊下を進みながら、ちらっとミミコを振り返った。


「硬かたくなる必要はない。お前は聞かれたことに簡かん潔けつに答えればいいんだ。主しゆ導どうは私が取る」


「でも……」


　ミミコは思い詰つめたような声をもらし、縋すがる思いで上司を見た。


「部長。龍りゆう王おうとウォーロック家は、『銀ぎん刀とう』の受け入れをはっきり拒きよ絶ぜつしました。彼を特区から追い出すつもりです。あたしは、そんな意向に添そう気にはなれません」


「私もだ」


「え？」


　あまりに率そつ直ちよくな──しかもすべてを承しよう知ちしているかのような返事に、ミミコは思わず陣内の横顔を見つめた。


「部長？　あの……」


「詳くわしくは知らんよ。と言うより、この二日間、実際に何があったのかを知っているのは、君と彼らだけなんだ。それでも、私には私なりの考えがあり、それはおそらく君の考えと同じ方向に向かっている」


　そして、陣内はもう一度部下を横目に見た。わずかだけ、いつも仏ぶつ頂ちよう面づらを浮うかべる神しん経けい質しつな彼の唇に、共きよう犯はん者しやめいた微び笑しようが浮かんだ。


「君は、よくやった。あとは私に任まかせておけ」


「部長……！」


　思いも寄よらぬ熱い思いが、ミミコの胸むねを温あたたかに満たした。心強い、とはこのことだ。陣内は、複ふく雑ざつ怪かい奇きな特区の事情に精せい通つうし、その中で自らの意い志しを通す方法を知っている。頼たよれる大人がいるということは、こんなにもありがたいことなのである。


「部長ぉ……恰好いいですっ」


「当然だ」


　目を潤うるませる部下の讃さん辞じを、陣内は涼すずしい顔で受け止めた。


　そして廊下の突き当たりに出る。


　オーク材でできた両開きの扉とびらには、左右に背の高い吸血鬼ブラツク・ブラツドが控ひかえていた。共に欧おう州しゆう系けい。ケインの血族の者だ。陣内が合図を送ると、二人は無言のままドアを開けた。


　少し大げさに想像していたより、さらに二回り広い部屋だった。しかし照明は極力抑おさえられ、クラブかバーのような高級な薄うす闇やみに包まれている。


　暗い色調に浮かび上がる、カウンターとスツール。ＡＶデッキとキャビネット。その他、値ねが張るだけでなく、その値段以上の価か値ちを持つ調度品の数々。いずれも出過ぎた主張をすることなく、室内のあるべき場所に収おさまっていた。


　床ゆかはワインレッドのカーペットで、部屋の中央が人工池のように一段、二段と低くなっている。そこに、幾いくつかのローテーブルと、ソファが並ならんでいる。


　そのソファに、特区の支し配はい者しやが顔を揃そろえていた。


　向かって右手に、ゼルマン・クロック。


　ブラックのニット帽ぼうにブラックのジャージ姿すがたで、ソファに腰こし掛かけ、組んだ足をテーブルに投げ出している。口にはくわえ煙草たばこ。両手はズボンのポケットで、見るからにやる気がない。しかし、ミミコが部屋に入ると、ようやく話せる奴やつが来たとばかりに、気安い視線を向けてきた。


　ミミコは無視。が、自分の美び貌ぼうを平然と黙もく殺さつしてのける彼女を、ゼルマンはかえって気に入ったように目を細めていた。


　向かって左手には、ケイン・ウォーロック。並ならんで、セイ。


　ケインはどっかとソファに腰を下ろして投げやりなゼルマンをにらみつけ、セイは大人しく座ったまま、じっと何かを考え込んでいた。


　二人ともミミコとは後味の悪い別れ方をしたばかりである。しかも別れた直後、ミミコは襲しゆう撃げきを受けて、アパートまで吹ふき飛ばされた。そのことも聞いているのだろう。入室した彼女に対し、二人は、単に気まずいという以上の、詫わびるような表情を見せた。


　ミミコは二人に軽く微笑ほほえむ。形式的でもなく強こわ張ばってもいないごく普ふ通つうの笑顔を見て、吸血鬼たちは共に意外そうな顔になった。


　そして、真正面には二人の男。一人は陣内と同年代の中年男性で、もう一人は無表情な初老の男だ。


『カンパニー』会長、尾お根ね崎ざきミタカ。その片かた腕うで、情報部の張雷考ジヤンレイカオ。


「よく来てくれた」


　と尾根崎が最初に口を開けた。


「自じ己こし紹よう介かいはいいよ、葛かつら城ぎミミコ君。アパートの件けんは聞いた。気の毒に思うが、君が無事で何よりだった。新しい住じゆう居きよを決めるまでは、本部がホテルを用意するから安心してくれたまえ」


「……ありがとうございます」


　それが、ミミコが自分の会社の会長と交かわした、最初の会話だった。


　緊きん張ちようしているのがわかる。しかし、のまれてはいない。自分は、自分の意い志しをはっきりと持ち、冷静に考えることができている。


　大だい丈じよ夫うぶだ、とミミコは自らに言い聞かせた。


「張。爆破事件の方、マスコミはどのように報道している？」


「ガス漏もれの事じ故ことして納なつ得とくさせました。昨日の今日だけに勘かんぐる輩やからも多いようですが、事故現場は場末ですからな。テロと報じるには無理があるでしょう。部屋の住人は本土に旅行中で留る守すだったということにしております。君も、そのようにな」


　最後の台詞せりふはミミコに向けたものだ。ミミコは「はい」と慎しん重ちように頷いた。


　ほんの一時間前のことである。さすがは『カンパニー』が誇ほこる情報部だ。対応は迅じん速そくだった。


　すると、黙っていたセイが、腰を上げてミミコに向き合った。


「ミミコ。申し訳ない」


　子こ供どもが両親に謝あやまるように、ぺこりとセイが頭を下げた。特区最年長古血オールド・ブラツドの謝しや罪ざいに、尾根崎や張、それに陣内が、無言のまま動揺を見せた。セイの誠せい意いと上司たちの反はん応のうが、むずがゆいようで、少し気持ちいい。


「気になさらないで下さい。調停員コンプロマイザーの仕事にトラブルは付きものです」


「借かりができた」


「ふふ。そんなこと仰おつしやると、真まに受けちゃいますよ？」


　どうもコタロウと同じ年代に見えるため、態たい度どが子供相手のそれになる。親しげな表情を見て、セイの顔色はわずかに晴れた。隣となりで陣内が咳せき払ばらいをするので、ミミコはそれ以上馴なれ馴れしい態度は慎つつしむことにした。


「……貴き様さまからも、何か言うことはないのか、ゼルマン」


　硬かたい声で咎とがめたのはケインだった。


「配下の不始末だぞ。しかも、卑ひ劣れつ極きわまりない。仮かりにも八百年の時を生きた古血オールド・ブラツドならば、恥はじを知ったらどうだ」


　敵てき意いを隠かくさぬ糾きゆう弾だんに、被ひ害がい者であるミミコの方が冷や汗あせをかいた。ゼルマンはうざったそうにケインをねめつけたあと、くわえ煙草のままミミコに尋ねる。


「『銀ぎん刀とう』は、あの馬ば鹿かを逃にがしたらしいな？」


「はい。運うん河がに飛び込んだもので」


「斬きっちまえばいいものを。だらしねえ奴やつだ」


「ゼルマンっ。それが部下のしたことに対する態度か！」


「うるさいぞ、ケイン。奴はオレの部下じゃないし、配下にいるわけでもない。だいたい、お前はオーギュストを庇かばってるのか、責せめてるのか、どっちなんだ？」


　ゼルマンは白はく皙せきの美び貌ぼうに、ひやりとした冷れい笑しようを乗せた。


「やられたのはお前じゃなく、お前が放り出した『銀刀』だ。奴が気にくわなかったなら、斬ればよかった。それだけのことだろうが」


「……いつまで暗黒時代を引きずっている。この特区で、そうそう銀刀を抜ぬかれてたまるか」


　ケインは憤ふん懣まんやるかたないといった様子で吐き捨てた。ゼルマンは反はん論ろんしなかったが、それはケインの台詞せりふに口を封ふうじられたのではなく、単にそれ以上彼と言い合うのがおっくうだからのようだった。昼間も同じ感想を抱いだいたのだが、怠たい惰だ、というのが、彼の基き本ほん的なスタイルらしい。


　ケインはゼルマンの非協力的な態度を無視し、一同を見回した。


「ここに集まった者を相手に、言葉を飾かざっても意味があるまい。単刀直入に言おう。今回の件けん、オーギュスト・ワイカーには相そう応おうの代だい償しようを払はらわせる。ウォーロック家の名めい誉よにかけてな。だが、いま話し合うべきは、彼個こ人じんの罪ざい科かではあるまい。第二、第三のオーギュストを生まないための方ほう針しんについて検けん討とうすべきだ」


　ケインが一度言葉を切る。誰だれからも反応はなかった。だが、全員彼の意見を認みとめている。もとより、この会合はそのために開かれたものに違ちがいないのだ。オーギュストの襲撃は、単なるきっかけに過すぎない。


「最初に、協定血族の盟めい主しゆとして、俺おれと龍りゆう殿どのの意見を述のべさせて貰もらう。我われ々われは、『銀刀』望もち月づきジローを特区に受け入れるつもりはない。これは協定の理念に反するかもしれないが、今回ばかりは例外だ。我々には、特区に暮くらす、より多くの人と吸血鬼ブラツク・ブラツドの安全を守る義ぎ務むがある。この都市は若わかい。いまだ多くの軋あつ轢れきを抱かかえている。彼個人に問題がなくとも、彼の存そん在ざいは特区の諸しよ勢せい力りよくを徒いたずらに刺し激げきするだろう。火種になるとわかっている人物を、あえて定住させることはできない。彼には悪いが、他の地に安あん寧ねいの場所を見つけて貰うしかあるまい」


　ケインの声は朗ろう々ろうと広い室内に響ひびき渡わたった。大声ではないが、声に力がある。彼の言い分以上に、彼の強い意い志しを印象に刻きざむ喋しやべり方だ。


　ミミコは素す早ばやく他の出席者たちの反応を探さぐった。


　セイは無言だが、公園のときと同じように、苦く渋じゆうを隠かくしているのが見て取れる。陣内は普ふ段だん通りポーカーフェイスで、その胸きよう中ちゆうは量はかれない。張のガードは陣内以上に強固で、ほんのわずかな隙すきも見当たらなかった。仮に交こう渉しよう相手となれば、恐おそろしく手て強ごわい相手になるだろう。


　尾根崎には反応があった。微かすかにひそめられた眉まゆは、ケインの発言が彼にとって芳かんばしくないものであることを物語っている。つまり尾根崎はジローを擁よう護ごする気だったのだ。ミミコはゼルマンが、『カンパニー』が『銀刀』を欲ほしがっていると言っていたことを思い出した。


　そのゼルマンは、もっとも顕けん著ちよな反応を示しめした。


「そりゃいいや」


　と、くわえた煙草たばこを上下に振ふりながら、ポケットから手を抜き、ソファの背せもたれに腕うでを回した。


「じゃあ奴はオレがもらおう。退たい屈くつ凌しのぎには持ってこいだ」


　ゼルマンの態度は予期していたのだろう。ケインが慌あわてた様子もなく、彼を見み据すえた。


「それがどういう結果を招まねくか、考えているのか、ゼルマン・クロック」


「悪いな、ケイン。お前よりは長く生きてるが、予よ知ち夢むの類たぐいは、まだ見たことがない」


　ゼルマンの唇くちびるには、氷点下の冷れい笑しようが張はり付いたまま消えなかった。冷たい、というよりは、触ふれれば火傷やけどする類の冷笑である。


　だがケインは自分より年長の吸血鬼に、恐れることなく意見する。


「……ウォーロック家は特区の秩ちつ序じよを守る義務を、自らに課している。危き険けん分子が必要以上に力をつけるようなら、それを叩たたくに格かく別べつの理由を求めたりはしない」


「ここはいつからウォーロック家の植民地になったんだ？」


「ここを維い持じしているのは我われらだ。自じ堕だ落らくに惰だ眠みんを貪むさぼるだけの男から、とやかく言われる筋すじ合あいはない」


「出たな、高貴なる義務ノブリス・オブリージユ　。やだねえ。これだから帝てい国こく主しゆ義ぎの生まれは」


　鷹たかのようなケインの眼がん光こうを、血の色をしたゼルマンの瞳ひとみが受け止める。


　二人の間には、肌はだが痛いたくなるような空気が横たわっていた。しかし、吸血鬼が戦せん闘とう態たい勢せいに入ったときのような、プラズマが吹ふき荒あれるのに似にた危険は感じない。どちらも感情的になっているようで、十分に力をコントロールしているのだ。


　古血オールド・ブラツドが言い争う間、人間たちも忙せわしなく視し線せんを交かわし合っていた。尾根崎と張。張と陣内。そして陣内と尾根崎。口に出さずとも互たがいの意志を確かく認にんし、顔色ひとつ変えず、会議を進める段取りを修しゆう正せいし続けている。


　──さすが、したたか。


　とミミコは舌したを巻まいた。自分には、まだまだ真似できない。


「……珍めずらしいですな、ミスター・ゼルマン」


　と、二人の口こう論ろんが途と絶だえた隙を突ついて、巧こう妙みようなタイミングで張が発言した。


「日ひ頃ごろ世せ俗ぞくから遠ざかる貴方あなたが、なぜそんなに『銀刀』にこだわられるのでしょう。よろしければお教え願いますかな」


　張が礼れい儀ぎ正ただしく質しつ問もんすると、煙草を灰はい皿ざらにもみ消しながら、ゼルマンは鷹おう揚ように顔を向けた。


「こだわるってほどでもないけどな。前々から奴には関心を持っていた。今日会って、なかなか愉ゆ快かいな男だってこともわかった。弟の方なんか傑けつ作さくだぜ？　お前も会ってみろよ、『杭打ち師パイル・キラー』張。元吸血鬼ハンターなら、連中の噂うわさぐらい耳にしてるだろ？」


　古いあだ名にも、張の表情は動じなかった。驚おどろいたのはミミコの方だ。情報部の部長が、元吸血鬼ハンターとは知らなかった。しかも『杭打ち師パイル・キラー』といえば、その筋では高名だ。『九龍クーロンショック』より以前から吸血鬼を狩かってきた、古こ豪ごうのハンターである。


　その張が、静かに、落ち着き払はらった口調で言う。


「……賢けん者じやの血には手を出すな。この世界では不ふ文ぶん律りつだったと思いますが？」


　ケインとセイが張の台詞せりふに鋭するどい目を向ける。一方、尾根崎の目には疑ぎ問もんが浮うかんでいた。彼はそのことを聞いていなかったのだ。


　もっとも、そんな風に自らの弱みを垣かい間ま見みせたのは一いつ瞬しゆんで、次の瞬間には尾根崎は平静に戻もどり、しかも他者の顔色を素す早ばやく探さぐっていた。自分の知らない情報を、誰が知っていて誰が知らないのか。


　──う。


　と思ったときには、ミミコとも目が合っている。視線はすんなりと逸そらされたが、彼女は、自分が知っているという事実を彼に悟さとられたことがわかった。彼の目には、情報量で一社員に劣おとっていたという怒いかりや恨うらみはまったくなかった。ただ機械のように必要な事実を確認しただけだ。それがかえって恐おそろしい。


　すぐさま、ゼルマンと対たい峙じする張に代わり、陣内が会長へ、あとで説明する、という旨むねを無言で知らせるのがわかった。彼のフォローに尾根崎がほんの数ミリ頷き、注意を張とゼルマンに戻す。ミミコの胃がキリキリと痛み始めた。特区が魔ま都となら、ここはまさしく伏ふく魔ま殿でんだ。


「手を出すとは人聞きが悪い。オレはただ話をしただけだぜ」


　ゼルマンが気楽な口振りで答えた。彼だけはピリピリしたところもなく感じるが、そんなわけはない。食わせ者というなら、彼こそ一番油ゆ断だんならぬ人物だ。


「それにだ。オレは、賢者の血けつ統とうだから連中に興きよう味みを持ったってわけじゃない。オレが一番気になってるのは兄あに貴きの方で──より正せい確かくに言うなら、『銀ぎん刀とう』に興味があるのさ」


「……ほう。ゼルマンともあろう者でも、世の流る言げんには惑まどわされるらしいな」


　皮肉な口を利きいたのはケインだった。彼は慇いん懃ぎん無ぶ礼れいから慇懃を抜かしたような目つきで、年長者を眺ながめた。


「『銀刀』は聖せい戦せんにおいて、驚きよう嘆たんすべき成果を上げた。その点は俺も認めるに吝やぶさかでない。実じつ際さいあいつの働きがなければ、戦いくさの趨すう勢せいはどう転んでいたかわからないだろうな。だが、あくまでジローは百年少々を生きただけの、ようやく古血オールド・ブラツドの仲間入りを果たした吸血鬼ブラツク・ブラツドに過すぎない。貴殿がそれほど気にかけるようなタマかね？」


　ケインの台詞は旧きゆう友ゆうを小こ馬ば鹿かにしているようにも聞こえる。ミミコは思わずむっとした。


　が、それを聞いたゼルマンは、なぜかさっきまでのように言い返そうとせず、


「……ほう」


　とつぶやいて、わざとらしく『銀刀』の戦友に感心した。


「仲間思いだなあ、ケイン君は。わざわざ憎にくまれ役を買ってまで、昔むかし馴な染じみの秘ひ密みつを守るのかい？」


　──え？


　意表を突つかれてミミコがゼルマンを、次いでケインを見る。ケインは表情を殺していた。


「何が言いたい？」


　突とつ然ぜん、ゼルマンはテーブルに投げ出していた足を、大きく持ち上げた。


　反動を付けて身体からだを持ち上げ、ソファに深く座すわり直す。足を広げて、獲え物ものに嚙かみ付く黒くろ豹ひようのように身を乗り出した。双そう眸ぼうが暗い炎ほのおを放った。


「とぼけるな。オレが奴に興味を持つ理由など、とっくに察しが付いてるだろう。香ホン港コンの英えい雄ゆうだの、賢者の血統だの、オレにとってはどうでもいい。だが、始祖殺しとなれば話は別だ。しかも、史上ただ一人、オリジナルを抜いた吸血鬼とくれば、血が疼うずくのも無理はあるまい？」


「ゼルマン・クロック」


　ゼルマンが発言した直後、部屋の重量が倍加した。


　瞬間的に溶とかした金きん属ぞくを流し込まれたかのように、広いはずの室内が重たくなる。肉体が声にならない悲鳴を上げた。ミミコは一瞬、自分が死んでしまったのかと錯さつ覚かくした。あのゼルマンが顔色を変えて青ざめている。


「口を、慎つつしめ」


　セイだった。


　彼はまだソファに腰こし掛かけたままだ。成人向けのサイズのため、彼が座るといかもに大きく、彼の小こ柄がらさが際きわだって見える。


　が、いまの彼を子供のようだと思う者は、人間にも吸血鬼にも皆かい無むだろう。


　彼は幼おさない少年には見えなかった。人にすら見えなかった。


　そこに座っているのは、悠ゆう久きゆうの時を生きた、偉い大だいな吸血鬼の長老だった。


　ゼルマンはセイを眺ながめると、ニヤリとして口を閉とざした。その面おも持もちは強こわ張ばっているが、いまなお挑ちよう戦せん的である。


　異様な空気は数瞬で去った。それでも、ミミコはしばらくの間、思考することも息をすることもできなかった。
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「龍殿」


　と、こめかみに汗あせを浮うかべつつも、冷静さを失っていない声で、陣内が呼びかけた。


「どうぞ、お手て柔やわらかに。部下が肝きもを冷やしております」


　陣内の指し摘てきに、あっ、とセイは声をもらした。たちまち、外見に見合う反省した素そ振ぶりになり、


「済すまぬ。ミミコ」


　とミミコに謝あやまった。


「……い、いいえ。気になさらず……」


　辛かろうじて返答するものの、できれば次は気にして欲ほしいと熱ねつ烈れつに願うミミコだった。もう一回あれをやられたら、間ま違ちがいなく心しん臓ぞうが止まる。


　──駄だ目めだー。やっぱり荷が重いよー。


　泣きたい思いでミミコは嘆なげいた。特区のトップ会議。所しよ詮せん、自分の器うつわではないのだ。


　──だいたい、陣内部長、さっきから全然議ぎ論ろんに参加してないじゃない。私に任まかせろ、なんて言ってたくせに～。


　と、上司に八つ当たりをする。陣内がまだ涼すずしい表情を保たもっているのが、一いち抹まつの希望だ。とはいえ……


　──何かとんでもない隠し球で、この場を丸く収めた上に、ジローさんたちの移住を認めさせる……


　駄目だ。どう考えても無理っぽい。それどころか、なぜか話題がジローたちの移住問題から逸それているではないか。一体どうなってしまうのだろう。


　ただ、さっきゼルマンが口にしたことは、ミミコにも非ひじ常ような関心を呼よんだ。


「始祖殺し」に、「オリジナルを抜いた吸血鬼」。意味は皆かい目もく見当がつかないが、ジローのことを言っているのは間違いない。そして、あのセイの反応。ジローには、まだそんな秘ひ密みつがあるのだろうか？　史上ただ一人、なんてことも口にしていたが──またしても重要人物度が上がっている感じだ。


　──もう……あの赤スーツめ。仕事がやりにくくなる一方じゃないのっ。


　いい加か減げん逃にげ出したい気分だった。しかし、ここで逃げ出す訳わけにはいかないのだ。それだけは、自分に許ゆるすことはできない。


　陣内が気を利きかせたおかげで、室内の雰ふん囲い気きからは、多少険けんが取れていた。とはいえ、途と切ぎれた会話が再さい開かいされる様子はなく、誰もが他の出席者の出方をうかがっている。


　長引くな、と、誰もがそう思ったときだった。思わぬ闖ちん入にゆう者しやが現あらわれた。


　静まった部屋の中に、外で言い争う声が聞こえてきたのである。


　その声は、ドアに張はり付いていた吸血鬼ブラツク・ブラツドのものらしかった。しかし、それ以外にも子こ供どもの声が混まじっている。考えるまでもなく、声の主には見当がついた。


「コ、コタロウ君？」


　思わずミミコが入り口を振ふり返る。すると、ケインがよく通る声で、「構かまわんっ。通せ！」と叫さけんだ。


　ドアが開かれた。転がるように室内に入ったコタロウは、ミミコを見てほっとしたように息を吐ついた。


「ああ、ミミちゃん。よかった。見つか──うわあ。でっかい部屋！　絨じゆう毯たんもフカフカだあ」


　場違い極きわまりないコタロウの感想に、実は自分も同じ感想を抱いだいていた分ぶん際ざいで、ミミコは目を尖とがらせた。


「コタロウ君っ。君は下で待ってなさいって言ったじゃないの！　大事な会議をしてるのよ。ジローさんは何してるのよっ」


「あっ、そう！　兄あに者じやのことだよ、ミミちゃん。大変なんだ！」


「ジ……ジローさんがどうしたの？」


　嫌いやな胸むな騒さわぎがして、ミミコが不安そうに尋たずねた。「それが……」と答えかけたコタロウだったが、部屋に見知らぬ人間がいるのを見て、ぱちくり瞬まばたきをする。


「あ。初めまして。ぼく、望月コタロウ。こう見えても吸血鬼ブラツク・ブラツドなんだよ？　兄者は望月ジローって言って、実は『銀刀』という、すごく強くて有名な──」


「コタロウ君！」


　しびれを切らしてミミコが叫ぶ。怒おこられたコタロウは、兄に殴なぐられでもしたように目を閉とじた。


「ジローさんがどうしたのっ。ふざけてないで言いなさい！」


「えーと、その……出てっちゃった」


「出て──」


　まさか、これ以上迷めい惑わくをかけないよう、特区を出たのか？　ミミコは反はん射しや的にそう思い、絶ぜつ望ぼうに愕がく然ぜんとなった。が、すぐに考えを改める。もしそうなら、コタロウを残して行くはずがない。


「……詳くわしく教えて、コタロウ君。ジローさんは、どこに行ったの？」


　問いつめると、コタロウは言いづらそうに上うわ目め遣づかいになった。渋しぶ々しぶと、言い訳でもするように、


「あのね。『ちょっと殴なぐり込こみに行ってきます』って。笑ってたけど、目が恐こわかった」


　室内が固化した。


　ミミコがよろめく。


　ケインと尾根崎がソファから腰こしを浮かせ、ゼルマンが仰のけ反ぞるように笑った。


「前言撤てつ回かい。兄貴の方も傑けつ作さくだ」


　もっとも、笑ったのは彼だけだった。


　一気に場が慌あわただしくなった。立ち上がった尾根崎が、同じく腰を上げたケインに問う。


「ミスター・ケイン。率そつ直ちよくに尋ねるが、『銀刀』が復ふく讐しゆうに向かったとして、協定に配はい慮りよする確かく信しんはあるかね？　秘ひ密みつ裏りの暗殺なら、この際構わんが──」


　ケインは尾根崎を見ないまま、苦々しく唸うなる。


「……殴り込みと言うからには、そのつもりなんだろう。くそっ。あの単たん細さい胞ぼうが」


「張。鎮ちん圧あつチームへ指し示じを出せ。オーギュスト・ワイカーの居い場ば所しよは……」


「ああ。それならたぶん、昼間の洋館だ」


　とゼルマンが楽しげに口を挟はさむ。


「そう慌あわてるなよ、尾根崎。あの辺は人通りも少ない。この時間なら誰もいやしないさ」


「情じよう報ほう提てい供きように感かん謝しやするミスター・ゼルマン。──対古血オールド・ブラツド装そう備び。十分以内にチームを出動させろ」


　ゼルマンの揶や揄ゆを相手にもせず、尾根崎は張に命令した。張が頷うなずき、携けい帯たいを取り出して何事か話す。対古血オールド・ブラツド装備と聞いて、ミミコも黙だまっていられなかった。


「待ってください、尾根崎会長っ。まさかジローさんまで一いつ緒しよに攻こう撃げきする気ですかっ？」


　声を荒あららげるミミコに、尾根崎は冷静沈ちん着ちやくな声で答える。


「昨日の事じ件けんの際の彼の行動を考えるに、鎮圧チームが制せい圧あつに出向けば、協力する可か能のう性せいは高い。だが、復ふく讐しゆう心しんで周りが見えなくなっているなら、そのときにも備そなえねばならん。万が一のときにはミスター・ケインとミスター・セイにも、『銀刀』討とう伐ばつに協力を願うことになる」


「そんな……！」


「『カンパニー』としての決定だ。葛城ミミコ君」


　強ごう引いんな感じはしないのに、断固とした口振りだった。ミミコはケインとセイに目をやる。二人とも、尾根崎の台詞せりふは聞こえていたはずだが、苦い渋じゆう面めんを作っているだけだった。ミミコは思わず歯は軋ぎしりした。


「待ってくださいっ。ジローさんは何も悪くない。悪いのはオーギュスト・ワイカーでしょう？　ケインさんだって、彼に代だい償しようを払はらわせるって約束したじゃないですか！」


「……ミミコ君。いま問題を起こそうとしているのは、奴ではなくジローの方だ」


　とケインが苛いら立だちも露あらわに言った。


「協定があるとはいえ、我われ々われは吸血鬼ブラツク・ブラツド。やられたらやり返すのが、我々の常じよう識しきだ。オーギュストにせよ、先にジローに襲しゆう撃げきを仕し掛かけたことが責せめられているのではない。人間を巻まき込んだ点が、問題になっているのだ。今回で言えば、ジローが連中を皆みな殺ごろしにしたとしても、あいつの行こう為い自体をとやかく責めるつもりはない。ただ、そんな戦闘が行われたと世間に知られることが問題なのだ。もちろん、復讐が復讐を呼ぶ事態を我々は望んでいない。血族間の抗こう争そうがあれば、秩ちつ序じよ維い持じのために圧力をかける。が、それも理由は同じだ。抗争が起きれば、それだけ我々の存在が人間社会に知られる可能性が高くなるのだからな。『バレない』ことが協定の最重要課題であり、極きよく論ろんすれば、バレさえしないなら吸血鬼同士殺し合おうと、我々は関知しない──できないのだ」


「そういうこと」


　と、ケインのあとを継つぐかのように、ゼルマンが冷ややかに言った。


「調停員コンプロマイザーなら、その程てい度どの理り屈くつはわかるだろう。──葛城ミミコ」


　ゼルマンの赤い双そう眸ぼうが禍まが々まがしく輝かがやいてミミコを見ている。行き場のない怒いかりが込み上げたが、それはともすれば恐きよう怖ふや絶望に変わりそうだった。


　──ジローさんの馬ば鹿かっ。


　と胸むねの中でジローを罵ののしる。彼が殴なぐり込みに行った理由は明白だった。アパートが爆ばく破はされたとき、もっときちんとジローに釘くぎを刺さしておくべきだったのだ。


　──あなたが無む茶ちやしちゃったら、特区に住めなくなっちゃうのよ？


　そのとき、ミミコの震ふるえる肩かたが、ぽん、と優やさしく叩たたかれた。


　陣内だ。振り返ったミミコの泣き出しそうな顔に、彼は素っ気なく声をかけた。


「何をしている」


「何って……部長……」


　ミミコの顔がくしゃりと歪ゆがんだ。すると、陣内は声を大きくし──ちょうど室内にいる者すべてに聞こえるようにして言った。


「こんなところで、何をグズグズしているのだね、君はっ。吸血鬼がトラブルを起こそうとしている。なら、それを調停するのが、私たちの仕事ではないのかね？」


「──！」


「望月ジローは君の担たん当とうだ。さっさと行って、彼を説得して来なさい。これは、命令だ」


　上司の命令を聞いたあとも、ミミコはしばらく動けなかった。


　が、やがて「うっ」と嗚お咽えつを堪こらえると、両目を輝かせ、アヒル口を真一文字に結んで、力強く頷いた。


　その場で踵きびすを返し、トップ会議の出席者たちに背せを向ける。もう、彼らのことなど脳のう裏りから吹ふき飛んでいた。


「コタロウ君！」


「な、なに？」


「ジローさんを止めに行くわよ！」


「あ。わかった！」


　コタロウは飛び跳はねるようにミミコの側そばによる。


　そしてミミコはコタロウを引き連れ、広々とした部屋をあとにした。
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「小気味良いねえ」


　と、ミミコが去るのを見送ったあと、ゼルマンが茶化すように口笛を吹いた。


「なあ陣内。オレの情報が確たしかなら、『銀刀』が特区に来る途と中ちゆうで海に落ちたとき、あの娘むすめを本土に行かせたのは、あんたなんだそうだな？　それは偶ぐう然ぜんあいつの手が空いてたからかい？　それとも、何か思おも惑わくがあってのことか？」


「……さあ。どうだったでしょう。何分夜も明けきらない時間で、私自身、寝ねぼけていましたから」


　ゼルマンの質しつ問もんを、陣内はさらりと躱かわす。「狸たぬきめ」と剣けん呑のんな笑えみを向けられても、紳しん士し然ぜんとして取り合わなかった。


　張が尾根崎に、鎮ちん圧あつチームの用意が調ととのったことを知らせた。尾根崎はゴーサインを出してから、陣内に声をかけた。


「……あれが君の自信の根こん拠きよかね？」


「とんでもない。まだ子こ供どもです。調停員コンプロマイザーとしては半人前ですよ」


　陣内はしれっとして肩を竦すくめた。


　と、ゼルマンが立ち上がり、部屋を横切り始めた。


「待て、ゼルマン。どこに行くつもりだ」


「帰る」


「ふざけるなっ。この期ごに及およんでオーギュストを庇かばい立だてする気かっ」


　ケインが怒ど鳴なると、ゼルマンはこれ以上ないほど、煩わずらわしそうに顔をしかめた。


「とことんズレた野や郎ろうだ、テメエは。もとよりあの馬鹿の尻しりぬぐいをする気などない。見所は終わった。だから帰る。それだけのことだ」


「肝かん心じんの結論は出ていないぞ。『銀刀』が鎮圧チームの手に負えると思うのか？　これからの奴の身の振り方を決定する必要がある。無論、貴様が議論に加わる権けん利りを放ほう棄きするなら話は別だがな。俺も、貴様の顔など見ていたくない」


　鼻を鳴らすケインに、ゼルマンは侮ぶ蔑べつの視線を投げた。


「オレはオレのやりたいように動く。貴様らの意向をうかがう必要などない」


「……それがどういう事態を招まねくか、説明は済すませたはずだな、ゼルマン」


　再ふたたび両者の間に、触ふれれば切れそうな緊きん迫ぱく感が立ち込めた。「ケイン」とセイがなだめるように口を開けたが、今度は彼も龍りゆう王おうの制せい止しを受け入れなかった。


　間を取り持ったのは陣内だった。


「ゼルマンさん。どうか勘かん気きを収おさめ、もう一度席にお戻もどり下さい。見所は終わっていませんよ」


　やんわりした陣内の物もの腰ごしに、ゼルマンが緋ひ色いろの瞳ひとみを向ける。


　陣内は彼に頷き、改めて参加者一同を見回した。


「さて……そろそろ今回お集まりいただいた本来の議題に移うつりたいと思うのですが。皆みなさん、よろしいでしょうか？」


　彼の発言に、部屋の者たちは全員奇き妙みような顔をした。


「どういうことだ？」


　と尾根崎が一いち同どうを代表して尋ねる。


「本来の議題？　『銀刀』の処しよ遇ぐうが、会議の本題ではなかったのかね？」


「ええ違います、会長。いみじくもケイン氏が仰おつしやった。『銀刀』は高名な吸血鬼ブラツク・ブラツドだが、所しよ詮せんはまだ青二才です。もちろん、彼の扱あつかいはデリケートな問題ではありますが、わざわざこんな時間に皆さんにご足労願ってまで、対策を練るほどの大物ではありません」


　涼すずしい顔で言うと、陣内は部屋の奥おくのＡＶデッキへと足を運んだ。色々と言いたいことがありそうな面々を、平然と無視している。


　ゼルマンはしばらくドア近くで立っていたが、結局はソファまで戻り、腰を下ろして足を投げ出した。彼が席に着いたのを見て、腰を上げていたケインと尾根崎も座り直す。プロジェクターを操そう作さしていた陣内は、頃ころ合あいを見て彼らに振り返った。


「……この人物をご存ぞんじでしょうか？」


　スクリーンに投とう影えいされたのは、アジア系けいの男だん性せいだった。元は日焼けしていた肌はだが、病気のように色白になっている。多少陰いん気きな目つきだが、他に目立った特とく徴ちようはなかった。


「誰だね？」


　と尾根崎が尋ねる。部下の独どく断だんに腹はらを立てているとしても、その態度からうかがうことはできなかった。


　一方、陣内はいつしか真しん剣けんな顔になっていた。


「彼の名は、ジョアン・曾ツアン。この名前を聞けばお分かりでしょう。昨日、特区への侵しん入にゆうを試みた『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の生き残りです」


　ざわり、と。


　一同の顔に、細さざ波なみのような緊張が走った。
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　真夜中の洋館は、まるで廃はい墟きよのようだった。


　空はいつしか雲が出て、月明かりを遮さえぎっていた。周辺に人家がなく、閑かん散さんとした地ち域いきである。街灯も申し訳程てい度どに設せつ置ちされているだけで、何なん割わりかは明かりが点つかなくなっている。これでは人が寄よりつかないのも当然だった。


　しかし、明かりのひとつも灯ともっていない洋館には、人の気配がある。迷まよい込んだ野の良ら犬いぬは、暗くら闇やみの中で談だん笑しようする人ひと影かげや、彼らの口元に輝かがやく牙きばを見て、尻尾しつぽを巻まいて逃にげ去っていた。


　洋館の敷しき地ちは広く、周囲は黒く塗ぬった背の高い鉄てつ柵さくに囲まれていた。そして、正面玄げん関かんに至いたるゲートの前に、一人の男がいる。ゲートの側にも明かりはない。彼は暗闇の中に溶とけ込むように立っていた。


　彼は洋館の門番だった。まだ転化して三み月つきに満たない転びたてアンダー・イヤーだ。だから、こんな場所で貧びん乏ぼうくじを引いている。


　吸血鬼ゆえ、暗闇に不便はないし、寒さを感じるわけでもない。しかし退たい屈くつは耐たえ難がたかった。こんな場末の洋館になど、人間だろうが吸血鬼だろうが、好きこのんで訪おとずれたりしないものだ。彼は転化し、『夜会カヴン』に顔を出すようになってから、ほとんど毎まい晩ばんここに立たされている。しかし、これまでこの洋館を訪れた者は、身内だけだった。


　だから、その赤スーツの男が現あらわれたとき、彼は大いに驚おどろいた。暗闇の中を危あぶなげもなく近づくところを見ると、男も吸血鬼らしい。しかし、あんな赤いスーツに赤い帽ぼう子しを被かぶった吸血鬼など『夜会カヴン』のメンバーにはいない。彼は近づく男を珍めずらしそうに眺ながめていたが、自分の役割を思い出して慌てて男に声をかけた。


「待て。何者だ。ここがどこだか知っているのか？」


　誰すい何かに答えず、男は黙もく々もくと彼に近づいてきた。近くに寄ると、男が何か長い棒ぼうのような物を提さげているのがわかった。目をこらして驚く。日本刀だ。吸血鬼とはいえ、いまどきそんな物を持ち歩く奴がいるとは思わなかった。


「──ゼルマン・クロックはいますか？」


　男が彼に問いかけた。ゼルマンの客なのだろうか？　来客があるとは聞いていない。


　ゼルマンは、彼が『夜会カヴン』の中で唯ゆい一いつ尊そん敬けいし、憧あこがれている古血オールド・ブラツドだ。彼なら、たとえ来客があるとわかっていても、いちいち下の者──まして門番の彼に知らせたりはしないだろう。しかし、もし本当に来客があるなら、ゼルマンに仕つかえるサユカという女が、ひと言伝えに来ているはずだった。


　それに……


「ゼルマンさんはお留る守すだ。彼に用なら、出直すんだな」


「留守？　そうか。ミミコさんの言っていたトップ会議……行き違ちがいとは」


　男が苦く笑しようを浮うかべる。納なつ得とくしたかと思ったが、そうではなかった。


「なら、オーギュスト・ワイカーは？　彼はいませんか？　あの洋館に」


　オーギュスト。その名前を聞いて、彼は顔をしかめた。


　彼はオーギュストが嫌きらいだった。あの男は若わかい吸血鬼ブラツク・ブラツドを集めてお山の大たい将しようを気取っているが、彼のような転びたてアンダー・イヤーは虫けらのように扱あつかう。いつもゼルマンの顔色をうかがっている癖くせに、弱い者には残ざん虐ぎやくなのだ。嫌な奴だった。おまけにあいつはいま……


「ああ。彼ならいるぜ。……ただ」


「ただ？」


　赤スーツが聞き返した。彼は迷まよったが、赤スーツはそんなに嫌な奴ではなさそうだ。こうしてきちんと、自分を門番として扱っている。彼は急に親しげな態度を取ると、こっそりと顔を寄せた。


「いまは会わない方がいい。なんの用だか知らないけどさ。日が暮くれたあたりから様子がおかしいんだ。ありゃあ、死人とか薬中とかの質たちの悪い血を吸すったんだぜ。目を血走らせてよ。気持ち悪いったら……あ、おれがこんな告げ口したなんてことは、黙だまっててくれよな？　とにかく、悪いことは言わないから出直しな」


　ちょっとした好意からの忠ちゆう告こくに、赤スーツは「なるほどね」とつぶやいた。今度こそ納得したかと思った。しかし、やはりそうではなかった。


「それでも結けつ構こうですよ。彼の体調が悪かろうと、私の方に問題はない」


「え？　いや、でもよ……」


　彼は止めようとしたが、赤スーツは勝手にゲートの柵さくに手をかけた。彼は舌した打うちした。


「くそっ。わかったよ。だったら案内してやらあ。あいつは結構強いんだ。酷ひどい目に遭あっても知らねえからな」


　彼がぼやくと、赤スーツは意外そうな顔をした。それからニヤリと笑い、


「ご丁てい寧ねいにどうも。しかし、案内は結構。少し下がってください。私は別に、招しよう待たいされて来たわけじゃないんでね」


　赤スーツの台詞せりふに、彼はぎょっとした。慌あわてて、腰に差していたナイフを抜き──それを抜いたのも初めてだ──赤スーツに問い質ただす。


「だ、だったらテメエ、何しに来たっ。オーギュストになんの用だ」


「殴なぐり込こみです。彼を斬きりに来ました。さあ。下がりなさい、おアン若ダーい・イのヤー」


　言い置くと、赤スーツはつかんだ鉄柵を前に押おし出した。


　鋼こう鉄てつの柵が、熱した飴あめのようにぐにゃりと曲がる。赤スーツはそのまま無む造ぞう作さに前進し、押されたゲートは轟ごう音おんを立てて内側に倒たおされた。


　彼は呆あつ気けにとられた。吸血鬼の膂りよ力りよくは人間とは比ひ較かくにならない。だが、あの柵は特注品のはずだ。現に、以前彼が悪いた戯ずら半分に折り曲げようとしたときは、半日かけて数センチ曲げるのがやっとだった。それを、へし折るでもなく、ぐにゃりと曲げたのだ。片かた腕うでで、易やす々やすと。


　ゲートの倒れた音を聞きつけ、洋館の中が騒さわがしくなった。赤スーツは微み塵じんも慌てず、提げていた日本刀を抜いた。月もないというのに、その刀の輝かがやきは不気味なほど目に焼き付いた。知らず、彼の背せ筋すじが冷たくなった。


　そして我われに返った。赤スーツは「オーギュストを斬りに来た」と言ったのだ。それをみすみす通したのでは、門番としての沽こ券けんに関かかわる。


　彼は赤スーツのあとを追いかけた。赤スーツは振り向きもしない。隙すきだらけだ。これなら仕し留とめられそうだと思いながら、ナイフの届とどく距きよ離りまで近づこうとすると、足が竦すくんで動けなくなった。赤スーツは彼の目の前であの鉄柵をねじ曲げたのだ。しかもあの日本刀。彼のナイフなど玩おも具ちやに見える。


　すると、彼が躊ちゆう躇ちよしている間に、洋館の玄げん関かんが開いた。中から飛び出してきたのは、拳けん銃じゆうを持った吸血鬼たちだ。日ひ頃ごろ彼をあごで使っている、オーギュストの取り巻きである。


　彼らは抜き身の刀を提げた赤スーツを見て絶句した。


「き、貴き様さまっ。なぜここに!?」


　あいつらが知ってる。ということは、やはりオーギュストの顔見知りか？　と、彼が考える間に、飛び出してきた吸血鬼たちは一いつ斉せいに発はつ砲ぽうした。静せい寂じやくを破やぶる銃声に、彼は身体からだを竦すくませた。吸血鬼たちは赤スーツを狙ねらったが、そのすぐ後ろにいる彼のことなど考えもせずに発砲したのだ。


　死んだ、と思った。しかし、撃うち出された銃弾は、すべて赤スーツの前で止まっていた。空中で止まっている。彼は呆ぼう然ぜんとしたが、ハッと思い至いたった。力場思念ハイド・ハンドだ。赤スーツが吸血鬼の能のう力りよくを駆く使しし、銃弾を止めたのだ。


「ちいっ」


　と、銃撃を阻そ止しされた吸血鬼たちは拳銃を捨て、ナイフを抜き払って襲おそいかかった。全部で三人。彼にはその動きを目で追うこともできないほど、素早く、熟じゆく練れんした攻撃だった。


　だが、襲いかかった三人は、バタバタと地面に投げ出された。何が起こったのか、まるでわからない。いや、赤スーツが三人を斬ったのだ。ある者は腕を斬り飛ばされ、ある者は足を斬られている。死んで灰はいになった者はいないが、それは赤スーツが手て加か減げんしたからだろう。


　彼はぞっとした。三人はそれなりの手て練だれだ。好戦的で、荒あら事ごとには慣なれている。それが、まるでマネキンか何かのように一いつ瞬しゆんで転がされた。何よりも、赤スーツに敵三人を斬り捨てた興こう奮ふんがなく、氷ひよう塊かいのように冷めているのが、一番恐おそろしかった。


　赤スーツは倒れた敵に目もくれず、軽く日本刀を振って血を払うと、それまでと同じ歩調で玄関に向かった。そういえばあいつは、三人を迎むかえ撃ったときですら、ずっと正面を見続けていたのではなかったか？　攻撃に見向きもせず、まさに降ふりかかる火の粉こを払っただけだ。


「あ、あんた……何者なんだ？」


　彼が掠かすれた声で聞くと、赤スーツは振り向かず「銀ぎん刀とう」と答えた。


「『銀刀』？　それがあんたの名前か？」


　重ねて尋ねると、赤スーツは足を止めて彼を振り返った。その瞬間、なぜか彼には、赤スーツが嬉うれしそうな表ひよう情じようを浮うかべた気がした。


「いいえ。ただの下らないあだ名です。どうします？　あなたもかかって来ますか？」


　彼は慌てて首を振った。門番がどうとかは、もうどうでもよかった。


「なら、行きなさい。ここはちょっと荒れますよ」


　赤スーツは穏おだやかに、だが霜しもの降おりた双そう眸ぼうで言い、洋館に足を踏ふみ入れた。彼は回れ右をして玄関を離れた。


「すげえっ」


　興奮して、思わず叫んでいた。


　ゼルマン・クロックは、彼の憧れの的まとだった。だが、その夜から、彼は『銀刀』というあだ名の赤スーツを、崇すう敬けいする吸血鬼の欄らんに加えた。
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　洋館は広かった。その広い洋館の中を、銀色の軌き跡せきと血風が吹ふき荒れた。


『夜会カヴン』の吸血鬼たちは、パニックに陥おちいっていた。それでも、ここにいるのは、特区の吸血鬼社会における、いわばアウトローである。奇き襲しゆうと聞いて逃げ出す者よりも、牙きばを剝むいて襲いかかる者が遥はるかに多かった。


　そして、襲いかかった端はしから、銀刀の餌え食じきとなった。


　ジローは手加減していた。だがそれは、無造作に戦った、という意味でだ。殺そうとして斬るのではなく、ただ飛びかかる敵を払いのけるように銀刀を振るっていた。体たい捌さばきなどまるでない。腕を振り回し、刀を振るう、素しろ人うと同然の攻撃である。


　その無造作な剣の前に、吸血鬼たちは次々と倒れ伏していった。


　ジローは息も乱みださず、黙もく々もくと廊ろう下かを進む。聞こえてくるのは敵の声のみ。前方から疾しつ風ぷうのように近づく雄お叫たけびが、ジローとすれ違ったあと悲鳴と苦く痛つうの呻うめきに変わる。そのたびに、銀色の光が一いつ閃せんしては闇やみに消える。


　窓まどをカーテンで塞ふさいだ洋館内は、ほぼ完全に暗闇の中にあった。ジローの両目の輝かがやきは、その中に怪あやしく尾おを引いた。床ゆかには撫なで斬ぎりにされた吸血鬼が横たわり、彼らの目の光が弱々しく明めい滅めつしている。


　一人が壁を突き破って奇襲をかけた。ジローの右手が跳はね上がった。吸血鬼は天てん井じように叩たたき付けられ、裂さかれた胸から血をまき散らしながら床の上に落下した。


　一人が背後から襲いかかった。ジローはわずかに身体からだを揺ゆらして、敵てきの攻こう撃げきをやり過すごした。躱かわされた吸血鬼が反転する間もなく、その背中を銀刀が撫でる。血ち飛沫しぶきが飛び、絶ぜつ叫きようが上がり、吸血鬼は床にバウンドしながら廊ろう下かを滑すべった。


　前から一人、後ろから二人が、タイミングを計って挟きよう撃げきを仕し掛かけた。わずかに早い背はい後ごからのナイフを、前を向いたままのジローが肩越しに銀刀で受ける。次に早い前方の敵に視経侵攻アイ・レイド。自らの爪つめで腹はらをえぐらせて、背面で受けた銀刀を捻ひねる。ナイフの吸血鬼が体勢を崩くずすと、身体を半はん身みに。崩れ落ちる敵の顔面に右足を蹴けり入れた。吹き飛ぶ吸血鬼が三人目の進路を妨ぼう害がいする。軽く一歩踏み込み、二人まとめて銀刀を振り抜く。


　床に転げる吸血鬼たちを、ジローは冷めた目で超ちよう然ぜんと見下ろした。


　廊下を先へ。


　室内とあって躊ちゆう躇ちよしていたのか、吸血鬼たちの攻撃は刃は物ものによるものが多かった。ナイフに西洋刀。槍やりに戦せん斧ぷ。が、それで敵かなわぬと悟さとってからは、銃じゆうによる攻撃に切り替かわった。


　結果は同じだった。耳をつんざく銃声は、洋館を破は壊かいしてもジローを破壊することはできなかった。ジローの力場思念ハイド・ハンドは鉄てつ壁ぺきだ。いちいち銃弾を止める真ま似ねはせず、全弾まとめて跳ね返した。あまりに煩わずらわしいときは、銃を構えるただ中に飛び込み、銀刀を一振りして片かたを付けた。戦闘、という気はまるでしなかった。ただ蹴け散ちらすだけ。まさに殴り込みだ。


　洋館中の部屋を、ジローはひとつひとつゆっくりと開けて回った。そのうち襲撃者はいなくなった。全員斬られるか逃げるかしたらしい。ジローは気にしなかった。標的は一人だ。逃げ出す吸血鬼の気配には気を払っていた。その中にオーギュストが紛まぎれていれば、そうとわかる。奴の気配は、まだ洋館の中にある。ならば虱しら潰みつぶしに捜さがし出して斬ればいい。


　シンプルだ、とジローは思った。


　そのシンプルさをジローは気に入った。それが、安直で危き険けんな選せん択たくだとしても、シンプルであるということは、それだけで価か値ちを持っている。その価値を否ひ定ていすることはできない。


　いつしかジローは鼻歌を口ずさんでいた。単調なフレーズをただ繰り返す曲。血まみれの吸血鬼ブラツク・ブラツドが呻うめく暗闇の洋館の中、扉を開けて回るジローの鼻歌が、ひどくシュールに響ひびき渡わたった。


　その鼻歌が突とつ然ぜん止まった。


　からからに乾かわいていたジローの顔に、人間らしい苛いら立だちが過よぎった。彼の感覚に、弟の気配が飛び込んできたのだ。洋館に近づいている。コタロウ一人のはずはないから、ミミコも一いつ緒しよなのだろう。


　ジローの舌した打うちがもれた。彼は探たん索さくを中ちゆう断だんして玄げん関かんに向かった。吸血鬼はあらかた斬り捨すてた。まともに動ける者はいないはずだが、人間の少女を傷きずつけることは可か能のうだろう。人は酷ひどく脆もろい。その精せい神しんがどれほど強きよう靭じんでも、吸血鬼が爪つめで引っ搔かくだけで、呆あつ気けなく命を落としてしまう。


　ジローが洋館を出たとき、マグライトを持ったミミコとコタロウが、ゲートをくぐって敷しき地ちに入ってきた。


　走ってきたらしい。息が荒かった。それでも、目の前に倒たおれている吸血鬼を見て息をのむのがわかった。


　そして、マグライトの明かりがジローを照らし出した。


　ミミコの顔は青ざめていた。だが、彼女の中では激はげしい感情が渦うずを巻まいていた。大声で怒ど鳴なり出す寸すん前ぜんにも、悲しみに泣き出す寸前にも見えた。


　もういいだろう、とジローは思った。


　少し寂さびしいが、そろそろきちんと話しておくべきだ。今朝、ミミコが自信満々にジローの住すみ処かを紹しよう介かいすると──ジローの面めん倒どうを見ると宣せん言げんしたときから、ずっと憂ゆう慮りよしていたこと。ゼルマンとの対面から帰る道すがら、なんとかわかってもらえるよう話しかけたことを、いまこそ、きちんと。


　ジローは唇くちびるの端はしを持ち上げた。銀刀を床に突つき刺さして立てると、腕うでを組み、ドアにもたれかかってミミコと対たい峙じした。


「ジローさん──」


　とミミコが言う。ジローは少し呼こ吸きゆうを整える。


「会議は終わったんですか、ミミコさん？」


「さあね。もうどうだっていいわ」


「おやまあ。嫌いやなことでもあったんですか？　まあ、会議というのは基き本ほん的に気が重いものかもしれませんけど」


「嫌なこと？　ああ、あったわね。お馬ば鹿かな吸血鬼ブラツク・ブラツドが、どっかに殴なぐり込こんだなんて聞かされちゃあ、そりゃあ腹はらも立つわよ！」


　ミミコは顔を真っ赤にして叫さけんだ。


　どうやら怒鳴る方を選んだようだ。その方がこちらもやりやすい。


「仕返しのつもり？　あたしのアパートの？」


「お礼は要いりませんよ」


「馬鹿っ。お礼なんか言うもんですか！　なんて早まったことをするのっ。ジローさんだってわかってるでしょっ。こんなことしたって、なんにもならないって。ジローさんの立場を悪くするだけじゃないのっ。それなのにっ、なんで、こんな──！」


　怒鳴りながらも最後は涙なみ声だごえになっている。ジローは怯ひるむ自分を自覚しながら、冷れい笑しようを保たもち続けた。


　目をギラギラと輝かせて。よく見えるように牙きばを剝むいて。いま話しているのが吸血鬼なのだと、彼女が目を逸そらさず理り解かいできるように。


「ミミコさん。これは見せしめなんです」


　冷たく響ひびく言葉に、ミミコが息をのむのがわかった。


「……なんですって？」


「よろしいですか、ミミコさん。もう何度も言いましたが、私には、様々なしがらみがついて回っている。その大半は、私にとって好ましくないものです。ですが、それを無視することは難むずかしい。何しろ、私に用がある者の多くは、私の事情など気にしませんからね。だから、先に教えておいてやる必要がある。最さい低てい限げんのルールを。つまり、私に手を出すとどういうことになるか。私と関かかわるからには、それなりの覚かく悟ごがいるってことを──時にそれは破は滅めつを招くってことを教えてやるんですよ。これはいわば、その、デモンストレーションです」


　ミミコが愕がく然ぜんとする。「デモンストレーションって……」と小さくつぶやく声が聞こえる。感情のない虚うつろな声。彼女には似に合あわない。


　が、ジローは続ける。なるべく気楽に、剽ひよう軽きんにすら聞こえるように言う。


「これは、わかりやすければわかりやすいほど効こう果かがあります。何しろ、頭が悪いのはゴロゴロいますしね。今回は実に手て頃ごろな相手でした。あ、誤ご解かいしないで下さい？　私は別に偽ぎ悪あく者しやを気取るつもりはない。これは私なりの自じ衛えい行こう為いなんです。あれこれ手を回すより、こうする方が遥はるかに手っ取り早いし確実です。気の荒い考え足らずどもをまとめて数人斬っておけば、それだけで私も、弟も、安全になるんです。連中は、痛いたい目に遭あわせるのが好きでも、痛い目を見ることは、殊ことの外ほか嫌きらいですから」


　ジローは芝しば居いがかった態たい度どで、胸むねを反そらした。自じ慢まんでもするように。それは、平和な人間の世界に生きるミミコを、荒すさんだ世界から馬鹿にするような態度だった。ミミコの顔が歪ゆがみ、大きな澄すんだ瞳ひとみに涙がたまる。ジローの心しん臓ぞうが動どう揺ようを示しめす。馬鹿め。百年人の血を吸すってきた吸血鬼ブラツク・ブラツドが、この程てい度どのことに何を狼狽うろたえる。


「そんなの間違ってるわ」


　ミミコは叫んだが、それはもうほとんど泣き声に近かった。


「ここは特区なのよ？　人と吸血鬼が一いつ緒しよに暮くらせるように、みんなが協力してる都市なの。そのために、あたしたちは毎日働いてるの。信じて、ジローさん。ここにいる限かぎり、そんなことしなくていいからっ。そんなことしなくても、ジローさんもコタロウ君も、安全に暮らせるからっ」


「とはいえ、特区に住めるかどうかも怪あやしい情じよう況きようです。ここで悪名を作っておけば、今後どこに行っても楽になる」


「ジローさんは特区に住めるわよ！　絶ぜつ対たいに住めるっ。あたし、ジローさん特区に住まわせてあげるって約束したじゃないの！」


　ミミコの金切り声が、夜の静せい寂じやくに哀かなしく響いた。そういえば、あの銃じゆう声せい。いかに人の少ない場所とはいえ、誰か聞きつけて通つう報ほうされていてもおかしくない。あまり長引かせるわけにはいかない。


「……特区に残ったとしても、いまのままなら同じことです」


　とジローはささやいた。


「香港でもそうでした。セイはよくやっていましたよ。ですが、所しよ詮せんは対たい処しよ療りよう法ほうです。吸血鬼の本ほん質しつを変えることは、たとえ始祖ソース・ブラツドでもできはしない。ミミコさん。あなたには申し訳わけないが、私は、『カンパニー』も、協定とやらも、特区の秩ちつ序じよも、根本的な所では信しん頼らいしない。する気はない。吸血鬼を縛しばることができるのは、血と力、この二つだけです。これは絶対に変わらない。あなたが以前仰おつしやった通り、人間レツド・ブラツドと吸血鬼ブラツク・ブラツドは平等の生命かもしれません。しかし、価か値ちは等しかろうと人レツドと吸血鬼ブラツクは別物です。我々ブラツクに形のない理念など通用しないのです。いまの特区が平和を保たもっているのは、セイとケインの力。そしてゼルマンの黙もく認にんあってこそです。彼らの力の及およばぬところでは、そんな決まり事などなんの効力も持たないに決まっています」


　気が付けば、ジローは真しん剣けんな口くち振ぶりになっていた。ミミコの甘あまさを虚こ仮けにするはずが、知らず知らず演えん技ぎでなく訴うつたえている。それでも構かまわなかった。言うべきことを言うだけだ。


「例えばです」


　とジローは続けた。


「今日ミミコさんがあの爆ばく発はつで不ふ慮りよの死を遂とげたとしましょう。セイもケインもさぞ憤ふん激げきしたでしょうね。『カンパニー』とて当然黙だまってはいない。ゼルマンも庇かばわないでしょう。オーギュストとその仲間は、間ま違ちがいなく灰はいになって海にばらまかれる。協定に反目する者たちは震え上がり、特区の平和は、より強固なものになる。めでたしめでたしです。どうです、ミミコさん。この想そう像ぞう、間違ってますか？　そんなことないでしょう？　そして、これって結局、私の見せしめと同じことですよね？　さらに、この結末を迎むかえていた場合、あなたは死んだままです。協定の殉じゆん教きよう者しやとして持ち上げられるかもしれませんけど、それって嬉うれしいですか？　私ならお断ことわりだ。私や弟──私たちに関かかわった者が犠ぎ牲せいになるのを待つぐらいなら、こちらが先手を打って敵てきを殺す。当然のことです。違いますか？」


　まるで詰きつ問もんしているようだった。ミミコは為なす術すべもない。いまにも泣き出しそうな──いや、もうすでに声を上げずに泣いている。それが限げん界かいだった。ジローはそれ以上、優やさしい少女を徒いたずらに責せめることはできなかった。


「お願いしますよ、ミミコさん」


　黙だまったままのミミコに、ジローは懇こん願がんするように吐はき出した。


「あなたは私たちに必要以上にのめり込んでいる。わかってますか？　あなた、私たちのせいで、殺されかけてるんですよ？　まったく。あなたみたいなお人ひと好よしが、よくも調停員コンプロマイザーなんて仕事を続けてるものだ。呆あきれますよ。いまさらビジネスのつき合いなんて言っても、あなたには無む理りでしょうね。さんざん迷めい惑わくをかけておいてなんですが、これっきりにしませんか？　親しい人間との別れなんて、嫌いやってほど繰くり返しました。でも私、あなたが死ぬとこなんて見たくないんですよ」


　ジローはミミコを見み据すえる。優しい苦く笑しようを浮かべて、


「ミミコさん。私たちは──」
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「特区を出ます」


　とジローは言った。


　優しい苦笑を浮かべて。朝、彼をからかったときに期待した笑みを、いまこんなところで見ることができた。


　そんなのあんまりだ。


　なんとかしなきゃ、とミミコは思った。しっかりしろよ、葛城ミミコ。調停員コンプロマイザーは口先が命。こんなことで──こんな一方的な暴ぼう論ろんに丸め込まれてたんじゃ、調停員の名が廃すたる。


　しかし、ミミコは何も言えなかった。頭がまるで働かなかった。


　足から、腰こしから、肩かたから、手から、じゃんじゃん力が抜ぬけていく。いけない、いけない、と思えば思うほど、まるで全身を切り刻きざまれたように、血が流れ出て戻もどらない。


　なんでジローはあんなことを言うんだろうか。自分はこんなにも頑がん張ばっているのに。どうしてあんなに意地悪なことを言って、特区を出て行くなんて言って、あたしのことを困こまらせるのだろうか。


　わかっていた。ジローの言っていることには、破は綻たんのない理り屈くつがあるからだ。ジローはその理屈を振ふりかざして、あたしのことを責めているのだ。特区を出て行くなんて言って、あたしのことを責めているのだ。なんて酷ひどい奴やつだろう。ご飯奢おごってあげたのに。あちこち案内してあげたのに。なのに。


　特区を、出て行くだなんて。


「……だ」


　駄だ目めだよ嫌だよ待ってよジローさん。ちょっとあたしもカッと来てたからお互たがい頭を冷やしましょうよ。もっとじっくり話し合ったらきっと良い案が素敵な解かい決けつ策さくがそれで万ばん事じきれいに解決するからだからお願いだから。


　しかしミミコの口は動かず、ミミコの頰ほおは笑えない。


　形にできない思いの塊かたまりが、泣くな、と必死に叫ぶ彼女の気持ちを裏うら切ぎって溢あふれる。


　ミミコは「うっ」としゃっくりし、


「うう──」
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「──ううう」


　とミミコの目から堪こらえきれなかった涙がこぼれた。


　泣き虫め、とジローが苦笑。


　まあ、仕方ない。彼女はまだ若わかく、ほんの子こ供どもなのである。これまでよく頑張ってくれた。気持ちを裏切って申し訳ないが、これで落ち着くところに落ち着くだろう。


　と──


　ジローはふと気付き、弟の様子を確かく認にんした。こんなとき、コタロウはいかにもミミコに加か勢せいするように思えた。なのに、さっきからひと言も喋しやべっていない。


　そして、ミミコの斜ななめ後ろにいるコタロウを見たとき、ジローは意外な思いに打たれた。


　コタロウはミミコに同情して泣いてはいなかった。ジローに腹はらを立てて怒おこってもいなかった。


　彼はただ、兄とミミコとを見守っていた。わずかに笑ってすらいた。


　二人の言い分に耳を傾かたむけながらも、その非ひ難なんし合うかのような表ひよう層そうに惑まどわされていない。口論の奥おくに二人が抱いだいているものを、直じかに感じ取っている。


　こんなに必死になって相手を思い合う気持ち。それを理り解かいしているのだ。そして、それを慈いつくしむかのように、微笑ほほえんでいる。楽しげに。


「あいつ……」


　そのとき、頭上に吸血鬼ブラツク・ブラツドの気配が現あらわれた。


　全身の肌はだが粟あわ立だった。ジローは床ゆかに刺した銀ぎん刀とうを引き抜ぬき、全力で飛び出した。真まっ直すぐミミコの元へ。わずかに出足が遅おくれた。必死になって刀を振ふるう。


　ガッ


　と硬かたい音を立てて、ミミコの上に投げつけられた手て槍やりが、真っ二つに折れた。


　身体からだを硬こう直ちよくさせるミミコを後ろに庇かばい、ジローは洋館と向き合う形に反転した。


　闇やみ夜よに沈しずむ洋館の屋根。そこに、一人の吸血鬼が立っている。ミミコを狙ねらった攻こう撃げきだったが、その真意はジローへの挑ちよう発はつだ。


　こういう輩やからがいるから、とジローは獰どう猛もうな笑みで牙きばを剝むいた。


　こういう輩がいるから、自分に力を貸してくれる者を、意に反してでも遠ざけねばならない。


　せめてその落とし前は、きっちりと付けてやる。


「今晩は、オーギュスト。なかなか憎にくい登場じゃないですか」


　ジローの呼びかけに、オーギュストはぞろりと牙を剝き、笑った。





　　　３





　ジョアン・曾ツアンの名が告げられたとき、それまでの場の空気が一変した。


　気の抜けた感じで聞いていた者や、苛いら立だちや不ふ信しんを見せて聞いた者たちが、一いつ斉せいに面おもてを引き締しめた。昨日の夜、あわや特区への侵しん入にゆうを果たしかけた『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の生き残り。彼の名前は、特区の支し配はい者しやたちの注意を促うながすのに十分な効こう果かがあった。


「昨日の夜、彼は、彼の仲間だった『断絶血統ブラツド・オーフアン』の一いち団だんを襲おそい、自らの支配下に置きました。悪名高き『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の力です」


　と陣内が淡たん々たんと説明した。


　一いつ般ぱんに、「吸血鬼ブラツク・ブラツドに嚙かまれた者は吸血鬼になる」という伝でん承しようがある。しかし、実はこれは誤あやまった伝承であり、人が吸血鬼に転化するのは、「吸血鬼の血を吸すったとき」なのである。吸血鬼ブラツク・ブラツドの血が体内に入ると、人の血は闇に染そまり、新たな生せい命めいに生まれ変わるのだ。


　ところが、これには例外がある。それが『九龍の血統クーロン・チヤイルド』で、彼らの血けつ統とうには、血を吸った相手を自分たちの血統に染めるという、他に類のない力があった。その力は人間のみならず他の血統の吸血鬼にまで及および、実際に何人もの吸血鬼が、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』へと転化させられている。香港聖せい戦せんが激げき烈れつを極きわめた理由は、力のある古血オールド・ブラツドが、次々に敵てきの軍門に下ったからなのだ。


　昨日の晩も、たった一人の感かん染せん源げんによって、十人以上の吸血鬼が『九龍の血統クーロン・チヤイルド』へと転化させられた。かの血統が、同じ吸血鬼たちからも忌いみ嫌きらわれる所以ゆえんである。


「この辺りの詳くわしい事じ情じようは、鎮ちん圧あつチームから報ほう告こくが上がっています。尾根崎会長はご存ぞんじでしょうし、セイ氏やケイン氏にもあとでレポートをお持ちします。ゼルマン氏も興きよう味みがあればご覧らん下さい。さて、事じ件けんは彼が仲間を裏うら切ぎったために発生しましたが、それ以前、彼らは特区を目指していました。元もとはカンボジアの農村部で人目を避さけて暮くらしていた集団です。しかし、それ以上そこで暮らし続けることが困こん難なんになってきたのでしょうね。彼らは流る民みんとなり、『人と吸血鬼が共存する』理想都市、特区を目指した」


　理想都市、のくだりで、ゼルマンが微かすかに笑った。外の吸血鬼たち──特に迫はく害がいを受ける吸血鬼たちが特区に憧あこがれを抱いだいていることは有名だ。しかし、現実はこの部屋でさんざん話された通りである。楽園は、いまだ現実から遠かった。


　陣内は特別な感かん傷しようは示しめさず、手て際ぎわよく説明を続ける。


「つい三時間ほど前のことです。我々はこの流民集団を率ひきいていた指し導どう者しやに接せつ触しよくすることができました。彼女はケリー・黄ウオン。こちらも鎮圧チームの報告にありますね。事件の犠ぎ牲せい者しやの中で、ただ一人『九龍の血統クーロン・チヤイルド』への転化を免まぬがれた女性吸血鬼です」


　ミミコがいれば仰ぎよう天てんしただろう。陣内はあえて、彼女がいなくなるのを待って、この話を切り出した。それは、彼女の意い識しきをジローに集中させるためだったのである。


「幸い、あんな目に遭あってなお、彼女は『カンパニー』に協力的でした。これは、ミミコ君の功こう績せきと言えるでしょう。おかげで我々は彼女から様々な事情を聞き出すことができました。特に興味深かったのは、ジョアン・曾に関することです。この男は、集団の中では比ひ較かく的新しく参入した者でした。将しよう来らいを憂うれう彼女たちの元に、彼が特区行きの話を持ちかけたのだそうです。黄氏の話では、曾はこれまでにも彼女たちのように行き場のない吸血鬼を、何度か特区に入らせたことがあるらしかった。つまりは密みつ入にゆう国こくの手引きをするブローカーを名乗ったようです。彼女は曾の話に乗り、仲間を説き伏ふせてカンボジアをあとにした。そして、太平洋を渡わたる途と中ちゆうで鎮圧チームの襲しゆう撃げきを受け、偶ぐう然ぜん居い合あわせた『銀刀』とも接触。あとは昨日の事件へと発はつ展てんしていったことになります」


　そこで陣内は一いつ端たん説明を止やめ、拝はい聴ちよう者しやたちの理り解かいを確たしかめるように、一同を見回した。


　質しつ問もんを挟はさむ者はいなかった。先を促うながす者もいない。迂う遠えんに取られかねない陣内の説明だったが、彼らは皆みな、陣内が無む駄だ口ぐちを叩たたくような人間でないことを知っているのだ。


　陣内はひとつ頷くと、説明を再さい開かいした。


「前後の情じよう況きようから推すい測そくするに、黄氏に話を持ちかけたとき、すでに曾は『九龍の血統クーロン・チヤイルド』だったと見て間違いないでしょう。旅の途中で転化したなら、さすがに黄氏も気付いたはずだ。ですが、そうなるとおかしな点が生じてきます。彼はなぜ、流民たちを特区に招まねく役を買って出たのでしょうか？　彼が『九龍の血統クーロン・チヤイルド』ならば、特区に入ることはできない。なぜなら──」


「……『結界』が張はられているのだからな」


　ケインがぼそりとつぶやいた。いまや彼の目にも、強い疑ぎ心しんと憂ゆう慮りよがある。


「その通りです。曾は特区に来ようとしても、中に入ることは不ふ可か能のうだったはずなんです。それどころか、ここは『九龍の血統クーロン・チヤイルド』にとって鬼き門もんでしょう。何しろ、鎮圧チームであれ、協定血族であれ、彼らの敵には事欠かない。なのに、曾は身の危き険けんを冒おかしてまで特区を目指した。理由があるはずです」


「……単に何も考えていなかったのではないかね？」


　と尾根崎が意見した。


「報告によれば、曾という吸血鬼は、かなり狂きよう気きに冒おかされていたらしいじゃないか。単たん純じゆんに、ここに来ればなんとかなると考えていたとしてもおかしくない。現に、どうにかなったわけだしな」


「確かに。流民たちの窮きよう状じようを知ったミミコ君が彼らをまとめて特区に引き入れる口約を与あたえたため、曾はまんまと『結界』を乗り越こえる資し格かくを得た。しかし、それはあくまで偶ぐう然ぜんの産物です。そして曾が狂気に冒されていたとしても、流民たちを特区に誘ゆう導どうする手口には、精せい神しんを病やんでいたという形けい跡せきは見当たりません。集められた情報を検けん討とうした結果、私は、彼には自分が特区に入る準じゆん備びがあったのだ、と結論を下しました。実際、曾は黄氏に対し、手引きする仲間の存そん在ざいをほのめかしている」


　シン、と。


　息づかいすら聞こえてきそうな、分ぶ厚あつい静せい寂じやくが辺りに立ち込めた。


　その静寂に配はい慮りよするように、声を落としたケインが確かく認にんする。


「つまり君は、特区内に『九龍の血統クーロン・チヤイルド』を招く者がいる、と？」


「そう考えるのが妥だ当とうでしょう」


　一同の視し線せんが、沈ちん黙もくを守るセイに集中する。


『結界』はセイの手によるものなのだ。彼の膨ぼう大だいな力が、特区全ぜん域いきにあまねく加か護ごを与あたえているのである。『結界』に力を注ぐあまり、いまの彼は本来の力の半分も持っていない。それほど大規き模ぼな『結界』なのだ。


「ミスター・セイ」


　と尾根崎が呼びかけた。


「あくまで可能性としてですが……万が一『結界』を『九龍の血統クーロン・チヤイルド』が越えた場合、それを察知することは不可能なのですか？」


「……不可能」


　と、いつになく厳きびしい口調でセイは尾根崎に答えた。


「余よが発動しているのは、その種の力ではない。きゃつらの力は大きい。『結界』は、あくまできゃつらの血の性質を逆さか手てに取ったもの。壁かべを築きずくのと同じ」


「それも──」


　と、突とつ然ぜんゼルマンが割わり込んだ。


「中に入れないというよりは、外に出さないためのもの。まかり間違って忍しのび込んだ『九龍の血統クーロン・チヤイルド』は、特区に居い座すわるしか術すべがなくなる」


「ゼルマン！」


　ケインが血相を変えて怒ど鳴なった。彼が口にしたことは、ごく一部の者しか知らないことだったらしい。尾根崎の目つきが鋭するどさを増ましたかと思うと、そのままスッとあらゆる感情を隠かくした。


　だが、秘ひ密みつの一いつ端たんを暴ばく露ろしたゼルマンは、激げつ昂こうするケインをからかうでもなく、彼らしからぬ神しん妙みような表情を作っていた。


「……心当たりがある」


　ぽつりと言った彼の台詞せりふに、陣内を始め、全員が息を凝こらした。


「なんだとっ。内通者を知っているとでもいうのかっ」


「いや。『内通者の存在』に心当たりがある」


　ゼルマンは陣内に顔を向けた。彼らしからぬ、ごく真しん剣けんな態たい度どで口を開ける。


「『銀刀』の特区入りに遅おくれて、一人の吸血鬼ブラツク・ブラツドが特区の中に入った。力のある奴やつだ。だが、名のある古血オールド・ブラツドにしては、どこからも情報が入ってこない。どうやら誰に知られることもなく、潜もぐり込んだらしい」


「……それが『九龍の血統クーロン・チヤイルド』だと思われるのですか？」


　陣内が尋たずねる。ゼルマンは「わからん」と素す直なおに認みとめた。


「だが、もし区侵入を企くわだてる『九龍の血統クーロン・チヤイルド』が他にもいるなら、一昨日の騒さわぎや今日の『銀ぎん刀とう』を巡めぐるオレたちの騒そう動どうは、恰かつ好こうのチャンスだったはずだ」


　冷静なゼルマンの指し摘てきを最後に、再ふたたび参加者たちは押し黙った。


　まさか、という疑ぎ念ねんと、もしや、という焦しよう燥そうが、全員の脳のう裏りに暗雲の如ごとく広がっている。


　その沈黙の中、まるで落らく雷らいのように、携けい帯たいの着信音が鳴り響ひびいた。


　周りがビクリと身体からだを震ふるわせる中、平然とゼルマンがポケットから着信中の携帯電話を取り出した。ケインなどにらみ殺す勢いきおいだったが、ゼルマンは慌あわてた様子もなく、慣なれた手つきで携帯を繫つなげた。


「──なんの用だ。いや、まだ終わらん。ちょっと面めん倒どうな雲行きに……なんだと？」


　まるで授じゆ業ぎよう中ちゆうに友人と電話する高校生のような口調だったが、最後のひと言だけは声のトーンが変わっていた。思わず一同が耳を澄すませる中、ゼルマンの言葉が異い様ような響きで室内をのみ込む。


「生き返った？　誰が？　……うん。いやだから……おい、少し落ち着け。冷静に話せ」


「ゼルマンっ」


　ケインが叫さけぶ。ゼルマンは舌した打うちしつつも携帯を操そう作さした。途と端たんに、受話口から流れる音声が、内ない蔵ぞうのスピーカーを通して他の者の耳にも届とどいた。


　若わかい女性の声。サユカだ。


『……ですからっ。あの浮ふ浪ろう者しやです。昼間、オーギュストが血を吸って殺した浮浪者。あの男が生き返ったんですっ。彼は吸血鬼でした。オーギュストに転化された可能性は低いですから、彼が連れて来られたときには、すでに吸血鬼だったと考えるべきです。いえ、正確には、転化しつつあったんです』


　殺した、という報告に、陣内や尾根崎の目が険けわしくなった。血を吸うだけならともかく、相手を死に至いたらしめるのは協定に真っ向から反する行こう為いだ。もっとも、それが人間でなく吸血鬼なら話は別だが。


「……それで？」


　とゼルマン。サユカの悲鳴じみた説明が続く。


『生き返ったのは、彼の死体を始末しようとしていたときです。現げん場ばには四人いました。ヒロユキとリック。ジャナウェイとマーカスです。それが……全員、灰はいに……』


「待て」


　ゼルマンの声が厳きびしくなる。赤い瞳ひとみが怪あやしく輝かがやきだしている。


「あの四人が全ぜん滅めつ？　転化して目覚めた直後の吸血鬼を相手に？」


　抑おさえられてはいたが、確認するゼルマンの声には驚きが滲にじんでいた。


　しかし、サユカの返答は、彼の予想を遥はるかに上回った。


『いいえ。彼の手にかかった者はいません。四人は──いえ、ヒロユキとリック、マーカスは、突然暴あばれ出したジャナウェイと相打ちになったんです。ジャナウェイは粗そ暴ぼうで腕うでっ節ぷしの強い男でしたが、他の三人が彼より格別劣おとっていたわけではありません。それが……暴れ出したジャナウェイは人が変わったみたいに手に負えず……』


「嚙まれたのか？」


『…………』


「サユカっ。ジャナウェイは、その浮浪者が生き返ったとき、そいつに血を吸われたんだな？」


　長い沈黙のあと、


『はい』


　とサユカは答えた。室内に、誰かのもらした喘あえぎ声が響ひびいた。ゼルマンはそっと両目を閉とざした。


『私も詳くわしいことはわかりません。彼らが争うのは目もく撃げきしましたが、離はなれた場所にいたので。ただ……ゼルマン様。あの……あの浮浪者は何者だったんでしょうか？　ジャナウェイはどうしてあんな……まさか、あれは……いや、でもそんな……っ』


　小さな携帯の向こうから、混こん乱らんし、恐きよう怖ふに震ふるえるサユカの声が聞こえてくる。それは確実に室内にも伝でん播ぱしていた。


　ゼルマンは閉とじた目を開け、


「落ち着け、サユカ」


　と、他の者が驚くほど優やさしい声をかけた。


「お前が無事でよかった。今日はもういい。そうだな。念のため新市街区ニユー・ヤードに宿を取ってゆっくり休め。明日連れん絡らくする。ただ、最後にひとつだけ確認したい。絶ぜつ対たいに間違いのないよう、答えてくれ。オーギュストはそいつの血を吸ったんだな？」


『……はい。はい、ゼルマン様。間違いありません』


「わかった。じゃあ明日。お休み」


　そう言って、ゼルマンは携帯を切った。


　ポケットに戻し、蒼そう白はくになった一同を見回す。


「お気に入りの僕しもべでね。気が小さいのが玉に瑕きずだが……実に『退たい屈くつしない』」


　言下に──


　まるで封ふう印いんが解とけたかのように、陣内と張がそれぞれの携帯を取り出した。


　陣内はミミコの携帯を呼よび出す。だが繫つながらない。コール音だけがノロノロと繰くり返される。


　張は鎮ちん圧あつチームにかけていた。ショックを受ける尾根崎に指し示じを仰あおぐより早く、彼らの装そう備びを対古血オールド・ブラツドのそれから、対『九龍の血統クーロン・チヤイルド』のそれへと変へん更こうするように命令する。


「龍りゆう殿どのっ」


　とケインが振ふり返った。セイはしっかりと頷うなずき、


「天の采さい配はい」


　とつぶやいた。


「ジローが行った。まだ、間に合う」





　それは甘あまい判はん断だんだった。
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「……わかった、弟よ」


　彼女はそう言って両手を上げた。


「ヤフリーの勇み足は、いまさらどうしようもない。元もとジョアンの暴走でケチが付いていたところだ。計画は変更する」


「だね」


　と青年は大げさなほどにほっと息をついた。


　二人がいるのは東とう京きよう湾わん上。広い海面に頼たよりなく浮うかぶ小こ舟ぶねの上である。


　この位置からだと、夜の特区が一望できる。それは、人工の光に飾かざり立てられた、巨きよ大だいで美しい城じよう塞さいのようだった。そびえる摩ま天てん楼ろうの明かりが水みな面もに映うつり、蜃しん気き楼ろうか何かのように見える。


　彼女は両手を腰こしに当てて、その景観を眺ながめていた。長い黒くろ髪かみが風に揺ゆれる。黒いルージュをひいた唇くちびるに、懐なつかしげな微笑ほほえみが浮かんでいる。


「となると、問題はこのあとだね。なんとか手を凝こらして、ヤフリー君を助けに行かなければ。まったく手のかかる奴やつだなあ」


　台詞せりふと裏うら腹はらに楽しそうに頭を捻ひねる青年へ、彼女は素っ気なく首を振ふった。


「構かまわん。放っておけ」


「ええっ？　そ、それはあまりに冷れい淡たんですよ、お姉ちゃん？　ヤフリーが『銀刀』に勝てるわけないじゃない。でしょ？　殺されちゃうって。絶ぜつ対たい」


「だとしても身から出た錆さびだ」


「れ、冷血女……」


「何か言ったか？」


「いいえ、お姉さま」


　青年が首を横に振る。しかし、童顔に浮かぶ表情は、見るからに不服そうだ。


　彼女は、フッとおかしそうに口元をほころばせる。


「死にはしない。いまのジローには守るべき者がいる。遺い産さんには手を付けまい。ならば、戦いようはあるはずだ」


「だからって……それをヤフリー君に求めるのは、ちょーっと厳きびしいんじゃないかなあ」


「勝て、というわけじゃない。が、せめて命からがら逃にげ延のびるぐらいのことは期待させてもらおう。姉きよう弟だいの一員として」


「うーん」


「クスクス……慌あわてふためくジローの顔が目に浮かぶ」


「そっちが本ほん音ねかよ」


　青年は頰ほおを引きつらせてつぶやいた。彼女は聞こえない振りをした。


「……よし。良い機会だ。私も中に入るぞ」


　彼女は軽い態度で宣せん言げんした。「ええっ!?」と青年は慌あわてた。またこの自じ己こ中ちゆう女は、と彼女を見る目が雄ゆう弁べんに語っている。


「待ってよ待ってよ、お姉ちゃん。冗じよう談だんきついって。よく考えて下さい？　それはさすがに、問題あるんじゃない？　入ったはいいけど、そう簡かん単たんには出られないんだから」


「確かに時期尚しよう早そうなのは認めるが、どうせ計画を変更するのは決定したんだ。この際、連中の隙すきを突つき、一気にやれる限かぎりのことをやってしまおう。うん。我われながら妙みよう案あんだ」


「そんな行き当たりばったりな」


「いや。これは前々から考えていたことだ」


「噓うそ吐つけっ。いまお前、妙案だとか感心しただろっ」


　青年の指し摘てきを、彼女は口笛を吹いて誤ご魔ま化かした。どうやら本気だ。しかも、なんだか彼女らしくもなく浮かれている。


　十年待った待ち人が現あらわれたのだ。


　彼女が浮かれるのも無理はない──と思いつつ、頭の痛いたい青年だった。


　その後もあれこれと青年は彼女の説得に努つとめたが、結局は徒と労ろうに終わった。「舟を出せ」と命令されて、仕方なくモーターを動かした。


　眼がん前ぜんに近づく光の大都市に、彼女は鋭するどい瞳ひとみを向けた。


翠みどり色いろの、毒どく蛇じやのような双そう眸ぼうを。


「腕が鳴るな。セイもケインも、平和に浸つかっているんだろうが……待ってろよ。すぐに冷水を浴びせてやるぞ」


「……やな女」


「何か言ったか？」


「いいえ。……ようこそ特区へ。ミス・カサンドラ・ジル・ウォーロック」





　　　４





　まだ涙なみだの残る瞳で、ミミコは目の前のジローの背せ中なかと、洋館の屋根に立つオーギュストを見つめた。


　菫すみれ色いろの夜空を、黒々とした雲が覆おおっている。風が強い。暗雲は刻こく一いつ刻こくと形を変え、まるで天空を舞ぶ台たいに踊おどっているようだった。


　オーギュストは笑っていた。目が煌こう々こうと輝かがやき、大きく笑う唇から、がっしりと太い牙きばがのぞいている。血色は悪く、頰がごっそり瘦こけていた。髪かみは強風に乱みだれてなびき、胸むな元もとの解ほどけかけたタイには、彼自身の吐と瀉しや物ぶつの跡あとがこびり付いていた。


　しかし、公園で襲しゆう撃げきを仕し掛かけたときのような熱病に似にた狂きよう気きは失うせていた。ジローを見下ろす瞳は透すき通ってさえいる。背せ筋すじが伸のび、全身に力が漲みなぎっている。まるで長い苦行から解かい放ほうされたあとのような、清すが々すがしさすら感じる。


　ただし、彼の変へん貌ぼうは、公園で感じたものとは別種の悪お寒かんをミミコに与あたえた。


  オーギュストは、まるで悪あく魔まに魂たましいを売った超ちよう人じんのようだった。


「待っていた、『銀刀』」


　朗ろう々ろうとした豊ゆたかな声量で、オーギュストは言った。


「聞いてくれ。私はいま、最高にいい気分だ。いまならなんでもできる気がする。まるで世界が開けているようだ。熱く脈打つ首筋を見せて、無む防ぼう備びに横たわっているみたいだ。転化したときでさえ、これほどの万ばん能のう感はなかった」


　うっとりと目を細め、オーギュストは、夜気を肺はい一いつ杯ぱいに吸い込んだ。彼の全身に、快感を促うながす細かな電流が流れているのがわかった。ピリピリと彼の肉体が帯電しているかのようだ。


「私はいままで『自由』という感覚を勘かん違ちがいしていた。束そく縛ばくを束縛と感じることすらできず、屈くつ辱じよくを屈辱と認にん識しきすらできないでいたらしい。だが、いまは違う。いまこそ、私は本当に自由だ。私はいま、本当の意味で吸血鬼ブラツク・ブラツドたり得た。そうとも。いまの私こそが本物だ。これが本物の吸血鬼ブラツク・ブラツドだ」


　その言葉は、到とう底てい戯ざれ言ごととは聞こえなかった。


　暗黒の闇やみ夜よ。廃はい墟きよと化した洋館。そして笑う牙の男。ミミコの背筋が震える。


「どういうことだ」


　ジローがぼそりと尋ねた。高圧力でギリギリまで締しめ付けられた声だった。


「貴き様さま、いつ、どこで嚙まれた？」


「なんのことだね？」


「惚とぼけるなっ。私は香港で、貴様の仲間を嫌いやというほど斬きってきた。他の誰が見み紛まがおうと、この私が見み誤あやまるものか！」


　聞いたこともないほど激はげしい口調だった。まるで別人だ。ミミコの本能的な恐きよう怖ふがどんどん高まり、彼女の根元を揺ゆさぶった。震えが止まらなかった。


「……何よ？」


　ともすれば奥おく歯ばがカチカチなりそうになりながら、ミミコはジローの背中に問いかけた。


「なんなの……ジローさん、いったい……」


「ミミコさん。いますぐ『カンパニー』に連れん絡らくを取って下さい。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』が特区に入りました」


「──え？」


「『九龍の血統』が特区に入っています。彼は……感かん染せんしている」


「な──」


　弾はじかれたようにオーギュストを見上げる。ミミコの脳のう裏りで、彼の姿すがたが、一昨日中ちゆう華か街がいで見た曾の姿と重なった。「うそっ」と声がもれる。その声も喘あえぎに近い。


「……やはりこれはそうなのか？」


　と、屋根の上のオーギュストはつぶやいた。


「一体どうなったのかと思っていたが……なるほどな。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』とは、こういう風なものなのか……」


　独ひとり言のような感想には、大した感かん慨がいもなく、ショックを受けた様子もない。ジローはギッと彼をにらんだ。


「答えなさい、オーギュスト・ワイカーっ。お前を転化した吸血鬼ブラツク・ブラツドはどこですっ？　なぜ『結界』の中に入ることができました!?」


「悪いな、『銀刀』。私には心当たりがない。誰かに血を吸われたなら、わからないはずがないが──私は誰にも血を吸われていない」


　そう、オーギュストは首を振った。噓うそには見えない。これまでの彼なら何を言われても信用できなかっただろうが、いまの彼は率そつ直ちよくに質しつ問もんに答えているように思えた。すると、ジローは微かすかに目つきを変えた。


「……では、誰かの血を吸いましたか？」


「血を？　私がか？」


「そうですっ。おそらくは浮き市フロート・マートのあと。何者かの血を吸った覚えはありませんか？」


「……ある。が、手て慰なぐさみにさらった浮ふ浪ろう者しやだ。あの血けつ統とうに関かかわりがあるわけが……」


「吸ったのですね……なら、どれほど意外でも、それが感染経けい路ろです」


　吸血鬼の血をのんだ者は、吸血鬼に転化する。これは当然、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』にも当てはまる。しかも、かの血統の力は、彼らの血を吸われた場合と同じように、すでに吸血鬼となっている者にも及およぶのである。


「どうりで発はつ症しようが遅おそかったわけです……その浮浪者は、いまどこに？」


「知らん。私が血を吸って殺した」


　殺したと聞いてミミコが息をのんだが、ジローは即そく座ざに否ひ定ていした。


「死んだとしても、『滅ほろんで』はいなかったはずです。しかし、そのとき気付かなかったということは、その浮浪者もまた転化の途と中ちゆうだった？　くそっ。一体何がどうなっているのですっ。誰がこんな真ま似ねを──」


　ジローはギリギリと奥歯を嚙かんだ。彼の顔には、はっきりと焦しよう燥そうが刻きざまれている。それも当然のことで、昨日彼やミミコは、こういう事態にならないように死力を尽つくして戦ったのだ。


　しかし、ミミコは正直なところ、まだ事態の急転について行けていなかった。


　ジローが殴なぐり込こみに行ったと聞いてから、必死に駆かけつけたが間に合わず、しかも当のジローは特区を出ると宣せん言げんしたばかりなのだ。そこにオーギュストが現れ、しかも『九龍の血統クーロン・チヤイルド』になっている。目の前で何か悪いことが進行しているのに、頭が麻ま痺ひして動かない。足が地に着いていない。まるで悪あく夢むの中にいるようだった。


「ミミコさんっ。何をしてるんです。早く連絡を！」


「で、でも……あたし……」


　狼狽うろたえるミミコに、ジローがつい舌した打うちする。その舌打ちが、鞭むちのようにミミコを打ち据すえる。鋭するどい痛いたみが胸むねを抉えぐり、また涙がこぼれ落ちる。


「『銀刀』よ！　他の吸血鬼の心配もいいが、ここにも一人、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』がいるぞ。こっちは放っておくつもりなのか？」


　大声でオーギュストが吠ほえた。ジローはぎらつく瞳ひとみを空に向けた。


「ご冗じよう談だんを。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』とは因いん縁ねんがありましてね。一匹ぴきたりとも逃にがしはしません」


　オーギュストは満足そうに頷うなずいた。「結けつ構こう」と気き障ざにつぶやき、腕をかざす。


　彼の右手には、細身のサーベルが握にぎられていた。スラリとした刀身が、暗闇の中に鈍にぶく光った。


「これでも、それなりに嗜たしなんでいてね。あいにく銀の刃やいばとはいかないが……」


　オーギュストは自らの左手をかざすと、スッとサーベルの刃を滑すべらせた。刀身の輝きが血に染まって消えた。赤黒く変色した刀身に、オーギュストは目を細めた。


「これでどうだね？　私の血が染まったのなら、これで条じよう件けんは五分にならないかね？」


「……さて。そんな悪あく趣しゆ味みな真ま似ねは前例がありませんからね」


『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の血に濡ぬれたサーベル。もしあの血が体内に混まじれば、ジローも転化する可か能のう性せいがでてくる。「……どちらにしろ」とジローは牙きばを剝むく。


「掠かすりもしないのでは同じことです」


「試ためしてみるか！」


　オーギュストが屋根を蹴けった。


　跳ちよう躍やくは直線を描えがいた。サーベルをかざし、真まっ直すぐにジローへ。ジローの気配が爆ばく発はつする。力場思念ハイド・ハンド。体たい勢せいを崩くずされたオーギュストが舌打ちして軌き道どうを変える。銀刀が走り、ジローが前進。着地点で、


　キンッ


　と火花が飛んだ。
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　瞬またたく間に洋館の庭で火花が連れん鎖さした。風が強くなる。火花が闇の中に飛んで行く。鋭い金きん属ぞく音が次から次へと重なり合う。


　ジローが前へ。オーギュストは後こう退たいしつつも、苛か烈れつな斬ざん撃げきを残らず受けた。闇の中、飛び散る火花は複ふく雑ざつな軌跡を描いた。銀色の刃と赤黒い刃は、二匹の蛇へびのように絡からまり合った。


　ジローの一撃をオーギュストが受け流す。左右から、ほとんど同時に斬きり込まれたジローの刃を、わずかな手首の返しで受け止め、打撃に押されることなく剣けん圧あつを逸そらせる。かと思うと隙すきを突いて切っ先を繰くり出す。ジローは刀の背で攻撃を弾き返す。ジローの踏ふみ込みに、オーギュストがステップを踏んで後退。オーギュストのフットワークを、ジローの歩法が無効化する。頭上。手首。踏み足。脇。息をする間もなく斬り込まれる攻撃を弾き、嚙み合った刃が動きを鈍にぶらせる隙へ斬り込んだ。


　いつしか、二人の吸血鬼の眼がん光こうが、灯火の如ごとく燃もえ上がっていた。高速で斬り結ぶ間にも両者の間で熾し烈れつな視経侵攻アイ・レイドの攻こう防ぼうが繰り広げられているのだ。ほんのわずか。数分の一秒防御のタイミングがズレるだけで勝敗が決する。


　ミミコは身み悶もだえした。目と鼻の先で、力と力がぶつかっている。人間の追つい随ずいを許ゆるさぬスピードとパワー。触ふれることのできない世界だった。空気が焼けているようだ。


　一昨日ジローが吸血鬼と戦った際さい、血を吸われたミミコは共鳴現象によってジローの感覚を共有していた。戦うジローの熱。血の滾たぎりを、我がことのように体験することができた。あのときミミコは、ジローと同じ戦場に立ち、共に戦っていたのだ。


　しかしいまは違う。


　いまのミミコは、ただおろおろと目の前の戦いを見守ることしかできなかった。いや、見守ることすらろくにできていない。暗闇の中から聞こえてくる金属音。弾けては消える火花。そんな戦いの影かげしか知覚できないのだ。そして、これが本来の、人と吸血鬼の関係なのである。ジローが幾いく度ども幾度も繰り返しミミコに言ったこと。それを、いま彼は、己おのれの身をもって明めい示じしている。


　自分は取り残されている。


　──嫌いやだ。


　全身を、震えるほどの恐きよう怖ふが貫つらぬいた。


　──嫌だ。嫌だ。嫌だ。


　嫌だ、ということしか感じなかった。お願いだから勘かん弁べんして欲ほしい。お願いだから、と。それだけが頭の中で延えん々えん延々と繰り返されていた。


　何も手に着かず、何も考えられない。自分がどうすればいいのかすらわからない。ジローは電話しろと言っていたが、携けい帯たいを取り出すことすらできなかった。嫌だ嫌だ嫌だ嫌だと、そればかりが頭の中をびっしり埋うめ尽つくし、勝手に呼こ吸きゆうが苦しくなり、動どう悸きが激はげしくなり、目め眩まいがし──


　ミミコは、パニックに陥おちいっていた。


　笑ってしまうぐらい無力だった。


　なんて、情けない。


「ミミちゃん！」


　鋭いくせに温かな声が耳じ朶だを打った。ミミコは少し我われに返った。気が付くと、コタロウがミミコの身体からだを全力で揺ゆさぶっていた。


「ミミちゃん、しっかり！　ぽかんとしてちゃ駄だ目めだよっ。兄あに者じやが言ったとおり、電話しなきゃっ」


「コ、コタロウ、君……」


　ミミコは泣きながらコタロウの顔に見入った。コタロウは電話をかけろと言っている。ミミコは頷くが、そのあとが続かない。


「電話……携帯が……」


　制せい服ふくのポケットを探さぐる。携帯が見つからない。コタロウがスカートのポケットに手を入れ、


「ほらっ」


　とミミコに持たせた。ミミコは折りたたみ式の携帯を開けた。四角い液えき晶しようディスプレイと、無数のボタン。かけ方が思い出せない。指がうろうろと彷徨さまよう。


「ミ、ミミちゃんってば！　ふざけてないで、電話してよ！」


「ご、ごめん、コタロウ君。あたし、もう駄目……」


　当たり前のことができない。自信や自負が面おも白しろいくらい呆あつ気けなく崩くずれていく。崩れていくのが止まらない。


「何言ってんのさ！　大だい丈じよ夫うぶだよっ。兄者があんなのに負けるわけないじゃないっ。それより、早く電話！　ぼく……ぼくなんだか、さっきからそわそわして止まらないんだ。なんか落ち着かないんだよ。なんか、ヤバっ、て感じなんだよ」


　どういうわけか、コタロウも焦あせっているらしい。それでもミミコは、目の前の現実と嚙かみ合わなかった。すべてが空回りしている。手て応ごたえがなく、ただただ空気を搔かきむしるような疲ひ労ろうだけが募つのっていく。


　パニックが止まらない。


　そのとき後ろから悲鳴が上がった。ミミコが振ふり返る。


　戦いに決着がついていた。


　庭の中なか程ほど。ジローの銀刀が、オーギュストの胸むねに突つき立っていた。まだ息があるオーギュストを、ジローが空中に吊つり上げている。虚むなしく空を蹴る足。まるで百も舌ずの速はや贄にえだ。串くし刺ざしの伊だ達てお男とこと、彼を掲かかげる悪あつ鬼き。


「手こずらせてくれました」


　ジローが言った。顔に戦いの興こう奮ふんと、吸血鬼の残ざん虐ぎやくな愉ゆ悦えつが張はり付いている。


「結けつ構こうな手て並なみでしたよ。楽しい時間をありがとう、オーギュスト・ワイカー」


　オーギュストの唇くちびるが歪ゆがんだ。笑ったのだ。何か言おうと開けた口から、大量の血がこぼれた。自分の血に咳せき込みながら、オーギュストは言った。


「まだ……だ」


「いいえ。お終しまいです」


　ジローがぐんと銀刀に力を込めた。嫌いやな音がして、切っ先が背せ中なかに抜けた。


　オーギュストの身体が激しく痙けい攣れんした。吐と血けつが止まらなくなった。ミミコは目を逸そらしたいのに、逸らすことができなかった。急に、今日一日を振り返って恐こわくなる。今日一日、自分はずっとあの男の隣となりにいたのだ。そのことが、突然恐ろしく、おぞましく感じた。そう感じた事実に胸がキリキリ痛んだ。


　人間レツド・ブラツドと吸血鬼ブラツク・ブラツド。これが、その現実だ。


　オーギュストは大きく呼吸を繰り返した。ヒューヒューと細い音がした。それから震ふるえる笑い声をこぼした。


「まだ、だ、『銀ぎん刀とう』。ふ、ふふ。さっき……な。のん、のんだ、んだ。血、血を……！」


　オーギュストが言った。ジローの顔から表ひよう情じようが消えた。


「……なんですって？」


「ク……ククッ。こ……こうなるとは……思ってなかったが、た……体力を、回かい復ふくしよう……と。人間が……いなかったから……仲間を……お、襲おそった。ク……」


　急速に、オーギュストの瞳から光が消えていく。それでも彼は笑うのを止やめない。黒い血の狂きよう気き。死に瀕ひんして、その狂気が激しく荒あれ狂くるっている。


　グッとオーギュストが歯を食いしばる。そして、最後に、彼は叫さけんだ。


「私の死など問題では、ないっ。我が血が残る、限り、私は……不ふ滅めつだ！」


　そして彼は灰はいの塊かたまりになり、地面に崩れ落ちるより早く、強風にまき散らされた。


　入れ替わるように、洋館からノロノロと姿を現す影があった。


　二人の吸血鬼。さっき室内で襲撃してきた中には見なかった顔だ。浮浪者と同じだ。オーギュストに死ぬまで血を吸われ、いま生き返ったばかりなのだろう。


　だが、彼らは血をのむことではなく、吸すわれることで感かん染せんした。つまり、変化は一いつ瞬しゆん。すでに二人とも身も心も『九龍の血統クーロン・チヤイルド』だ。その証しよう拠こに、彼らは周りに何が起き、自分に何が起こったのか理り解かいしていないにもかかわらず、戦いの興奮が残るジローへ好戦的な目を向けている。


「ハッ！」


　とジローが盛せい大だいに鼻を鳴らした。


「たかだか二匹ひき、なんだというのです。いいでしょう、かかって来なさい。すぐにもう一度殺してやります！」


　それに答えて、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』がジローを襲った。


　一人がジローへ。


　だが、残り一人はミミコとコタロウに襲いかかった。


　その瞬間、ジローの顔から興奮が消え、見事なまでに蒼そう白はくに転じた。


　全力でミミコたちの元に走り出す。しかし、その進路に敵てきが回り込む。凄すさまじい力が迸ほとばしり、銀刀が敵を両りよう断だんした。オーギュストに手こずったのが信じられない、一瞬の殺さつ戮りくだった。が、ロスはロスだ。間に合わない。


　ミミコは他ひ人と事ごとのように感じていた。隣でコタロウが悲鳴を上げる。その悲鳴にミミコがのろのろ首を回す。すぐそばに牙きばを剝むく吸血鬼ブラツク・ブラツドがいた。


　ジローの絶ぜつ叫きようが聞こえた。


　と、


　まさにミミコに嚙かみ付こうと近づいていた吸血鬼の頭が視し界かいから消えた。代わりに、真っ赤な噴ふん水すいがミミコの前に現れた。


　吸血鬼が倒たおれた。倒れた吸血鬼には首がなかった。少し遅おくれて、その首が落ちてきた。軽い音を立てて地面に転がり、顔面が空を見上げたところで灰になった。


　よく気絶しなかったものだ、と、ずっとあとになってミミコは思ったものである。


　その理由のひとつは、吸血鬼がいた場所の後ろに、一人の少年が立っていたからだろう。そちらに気を取られたおかげで、自分が見た光景の意味を理解せずにすんだのだ。


　見覚えのある少年だった。


　あの、浮き市フロート・マートで一瞬だけ見た少年。ジローがにらんでいた少年だ。


　少年は、中でダンスが踊おどれそうなほどだぶだぶのパーカーを着て、フードを被かぶっていた。いくつもポケットがついた脛すねまでの長さのワークパンツを腰こし穿ばきにし、足あし下もとは派は手でなハイテクスニーカーを履はいていた。スケートボードかラジカセでも抱かかえていれば似に合あいそうな少年である。


　しかし、少年が逆さか手てに持っていたのは、血を吸ったばかりの刀だった。刃は渡わたり六十センチ程てい度どの脇わき差ざしと呼よぶには長い日本刀。それで吸血鬼の首を後ろから刎はね飛ばしたのだ。


　少年はちらっとミミコと目を合わせたが、すぐに後ろへ大きく飛び退のいた。開いた空間に、ジローが割わり込こむ。ミミコの前に立ち、少年と対たい峙じした。


　ジローは無言で──しかし、苛か烈れつなまでの眼がん光こうで少年をにらみ据すえた。すると少年はさらに後ろに退しりぞいてジローと十分な距きよ離りを開け、刀を振って血を切った。クルリと回して背中に背負っていた鞘さやに日本刀を収おさめる。カチンと音がした。


　少年は片かた膝ひざをついて頭こうべを垂たれた。


　ジローの表情に戸と惑まどいが混まじった。


「──遅ち参さんしちまいました」


　と少年は仰ぎよう々ぎようしく言った。ジローの戸惑いが大きくなった。


「……何者です？」


　尋たずねると、少年はわずかに面おもてを上げた。目ま深ぶかに被ったフードの下から、鋭いがまだ若わかい瞳ひとみがジローを見上げた。


「初めまして、『銀刀』望月ジロー。『同族殺し』。聖せい戦せんの英えい雄ゆう。古いにしえの血の護ご衛えい者しや。『賢けん者じやイヴ』の血統に連なる猛たけき血よ。まずは陳ちん謝しやを。昨日に引き続き、身内の者が御おん身みの鼓こ動どうを乱みだしました。連中の親として詫わびます。血の濁にごり。その乱れしは我らが血統の宿命なれば、どうかご容よう赦しや下さいますよう」


　と、もう一度、深々と頭を下げる。まだ少年のくせに無ぶ骨こつな物言いだ。


　ジローが言葉をなくしていた。と、そこで突とつ然ぜん携けい帯たいが鳴り出した。


　ミミコの携帯だ。少年は気分を害したように、むっとしてミミコをにらんだ。


「……お姉さん。そりゃないっス。これでも俺おれ、めちゃめちゃ緊きん張ちようしてるんスから。そんなんでぶち壊こわさないで下さい」


「あ、や、その……」


　ついさっき命を救ってくれた少年の非ひ難なんに、ミミコは慌てて携帯の音を切った。呼び出しは続いている。陣内からだ。願ってもない電話である。なのに、ミミコは出ることができなかった。


　彼女は混乱の極きわみにあった。何もかもがおかしくなっている。それともやはり、自分の頭が変になったのか？　ただひとつだけ確たしかなこと、それは──


　ジローが構かまえを解といた。しかし、少年から目を離はなそうとはしなかった。それどころか、オーギュストと対峙したとき以上に、全身に制せい御ぎよされた闘とう志しが漲みなぎっている。


「……『九龍の血統クーロン・チヤイルド』ですね。それも、直ちよつ系けい……」


「はっ」


　顔を伏ふせたまま、少年が返事をする。そのやり取りに、ミミコの思考がようやくまともな動きを見せた。


　──まさか、この子が……


『結界』をかいくぐって特区に入り、オーギュストを転化させた本人なのか？　それがどうしてジローの前に現れ、しかも仲間を殺して自分を助けたのか？


　しかも直系？　ということは、この少年は二世？　世界を恐きよう怖ふのどん底に叩き落とした『九龍の血統クーロン・チヤイルド』。その始祖ソース・ブラツドの牙きばによって直じき々じきに転化させられた吸血鬼だというのか？


「俺の名は、ヤフリー・趙チヤオ。香港生まれの香港育ち。かの聖戦のみぎり九龍王クーロンおう自らの牙により闇夜の口づけを賜たまわった『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に連なる一人。姉弟の七番目。一番上の姉は……ジローさんもよくご存ぞんじでしょう。少なくとも、俺は散々聞かされましたよ。始祖殺しの真相。俺たちの血統とあなたの血統──その因いん縁ねんについて」


　ヤフリーと名乗った少年が顔を上げる。そこに、太ふて々ぶてしい笑みが刻きざまれている。


　ジローの背中が、一いつ瞬しゆん震ふるえた。その瞬間、なぜか彼が急に普通の青年になったように見えた。


　そんなわけ、ないのに。


「『ジローにまた逢あいたい』。この十年、ずっと言ってました。カーサ姉あね貴きは」


　ヤフリーはそう、ジローに告げた。


　カーサ。


　その名前は、なぜか聞き覚えがあった。前まえ触ぶれもなく思い出した。


　──ああ、そうだ。今朝見た、夢ゆめの……


　夢の中の、名前。それをいま、目の前の『九龍の血統クーロン・チヤイルド』と名乗る吸血鬼が口にしている。本当に。何もかもがおかしくなってしまっている。


　ただひとつだけ確かなこと、それは──


　まだ崩れ続けている、ということだ。


　崩ほう壊かいは、止まっていない。


　携帯はまだミミコを呼んでいた。必死に呼び続けていた。ミミコは点てん灯とうする携帯を虚うつろな目でぼんやり眺ながめていた。
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　フェリー襲しゆう撃げきから始まり、横浜の市街戦、『黄昏橋』トワイライト・ブリツジの戦せん闘とうと続いた一連の事じ件けんは、翌よく日じつにこそ大きく取り沙ざ汰たされ、特区の主要組そ織しき、勢せい力りよくは、この対たい処しよに奔ほん走そうした。


　が、結果的に言えば、のちにこの事件を記き憶おくに留とどめ、回想する者はほとんどいなかった。





『銀刀』が特区の地を踏ふんで、丸一日と三時間。


　特区を震しん撼かんさせる動どう乱らんは、いまようやくにして幕まくを開けようとしていた。






あとがき







　なんとか年内に、二巻目を披ひ露ろうできました。


　あざの耕こう平へいです。


『ＢＬＡＣＫ ＢＬＯＯＤ ＢＲＯＴＨＥＲＳ２ 特とつ区く鳴めい動どう』をお届けします。





　今回は、兄弟が特区に入った直ちよく後ごのお話になっています。時じ系けい列れつ的てきには、まだ連れん載さい開かい始しの前ですね。この巻から急きゆうに登場人物が増ふえていますが、読者の皆みなさんは覚おぼえて下さいましたでしょうか？　あまり突とつ然ぜんにキャラクターを増やすのは、続つづき物として好このましくないのですが──好すきなんですよ。こういうのが（笑）。


　今後は巻かん頭とうの登場人物紹介も充じゆう実じつしていく方ほう針しんなので、どうかお許ゆるし下さい。まだ顔かお見みせ程てい度どですが、どいつも癖くせのある連中を取とり揃そろえましたので。


　にしても、男ばっかですねー。ティーンエイジャーとか少ないし。


（注：『ＢＢＢ』はライトノベルです）
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　さて、作つくり手て側がわのことで恐きよう縮しゆくなのですが──


　実は、一巻で血けつ判ぱんの再さい確かく認にんをした側そばから、いきなり足あし抜ぬけ者ものを出してしまいました。


「ブレインデッドＫ藤」氏。


　デビュー以い来らい七年余よ、ずっとお世話になってきたのですが、本書をもって担たん当とう交こう代たいと相あい成なりました。


　前シリーズ『Ｄクラッカーズ』は、多分に筆ひつ者しやのわがままを通してもらった作品です。氏の協きよう力りよくがなければ、成せい立りつし得えなかったシリーズといえるでしょう。そしてそれは、この『ＢＢＢ』も同じです。というか、それ以前に、ファンタジアの最さい終しゆう選せん考こうに残った筆者に声をかけて下さったのもＫ藤氏ですし、また、執しつ筆ぴつ上じようの助じよ言げんのみならず、小説家としての「いろは」を一から教えて下さったのも同どう氏しです。言ってみれば、「あざの耕平」は氏に育そだてられたようなものなのです。


『ＢＢＢ』開かい始し後ご間まもないこの時じ期きに、担当がＫ藤氏から交代するのは、正しよう直じき残ざん念ねんです。


　ですが、これもひとつの変へん化かでしょう。ここは笑え顔がおで、さらばと手を振ふるのが、恰かつ好こういい作家と編集の在り方ってものですよね？





「いやあ。ぶっちゃけ、七年一緒だと、お互い飽あきちゃったよね？」





　てめえ（笑）。


　ま、冗じよう談だんはさておき、これまで本当にお世話になりました。これからもプロデュース面で面めん倒どう見みてもらうことですし、変わらぬご指し導どうをよろしくお願いします。


　あ、それから、『ＢＢＢ』にご意い見けんして下さる際さいは、ぜひ飲み屋のカウンターで。





　そして、新担当のＫ嬢。


　口やかましいのもいなくなったことだし、これからは好すき勝かつ手てやりましょうぜ（最悪）。


　ちなみに、読者の皆さんに彼女をご紹しよう介かいしますと、愛あい称しようは「キャサリン」（噓うそ）。小こ柄がらで可愛かわいらしい眼鏡めがねっ子こさんで、筆者より年下なため常つねに敬けい語ごを欠かかしません。しかし、編集歴は長く、実力は確たしかで、「萌もえ」に対する理り解かい度ども筆者なんかより断だん然ぜん上うえです。持ち前の愛あい嬌きようの良さから、イラストの草くさ河かさんともツーカーの仲なか。遅ち刻こくはしないし、フォローも丁てい寧ねいだし……


　なんだ。担当変更、悪くないじゃん（超最悪）。





「ジローさんとコタロウ君の行く末を、頑がん張ばって盛もり上げましょうねっ」


「そうですね。『兄弟愛』はこの作品のテーマのひとつですし！」





『兄弟愛』と言ったとき、微び妙みようにつまらなそうな顔をしていたのは、きっと筆者の気きのせいだと思います。


　ましてや、ケインやゼルマンについて語かたるときの目つきが怪あやしく輝かがやいて見えたのも、きっと筆者の気のせいでしょう。うん……
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　他、お世話になっている方かた々がたにお礼れいの言葉を。


　イラストの草くさ河か遊ゆう也やさん。突然キャラクター増やして申し訳ありません。（しかも、まだ増えるんですよ、これ……）。でも、草河さんのデザインはいつも楽しみにしていますので、ぜひ恰好良い奴をお願いします。


　いつもあとがきで宣せん伝でんして下さってる（笑）、新あら井い輝てる先生。特に今回は大おお技わざ炸さく裂れつで最高でした。ただ、おいしいネタ振ふりには大たい変へん感かん謝しやなのですが、ワタクシ薬くすりはヤってませんから！　煙草たばことアルコールだけですから！


　あ、ちなみに新井先生は現在、富士見ミステリー文庫で『ＲＯＯＭ ＮＯ．１３０１』シリーズを大だい好こう評ひよう発はつ売ばい中ちゆうです。──ほらほら。裏うら切ぎってなんかないですよ？（笑）


　最後に、読どく者しやの皆さま。


　読どく了りようされた方はおわかりでしょうが、今回は前ぜん後こう編へんの形けい式しきを取っております。それだけに少し物もの足たりない部ぶ分ぶんもあったかもしれません。ですが、それは次で解かい消しよういたしますので、どうかいま少しお待ち下さい。可か能のうな限かぎり早くに、お届とどけする所しよ存ぞんです。


　次巻の副ふく題だいは『特区震しん撼かん』。


　派は手でに行くので、ご期待下さい。







二〇〇四年　十月　あざの耕平





BLACK BLOOD BROTHERS 2


―ブラック・ブラッド・ブラザーズ　特区鳴動―





あざの耕こう平へい
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